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建学の精神
　本学は学則第１条に『教育基本法、学校教育法に則り、学院創設者の信念である「真心こ
そすべてのすべて」という建学の精神に基づき Sincerity（真心）と Hospitality（思いやり）
を教育の根本におき、広く知識を授けるとともに、専門の学芸を教授研究し、知的、道徳的
および応用的能力を展開させ、地域社会に積極的かつ実践的に貢献することを目的とする』
とうたっています。
　「真心」を身につけた学生を育成することが、本学の創立者故菅野慶助先生の建学の理想
だったのです。

「真心」
　真心とはいうまでもなく、誠とか至誠とか呼ばれるものと相通じ、一般的な考え方を示す
ものとして、広辞苑では、「誠の心。いつわりのない真実の心」と記しています。また、「誠」
の項では、「真」、「実」などの文字とともに、「真実の通りであること。うそでないこと」、 
また、「人に対して親切にして欺かぬこと」としております。
　このようにして、真心はまず、自己に対していつわりのないこと。すなわち「自らの良心
の声に聞いて恥じないこと」を意味しています。
　また、他人に対しては、自己に対するいつわりのない心で接し、その人の身になって考え
る思いやりがあり、他人を決して欺かないことを意味しています。

「すべてのすべて」
　以上のような意味の「真心」こそは、人間の行為のすべてを貫くものでなければならない
のであって、菅野慶助先生が「一にも真心、二にも真心」と述べているのはこのことを指し
ています。
　さらに、真心はすべての徳の中でも根本に位するものとして、これらをとらえることがで
きます。この二つの意味を込めて「すべてのすべて」と言っているのです。

「信念のことば」
　真心を以上のように誠、至誠と解するとき、それは先ず、儒学における重要な概念として、
儒学者の諸説があり、また、国学においても「真心」について説くところがあります。さら
に、その他の倫理・哲学者においても説きかたは様々です。
　しかし、本学における言葉並びにその精神は、創立者菅野先生の日常の実践の中において
体得されたものであり、また、これを体現すべく努めに努めた体験の中から生まれてきた信
念であって、思弁的な産物ではありません。
　したがって、この言葉の真の意味は、菅野先生がこれまで歩んできた「足あと」そのもの
の中から見出すことができるものと言って過言ではありません。
　本学においては、真心とその実践を基盤とする国際平和の実現のための教育を、ひとつの
特色として打ち出しており、これもまた、菅野先生の信念から生み出されたものです。
　われわれは、建学当初の「真心こそすべてのすべて」の精神を基本として、人々の信頼と
幸福を求め、さらに、世界平和の実現のための教育の重視へと発展してきたその経緯をたず
ね、さらに将来を展望し、建学の精神の高揚に努めなければなりません。



教育の理念

　本学は、感銘と感動を与え、知的好奇心を喚起する授業の実施を目指すとともに、自らの
人生を創造的に生きようとする学生を受け入れ、支援します。
　本学が求め、そして育成しようとする人間像については次の通りです。

１．真心を持って人に接し、人の立場を考えて行動できるひとを育てます。
　真心は人間社会を築く礎であり、人間関係の基本です。
　心のこもった応対や接遇を心掛け、相手や他人の立場を理解しようとする謙虚さを失うこ
となく行動ができる人間を育成します。
　

２．夢とロマンを胸に、自らの人生を創造的に生きようとするひとを育てます。
　夢をもって生きること、浪漫を求めて生きること、その実現に努力すること、それは自ら
の青春を美しく磨くことです。
　

３．的確な判断ができ、自らの知識と技能を生かして社会に貢献できるひとを育
てます。

　的確な判断は、現代社会に必要な知識と教養の獲得と、社会のいろいろな人との多様な人
間関係の錬磨の中から生まれてくるものです。
　自らの知識を深め、自らの技能を高めて、社会に貢献できる人材の育成につとめます。
　

４．国際的な視野に立ち、多様性を理解し、相互理解の心を持つひとを育てます。
　情報は一瞬にして世界を駆け巡ります。世界は日本に、日本はまた世界へ影響を与えます。
国際的な視野に立って相手のことを理解することのできる人間の育成につとめます。
　

５．感銘と感動を素直に表現できるひとを育てます。
　感銘と感動ある人生ほど素晴らしいものはありません。
　一つひとつの発見や驚きが、人生に若さと新鮮さを与えてくれます。そうした「ひとを育
てる教育」でありたいと思います。

　こうした学生を育成することを教育の理念として掲げ、本学はこれを建学の精神と合わせ
て学是としています。
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福祉学部福祉心理学科の教育Ⅰ
１．入学者受入れ、教育課程編成・実施、卒業認定・学位授与の方針
⑴　入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）

　福祉心理学科では、心理的対人援助活動に関心を持ち、社会福祉、精神保健福祉、臨床心理、カウン
セリング等の分野において広く地域社会に根ざし、将来に渡って地域の発展に寄与しようとする気概を
持つ人、現代社会に必要な知識と教養を身に付け、自らを高める努力をしようとする人を求めています。
　福祉心理学科においては、学修するための基本となる学力要素を、高等学校での学習を通して教科毎
に形成された知識や技能に求めています。この知識や技能を証明するものとして、各学科に定める高等
学校での評定平均を重視し、その中でも特に、人間関係構築の基本であり、コミュニケーション能力の
基礎となる国語力を身につけていることを希望しています。
　別に定める学科による各選考方法の基本は、高等学校における学習成果を前提に、福祉心理学科にお
いて新たな知識を獲得するための希望者本人の意欲や論理的思考能力を確認することです。各選考に共
通して設けられた面接では、学科への適性のほか、生徒会・部活動や地域ボランティアなど課外活動の
実績も評価していきます。

⑵　教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）
　教育課程の編成にあたっては、学部及び学科にかかる専門の学芸を教授するとともに、幅広く深い教
養及び総合的な判断力を培い、豊かな人間性を涵養するように配慮しています。
　福祉心理学科の教養教育科目では、学生・社会人としての現代的教養観、即ち表現力やコミュニケー
ション能力・情報リテラシー、および生活教養などを重視した科目で編成しています。
　専門教育課程は、福祉と心理という学際的領域で、他者の心の痛みに共感でき、心の痛みを抱える人々
に積極的な援助活動を行うことができる人材を育成するために「専門基礎科目」「心理関連科目」「社会
福祉・精神保健福祉関連科目」の科目群で構成し、「福祉」と「心理」の分野から所定の単位を修得す
ることを卒業要件とし、心のケアができる人材を育てる教育課程を編成しています。
　教養教育・専門教育科目それぞれに、知識や技能、論理的思考力、文章・身体・感性等に関する表現
力、課題対処力、多様性の理解力や対人関係構築力の獲得など対応する教育目標が設定されており、こ
れら個々の評価を合わせ、総合的な学修経験を通して学科教育、人材育成の目的に到達できるように各
年次に配当して編成しています。

⑶　卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）
　福祉心理学科においては、心理的対人援助活動に関心を持ち、広く社会の福祉に貢献する人材の育成
を目指す学科教育に基づき、教養教育科目及び専門教育科目において指定された科目を履修し、その他、
学則に示された所定の要件を満たすことを基本としています。
　単位の修得にあたっては、各科目にそれぞれに対応する教育目標として、知識や技能、論理的思考力、
文章・身体・感性等に関する表現力、課題対処力、多様性の理解力や対人関係構築力の獲得などが設定
されており、これら個々の評価を合わせ、総合的な学修経験を通して修学したことを学科教育、人材育
成の目的に適う者とし、かつ、学士の学位を授与するにふさわしい人格識見と健全な精神を有している
と福祉心理学科会議で判定された学生について、学長が教授会の議を経て卒業を認定し、「学士（福祉
心理学）」の学位を授与します。

２．教育課程の考え方
⑴　「福祉」と「心理」の両面から援助できる専門家の養成

　福祉心理学科が目指す福祉の専門家を育成するために、教育課程は「福祉」と「心理」の2分野の専
門性を両軸として「専門基礎科目」「心理関連科目」「社会福祉・精神保健福祉関連科目」の3科目群か



― 2 ―

ら構成されています。「福祉」と「心理」の2分野それぞれ30単位以上履修することが卒業要件となっ
ており、「福祉」と「心理」の両面から心のケアのできる人材を育てる教育課程となっています。
　現代はストレス社会、少子超高齢社会等と指摘されていますが、このような社会で生活していくため
には、「心の問題」とどう向き合っていくかが重要です。福祉心理学科では、地域福祉の担い手として、
幅広いニーズに対応できるとともに、深刻になりつつある「心の問題」を理解し、「心のケア」のでき
る福祉の専門家を養成しようとしています。

⑵　教養教育の充実
　本学の学是である“真心こそすべてのすべて”の精神を持った人材を育成し、現代社会のニーズに応
えるため、福祉心理学科の教養教育には、大学生に求められる表現力、マナー、異文化理解、地域ボラ
ンティア活動に重点を置いた特色ある科目を用意しています。
①　「本学の教育」では、建学の精神の高揚に努め、学生生活の充実を図るとともに、本学創立者が掲

げた「真心をもって行動し、社会に貢献できる人材」となることを目指します。
②　「文章表現」では、社会においてどのような場面でも必要になる表現力の向上のため、その基礎と

なる漢字能力と対話能力を高めることを目標にしています。
③　「生活教養Ⅰ」および「生活教養Ⅱ」では、大学生としてあるいは社会人として必要なコミュニケー

ションの基本となるマナーをしっかりと身につけるため、ケース・スタディ（事例研究）を通して学
びます。

④　「国際理解論」「国際理解演習」では、国際的な視野に立って物事を考えることのできる人材育成の
観点から、異文化への理解を深めることで、多様性を理解することを目標にしています。

⑤　「地域ボランティア活動」「地域振興活動」では、活動の中での人間関係の錬磨を通して、基本的な
対人コミュニケーション力、的確な判断力、問題解決に立ち向かう態度を育てます。

３．学習の成果を挙げるための方法
①　きめ細かい履修指導と個別相談

　クラスアドバイザーの他に全学生に対して、個別面談担当教員を配置しています。
　個別面談担当教員が学生との個別面談を実施することによって、学生一人一人と向き合い学生生活に
おける様々な相談に応じる体制をとっています。
　また、資格取得に必要な学修や就職活動、国家試験受験対策などについて、クラスセミナーや個別相
談を通じて随時対応しています。

②　演習・実習科目の充実
　資格取得に必要な科目はもちろんのこと、実社会において即戦力として役立つ知識や能力を身につけ
るため、授業は可能な限り体験・演習・実験の形態で進めていくよう工夫しています。演習等の科目に
おいては、具体的な事例を通して理解を深めていきます。

③　ゲストスピーカーの招聘
　授業では、それぞれの授業内容に関連し、授業担当教員が学生にとって最も効果的で新鮮な話を提供
できる、ゲストスピーカーを招聘する授業も行います。ゲストスピーカーは、地域あるいは様々な職業
現場で幅広く活躍している方々です。

④　映像及びプレゼンテーションツール利用授業
　授業は、本学が長年推進してきた映像教育を行い、またプレゼンテーションツールを利用し、分かり
やすく効果的に行います。

⑤　ディスカッション及びグループワークを用いた授業
　一方的な講義ではなく、ディスカッションやグループワークの時間を授業に多く導入したアクティブ
ラーニングを実施しています。
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⑥　施設見学
　「相談援助演習Ⅱ」「精神保健福祉援助演習（専門）」等の実践的な授業科目については、福祉施設な
どを実際に訪問し、学生が目指す福祉の現場を見て学ぶ機会を設けています。

⑦　附属施設スタッフ（兼任）による指導
　大学院には心理臨床相談センターというメンタルケアに対応している附属施設を併設しています。こ
こで相談業務にあたっている医師、公認心理師、臨床心理士は福祉学部の教員です。常に実践現場にい
る教員が授業を担当することで、より実践的な授業が受けられます。

⑧　成績評定平均点・本学独自のGPA（グレード・ポイント・アベレージ）の重視
　厳格な成績評価の方法として本学独自のGPA制度を設け、各種表彰や実習・卒業のための基準のひ
とつに採用しています。GPAを学習成果の目安とし、4年間意欲的に学ぶことができます。（Ｐ６〜Ｐ
７のGPAについての説明を参照してください）

４．学生の努力目標−生きた知識と実践教育
○本学の学是である“真心こそすべてのすべて”の精神にもとづき、福祉と心理を学ぶ本学の学生とし

ての「真心」と「専門職者意識」を高めるように努めましょう。
○卒業後の社会生活・職業生活を支える基盤をつくるために、専門的立場から、物事を多角的に判断し、

実践できるような教養を身につけましょう。
○対人援助に必要な知識と技能を身につけるように努めましょう。
○各種のボランティア活動を体験し、他者理解や対人援助について能動的に考え、自らの福祉に関する

興味関心を深めましょう。
○授業のなかで、実際に福祉・心理の現場で活躍されている方をゲストスピーカーとして招聘します。

教科書だけでは学ぶことの出来ない生きた知識を吸収し、さらに積極的な姿勢で自分の問題意識を高
めましょう。

○実習後には、事後指導の一環として、実習事後指導（実習反省会）を実施します。自分が体験したこ
とをまとめて人に伝えることは、さらなる気付きのきっかけとなります。また、後輩の実習意欲を喚
起する役割も兼ねていますので頑張って取り組みましょう。

○大学開講科目で学ぶ基礎知識をさらに専門的な知識・技術として習得するために大学が地域貢献とし
て開催するセミナーなどへの参加に努めましょう。

○福祉・心理は人や社会と切り離しては考えられない学問です。常に地域社会の現状に関心を持ち、将
来、地域社会と連携して活躍できる専門家を目指して日々の授業や課題に取り組みましょう。

教育課程と履修の方法Ⅱ
１．教育課程（カリキュラム）
⑴　基本的な考え方

　福祉学部福祉心理学科で開講される授業は「教育課程表」（Ｐ22〜Ｐ24）のとおりです。
　教育課程（カリキュラム）は、「教養教育科目」と「専門教育科目」に分かれています。そして、科
目ごとに、授業の方法（講義・演習・実習）、履修できる学年（１年次〜4年次）、科目の種類（必修・
選択）、単位数（１単位・2単位・4単位等）が決められています。
　これらの科目の中から、どの科目を履修するのかを自分で決めていくのが大学でのシステムです。た
だし、履修には幾つかの約束事がありますので、しっかりと理解し、確認してください。
　自分で決めた科目（授業）を受けて、学期末の試験（筆記試験・レポート試験等）に合格すると「単
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位」が認定されます。「単位」については、後で説明しますが、卒業や資格取得への目安になる「数字」
と考えてください。

⑵　履修できる学年
　教育課程表の「標準履修年次」に１〜４までの数字がありますが、これはその授業を受けることがで
きる標準的な履修年次です。「１」の場合、「１年次に受けることが望ましい授業」、「１・２」の場合、「１
年次もしくは２年次に受けることが望ましい授業」ということです。下位学年が「標準履修年次」になっ
ている科目は、上位学年になってからでも履修することができますが、上位学年が「標準履修年次」に
なっている科目を下位学年の者が履修することはできません。

⑶　科目の種類
　科目には「必修科目」と「選択科目」の2種類があります。
　卒業までに必ず単位取得しなければならないのが「必修科目」であり、それ以外の科目は「選択科目」
となっています。
　「必修科目」は福祉心理学科で学ぶ学生が、最低限単位を取得する必要のある科目であり、卒業時に
これらの科目のうちひとつでも単位を取得できていなければ卒業ができません。
　「選択科目」は原則として「受けてみたい」という科目を卒業に必要な単位数を満たす範囲で自由に
選ぶことができますが、興味ある授業だけを選択するのではなく、「授業計画」を参考にして、幅広い
教養を学ぶために様々な分野の科目を選択してください。
　また、資格取得のために必要な科目もありますので留意してください。
　授業科目は、教育課程表にまとめられています。この中から卒業、社会福祉士、精神保健福祉士、公
認心理師、認定心理士の指定科目を取得するために必要な科目と単位数を確認して、履修する授業科目
を決めていきます。

⑷　授業の開講期及び単位制
　学習時間は年間を前期（４月１日〜９月30日）と後期（10月１日〜３月31日）の２期に分け、１期15
週とします。授業科目によっては前後各１期で完結する「半期科目」と、１か年（通年）30週で完結す
る「通年科目」があります。
①　単位とは学習時間を表したものであって、ある科目について所要の時間数を履修し、その試験に合

格したとき、あるいは授業科目担当者がその科目を履修したことを認定した時に単位を取得したこと
になります。

②　単位の計算方法は「大学設置基準」に基づいて本学学則に定められています。各授業科目の単位数
は、１単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準とし、授業方法
に応じ、当該授業による教育効果、授業時間以外に必要な学修を考慮して、次の基準により計算します。

●　講義および演習については、15時間から30時間の範囲で、本学が定める時間の授業をもって１
単位とします。

●　実験・実習および実技については、30時間から45時間の範囲で、本学が定める時間の授業をもっ
て１単位とします。

●　授業時間は２時間連続（正味90分）を「時限」としておりますので、各時限を２時間として単
位の計算をします。

●　授業時間以外に必要な学修時間の計算方法は、講義２単位の場合90時間の学修量が必要です。
１回２時間（90分）で15回の授業では、２時間×15回＝30時間（90時間の１／3）の学修になります。
90－30＝60時間は授業外の学修時間（予習・復習）となり、この場合60時間分の予習・復習等の
学修が必要となります。
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⑸　卒業に必要な単位数
　「単位数」は決められただけの数を取得していないと卒業できません。福祉心理学科の「卒業に必要
な単位数」は次のとおりです。

卒業に必要な単位数

教養教育科目
26単位
以上

必　　修 16単位

合計
124単位

以上

選択必修 ７単位

選　　択 ３単位以上

専門教育科目
98単位
以上

必　　修

心理系（Ｐ系） 7単位

福祉系（Ｗ系） 10単位

ゼミナール 4単位

選　　択
77単位以上

（うち、Ｐ系科目23単位以上、Ｗ系科目20単位以
上を含む）

⑹　科目ごとの授業期間
　「教育課程表」の「授業期間」の欄に「通年科目」と「半期科目」があり、各科目ごとに定められています。
　「通年科目」とは、１年間を通して授業を開講する科目で、原則として30回の授業です。ただし、後
期末試験を行う場合は31回となります。
　「半期科目」とは、前期か後期のどちらかに授業を開講する科目で、原則として15回の授業です。ただし、
期末試験を行う場合は16回となります。

２．履修の方法【履修規程】
　学則第32条に「学生は履修する科目を選定し、履修届を提出するものとする」とあります。
　大学では高等学校と違い、自分で履修科目を選び履修届を提出しなければなりません。
　履修届の記入の方法、提出期日については、オリエンテーションで教務課より説明がありますので、
しっかりと聞いてください。提出期限に遅れると履修が出来ません。また、教員や教務課職員が早く出
すよう一人一人に指示をしたりはしませんので、全て自分の責任で届出を行うことになります。充分に
注意してください。

＜単位取得までの一連の手続き＞
①　必要書類の確認 履修届の用紙、学生便覧等の書類がオリエンテーションの際に配付されま

す。
②　履修科目の選定 卒業必修科目、資格必修科目を確認してください。（不明な点は、必ず教

員に確認すること）
③　履修届の提出 指定された日時までに必ず提出してください。
④　履修確認 履修登録にミスがないか確認し、修正の必要があれば教務課に提出します。
⑤　授業の出席 定められた授業時数の３分の２以上を出席しなければなりません。５分の

４以上の出席を義務付けている科目もありますので、注意してください。
⑥　期末試験 【試験規程】参照
⑦　成績通知 取得単位数の確認
⑧　単位取得
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３．履修の制限
　履修には制限のある場合があります。
⑴　（授業を行う学生数）学則第29条
⑵　（履修科目の制限）履修規程第22条

　実習に出るには、それぞれの学年で取るべき単位を落とさずに取っておくことが大切です。標準履
修年次が１・２年次の科目はその学年で取っておきましょう。１・２年次の科目を落としてしまうと、
３・４年次に実習に向けて履修する科目に支障をきたします。

⑶　（履修科目の登録の上限）学則第34条
　修得しようとする一年間の単位数は、希望資格取得に必要な単位数や一人一人の能力によっても異
なってきます。学生が各年次にわたり、授業科目を適切に履修するため、１年間に登録できる履修単
位の上限をおおむね50単位としています。オリエンテーション時に履修の上限について説明・指導し
ますので注意して下さい。

４．資格の取得
　福祉心理学科において指定された単位を取得すると、次の資格が取得できます。
①　社会福祉士国家試験受験資格
②　精神保健福祉士国家試験受験資格
③　社会福祉主事任用資格
④　認定心理士
　なお、公認心理師国家試験受験資格は、「大学における必要な科目」を全て修得して卒業し、さらに、
大学院修士課程において「必要な科目」を全て修得してはじめて得られるものです。
　詳しくは、資格取得の方法（Ｐ９〜18）の説明をよく読んでください。

科目履修Ⅲ
１．授業時間
　大学では１回の授業を１コマと数え、授業時間は１コマ90分です。
【福島駅前キャンパス】

１時限目　９：40　〜　11：10　　　４時限目　15：20　〜　16：50
２時限目　11：20　〜　12：50　　　５時限目　17：00　〜　18：30
昼休み　　12：50　〜　13：40　　　６時限目　17：50　〜　19：20（大学院）　
３時限目　13：40　〜　15：10　　　７時限目　19：30　〜　21：00（大学院）

【宮代キャンパス】
１時限目　８：50　〜　10：20　　　３時限目　12：50　〜　14：20
２時限目　10：30　〜　12：00　　　４時限目　14：30　〜　16：00
昼休み　　12：00　〜　12：50　　　５時限目　16：10　〜　17：40

２．評　　価
　単位を取得するためには、履修した科目の評価を受けなければなりません。
　成績評価は、100点を満点とし、60点以上を合格、59点以下は不合格となります。
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　成績の段階は次の６段階です。成績通知書にはこの評価が記載されます。

Ａ＋　90点以上　　Ａ　80〜89点　　Ｂ　70〜79点
Ｃ　　60〜69点　　Ｄ　50〜59点　　Ｆ　50点未満

【本学独自のGPA（グレード・ポイント・アベレージ）】
　本学では、厳格な成績評価を実施することとしています。その方法として本学独自のGPA（グレード・
ポイント・アベレージ）制度を設けています。

⑴　本学のGPA成績評価方法
①　授業科目はシラバスにより学習目標、成績評価基準を明示したうえで100点満点で成績評価し、単

位取得科目（60点以上）の評価点（素点）に単位数を乗じた点数をその科目のグレード・ポイントと
します。

②　入学以来の取得単位科目のグレード・ポイントを累計し、累計した総取得単位数の１単位あたりの
平均点を算出します。これをGPA（グレード・ポイント・アベレージ）と呼びます。すなわち各科
目の評価点に単位数をかけたものの総点を総取得単位数で割ったものです。

③　GPAは、次項に詳しく示しますが、進級・卒業・実習科目の履修に利用されます。それ以外にも、
各学年の学期末に算出されたGPAが70点に満たない学生については、個別に学科長並びに学生主任、
クラスアドバイザー等が学習指導、生活指導を行い、学力の向上の助言を行います。

④　Ｃ評価（60点〜69点）の科目については再履修が認められ、評価点を向上させる機会が与えられま
す。しかし、その再履修の結果、点数が下がる、もしくは不合格になった場合でも、再履修時の評価
が採用されますので注意してください。

⑵　GPA評価の利用
①　進級

　学則第40条の２にあるように、3年次への進級に関して２年次末のGPA評価が利用されており、
GPA65点未満もしくは取得単位数60単位未満の場合は３年次への進級を認めないことがあります。

②　実習科目の履修制限
　福島学院大学福祉学部履修規程第22条にあるように、実習科目の履修をするうえで、GPAが70点
に達している必要があります。

③　卒業
　心身ともに健康で豊かな「福祉社会」の実現のために、地域社会に貢献できる人材の育成を目的と
する本学においては、高い付加価値を身に付けた質の高い卒業生を送りだすために、厳格な卒業認定
基準を設定します。
　すなわち、各授業科目の取得単位はそれぞれ60点以上の評価点を得れば認定され、必修科目を含む
その累計単位数が124単位（教養教育科目26単位、専門教育科目98単位）以上であれば卒業認定要件
を満たすことができます。
　本学ではさらに、学則第49条第１項第３号にあるように卒業年次末のGPAが70点以上であること
を卒業要件として、学生の質の確保を図ることとします。

④　卒業年次で留年した場合
　卒業要件が満たせず卒業年次で留年した場合は、下記のような学費免除もしくは軽減措置をとりま
す（学則第62条）。

ア．再履修科目が20単位以内であり、GPAが68点以上の場合については、留年後１年以内に限り
授業料および教育充実費を免除します。

イ．ア.に定める履修の期間を超えて留年となった場合は、所定の学費を適用します。ただし、卒
業に必須な科目が10単位以内でGPAが70点以上の場合は科目履習生の学費を適用します。
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３．試験【履修規程】【試験規程】
　学習成績の判定の方法は中間試験、期末試験、レポート、調査、作品、実技、出席状況、口頭試問等、
担当の教員の定めた方法で行われます。試験には、他に追試験、再試験があります。
　試験日程については、教務課の掲示板に掲示されます。学生に配付されたりすることはありませんの
で注意してください。

⑴　試験の種類
①　定期試験（中間試験、期末試験等）

　授業期間の途中や、前期末・後期末に実施される試験です。
②　追 試 験

　履修規程第13条による事由により定期試験に出席できなかった場合は、速やかに教務課に連絡し、
その事由を証明する書類を添付して、追試験願を事前もしくは事後１週間以内に提出すれば追試験を
受けることができます。
　ただし、本人の不注意だった場合には、満点は80点とし１科目につき追試験料５千円がかかります。

（年度内３科目以内）
③　再試験【履修規程第14条】参照

　卒業学年に在籍し、履修規程第15条に定める再履修を行う場合、卒業年度内の再履修が困難で、卒
業もしくは国家試験受験資格、認定資格等取得に必須の科目が２科目以内である場合は、再試験願を
教務課に提出して、試験等の再試験を受けることができます。再試験料は１科目５千円です。

⑵　試験の方法【試験規程】参照
①　筆記試験

　筆記試験は通常90分です。
　試験開始から20分以上の遅刻は認められません。20分経過すると退出が認められます。
　科目によって、教科書やノートを持ち込んでよいという指示がある場合もあります。試験日程とと
もに持ち込みの可否も掲示されていますので、よく確認してください。

②　レポート
　レポート用紙や形式は、担当教員からの指示に従い、指定期限内に指示された場所に提出します。

③　その他の方法
　調査、作品、実技、口頭試問等、試験方法はさまざまです。

4．科目「書写演習」
　２年次の書写演習は指定者必修科目です。１年次に履修する文章表現の成績がＣ評価以下だった者は
必ず履修して下さい。この単位は、教養教育科目の選択の単位に含みます。

５．科目「情報機器操作」
　情報機器操作はⅠ〜Ⅲまであり、入学時の能力検定により履修レベルを決定します。

科目名 レベル 開講年次 単　位

情報機器操作Ⅰ 初級レベル １年 １単位

情報機器操作Ⅱ 中級レベル １年 １単位

情報機器操作Ⅲ ― １年 １単位
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⃝初級レベルである「情報機器操作Ⅰ」を指定された人
　前期に「情報機器操作Ⅰ」を履修して１単位を取得した後、後期に「情報機器操作Ⅱ」を履修して
1単位を取得してください。

⃝中級レベルの「情報機器操作Ⅱ」を指定された人
　前期に「情報機器操作Ⅱ」を履修して1単位を取得した後、後期に「情報機器操作Ⅲ」を履修して
1単位を取得してください。

６．ゼミナール	
　「ゼミナール」は、福祉・心理に関する課題や問題点を自ら見出し、解決する方法を研究する力の涵
養を目的に、専門教育科目における卒業必修科目（４単位）として設定されています。履修学年は３年
次、４年次と２カ年の継続履修で、２学年がともに学修に励む科目となっています。「ゼミナール」の
単位は各ゼミナールにおける研究成果として、研究論文等の提出が必須の条件となります。
　各ゼミナールの履修定員は学科定員の10％程度とし、当該学年学生数を勘案したうえで、事前希望調
査に基づいて極端な偏りを防ぐよう配属できるよう計画されています。１年次より問題意識を持ち、３
年次までに研究課題を絞り込んでいきましょう。
　４年次には各ゼミナールの研究領域に関わらず「研究発表会」にて研究成果の発表を行っていきます。

資格取得の方法Ⅳ
　福祉心理学科では、福島学院大学福祉学部履修規程第20条「卒業後の公認心理師国家試験受験資格取得」
に定める通り、複数の国家試験受験資格を取得しようとする場合、最大2種類までとしています。①社会
福祉士と精神保健福祉士、②公認心理師と社会福祉士、③公認心理師と精神保健福祉士の組み合わせで、
資格取得に必要な科目の履修が可能です。

１．社会福祉士
⑴　社会福祉士とは

　社会福祉士とは、昭和62年に制定された「社会福祉士及び介護福祉士法」に基づく国家資格です。平
成19年12月「社会福祉士及び介護福祉士法の一部を改正する法律」の改正により、現行のカリキュラム
が施行されています。社会福祉士制度の施行から現在に至るまでの間に、介護保険制度の施行等による
措置制度から契約制度への転換など、社会福祉士を取り巻く状況は大きく変化しており、今後の社会福
祉士に求められる役割としては、①福祉課題を抱えた者からの相談に応じ、必要に応じてサービス利用
を支援するなど、その解決を自ら支援する役割、②利用者がその有する能力に応じて、尊厳を持った自
立生活を営むことができるよう、関係する様々な専門職や事業者、ボランティア等との連携を図り、自
ら解決することのできない課題については当該担当者への橋渡しを行い、総合的かつ包括的に援助して
いく役割、③地域の福祉課題の把握や社会資源の調整・開発、ネットワークの形成を図るなど、地域福
祉の増進に働きかける役割、これらを適切に果たしていくことが求められています。
　社会福祉士の資格を取得するためには「国家試験」を受験しなければなりません。受験資格を得るに
は法律でいくつかの規定がありますが、本学はそのうち「指定科目を修めて卒業した者」の養成課程と
なっています。つまり、「大学で指定科目の中から条件を満たすように単位を取得した場合に国家試験
が受験できる」ということです。

⑵　指定科目
　社会福祉士法では「指定科目」として22科目を規定していますが、本学の開講科目は26科目履修する
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必要があります。
　「◎」のついた2科目は本学では「必修科目」ですので、必ず履修しなければなりません。
　「○」のついた19科目は本学では「選択科目」となっていますが、国家試験受験のための「指定科目」
となっていますので必ず履修しなければなりません。
　「Ａ１」のついた3科目については、法令では「3科目のうち１科目を履修すること」となっています
ので、「Ａ１」のついた3科目の中から１科目以上を必ず履修しなければなりません。しかし、国家試
験ではこれらの3科目全てについて試験科目として出題されますので、3科目全てを履修することが望
まれます。
　「Ａ２」のついた科目について、法令では「３科目のうち１科目を履修する」となっていますので、「Ａ
２」のついた3科目の中から１科目以上を必ず履修しなければなりません。しかし国家試験ではこれら
の3科目全てについて試験科目として出題されますので、３科目全てを履修することが望まれます。
　本学開講科目一覧は次の通りです。

社会福祉士　指定科目表

法令指定科目 本学開講科目 分類 年次 単位
人体の構造と機能及び疾病 人体の構造と機能及び疾病 Ａ１ １ ４
心理学理論と心理的支援 心理学概論 ◎Ａ１ １ ４
社会理論と社会システム 社会学 Ａ１ ２ ２
現代社会と福祉 社会福祉原論 ◎ ２ ４
社会調査の基礎 社会調査法 ○ ３ ２
相談援助の基盤と専門職 相談援助の基盤と専門職 ○ １ ４

相談援助の理論と方法
社会福祉援助技術論Ⅰ ○ ２ ４
社会福祉援助技術論Ⅱ ○ ３ ４

地域福祉の理論と方法
地域福祉論 ○ ２ ２
コミュニティーソーシャルワーク ○ ２ ２

福祉行財政と福祉計画 福祉行財政と福祉計画 ○ ３ ２
福祉サービスの組織と経営 社会福祉運営管理 ○ ３ ２
社会保障 社会保障 ○ ２ ４
高齢者に対する支援と
介護保険制度

高齢者に対する支援と
介護保険制度 ○ １ ４

障害者に対する支援と
障害者自立支援制度

障害者に対する支援と
障害者自立支援制度 ○ ２ ２

児童や家庭に対する支援と
児童・家庭福祉制度 児童・家庭福祉 ○ ２ ４

低所得者に対する支援と
生活保護制度

低所得者に対する支援と
生活保護制度 ○ ３ ２

保健医療サービス 保健医療サービス ○ ３ ２
就労支援サービス 就労支援 Ａ２ ３ １
権利擁護と成年後見制度 権利擁護と成年後見制度 Ａ２ ３ ２
更生保護制度 更生保護制度 Ａ２ ３ １

相談援助演習
相談援助演習Ⅰ ○ ２ １
相談援助演習Ⅱ ○ ３ ２
相談援助演習Ⅲ ○ ４ ２

相談援助実習指導 相談援助実習指導 ○ ３・４ ３
相談援助実習 相談援助実習 ○ ３・４ ４
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⑶　科目「相談援助実習指導」「相談援助実習」
①　科目の内容

　「相談援助実習指導」では、年間45コマ（前期30コマ、後期15コマ）の授業を開講し、前期（実習
事前学習）は、実習の意義と目的を学び、実習施設の理解を深めるとともに、実習に向けての「実習
計画書」の作成を行います。後期（実習事後学習）は、「実習日誌」「実習全体のまとめ」から実習を
振り返り、実習報告書の作成と実習反省会での発表を行います。この授業は４/５以上の出席を必要
とします。
　「相談援助実習」は、社会福祉士の受験資格のため「180時間以上」の配属実習を学外（集中）で
行うものです。これまで学んできた社会福祉援助に関する倫理、専門知識や専門技術について自らの
体験を通じて主体的に学び、社会福祉専門職として基本的な態度を学びます。

②　履修制限
ａ．福島学院大学福祉学部履修規程第22条第１項のとおり、「相談援助実習」は、履修する前の年度

末の時点でGPA70点以上でなければ履修することはできません。
ｂ．「相談援助実習」を履修する前までに履修する必要のある科目が不合格となり、学科会議で不適

格とされた者は実習科目を履修することができないことがあります。
⑴　３年次に「相談援助実習」の履修を希望する者が、２年次末までに単位取得する必要のある科

目は次の８科目です。
条件１ ：Ｂ評価以上で単位取得を求める科目

①　「文章表現」
②　「心理学概論」
③　「社会福祉原論」
④　「社会保障」

条件２ ：単位取得済みであることが求められる科目
⑤　「人体の構造と機能及び疾病」
⑥　「相談援助の基盤と専門職」
⑦　「社会福祉援助技術論Ⅰ」
⑧　「相談援助演習Ⅰ」

⑵　４年次に「相談援助実習」の履修を希望する者が、３年次末までに単位取得する必要のある科
目は、前述の８科目に次の３科目を加えた11科目です。
　上記⑴の条件を満たすことに加え、単位取得済であることが求められる科目

⑨　「社会福祉援助技術論Ⅱ」
⑩　「保健医療サービス」
⑪　「相談援助演習Ⅱ」

ｃ．履修制限の解除
　履修規程第23条のとおり、第22条第１項によって履修制限を受けていた者が、その後の学期末の
時点で、次の要件を満たした場合には、次の学期以降に「相談援助実習」の履修制限が解除されます。

１．GPAが70点以上になったとき
２．当該実習科目履修前に履修する必要のある科目の単位が合格となり、学科会議の結果、適格

と判定されたとき
③　「地域ボランティア活動」および「地域振興活動」の履修について

　実習事前準備のため、実習履修の前年度末までに、「地域ボランティア活動」または「地域振興活動」
のいずれか１科目を履修してください。
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２．精神保健福祉士
⑴　精神保健福祉士とは

　平成９年（1997年）に制定された「精神保健福祉士法」に基づく国家資格です。精神保健福祉士法が
改正され、平成24年４月から新カリキュラムが施行されています。
　精神保健福祉士の仕事の内容は、精神障がい者の退院促進を支援し、精神障がい者が地域でその人ら
しく生きるための生活課題に取り組み地域生活の維持・継続ができるよう相談援助を行います。
　精神保健福祉士の資格を取得するためには「国家試験」を受験しなければなりません。受験資格を得
るためには法律でいくつかの規定がありますが、本学はそのうち「指定科目を修めて卒業した者」の養
成課程となっています。つまり、「大学で指定科目の中から条件を満たすように単位を取得した場合に
国家試験が受験できる」ということです。

⑵　指定科目
　精神保健福祉士法では「指定科目」として22科目を規定していますが、本学の開講科目は24科目履修
する必要があります。
　「◎」のついた３科目は本学では「必修科目」ですので、必ず履修しなければなりません。
　「○」のついた19科目は本学では「選択科目」となっていますが、国家試験受験のための「指定科目」
となっていますので必ず履修しなければなりません。
　「Ａ１」のついた３科目については、法令では「３科目のうち１科目を履修すること」となっていま
すので、「A１」のついた３科目の中から１科目以上を必ず履修しなければなりません。しかし、国家
試験ではこれらの３科目全てについて試験科目として出題されますので、３科目全てを履修することが
望まれます。
　本学開講科目一覧は次の通りです。
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精神保健福祉士　指定科目表

指定科目等の名称 開講科目の名称 分類 年次 単位
人体の構造と機能及び疾病 人体の構造と機能及び疾病 Ａ１ １ ４
心理学理論と心理的支援 心理学概論 ◎Ａ１ １ ４
社会理論と社会システム 社会学 Ａ１ ２ ２
現代社会と福祉 社会福祉原論 ◎ ２ ４

地域福祉の理論と方法
地域福祉論 ○ ２ ２
コミュニティーソーシャルワーク ○ ２ ２

社会保障 社会保障 ○ ２ ４
低所得者に対する支援と
生活保護制度

低所得者に対する支援と
生活保護制度 ○ ３ ２

福祉行財政と福祉計画 福祉行財政と福祉計画 ○ ３ ２
保健医療サービス 保健医療サービス ○ ３ ２
権利擁護と成年後見制度 権利擁護と成年後見制度 ○ ３ ２
障害者に対する支援と
障害者自立支援制度

障害者に対する支援と
障害者自立支援制度 ○ ２ ２

精神疾患とその治療 精神疾患とその治療 ◎ １ ４
精神保健の課題と支援 精神保健学 ○ １ ４
精神保健福祉相談援助の基盤

（基礎）
精神保健福祉相談援助の基盤

（基礎） ○ ２ ２

精神保健福祉相談援助の基盤
（専門）

精神保健福祉相談援助の基盤
（専門） ○ ２ ２

精神保健福祉の理論と
相談援助の展開

精神保健福祉の理論と
相談援助の展開Ⅰ ○ ３ ４

精神保健福祉の理論と
相談援助の展開Ⅱ ○ ３ ４

精神保健福祉に関する制度と
サービス

精神保健福祉に関する制度と
サービス ○ ２ ４

精神障害者の生活支援システム 精神障害者の生活支援システム ○ ２ ２
精神保健福祉援助演習（基礎） 精神保健福祉援助演習（基礎） ○ ３ １
精神保健福祉援助演習（専門） 精神保健福祉援助演習（専門） ○ ４ ２
精神保健福祉援助実習指導 精神保健福祉援助実習指導 ○ ４ ３
精神保健福祉援助実習 精神保健福祉援助実習 ○ ４ ５

⑶　科目「精神保健福祉援助実習指導」「精神保健福祉援助実習」
①　科目の内容

　「精神保健福祉援助実習指導」では、年間45コマの授業があります。前期の実習事前指導30コマは、
当事者への相談業務やリハビリテーション活動について必要な資質・能力・技術などの専門的援助技
術を学ぶとともに、専門職としての自覚に基づいた行動ができるよう学習を行います。後期の実習事
後指導15コマは、実習の振り返りを個別やグループで行い、実習事後指導（実習反省会）で発表し、
それらを報告書にまとめます。この授業は４／５以上の出席を必要とします。
　「精神保健福祉援助実習」（210時間、27日以上）では、①90時間以上の医療保健福祉関係機関での
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実習が法律上必修になっています。②また医療機関の他に必ず福祉サービス事業施設等での現場実習
を行う必要があります。現場実習を通して精神保健福祉士の役割と業務の理解や関連分野の専門職種
との連携のあり方等を学びます。

②　履修制限
ａ．福島学院大学福祉学部履修規程第22条第１項のとおり「精神保健福祉援助実習」は、履修する前

の年度末の時点でGPA70点以上でなければ履修することはできません。
ｂ．「精神保健福祉援助実習」を履修する前までに履修する必要のある科目の単位が不合格となり、

学科会議で不適格とされた者は実習科目を履修することができないことがあります。
　※３年次末（実習を履修する前年度末）までに単位取得する必要のある科目は次の10科目です。

条件１ ：B評価以上で単位取得を求める科目
①　「文章表現」
②　「心理学概論」
③　「社会福祉原論」
④　「社会保障」

条件２  ： 単位取得済であることが求められる科目
⑤　「人体の構造と機能及び疾病」
⑥　「精神疾患とその治療」
⑦　「精神保健福祉相談援助の基盤（基礎）」
⑧　「精神保健福祉相談援助の基盤（専門）」
⑨　「精神保健福祉援助演習（基礎）」
⑩　「保健医療サービス」

ｃ．履修制限の解除
　履修規程第23条のとおり、第22条第１項によって履修制限を受けていた者が、その後の学期末の
時点で、次の要件を満たした場合には、次の学期以降に「精神保健福祉援助実習」の履修制限が解
除されます。

１．GPAが70点以上になったとき
２．当該実習科目履修前に履修する必要のある科目の単位が合格となり、学科会議の結果、適格

と判定されたとき
③　「地域ボランティア活動」および「地域振興活動」の履修について

　実習事前準備のため、実習履修の前年度末までに、「地域ボランティア活動」または「地域振興活動」
のいずれか１科目を履修してください。

３．社会福祉主事任用資格
⑴　社会福祉主事とは

　「社会福祉主事」とは社会福祉法第19条に規定されている資格です。社会福祉主事は福祉事務所で働
く時に必要な資格であり、福祉事務所で「現業員」という仕事に就いたときに「社会福祉主事」と名乗
れるというもので、このような資格を「任用資格」と呼んでいます。
　つまり卒業して地方公務員試験を受けて地方自治体職員に採用され、福祉事務所に配属になったとき
に初めて名乗れる資格といえます。
　しかし一般的に社会福祉の領域では、「社会福祉に関する業務を行うのに、最低限必要な資格」と位
置づけられています。卒業後に社会福祉施設などで働く者にとって、最低限必要な資格といえるでしょ
う。

⑵　指定科目
　社会福祉法では指定科目を34科目規定しており、「指定科目を３科目以上履修した者」は、その単位
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が認定されれば、卒業と同時に「社会福祉主事任用資格」が与えられます。
　本学では必修科目である「社会福祉原論」「心理学概論」が指定科目ですので、他に「地域福祉論」「社
会保障」などの科目を履修し単位を取得すれば、卒業と同時に「社会福祉主事任用資格」を有すること
になります。科目の詳細は、クラスセミナー等で周知します。

※「社会福祉主事任用資格」は大学で付与する資格ではありません。資格を有することについては、
本学の卒業証明書と成績証明書の２点をもって証明できます。

４．認定心理士
⑴　認定心理士とは

　認定心理士（日本心理学会認定心理士）とは、心理学の専門家として仕事をするために必要な、「最
小限の標準的基礎学力と技能を修得している」と日本心理学会が認定した者のことです。
　つまり、学会が認定している「認定資格」と呼ばれるもので、国家資格ではありません。心理学を専
門に学ぶ者が、心理学専攻者としてのアイデンティティを持ち、専門性を向上していくために作られた
制度です。
　認定心理士の資格を取得するためには、定められた指定科目を履修し、必要単位を修得して、卒業（ま
たは卒業見込み）しなければなりません。この条件を満たして初めて、資格認定の申請を行うことがで
きます。
　申請後、資格認定委員会の審査を経て認められた場合、「認定心理士」の資格を取得することが出来
ます。

⑵　指定科目
　認定心理士の資格を取得するには、日本心理学会が定める「指定科目」を履修し、36単位以上修得す
ることが必要です。「指定科目」は基礎科目と選択科目に分かれています。
　基礎科目はさらにＡ・Ｂ・Ｃの３領域に分かれ、Ａは４単位以上、ＢとＣは合わせて８単位以上、合
計12単位以上修得する必要があります。
　また選択科目はＤからＨまでの５領域に分かれています。そのうち３領域以上から各４単位以上修得
し、合計16単位以上修得しなければなりません。その他、残りの８単位はＡ〜Ｈの領域にある残りの科
目から任意に選択して履修することとなります。
　これらの「指定科目」を本学のカリキュラムにあてはめたのが次の表です。「認定心理士」の資格を
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取得したい学生は、この表を参考に履修科目を決めてください。
認定心理士　指定科目表

領域 本学授業科目 単位 配当年次 履修方法

基　
礎　
科　
目

Ａ
心理学概論 ２ １

Ａ領域：４単位以上

Ｂ・Ｃ領域の合計：８単位以上

合計：12単位以上

臨床心理学概論 １（注１） １
感情・人格心理学 １（注１） ２

Ｂ
心理学研究法 ２ ２
心理学統計法 ２ ３

Ｃ

心理学実験 ２ ２
心理的アセスメントⅠ １ ３
心理的アセスメントⅡ １ ３
心理演習 １ ３

選　
択　
科　
目

Ｄ
知覚・認知心理学 ２ ２

Ｄ〜Ｈまでの５領域のうち３領
域以上で、それぞれが少なくと
も４単位以上

合計：16単位以上

学習・言語心理学 ２ ２
Ｅ 神経・生理心理学 ２ ２

Ｆ
発達心理学 ２ １
発達臨床心理学 ２ ３
教育・学校心理学 ２ ３

Ｇ

司法・犯罪心理学 ２ ２
障害者・障害児心理学 ２ ２
心理療法 ２ ２
健康・医療心理学 ２ ３
福祉心理学Ⅱ ２ ３

Ｈ
社会・集団・家族心理学 ２ ２
産業・組織心理学 ２ ３

（注１）　これら２科目は、Ａ領域の副次主題での申請とするため、開講単位数の半数が認定単位数となる。
（注２）　基礎科目および選択科目、その他の科目を合わせて、総単位36単位以上必要。

５．公認心理師
⑴　公認心理師とは

　公認心理師とは、平成29年（2017年）９月に施行された「公認心理師法（平成27年制定）」に基づく
国家資格です。心理学に関する専門知識及び技術をもって、保健医療、福祉、教育その他の分野で、心
理に関する支援を必要としている人の心理状態の観察と分析、相談、助言、指導その他の援助等を行う
者であり、国家試験合格により公認心理師の名称を用いて仕事を行うことができるようになります。
　公認心理師の資格を取得するためには、「大学で必要な科目をすべて修め、かつ、大学院で必要な科
目をすべて修めて課程を修了した者」が受験資格を得た上で、国家試験に合格することが求められます。
つまり、大学を卒業しただけでは公認心理師国家試験受験資格を得ることはできない、ということです。
　大学卒業後、一定の実務経験（医療機関等において心理専門職として２年以上の援助実績）でも国家
試験受験資格を得ることはできますが、これから大学で学びを始める人にとっては、大学で必要な科目
を修め、その後、大学院で必要な科目を修めることが公認心理師国家試験受験資格取得の早道といえる
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でしょう。
　本学には大学院も設置されており、公認心理師養成を行っております。福祉心理学科においても、法
に規定されている「大学における必要な科目」をすべて開講し、公認心理師を目指す学生に対して、大
学院進学および資格取得の支援を行っています。

⑵　大学における必要な科目
　公認心理師法では、「大学における必要な科目」として25科目を規定していますが、本学の開講科目
は27科目となっており、全ての科目を履修する必要があります（資格必修）。

　　本学開講科目一覧は次の通りです。

公認心理師　大学における必要な科目表

公認心理師法に定められた
大学における必要な科目名称 開講科目の名称 配当年次 単位

公認心理師の職責 公認心理師の職責 ３ ２
心理学概論 心理学概論 １ ４
臨床心理学概論 臨床心理学概論 １ ２
心理学研究法 心理学研究法 ２ ２
心理学統計法 心理学統計法 ３ ２
心理学実験 心理学実験 ２ ２
知覚・認知心理学 知覚・認知心理学 ２ ２
学習・言語心理学 学習・言語心理学 ２ ２
感情・人格心理学 感情・人格心理学 ２ ２
神経・生理心理学 神経・生理心理学 ２ ２
社会・集団・家族心理学 社会・集団・家族心理学 ２ ２
発達心理学 発達心理学 １ ２
障害者・障害児心理学 障害者・障害児心理学 ２ ２

心理的アセスメント
心理的アセスメントⅠ ３ １
心理的アセスメントⅡ ３ １

心理学的支援法 心理学的支援法 ２ ２
健康・医療心理学 健康・医療心理学 ３ ２

福祉心理学
福祉心理学Ⅰ １ ２
福祉心理学Ⅱ ３ ２

教育・学校心理学 教育・学校心理学 ３ ２
司法・犯罪心理学 司法・犯罪心理学 ２ ２
産業・組織心理学 産業・組織心理学 ３ ２
人体の構造と機能及び疾病 人体の構造と機能及び疾病 １ ４
精神疾患とその治療 精神疾患とその治療 １ ４
関係行政論 関係行政論 ３ ２
心理演習 心理演習 ３ １

心理実習 心理実習 ４ ２



― 18 ―

⑶　科目「心理演習」「心理実習」
①　科目の内容

　「心理演習」および「心理実習」は、福島学院大学福祉学部履修規程第22条第２項に規定する通り、
履修者の上限を30名としています。学生個別面談等を通して取得希望資格について教員と話し合い、
その結果に基づいて履修者が決定されます。
　「心理実習」は、「80時間以上」の学外実習および事前・事後指導によって構成されています。
　学外実習の実習施設については、「心理に関する支援の実態に対する理解を促す観点から、主要な
５分野（保健医療、福祉、教育、司法・犯罪、産業・労働）に関する施設の見学を中心とした実習が
必要」とされています。ただし、経過措置期間中は、医療機関（病院又は診療所）での実習を必須と
し、医療機関以外の施設での実習については適宜行うことが認められているため、実習年度に実習先
について説明します。
　事前・事後指導は、学外実習の前後に適宜実施します。 

②　履修制限
ａ．福島学院大学福祉学部履修規程第22条第２項のとおり、「心理実習」は、履修する前の年度末の

時点でGPA70点以上でなければ履修することはできません。
ｂ．「心理実習」を履修する前までに履修する必要のある26科目のうち１科目以上の単位が未修得の

者は、学科会議で不適格とされた場合、実習科目を履修することができない場合があります。
ｃ．履修制限の解除

　福島学院大学福祉学部履修規程第23条のとおり、第22条第２項によって履修制限を受けていた者
が、その後の学期末の時点で、次の要件を満たした場合には、次の学期以降に「心理実習」の履修
制限が解除されます。

１．GPAが70点以上になったとき
２．当該実習科目履修前に履修する必要のある科目の単位が合格となり、学科会議の結果、適格

と判定されたとき
③　「地域ボランティア活動」「地域振興活動」

　実習事前準備のため、実習履修の前年度末までに、「地域ボランティア活動」または「地域振興活動」
のいずれか１科目を履修してください。

地域社会に学ぶ体験教育Ⅴ
１．地域社会に貢献する人材の育成
　「地域ボランティア活動」「地域振興活動」を開講し、地域社会に貢献できる人材を育成します。
⑴　「地域ボランティア活動」では、学生の興味関心に基づいたボランティア活動を行い、福祉の専門

職として地域に関わる視点を構築します。
⑵　「地域振興活動」では県内・市内において実施される各種の地域イベントに参加し、参加者および

地域振興の担い手としての役割を体験的に実習します。
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そ の 他Ⅵ
１．クラスセミナー
　「クラスセミナー」とは、重要な連絡事項、履修指導、学習指導、資格説明等のオリエンテーション、
就職対策セミナー、特別講演会などに使われる時間です。基本的に全ての連絡事項は、掲示によって行
われますが、特に説明を必要とするような重要な事項等はこの時間に行われます。また、学科学友会を
中心にして行われる行事や、検討事項の協議等も行います。必ず出席してください。

２．表彰制度
　本学では、本学独自のGPA制度の導入により卒業者のレベル向上を図ると同時に優秀な成績を修め
た学生には「学長表彰」を行い、学生全体の学習意欲の向上につなげます。
　「学長表彰」は、年次毎に前年度に履修し取得した授業科目のGPAおよび学外実習の成績や学外活動
等を参考とし、卒業時に原則として88点以上の学生を授与対象とします。（【学長賞授与規程】参照）
　なお、成績優秀者には、学長賞以外にも学部長賞、学科長顕賞が授与されます。（【学部長賞授与規程】

【福祉心理学科長顕賞規程】参照）
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■福祉学部福祉心理学科カリキュラムツリー〔2019年度入学生用〕

福祉学部福祉心理学科の教育目標 社会福祉、精神保健福祉、臨床心理、カウンセリング
人々に積極的な援助活動を行うことができる人材を

等の分野において将来の専門職として必要な教育を行うとともに、他者の心の痛みに共感でき、心の痛みを抱える
育成する（学則第６条の３第１項第１号）

項　目 〔１〕　社会福祉士・精神保健福祉士国家試験受験資格の取得、公認心理師を目指す（大学院入学）、 認定心理士申請資格の取得 〔２〕　対人援助職として望まれる資
質を修得

〔３〕　学外実習とその事前・事
後指導を通して、社会福祉
士、精神保健福祉士、公認
心理師を目指す者としての
技術・態度を修得

科目群 専門教育科目 教養教育科目 専門教育科目（実習）

資格等 社会福祉士国家試験受験資格 精神保健福祉士国家試験受験資格 公認心理師に必要な科目 認定心理士申請資格 本学独自の科目

※教養教育科目全般を通して、「知識」「論
理的思考力」「文章表現能力」「まごころ、
思いやりの発現力」等の力を身につけて
いく。

事前・事後指導 実習

⬆ ⬆　 ⬆
⬆ ⬆ ⬆ ⬆ ⬆ ⬆

専門科目 共通科目 専門科目

４年
相談援助演習Ⅲ 精神保健福祉援助演習

（専門）
ゼミナール 相談援助実習指導

精神保健福祉援助
実習指導

相談援助実習
精神保健福祉援助
実習
心理実習

３年

社会調査法
社会福祉援助技術論Ⅱ
社会福祉運営管理
就労支援
更生保護制度
相談援助演習Ⅱ

福祉行財政と福祉計画
低所得者に対する支援と生
活保護制度
保健医療サービス
権利擁護と成年後見制度

精神保健福祉の理論と相談援助
の展開Ⅰ
精神保健福祉の理論と相談援助
の展開Ⅱ
精神保健福祉援助演習（基礎）

福祉心理学Ⅱ
教育・学校心理学
産業・組織心理学
心理的アセスメントⅠ・Ⅱ
心理学統計法
心理演習
公認心理師の職責
健康・医療心理学
関係行政論

福祉心理学Ⅱ（再掲）
発達臨床心理学
教育・学校心理学（再掲）
産業・組織心理学（再掲）
心理的アセスメントⅠ・
Ⅱ（再掲）
心理学統計法（再掲）
健康・医療心理学（再掲）

犯罪行動と心理演習
医療福祉論
福祉住環境演習
ゼミナール	

生活教養Ⅱ
ウェブ動画制作
現代人間関係論

相談援助実習指導
（精神保健福祉士
とＷ取得を目指す
学生）

相談援助実習
（精神保健福祉士
とＷ取得を目指す
学生）

２年

社会福祉援助技術論Ⅰ
児童・家庭福祉
相談援助演習Ⅰ

社会福祉原論
地域福祉論
コミュニティーソーシャル
ワーク
社会保障
障害者に対する支援と障害
者自立支援制度

精神保健福祉に関する制度と
サービス
精神障害者の生活支援システム
精神保健福祉相談援助の基盤

（基礎）
精神保健福祉相談援助の基盤

（専門）

心理学研究法
感情・人格心理学
知覚・認知心理学
心理学的支援法
心理学実験
社会・集団・家族心理学
障害者・障害児心理学
司法・犯罪心理学
学習・言語心理学
神経・生理心理学

心理学研究法（再掲）
感情・人格心理学（再掲）
知覚・認知心理学（再掲）
心理学実験（再掲）
社会・集団・家族心理学

（再掲）
障害者・障害児心理学（再
掲）
司法・犯罪心理学（再掲）
学習・言語心理学（再掲）
神経・生理心理学（再掲）
心理療法

福祉キャリア研究 書写演習
法学
社会学（再掲）
英会話Ⅱ
中国語会話Ⅱ

１年

相談援助の基盤と専門職
高齢者に対する支援と介
護保険制度

心理学概論
人体の構造と機能及び疾病

精神疾患とその治療
精神保健学

心理学概論（再掲）
福祉心理学Ⅰ
発達心理学
臨床心理学概論
人体の構造と機能及び疾病

（再掲）
精神疾患とその治療（再掲）

心理学概論（再掲）
発達心理学（再掲）
臨床心理学概論（再掲）

国際理解演習
アカデミック・スキ
ル演習

本学の教育
文章表現
情報機器操作Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
生活教養Ⅰ
地域ボランティア活動
地域振興活動
音楽演習
美術演習

心理学概論（再掲）
食生活と健康
英会話Ⅰ
中国語会話Ⅰ
国際理解論
スマートフォン活
用法
スマートフォンの
モラルとリスク
体育実技
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■福祉学部福祉心理学科カリキュラムツリー〔2019年度入学生用〕

福祉学部福祉心理学科の教育目標 社会福祉、精神保健福祉、臨床心理、カウンセリング
人々に積極的な援助活動を行うことができる人材を

等の分野において将来の専門職として必要な教育を行うとともに、他者の心の痛みに共感でき、心の痛みを抱える
育成する（学則第６条の３第１項第１号）

項　目 〔１〕　社会福祉士・精神保健福祉士国家試験受験資格の取得、公認心理師を目指す（大学院入学）、 認定心理士申請資格の取得 〔２〕　対人援助職として望まれる資
質を修得

〔３〕　学外実習とその事前・事
後指導を通して、社会福祉
士、精神保健福祉士、公認
心理師を目指す者としての
技術・態度を修得

科目群 専門教育科目 教養教育科目 専門教育科目（実習）

資格等 社会福祉士国家試験受験資格 精神保健福祉士国家試験受験資格 公認心理師に必要な科目 認定心理士申請資格 本学独自の科目

※教養教育科目全般を通して、「知識」「論
理的思考力」「文章表現能力」「まごころ、
思いやりの発現力」等の力を身につけて
いく。

事前・事後指導 実習

⬆ ⬆　 ⬆
⬆ ⬆ ⬆ ⬆ ⬆ ⬆

専門科目 共通科目 専門科目

４年
相談援助演習Ⅲ 精神保健福祉援助演習

（専門）
ゼミナール 相談援助実習指導

精神保健福祉援助
実習指導

相談援助実習
精神保健福祉援助
実習
心理実習

３年

社会調査法
社会福祉援助技術論Ⅱ
社会福祉運営管理
就労支援
更生保護制度
相談援助演習Ⅱ

福祉行財政と福祉計画
低所得者に対する支援と生
活保護制度
保健医療サービス
権利擁護と成年後見制度

精神保健福祉の理論と相談援助
の展開Ⅰ
精神保健福祉の理論と相談援助
の展開Ⅱ
精神保健福祉援助演習（基礎）

福祉心理学Ⅱ
教育・学校心理学
産業・組織心理学
心理的アセスメントⅠ・Ⅱ
心理学統計法
心理演習
公認心理師の職責
健康・医療心理学
関係行政論

福祉心理学Ⅱ（再掲）
発達臨床心理学
教育・学校心理学（再掲）
産業・組織心理学（再掲）
心理的アセスメントⅠ・
Ⅱ（再掲）
心理学統計法（再掲）
健康・医療心理学（再掲）

犯罪行動と心理演習
医療福祉論
福祉住環境演習
ゼミナール	

生活教養Ⅱ
ウェブ動画制作
現代人間関係論

相談援助実習指導
（精神保健福祉士
とＷ取得を目指す
学生）

相談援助実習
（精神保健福祉士
とＷ取得を目指す
学生）

２年

社会福祉援助技術論Ⅰ
児童・家庭福祉
相談援助演習Ⅰ

社会福祉原論
地域福祉論
コミュニティーソーシャル
ワーク
社会保障
障害者に対する支援と障害
者自立支援制度

精神保健福祉に関する制度と
サービス
精神障害者の生活支援システム
精神保健福祉相談援助の基盤

（基礎）
精神保健福祉相談援助の基盤

（専門）

心理学研究法
感情・人格心理学
知覚・認知心理学
心理学的支援法
心理学実験
社会・集団・家族心理学
障害者・障害児心理学
司法・犯罪心理学
学習・言語心理学
神経・生理心理学

心理学研究法（再掲）
感情・人格心理学（再掲）
知覚・認知心理学（再掲）
心理学実験（再掲）
社会・集団・家族心理学

（再掲）
障害者・障害児心理学（再
掲）
司法・犯罪心理学（再掲）
学習・言語心理学（再掲）
神経・生理心理学（再掲）
心理療法

福祉キャリア研究 書写演習
法学
社会学（再掲）
英会話Ⅱ
中国語会話Ⅱ

１年

相談援助の基盤と専門職
高齢者に対する支援と介
護保険制度

心理学概論
人体の構造と機能及び疾病

精神疾患とその治療
精神保健学

心理学概論（再掲）
福祉心理学Ⅰ
発達心理学
臨床心理学概論
人体の構造と機能及び疾病

（再掲）
精神疾患とその治療（再掲）

心理学概論（再掲）
発達心理学（再掲）
臨床心理学概論（再掲）

国際理解演習
アカデミック・スキ
ル演習

本学の教育
文章表現
情報機器操作Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
生活教養Ⅰ
地域ボランティア活動
地域振興活動
音楽演習
美術演習

心理学概論（再掲）
食生活と健康
英会話Ⅰ
中国語会話Ⅰ
国際理解論
スマートフォン活
用法
スマートフォンの
モラルとリスク
体育実技
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平成31年度福祉学部福祉心理学科　教育課程
①　「科目区分」欄の「Ｐ」は心理系科目、「Ｗ」は福祉系科目です。
②　「授業期間」欄の「集中」は集中講義の意味です。
③　備考欄の「備考Ａ」については、入学時にテストによりⅠ、Ⅱのクラス分けを実施します。
　　Ⅰの履修者はⅡを、Ⅱの履修者はⅢを続けて履修してください。教室規模により、１クラス35名程度で実施します。
④　備考欄の「備考Ｂ」について、１年次に選択語学を１種類選択します。同一言語のⅠ・Ⅱを、２年間で２科目履修することを基本としています。
⑤　評価欄における「認定」の意味は、合・否判定をもって成績とするものであり、評点は付かないのでGPAには反映されません。
⑥　「精神保健福祉士」「社会福祉士」欄の「◎」は必修科目ですので、必ず履修しなければなりません。「Ａ１」と「Ａ」（Ａは本学では必修科目で

す）のついた３科目の中から１科目以上、「Ａ２」のついた３科目の中から１科目以上履修しなければなりません。しかし、国家試験ではこれら
６科目全てについて試験が実施されますので、全て履修することが望まれます。

⑦　「公認心理師」を目指す場合は、「必要な科目」欄に「○」のついたすべての科目（27科目）の履修が必要です。
⑧　「認定心理士」指定科目欄の基礎Ａ〜Ｃ、選択Ｄ〜Ｇは、資格取得のために定められた科目の領域を表しています。

　詳細は、キャンパスライフの各資格の取得に関する説明を参照してください。
福島学院大学

授業科目
科
目
区
分

授業
形態

標準
履修
年次

卒業 社会
福祉士

精神保健
福祉士

認定
心理士

公認
心理師 授業期間 実習

時間数
（日数）

回数 評価 備　考
必修 選択

必修 選択 指定
科目

指定
科目

指定
科目

必要な
科目 通年 半期

教　
養　
教　
育　
科　
目　
（
必
修
16
単
位
、
選
択
必
修
７
単
位
を
含
め
26
単
位
以
上
履
修
）

教育
方針 本 学 の 教 育 講義 1 1 ○ 8

表
現
力
向
上
分
野

文 章 表 現 講義/演習 1 4 ○ 30 文字・成語・小
論文を含む

書 写 演 習 演習 2 1 ○ 15 指定者必修

会 話 演 習 演習 2 2 ○ 15
対話及びプレゼ
ンテーションを
含む

情
報
教
養
分
野

情 報 機 器 操 作 Ⅰ 演習 1 ２
単
位
以
上

選
択
必
修

1 ○ 15
備考Ａ情 報 機 器 操 作 Ⅱ 演習 1 1 ○ 15

情 報 機 器 操 作 Ⅲ 演習 1 1 ○ 15
スマートフォン活用法 演習 1 1 ○ 8
スマートフォンの
モ ラ ル と リ ス ク 演習 1 1 ○ 8

ウ ェ ブ 動 画 制 作 演習 2 1 ○ 15

人
間
関
係
分
野

生 活 教 養 Ⅰ 講義/演習 1 2 ○ 15
生 活 教 養 Ⅱ 講義/演習 3 2 ○ 15
現 代 人 間 関 係 論 講義 2 2 ○ 15

地域ボランティア活動 実習 1・2・
3・4 １

単
位
以
上

選
択
必
修

1 時間割外 45時間 認定 ※事前事後指導
10時間を含む

地 域 振 興 活 動 実習 1・2・
3・4 1 時間割外 45時間 認定 ※事前事後指導

10時間を含む

人
文
社
会
及
び
健
康
分
野

音 楽 演 習 演習 1・
2 2 ○ 30

美 術 演 習 演習 1 2 ○ 30 教室規模により
24名までとする。

心 理 学 概 論 講義 1 4 A A 基礎Ａ ○ ○ 30
法 学 講義 2 2 ○ 15
社 会 学 講義 2 2 Ａ１ Ａ１ ○ 15
癒 し と 心 講義 1 2 ○ 15
職 場 と ス ト レ ス 講義 1 2 ○ 15
食 生 活 と 健 康 講義 1 2 ○ 15

国
際
理
解
分
野

英 会 話 Ⅰ 演習 1 ２
科
目
４
単
位
以
上

選
択
必
修

2 ○ 30

備考Ｂ
英 会 話 Ⅱ 演習 2 2 ○ 30
中 国 語 会 話 Ⅰ 演習 1 2 ○ 30
中 国 語 会 話 Ⅱ 演習 2 2 ○ 30
国 際 理 解 論 講義 1 2 ○ 15

国 際 理 解 演 習 演習 1・2・
3・4 2 時間割外 15 認定

体育
分野 体 育 実 技 実技 1 1 ○ 20
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授業科目
科
目
区
分

授業
形態

標準
履修
年次

卒業 社会
福祉士

精神保健
福祉士

認定
心理士

公認
心理師 授業期間 実習

時間数
（日数）

回数 評価 備　考
必修 選択

必修 選択 指定
科目

指定
科目

指定
科目

必要な
科目 通年 半期

専　
門　
教　
育　
科　
目　
（
必
修
21
単
位
を
含
め
98
単
位
以
上
履
修
）

専
門
基
礎
科
目（
Ｐ
系
お
よ
び
Ｗ
系
科
目
）

福 祉 心 理 学 Ⅰ P 講義 1 2 ○ 〇 15

福 祉 心 理 学 Ⅱ P 講義 3 2 選択Ｇ ○ 〇 15

福祉キャリア研究 Ｗ 演習 2 2 ○ 15 認定 クラスセミナー
との隔週開講

ア カ デ ミ ッ ク・
ス キ ル 演 習 P 演習 1 1 ○ 15 クラスセミナー

との隔週開講

人 体 の 構 造 と
機 能 及 び 疾 病 Ｗ 講義 1 4 Ａ１ Ａ１ ○ ○ 30

精神疾患とその治療 Ｗ 講義 1 4 ◎ ○ ○ 30

心
理
関
連
科
目
（
Ｐ
系
科
目
）

発 達 心 理 学 Ｐ 講義 1 2 選択Ｆ ○ ○ 15

臨 床 心 理 学 概 論 Ｐ 講義 1 2 基礎Ａ ○ ○ 15

心 理 学 研 究 法 Ｐ 演習 2 2 基礎Ｂ ○ ○ 30

感 情・ 人 格 心 理 学 Ｐ 講義 2 2 基礎Ａ ○ ○ 15

知 覚・ 認 知 心 理 学 Ｐ 講義 2 2 選択Ｄ ○ ○ 15

教 育・ 学 校 心 理 学 Ｐ 講義 3 2 選択Ｆ ○ ○ 15

発 達 臨 床 心 理 学 Ｐ 講義 3 2 選択Ｆ ○ 15

産 業・ 組 織 心 理 学 Ｐ 講義 3 2 選択Ｈ ○ ○ 15

心理的アセスメントⅠ Ｐ 演習 3 1 基礎Ｃ ○ ○ 15

心理的アセスメントⅡ Ｐ 演習 3 1 基礎Ｃ ○ 〇 15

心 理 学 統 計 法 Ｐ 講義 3 2 基礎Ｂ ○ 〇 15

心 理 学 的 支 援 法 Ｐ 講義 2 2 ○ ○ 15

心 理 演 習 Ｐ 演習 3 1 基礎Ｃ ○ ○ 15

心 理 学 実 験 Ｐ 実習 2 2 基礎Ｃ ○ ○ 60時間 30
社 会・ 集 団・ 家 族
心 理 学 Ｐ 講義 2 2 選択Ｈ ○ ○ 15

障害者・障害児心理学 Ｐ 講義 2 2 選択Ｇ ○ ○ 15

司 法・ 犯 罪 心 理 学 Ｐ 講義 2 2 選択Ｇ ○ ○ 15

犯罪行動と心理演習 Ｐ 演習 3 2 ○ 30

心 理 療 法 Ｐ 講義 2 2 選択Ｇ ○ 15

公認心理師の職責 Ｐ 講義 3 2 ○ ○ 15

学 習・ 言 語 心 理 学 Ｐ 講義 2 2 選択Ｄ ○ ○ 15

神 経・ 生 理 心 理 学 Ｐ 講義 2 2 選択Ｅ ○ ○ 15

健 康・ 医 療 心 理 学 Ｐ 講義 3 2 選択Ｇ ○ ○ 15

関 係 行 政 論 Ｐ 講義 3 2 ○ ○ 15

心 理 実 習 Ｐ 実習 4 2 ○ 時間割外 80時間以上

社
会
福
祉
・
精
神
保
健
福
祉
関
連
科
目
（
Ｗ
系
科
目
）

社 会 福 祉 原 論 Ｗ 講義 2 4 ◎ ◎ ○ 30

医 療 福 祉 論 Ｗ 講義 3 2 ○ 15

社 会 調 査 法 Ｗ 講義 3 2 ◎ ○ 15
相談援助の基盤と
専 門 職 Ｗ 講義 1 4 ◎ ○ 30

社会福祉援助技術論Ⅰ Ｗ 講義 2 4 ◎ ○ 30

社会福祉援助技術論Ⅱ Ｗ 講義 3 4 ◎ ○ 30

地 域 福 祉 論 Ｗ 講義 2 2 ◎ ◎ ○ 15
コ ミ ュ ニ テ ィ ー
ソーシャルワーク Ｗ 講義 2 2 ◎ ◎ ○ 15

福 祉 行 財 政 と
福 祉 計 画 Ｗ 講義 3 2 ◎ ◎ ○ 15

社会福祉運営管理 Ｗ 講義 3 2 ◎ ○ 15

社 会 保 障 Ｗ 講義 2 4 ◎ ◎ ○ 30
高齢者に対する支援
と 介 護 保 険 制 度 Ｗ 講義 1 4 ◎ ○ 30
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授業科目
科
目
区
分

授業
形態

標準
履修
年次

卒業 社会
福祉士

精神保健
福祉士

認定
心理士

公認
心理師 授業期間 実習

時間数
（日数）

回数 評価 備　考
必修 選択

必修 選択 指定
科目

指定
科目

指定
科目

必要な
科目 通年 半期

専
門
教
育
科
目　
（
必
修
21
単
位
を
含
め
98
単
位
以
上
履
修
）

社
会
福
祉
・
精
神
保
健
福
祉
関
連
科
目
（
Ｗ
系
科
目
）

障害者に対する支援と
障害者自立支援制度 Ｗ 講義 2 2 ◎ ◎ ○ 15

児 童・ 家 庭 福 祉 Ｗ 講義 2 4 ◎ ○ 30
低所得者に対する
支援と生活保護制度 Ｗ 講義 3 2 ◎ ◎ ○ 15

保健医療サービス Ｗ 講義 3 2 ◎ ◎ ○ 15
就 労 支 援 Ｗ 講義 3 1 Ａ２ 8コマ 8
権 利 擁 護 と
成 年 後 見 制 度 Ｗ 講義 3 2 Ａ２ ◎ ○ 15

更 生 保 護 制 度 Ｗ 講義 3 1 Ａ２ 8コマ 8
相 談 援 助 演 習 Ⅰ Ｗ 演習 2 1 ◎ ○ 15
相 談 援 助 演 習 Ⅱ Ｗ 演習 3 2 ◎ ○ 30
相 談 援 助 演 習 Ⅲ Ｗ 演習 4 2 ◎ ○ 30
相談援助実習指導 Ｗ 演習 3・4 3 ◎ ○ 45
相 談 援 助 実 習 Ｗ 実習 3・4 4 ◎ 時間割外 180時間以上
精 神 保 健 学 Ｗ 講義 1 4 ◎ ○ 30
精神保健福祉に関する
制 度 と サ ー ビ ス Ｗ 講義 2 4 ◎ ○ 30

精 神 障 害 者 の
生活支援システム Ｗ 講義 2 2 ◎ ○ 15

精神保健福祉相談
援助の基盤（基礎）Ｗ 講義 2 2 ◎ ○ 15

精神保健福祉相談
援助の基盤（専門）Ｗ 講義 2 2 ◎ ○ 15

精神保健福祉の理論
と相談援助の展開Ⅰ Ｗ 講義 3 4 ◎ ○ 30

精神保健福祉の理論
と相談援助の展開Ⅱ Ｗ 講義 3 4 ◎ ○ 30

精 神 保 健 福 祉
援 助 演 習（ 基 礎 ）Ｗ 演習 3 1 ◎ ○ 15

精 神 保 健 福 祉
援 助 演 習（ 専 門 ）Ｗ 演習 4 2 ◎ ○ 30

精 神 保 健 福 祉
援 助 実 習 指 導 Ｗ 演習 4 3 ◎ ○ 45

精 神 保 健 福 祉
援 助 実 習 Ｗ 実習 4 5 ◎ 時間割外 210時間以上

福 祉 住 環 境 演 習 Ｗ 演習 3 2 ○ 30
共通専
門科目 ゼ ミ ナ ー ル ― 演習 3，4 4 ○ 60 ２年連続４単位

卒業に必要な単位数

教養教育科目 26単位
以上

必修 16単位

合計
124単位以上

選択必修 ７単位

選択 ３単位以上

専門教育科目 98単位
以上

必修

心理系（Ｐ系） ７単位

福祉系（Ｗ系） 10単位

ゼミナール ４単位

選択
77単位以上

（うちＰ系科目23単位以上、
Ｗ系科目20単位以上を含む）
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専門教育科目
福 祉 心 理 学 Ⅰ … ………………………………………………………………………………… 星野　仁彦… ………  128
福 祉 心 理 学（３年次以上）… ………………………………………………… 茂木　積雄／藤原　正子… ………  130
福祉キャリア研究………………………………………………………………… 茂木　積雄／日下　輝美… ………  133
アカデミック・スキル演習 … …………………………………………………………………… 遠藤　寿海… ………  136
人体の構造と機能及び疾病 … …………………………………………………………………… 茂木　積雄… ………  138
精神疾患とその治療 … …………………………………………………………………………… 星野　仁彦… ………  142
精 神 医 学（旧カリ）… ……………………………………………………………………… 星野　仁彦… ………  145
発 達 心 理 学 … ………………………………………………………………………………… 渡邉　　勉… ………  148
発 達 心 理 学（旧カリ）… ……………………………………………………………………… 渡邉　　勉… ………  150
臨床心理学概論 … ………………………………………………………………………………… 渡邉　　勉… ………  153
心 理 学 研 究 法 … ………………………………………………………………………………… 阿部　恒之… ………  155
感情・人格心理学 … ……………………………………………………………………………… 田辺　　稔… ………  158
人 格 心 理 学 … ………………………………………………………………………………… 田辺　　稔… ………  161
知覚・認知心理学 … ……………………………………………………………………………… 和田　裕一… ………  165
認 知 心 理 学 … ………………………………………………………………………………… 和田　裕一… ………  167
こ ど も の 心 理 … ………………………………………………………………………………… 杉山　雅彦… ………  170
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青 年 の 心 理 … ………………………………………………………………………………… 八木　孝憲… ………  172
職 場 の 心 理 … ………………………………………………………………………………… 渡部　敦子… ………  174
心理診断法実習 … ………………………………………………………………………………… 木村　泰博… ………  176
心 理 統 計 学 … ………………………………………………………………………………… 和田　裕一… ………  179
心理学的支援法 … ………………………………………………………………………………… 杉山　雅彦… ………  181
カウンセリング概論 … …………………………………………………………………………… 杉山　雅彦… ………  183
カウンセリング演習 … …………………………………………………………………………… 杉山　雅彦… ………  186
心 理 学 実 験 … ………………………………………………………………………………… 渡邉　宏周… ………  189
社会・集団・家族心理学 … ……………………………………………………………………… 渡部　敦子… ………  192
社 会 心 理 学 … ………………………………………………………………………………… 渡部　敦子… ………  194
障害者・障害児心理学 … ………………………………………………………………………… 渡邉　宏周… ………  197
障害児・者への心理援助 … ……………………………………………………………………… 渡邉　宏周… ………  199
司法・犯罪心理学 … ……………………………………………………………………………… 生島　　浩… ………  201
心 理 療 法 … ………………………………………………………………………………… 星野　仁彦… ………  204
学習・言語心理学 … ……………………………………………………………………………… 田辺　　稔… ………  206
神経・生理心理学 … ……………………………………………………………………………… 角田　　裕… ………  209
社 会 福 祉 原 論 … ………………………………………………………………………………… 齊藤　隆之… ………  211
医 療 福 祉 論 … ………………………………………………………………………………… 本田ルミ子… ………  214
社 会 調 査 法 … ………………………………………………………………………………… 齊藤　隆之… ………  216
相談援助の基盤と専門職 … ……………………………………………………………………… 齊藤　隆之… ………  218
社会福祉援助技術論Ⅰ … ………………………………………………………………………… 齊藤　隆之… ………  221
社会福祉援助技術論Ⅱ … ………………………………………………………………………… 齊藤　隆之… ………  224
地 域 福 祉 論 … ………………………………………………………………………………… 日下　輝美… ………  227
コミュニティーソーシャルワーク … …………………………………………………………… 日下　輝美… ………  230
福祉行財政と福祉計画 … ………………………………………………………………………… 日下　輝美… ………  233
社会福祉運営管理 … ……………………………………………………………………………… 遠藤　寿海… ………  236
社 会 保 障 … ………………………………………………………………………………… 遠藤　寿海… ………  239
高齢者に対する支援と介護保険制度 … ………………………………………………………… 遠藤　寿海… ………  243
障害者に対する支援と障害者自立支援制度 … ………………………………………………… 齊藤　隆之… ………  247
児童・家庭福祉 … ………………………………………………………………………………… 安部　郁子… ………  250
低所得者に対する支援と生活保護制度 … ……………………………………………………… 日下　輝美… ………  254
保健医療サービス … ……………………………………………………………………………… 本田ルミ子… ………  257
就 労 支 援 … ………………………………………………………………………………… 北本明日香… ………  259
権利擁護と成年後見制度 … ……………………………………………………………………… 中里　　真… ………  261
更 生 保 護 制 度 … ………………………………………………………………………………… 北本明日香… ………  263
相談援助演習Ⅰ … ………………………………………………………………………………… 齊藤　隆之… ………  265
相談援助演習Ⅱ … ………………………………………………………………………………… 遠藤　寿海… ………  267
相談援助演習Ⅲ … ………………………………………………………………………………… 遠藤　寿海… ………  271
相談援助実習指導 … ……………………………………………………………………………… 遠藤　寿海… ………  275
相 談 援 助 実 習 … ………………………………………………………………………………… 遠藤　寿海… ………  280
精 神 保 健 学 … ………………………………………………………………………………… 星野　仁彦… ………  282
精神保健福祉に関する制度とサービス … ……………………………………………………… 北本明日香… ………  285
精神障害者の生活支援システム … ……………………………………………………………… 藤原　正子… ………  289
精神保健福祉相談援助の基盤（基礎）… ………………………………………………………… 藤原　正子… ………  291
精神保健福祉相談援助の基盤（専門）… ………………………………………………………… 北本明日香… ………  293
精神保健福祉の理論と相談援助の展開Ⅰ … …………………………………………………… 北本明日香… ………  296
精神保健福祉の理論と相談援助の展開Ⅱ … …………………………………………………… 藤原　正子… ………  300
精神保健福祉援助実習指導 … …………………………………………………… 藤原　正子／北本明日香… ………  304
精神保健福祉援助実習 … ………………………………………………………… 藤原　正子／北本明日香… ………  312
福祉住環境演習 … ………………………………………………………………………………… 中丸　一志… ………  316
特 別 研 究 Ⅰ（地域の福祉）… ………………………………………………………………… 日下　輝美… ………  319
特 別 研 究 Ⅰ（こころの健康と精神障がい者の地域生活支援）… ………………………… 藤原　正子… ………  322
特 別 研 究 Ⅰ（臨床心理学研究法）… ………………………………………………………… 木村　泰博… ………  325
特 別 研 究 Ⅰ（臨床心理学研究法）… ………………………………………………………… 岸　　良範… ………  327
特 別 研 究 Ⅰ（臨床心理学研究法）… ………………………………………………………… 渡邉　　勉… ………  330
特 別 研 究 Ⅱ（地域の福祉）… ………………………………………………………………… 日下　輝美… ………  332
特 別 研 究 Ⅱ（こころの健康と精神障がい者の地域生活支援）… ………………………… 藤原　正子… ………  335
特 別 研 究 Ⅱ（臨床心理学研究）… …………………………………………………………… 木村　泰博… ………  338
特 別 研 究 Ⅱ（臨床心理学研究）… …………………………………………………………… 岸　　良範… ………  340
特 別 研 究 Ⅱ（臨床心理学研究）… …………………………………………………………… 渡邉　　勉… ………  342
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平成31年度　福祉学部福祉心理学科　授
シ ラ バ ス
業計画のみかた

　この授業計画は、福祉心理学科で学ぶ全学生のために作成されています。構成は教育課程表と各授業の内容とになって
います。まずは教育課程表にきちんと目を通し、とらなければならない「必修」科目を確認しましょう。次に興味をかき
立てられる授業を探します。どのような授業が開かれ、どのような内容で勉強するのかを知るために、この授業計画を使
います。
　＊注意　教育課程表は「入学年度別」に３種類あります。まずは自分の入学年度を確認してください。

①「科目名」 教育課程表に基づく科目の名称です。
②「授業形態・単位数」 「講義」「演習」「実習」「実技」があります。取得できる単位数が記入されています。
③「開講年次」 教育課程表の標準履修年次が書かれています。
④「開講期」 「前期」「後期」「通年」「集中」「時間割外」があります。
⑤「授業回数」
⑥「期末試験の有無」
⑦「卒業要件資格指定科目」 ⃝卒業：卒業に「必修」か「選択必修」かが記載されています。

⃝資格：資格取得のための指定内容が書かれています。目指す資格を取得するために、そ
の科目が「必修」なのか、「選択必修」なのかをきちんと確認の上、履修するよ
うにしてください。

⑧「開講キャンパス」 授業は基本的に、福島駅前キャンパスにて開講されますが、一部宮代キャンパス開講のも
のがあります。

⑨「授業時間以外の必要な学修時間」
⑩「オフィスアワー・

メールアドレス等」
授業時間外の学生からの質問受付け方法等が書かれています。

⑪「授業の概要」 授業で取り上げる内容のあらましや考え方が記されています。
⑫「授業の概要及び

到達目標との対応項目」
授業の概要に対応して本科目を受講することによりどのような知識や理解に結びつくの
か、Ａ〜Ｌに該当する項目に○がついています。

⑬「授業の到達目標」 この授業を受けることでどのような力が身につくのか、授業の具体的な到達目標が書かれ
ています。

⑭「授業の概要・
到達目標との対応項目」

受講することによりどのような力が得られるのか到達目標Ａ〜Ｌの対応項目が示されてい
ます。

授 業 科 目 名 ①
授業形態・単位数 　　・　単位

開 講 年 次 　年次

担 当 教 員

職名：

氏名：

（本務先：  職名：  ） 

開 講 期

授 業 回 数 　回

期末試験の有無

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別

開講キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間

オフィスアワー・メールアドレス等 ⑩

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

②
③
④
⑤
⑥

⑦

授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

⑪
授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目

（受講して得られる力）

目標

⑬
⑭

⑫

⑨⑧
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Ａ 知識 内容について知ること、理解すること

Ｂ 技術・技能 物事を巧みに（能率的に）行うわざ、それを巧みに（見事に）してのけることが
できる

Ｃ 論理的思考力 理路整然とした論理構成で話すこと、書くことができる力

Ｄ 文章表現力 まとまった考え・感情を洗練された文章や言葉選びで豊かに表現することができ
る力

Ｅ 表情及び身体表現力 自分の内面から出る豊かな表情と動作で表すことができる力

Ｆ 感性及び感動表現力 与えられた情報を様々な角度から捉え、自分の心で深く考え、心で感じて表すこ
とができる力

Ｇ 協働能力 主体性を持って多様な人々と関わり、協働することができる力

Ｈ まごころ、思いやりの発現力と
夢や希望の発信力

真実、誠意ある心、純粋に親切な心から現し出すことができる力、夢の実現に向
かって努力することができる力

Ｉ 積極的発言力及び
プレゼンテーション力 進んで発言し、発言によって誰かに何かを伝え、納得させる力

Ｊ 多様性への理解力、応用力 色々なことを考えながら、知識を生かし、実際的な事柄にあてはめて利用するこ
とができる力

Ｋ 課題対処力 与えられる主題や解決しなければならない問題に対し、適切な対応・処置をとる
ことができる力

Ｌ 人間関係、対人関係構築力
及び対話力 人間関係を円滑にし、構築できる力、人との対話ができる力

授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

⑮ ⑯ ⑰ ⑱
　内容の欄には、⑮各回に、⑯どんな内容を、⑰どのような方法で授業が実施されるかが明示されています。その授業を
的確に理解するための予習復習や授業時間以外での学修が⑱に記載されています。
　なお、授業計画については、授業の進度などによって多少の変更や回の入れ替えが生じる場合があります。

到達の評価 評価をする観点とその比重が明示されています。
詳しくは次頁の「成績評価への補足的対応措置」を確認してください。

教科書 授業の指定教科書が明示されています。指定の販売日に必ず購入してください。

参考書 授業をよりよく、そしてより深く理解するために、是非読んでほしい文献や、手引き書などが書か
れています。購入の義務はありませんが、勉強する上で参考にする価値がある文献です。

その他の補足事項 履修する上で必要なことが記載されています。
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成績評価への補足的対応措置

　成績評価において、遅刻、早退、欠席、および授業中の態度等に関わる減点については、次の事項をご
参照ください。

１．授業内容に関係のない私語、もしくは授業の流れを阻害する学生の私語
　注意学生１回につき１点減点、同一学生の注意が３回以降は１回につき２点減点とする。ただし、必
要と判断した場合は履修制限に関する細則に従い、退席指示、履修取消などの措置をとるものとする。

２．遅刻・早退・欠席
　遅刻・早退１回につき１点減点、欠席１回につき３点減点とする。
　ただし、遅刻・早退３回で１回の欠席とされた者の場合は、その欠席とした分については減点しない。
　ただし、次の場合の遅刻または欠席は減点の対象とはしない。なお、該当学生は該当項について ｢事
由書｣ を文書（書式自由）で、事前に判明した場合は事前に、当該授業後の場合は事後に各授業担当教
員に提出するものとする。
①　学内外における本学所定の実習に参加する場合
②　学校保健安全法の規定に基づく学長による出席停止の指示に従う場合
③　裁判員制度による裁判員に選任された場合
④　就職試験や面接を受験する場合
⑤　公共交通機関の遅延や運休による場合
⑥　悪天候または事故等によりやむを得ない場合
⑦　親族の不幸等やむを得ない場合

３．欠格
　定められた授業回数の３分の１を超える回数を欠席した場合は、前号①から⑦までの場合を含めて欠
格とし、期末試験への出席を認めず、単位認定は行わないものとする。

４．質問応答
指名応答
　指名した学生が質問に適切に応答したと認めたとき、その内容の評価に応じ１回につき１〜２点加点
とする。質問に不適切な応答をしたと認めたとき、または質問に答えられなかったとき、１回につき１
点減点とする。
自発的応答
　教員の質問に対して自ら挙手するなど学生が自発的に適切に応答したと教員が認めたとき、その内容
の評価に応じ１回につき１〜３点加点とする。また、学生の自発性および授業の双方向性推進の措置と
して、全授業回数中、教員の質問に対し学生が自発的応答を１回もしなかったとき、５点減点とする。

５．小論文（宿題）
　未提出の小論文１件につき２点減点とする。また、教員が小論文を優良と評価したとき、小論文１件
につき内容の優良さに応じ１〜３点加点とする。

６．小テスト
　授業の理解度を計る小テストについて教員が優良と認めた場合は、小テスト１件につき評価により１
〜３点加点とする。

７．期末試験としてのレポート提出を課す場合
　レポートは原則として試験期間開始前に提出させるものとし、教員が指定する締め切り期限を過ぎた
場合は期限後１日（土曜、日曜、祝日を含む。）あたり２点減点とし、また、提出がない場合のレポー
ト評価は零点とする。教員が定めた場合の最低字数に不足する場合も適宜減点するものとする。字数の
上限を定めた場合で、それを超えた場合も同様とする。
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平成31年度　福島学院大学が他大学・短期大学に開放する科目
学科名 区分 科　　目　　名 授業形態 単位 開講時期 履修年次

福 祉 学 部
福祉心理学科

教 養
教育科目

心 理 学 概 論 講義 ４ 通年 １
法 学 講義 ２ 前期 ２
社 会 学 講義 ２ 後期 ２
食 生 活 と 健 康 講義 ２ 前期 １
国 際 理 解 論 講義 ２ 前期 １

専 門
教育科目

福 祉 心 理 学 Ⅰ 講義 ２ 後期 １
発 達 心 理 学 講義 ２ 前期 １
臨 床 心 理 学 概 論 講義 ２ 後期 １
社 会 福 祉 原 論 講義 ４ 通年 ２
人 体 の 構 造 と 機 能 及 び 疾 病 講義 ４ 通年 １
精 神 疾 患 と そ の 治 療 講義 ４ 通年 １
感 情 ・ 人 格 心 理 学 講義 ２ 前期 ２
知 覚 ・ 認 知 心 理 学 講義 ２ 前期 ２
青 年 の 心 理 講義 ２ 前期 ３・４
心 理 統 計 学 講義 ２ 前期 ３・４
心 理 学 的 支 援 法 講義 ２ 前期 ２
社 会 ・ 集 団 ・ 家 族 心 理 学 講義 ２ 前期 ２
心 理 療 法 講義 ２ 前期 ２
医 療 福 祉 論 講義 ２ 後期 ３
社 会 調 査 法 講義 ２ 前期 ３
相 談 援 助 の 基 盤 と 専 門 職 講義 ４ 通年 １
社 会 福 祉 援 助 技 術 論 Ⅰ 講義 ４ 通年 ２
社 会 福 祉 援 助 技 術 論 Ⅱ 講義 ４ 通年 ４
地 域 福 祉 論 講義 ２ 前期 ２
コミュニティーソーシャルワーク 講義 ２ 後期 ２
福 祉 行 財 政 と 福 祉 計 画 講義 ２ 前期 ３・４
社 会 福 祉 運 営 管 理 講義 ２ 後期 ３・４
社 会 保 障 講義 ４ 通年 ２
高齢者に対する支援と介護保険制度 講義 ４ 通年 １
障害者に対する支援障害者自立支援制度 講義 ２ 前期 ２
児 童 ・ 家 庭 福 祉 講義 ４ 通年 ２
低所得者に対する支援と生活保護制度 講義 ２ 後期 ３・４
保 健 医 療 サ ー ビ ス 講義 ２ 前期 ３・４
就 労 支 援 講義 １ 後期 ３・４
権 利 擁 護 と 成 年 後 見 制 度 講義 ２ 後期 ３・４
精 神 保 健 学 講義 ４ 通年 １
精神保健福祉に関する制度とサービス 講義 ４ 通年 ２
精神障害者の生活支援システム 講義 ２ 前期 ２
精神保健福祉相談援助の基盤（基礎） 講義 ２ 前期 ２
精神保健福祉相談援助の基盤（専門） 講義 ２ 後期 ２
精神保健福祉の理論と相談援助の展開Ⅰ 講義 ４ 通年 ３・４
精神保健福祉の理論と相談援助の展開Ⅱ 講義 ４ 通年 ３・４
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１ イントロダクション　― 心理統計学とは ― エクセル実習（エクセル入門）

２ データを表現する方法
― 記述統計・尺度水準 ―

エクセル実習（数値計算）

３ データを表現する方法
― 図表化 ―

エクセル実習（グラフ）

授業時間内に実習課題が終
わらなかった受講生は、次
回までに各自完成させてお
くこと（以下同様）。

授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　心理学を学ぶ上で必要となる統計的手法に関する基礎
知識と主要な統計技法について概説する。

○ A 知識
○ B 技術・技能
○ C 論理的思考力

D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力
G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力

○ I 積極的発言力及びプレゼンテーション力
J 多様性への理解力、応用力
K 課題対処力
L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

心理学で用いる統計学の基礎知識とその原理について理解し、自分の言葉で説
明できるようになる。 目標 Ａ・Ｃ

心理学実験や調査で扱う種々のデータの解析方法を会得し、データ解析を実践
できるようになる。 目標 Ａ・Ｂ・Ｃ

表計算ソフトを用いた基本的な統計処理を会得する。 目標 Ｂ・Ｉ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 心 理 統 計 学
授業形態・単位数 講義・２単位

開 講 年 次 ３・４年次

担 当 教 員

職名：非常勤講師

氏名：和
わ

　田
だ

　裕
ゆう

　一
いち

（本務先：東北大学  職名：准教授  ） 

開 講 期 前期

授 業 回 数 15回

期末試験の有無 有

授業に関する主な実務経験と期間 東北大学大学院情報科学研究科准教授（平成19年10月〜現在）

社会貢献としての委員会・職　等 日本心理学会教育研究委員会委員、日本人間工学会東北支部幹事

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等 東北大学大学院情報科学研究科博士後期課程終了、博士（情報科学）

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
公認心理師 専門教育科目 選択
認定心理士 専門教育科目 必修
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 60時間

オフィスアワー・メールアドレス等 オフィスアワーについては初回授業時に説明します。
メールアドレス：yuwada　cog.is.tohoku.ac.jp
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

４ データを要約する方法
― 代表値 ―

エクセル実習（基本的な関数）

５ データを要約する方法
― 散布度と標準化 ―

エクセル実習（分散・標準偏差）

６ ２つの変数の関係を求める
― 散布図 ―

エクセル実習（散布図） 相関に関する練習問題のプ
リント

７ ２つの変数の関係を求める
― 相関 ―

エクセル実習（相関係数） ここまでの範囲の確認テス
トを実施する予定。

８ 標本から母集団を推定する
― 推測統計とは ―

エクセル実習（不偏分散）

９ 標本から母集団を推定する
― 標本統計量 ―

エクセル実習（標準誤差）

10 統計学的仮説検定の考え方
― そのロジックとは ―

11 統計学的仮説検定の考え方
― 有意水準 ―

12 平均を比較する
― 平均の差の検定その１ ―

エクセル実習（母平均と標本平均） 平均の検定に関する練習問
題のプリントその１

13 平均を比較する
― 平均の差の検定その２ ―

エクセル実習（t検定） 平均の検定に関する練習問
題のプリントその２

14 いろいろな統計手法 エクセル実習（種々の統計関数を概
観する）

15 これまでの総括
― 要点の整理と総復習 ―

期末
試験 前期末筆記試験

期末試験の講評

　期末試験終了後、希望者には期末試験の講評について、オフィスアワー等を通じて説明します。

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

目標Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｉ：筆記試験（前期末試験100％）
筆記試験の点数（100％）を基本とするが、最終的な成績評価は学期中に何回か課されるレポートの提出状況や授業へ
の積極的参加態度等を加味して決定する。
なお受講者の人数や状況によっては、評価方法に変更を加える場合がある。
詳しくは第１回目の授業時に説明する。

教　科　書 参　考　書

使用しない。 書　名：完全独習　統計学入門
著者名：小島寛之
発行所：ダイヤモンド社
価　格：1,800円（税別）

その他補足事項

　本授業は原則としてパワーポイントによるプレゼン形式で行う。教科書は用いず、毎回、講義資料を配付する。各回
の授業内容は、進度や状況に応じて変更される場合がある。講義の一部は、表計算ソフト（Excel等）を用いた実習形
式で行うことを予定している。PCは大学に準備されているものを使用するが、必要なソフトウェアがインストールさ
れていれば個人所有のノートPCを使用してもよい。受講生は基本的なPC操作（文字入力に困らない程度）が身につい
ていることが望ましいが、PC操作のスキルを学習する意欲があれば初学者も歓迎する。
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１
オリエンテーション

⑴　授業の概要と目標（授業内容）
⑵　授業進め方の留意点

授業計画 配付資料（次回授業）の
学習

２ コミュニケーションと相互作用
　相互作用に関する検討と（資料に関する）討議

良好な関係を作るための相互
作用の試行その検討

配付資料の学習
授業のまとめ

３ 精神分析的心理療法 スーパーエゴに関する討論 配付資料の学習
授業のまとめ

授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　心理学的支援を学ぶための基礎を及び基本姿勢を学び、
そこに必要な倫理を身につけていく。その上で基本技術
の習得を目指す。援助する上で重要な人間理解の視点を、
自己理解と他者理解の側面から（社会的な相互作用とい
う点から）身に付ける。心理学的支援の対象者である人
間を多面的に理解する視点を身に付けることを目指す。

○ A 知識
○ B 技術・技能
○ C 論理的思考力

D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力
G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力
I 積極的発言力及びプレゼンテーション力
J 多様性への理解力、応用力
K 課題対処力
L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

心理学的な人間理解に関する視点と知識を持つ。 目標 Ａ
カウンセリングの基礎的な技術を模擬的な状況で使用することが出来る。 目標 Ｂ
カウンセリングの意義や目的方法に関して理解し、社会的相互作用に関して知
識を持った上で理解する。 目標 Ｃ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 心理学的支援法
授業形態・単位数 講義・２単位

開 講 年 次 ２年次

担 当 教 員
職名：教授

氏名：杉
すぎ

　山
やま

　雅
まさ

　彦
ひこ

開 講 期 前期

授 業 回 数 15回

期末試験の有無 有

授業に関する主な実務経験と期間 あかつき心理相談研究所　顧問・指導相談員（平成23年４月〜平成27年３月）

社会貢献としての委員会・職　等 福島県いじめ問題対策委員会・委員長
認知行動療法学会、常任編集委員、編集委員会副委員長

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

筑波大学大学院博士課程心身障害学研究科　修了（教育学博士）臨床心理士
（臨床心理士資格認定協会）専門行動療法士（認知・行動療法学会）
認知・行動療法学会、行動分析学会、カウンセリング学会

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
公認心理師 専門教育科目 必修
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 60時間

オフィスアワー・メールアドレス等 オフィスアワーについては初回授業時に説明します。
sugiyama.masahiko　fukushima-college.ac.jp.
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

４ クライエント中心療法 内部的照合枠に関する討論 配付資料の学習
授業のまとめ

５ 認知行動療法 思考と評価に関する討論 配付資料の学習
授業のまとめ

６ 地域および関係者に関する支援 支援の意味に関する討論 配付資料の学習
授業のまとめ

７
カウンセリングの必要性
　⑴　カウンセリングの意味
クライエントから見て何が見えるのか

カウンセリングの意味の討議
配付資料の学習
カウンセリングに関して
まとめる

８
受容
　⑴　なぜ受容が必要か
　⑵　受容がどう機能するか

受容の討議（自分にとって受
容とは）

配付資料の学習
受容に関してまとめる

９
共感
　⑴　共感とは「何をする」ことか
　⑵　人間関係の重要性

共感の実施、および共感とは
何かの討議

配付資料の学習
共感に関してまとめる

10
傾聴
　⑴　傾聴とは何か
　⑵　どうしたら傾聴をしたことになるのか

傾聴の実施、何をすることが
傾聴なのかの討議 傾聴に関してまとめる

11 ビデオ視聴
　グロリアと３人のセラピスト

カウンセリングの場面で何が
起こっていたのかの討論

カウンセリングとは何か
の印象をまとめる

12 カウンセリングの方法
　質問と肯定 質問や肯定に関する討議 摸擬カウンセリングのた

めのまとめ

13 模擬カウンセリング⑴
　３人一組でカウンセリング場面を設定し記録をとる 模擬カウンセリング 記録の整理、分析

14
模擬カウンセリング⑵
　３人一組でカウンセリング場面を設定し記録をとる
カウンセリングの意味と限界

模擬カウンセリング
配付資料の学習
記録の整理、分析
レポート作成

15 まとめに代えて
　不安とコンフリクト 不安に関する討議 授業のまとめ

期末
試験

摸擬カウンセリングのレポート提出
および筆記試験

期末試験の講評

　期末試験終了後、希望者には期末試験の講評について、オフィスアワー等を通じて説明します。

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

下記の双方がなされていることが評価の前提となる
目標Ａ・Ｂ・Ｃ：筆記試験　40点満点の筆記試験を学年末に実施する
目標Ａ・Ｂ・Ｃ：レポート　模擬カウンセリングに関して記録と分析をレポートとして提出する。カウンセリングに関

する討議を含めて40点満点で採点する
その他、授業内での討論および議論に関して、主として論理性の観点から20点満点で採点する

教　科　書

使用しない。
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１
オリエンテーション
　⑴　授業の概要と目標（授業内容）
　⑵　授業進め方の留意点

授業計画 配付資料（次回授業）の学習

２ コミュニケーションと相互作用
　相互作用に関する検討と（資料に関する）討議

会話という相互作用の実
施とその検討 配付資料の学習

授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　カウンセリングを学ぶための基礎及び基本姿勢を学び、
そこに必要な倫理を身につけていく。援助する上で重要
な人間理解の視点を、自己理解と他者理解の側面から（社
会的な相互作用という点から）身に付ける。カウンセリ
ングの対象者である人間を多面的に理解する視点を身に
付けることを目指す。

○ A 知識
○ B 技術・技能
○ C 論理的思考力

D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力
G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力
I 積極的発言力及びプレゼンテーション力
J 多様性への理解力、応用力
K 課題対処力
L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

心理学的な人間理解に関する視点と知識を持つ。 目標 Ａ
カウンセリングの意義や目的方法に関して理解し、社会的相互作用に関して知
識を持った上で理解する。 目標 Ｃ

カウンセリングの基礎的な技術を模擬的な状況で使用することが出来る。 目標 Ｂ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 カウンセリング概論
授業形態・単位数 講義・４単位

開 講 年 次 ３年次以上

担 当 教 員
職名：教授

氏名：杉
すぎ

　山
やま

　雅
まさ

　彦
ひこ

開 講 期 通年

授 業 回 数 30回

期末試験の有無 有

授業に関する主な実務経験と期間 あかつき心理相談研究所　顧問・指導相談員（平成23年４月〜平成27年３月）

社会貢献としての委員会・職　等 福島県いじめ問題対策委員会・委員長
認知行動療法学会、常任編集委員、編集委員会副委員長

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

筑波大学大学院博士課程心身障害学研究科　修了（教育学博士）
臨床心理士（臨床心理士資格認定協会）専門行動療法士（認知・行動療法学
会認知・行動療法学会、行動分析学会、カウンセリング学会）

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
公認心理師 専門教育科目 選択
認定心理士 専門教育科目 選択
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 120時間

オフィスアワー・メールアドレス等 オフィスアワーについては初回授業時に説明します。
sugiyama.masahiko　fukushima-college.ac.jp.
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

３
話すことと聞くこと
　⑴　話すことの実習
話すことの困難さ

話をすることを実施し、
その困難性に関する検討

配付資料の学習
話すことの問題点の検討

４
カウンセリングの必要性
　⑴　カウンセリングの意味
クライエントから見て何が見えるのか

カウンセリングの意味の
討議 配付資料の学習

５ カウンセリングとは
　カウンセリングの基礎としての受容と共感　 受容と共感の討議

配付資料の学習
自分にとって受容、共感と
は？の検討

６
受容
　⑴　なぜ受容が必要か
　⑵　受容がどう機能するか

受容の討議（自分にとっ
て受容とは）

配付資料の学習
受容に関してまとめる

７
共感
　⑴　共感とは「何をする」ことか
　⑵　人間関係の重要性

共感の実施、および共感
とは何かの討議

配付資料の学習
共感に関してまとめる

８
傾聴
　⑴　傾聴とは何か
　⑵　どうしたら傾聴をしたことになるのか

傾聴の実施、何をするこ
とが傾聴なのかの討議 傾聴に関してまとめる

９ ビデオ視聴
　グロリアと３人のセラピスト

カウンセリングの場面で
何が起こっていたのかの
討論

カウンセリングとは何かの印
象をまとめる

10 記録をとる
　カウンセリング場面の記録をとる（文字にする）

３人一組でのカウンセリ
ング場面の設定 記録の整理

11 心理臨床相談センター見学
院生との討論

見学
院生とカウンセリングに
関して討論、質疑応答

見学のまとめと院生との討論
に関する整理

12 模擬カウンセリング⑴
　３人一組でカウンセリング場面を設定し記録をとる 模擬カウンセリング 記録の整理、分析

13
模擬カウンセリング⑵
　３人一組でカウンセリング場面を設定し記録をとる
カウンセリングの意味と限界

模擬カウンセリング
配付資料の学習
記録の整理、分析
レポート作成

14 カウンセリングの方法⑴
　カウンセリングにおける質問 質問に関する討議 配付資料の学習

15 カウンセリングの方法⑵
　カウンセリングにおける肯定 肯定の意味とは？の討議 配付資料の学習

期末
試験 模擬カウンセリングのレポート提出

16 変化することのカウンセリング
　変化することの意味 変化とは何かの討議 配付資料の学習

17 困ったことを持つ人の心理 困ったことを持つ人が陥
る心理のグループワーク

まとめ
配付資料の学習

18 援助をするということ、地域の貢献、その人にとって
援助になるという事

クライエントから見て何
が援助になるかのグルー
プワーク

まとめ
配付資料の学習



― 185 ―

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

19
動機づけのカウンセリング

カウンセリングを通して変化に動機づけられる過程
の検討

動機づけに関する討議
配付資料の学習
カウンセリングを受けること
に関するまとめ

20
OARS⑴
　⑴　開かれた質問
　⑵　賞賛

方法がどのように機能す
るかの討議 配付資料の学習

21
OARS⑵
　⑴　振り返り
　⑵　要約

方法がどのように機能す
るかの討議 配付資料の学習

22 うつの人へのカウンセリング カウンセリングプロセス
に関する討議

配付資料の学習
カウンセリングプロセスのま
とめ

23 不安が強い人へのカウンセリング カウンセリングプロセス
に関する討議

カウンセリングプロセスのま
とめ

24 問題への接近としてのカウンセリング 問題を中核に、カウンセ
リングプロセスの検討

問題を中核としてカウンセリ
ングプロセスのまとめ

25 変化のためのカウンセリングを維持するために
　質問や反応の整理

カウンセリングを維持す
る要因の討論

維持するための方法のまとめ
模擬カウンセリングの準備

26 変化のための模擬カウンセリング⑴ 模擬カウンセリング 模擬カウンセリングの記録の
整理と分析

27 変化のための模擬カウンセリング⑵ 模擬カウンセリング 配付資料の学習模擬カウンセ
リングの記録の整理と分析

28 初期カウンセリングと変化のためのカウンセリング⑴
　初回から問題解決までのプロセスを検討する

出会いからのカウンセリ
ングに関する討論

配付資料の学習
カウンセリングの過程のまと
め

29 初期カウンセリングと変化のためのカウンセリング⑵
　変化のためのサポ－トとして何が必要か検討する

変化のための条件に関す
る討論 サポートに関するまとめ

30 まとめ カウンセリングの意味に
ついての討論 まとめ

期末
試験 期末試験

期末試験の講評

　期末試験終了後、希望者には期末試験の講評について、オフィスアワー等を通じて説明します。

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

下記の双方がなされていることが評価の前提となる
目標Ａ・Ｂ・Ｃ：筆記試験　40点満点の筆記試験を学年末に実施する
目標Ａ・Ｂ・Ｃ：レポート　前期の模擬カウンセリング、後期の変化のための模擬カウンセリングに関して記録と分析

をレポートとして提出する。カウンセリングに関する討議を含めて各30点満点で採点する。
その他、授業内での討論および議論に関して、主として論理性の観点から20点満点で採点する。

教　科　書

使用しない。
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１
オリエンテーション

⑴　授業の概要と目標（授業内容）
⑵　授業の進め方の留意点

授業計画

授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　カウンセリングあるいは心理的サポートに関して理解
を深めていく。授業前半ではカウンセリングに関して基
本的理解と、カウンセリングを進めていくための考え方

（理論も含む）や方法そしてその適用に関して検討を進め
ていく。後半では、カウンセリングを中核に、認知行動
療法に関して様々な問題に関しての適応を中心として学
習していき、心理的な支援とは何か、またクライエント
さんから見て支援はどう見えているのかに関して理解を
深めていく。

○ A 知識
○ B 技術・技能

C 論理的思考力
D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力
G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力
I 積極的発言力及びプレゼンテーション力

○ J 多様性への理解力、応用力
K 課題対処力
L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

カウンセリングが「困ったこと」を抱えている人をサポートするものであるこ
とを理解し、そのために何が行われるか（方法）どんなことを目指して行われ
るか（目的）を理解する。

目標 Ａ

模擬カウンセリングの場面において、カウンセリングの基礎を理解の上、方法
を用いることが出来る。 目標 Ｂ

問題に関して自ら学習し、それを発表しあるいは傾聴し、質疑応答をする中で、
理解を深め、心理学の応用を身につけていく。 目標 Ｊ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 カウンセリング演習
授業形態・単位数 演習・２単位

開 講 年 次 ３・４年次

担 当 教 員
職名：教授

氏名：杉
すぎ

　山
やま

　雅
まさ

　彦
ひこ

開 講 期 通年

授 業 回 数 30回

期末試験の有無 無

授業に関する主な実務経験と期間 あかつき心理相談研究所　顧問・指導相談員（平成23年４月〜平成27年３月）

社会貢献としての委員会・職　等 福島県いじめ問題対策委員会・委員長
認知行動療法学会、常任編集委員、編集委員会副委員長

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

筑波大学大学院博士課程心身障害学研究科　修了（教育学博士）
臨床心理士（臨床心理士資格認定協会）専門行動療法士（認知・行動療法学会）
認知・行動療法学会、行動分析学会、カウンセリング学会

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
公認心理師 専門教育科目 選択
認定心理士 専門教育科目 選択
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 30時間

オフィスアワー・メールアドレス等 オフィスアワーについては初回授業時に説明します
メールアドレス：sugiyama.masahiko　fukushima-college.ac.jp
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

２
初期カウンセリング
　⑴　関係の形成
　⑵　関係の形成のための条件

カウンセリングを希望する
方の特徴に関して討論

配付資料の学習
授業のまとめ

３
受容と共感
　⑴　受容の意味
　⑵　共感の意味

受容と共感とは何か、討論 受容と共感をイメージ化
する

４ 受容と共感のワーク
グループで受容と共感を相
互作用内で実施、それに関
する討論

配付資料の学習受容と共
感、そして討論のまとめ

５ 傾聴
　傾聴の意味 傾聴とは何か、討論 傾聴をイメージ化する

６ 傾聴のワーク
グループで受容と共感を相
互作用内で実施、それに関
する討論

配付資料の学習
傾聴、そしてその討論の
まとめ

７ 初期カウンセリングに関する模擬カウンセリング⑴ グループ内で模擬カウンセ
リング、その記録と討論 記録の整理と分析

８ 初期カウンセリングに関する模擬カウンセリング⑵ グループ内で模擬カウンセ
リング、その記録と討論

配付資料の学習記録の整
理と分析、レポート作成

９ 変化に向かう方法としての動機づけカウンセリング
　⑴　変化に向かうことの難しさ 変化に関する討論 配付資料の学習

10
動機づけカウンセリングの方法
　⑴　反応の拡大と質問
クライエントの努力とサポート、賞賛

クライエントをサポートす
るとはどういうことか、討論

配付資料の学習サポート
に関するまとめ

11
動機づけカウンセリングの方法から変化へ
　⑴　振り返る
要約

クライエントが決断に至る
とはどういった過程か討論

配付資料の学習
変化への動機づけの分析

12 変化へのサポートと決断
　決断への方法 変化する事への抵抗の討論 変化の分析とまとめ

13 変化への模擬カウンセリング⑴ グループ内で模擬カウンセ
リング、その記録と討論 記録の整理と分析

14 変化への模擬カウンセリング⑵ グループ内で模擬カウンセ
リング、その記録と討論

記録の整理と分析
レポート作成

15 クライエントをサポートするとは？
認知行動療法の基礎

サポートするとはどういう
機能かの討論

カウンセリングに関する
まとめ

期末
試験 模擬カウンセリングに関するレポート提出

16 問題が改善するとは 18回以降の発表に関する分
担決定 発表の準備

17
問題が改善するための基本アプローチ
　⑴　行動の改善
カウンセリングと認知行動療法

変化するとはどういうこと
かの討論 発表の準備
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

18 状況別の変化へ ― 発表⑴ 発表とそれに関する討論 発表の準備、レポートの
準備、まとめ

19 状況別の変化へ ― 発表⑵ 発表とそれに関する討論 発表の準備、レポートの
準備、まとめ

20 状況別の変化へ ― 発表⑶ 発表とそれに関する討論 発表の準備、レポートの
準備、まとめ

21 状況別の変化へ ― 発表⑷ 発表とそれに関する討論 発表の準備、レポートの
準備、まとめ

22 状況別の変化へ ― 発表⑸ 発表とそれに関する討論 発表の準備、レポートの
準備、まとめ

23 状況別の変化へ ― 発表⑹ 発表とそれに関する討論 発表の準備、レポートの
準備、まとめ

24 状況別の変化へ ― 発表⑺ 発表とそれに関する討論 発表の準備、レポートの
準備、まとめ

25 状況別の変化へ ― 発表⑻ 発表とそれに関する討論 発表の準備、レポートの
準備、まとめ

26 状況別の変化へ ― 発表⑼ 発表とそれに関する討論 発表の準備、レポートの
準備、まとめ

27 状況別の変化へ ― 発表⑽ 発表とそれに関する討論 発表の準備、レポートの
準備、まとめ

28 カウンセリングが出来ること
　カウンセリングおよび認知行動療法の機能の分析

カウンセリングの機能に関
する討論 まとめ

29 認知行動療法が考えなければならないこと
　機能するための方法 方法に関する討論 まとめ

配付資料の学習

30 まとめとして〜ケーススタディ ケースに関する討論
カウンセリングが役に立
つためにどう考えれば良
いかのまとめ

期末
試験 発表に関するレポート提出

期末試験の講評

　期末試験終了後、希望者には期末試験の講評について、オフィスアワー等を通じて説明します。

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

目標Ａ・Ｂ　　：レポート　前期の模擬カウンセリングに関して記録と分析をレポートする。また後期の発表に関し 
て、そこでの討論を含めてレポートする。二つのレポートをそれぞれ各40点で評価する。

目標Ａ・Ｂ・Ｊ：発表　後期の発表に関して、その内容および質疑の応答に関して評価する。発表したものに関して理
解できているか（質問された際に答えることが出来るか）、説明は明瞭であったか、参考文献の提示
は適切であったかに関して、および質問等の議論に関して20点満点での評価を行う。

教　科　書

使用しない。
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１
オリエンテーション

⑴　授業の概要と目標
⑵　評価方法・授業の進め方の留意

２ 心理学実験の基本的な知識
因果関係と独立変数、従属変数 講義 教科書Ｐ.３－10

３ 統計手法と科学的表記法 講義 教科書Ｐ.107－112

４ レポートの書き方・心理学実験の倫理 講義 教科書Ｐ.39－46

授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　この授業では、実験実習を通して心理学で用いられて
いる実験に関する知識を身につけ実行できるようになる
ことに加え、得られたデータを科学的に記述しまとめる
ことができるようになることを主たる目的としています。
　実験後には毎回レポートの作成と提出を求めます。レ
ポートを重ね、科学的な考え方や記述の仕方を身につけ
る授業です。
　

○ A 知識
B 技術・技能

○ C 論理的思考力
○ D 文章表現力

E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力
G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力
I 積極的発言力及びプレゼンテーション力
J 多様性への理解力、応用力
K 課題対処力
L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

古典的な心理学実験について理解する。 目標 Ａ
手続きやデータ集、分析といった実験に関する作法を身につける。 目標 Ａ・Ｃ
レポート作成により、論理的・科学的な記述方法を身につける。 目標 Ｃ・Ｄ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 心 理 学 実 験
授業形態・単位数 実習・２単位

開 講 年 次 ３・４年次

担 当 教 員
職名：助教

氏名：渡
わた

　邉
なべ

　宏
ひろ

　周
ちか

開 講 期 通年

授 業 回 数 30回

期末試験の有無 有

授業に関する主な実務経験と期間 特記事項なし

社会貢献としての委員会・職　等 特記事項なし

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

福島学院大学大学院心理学研究科臨床心理学専攻、修士（臨床心理学）
臨床心理士、公認心理師

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
公認心理師 専門教育科目 選択
認定心理士 専門教育科目 必修
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 30時間

オフィスアワー・メールアドレス等 オフィスアワーは初回授業時に説明します。
メールアドレス：watanabe.hirochika　fukushima-college.ac.jp
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

５ ミューラーリアーの錯視①　実験の説明 講義 教科書Ｐ.17－28

６ ミューラーリア―の錯視②　実験の実施 グループワーク
実験の実施 教科書Ｐ.17－28

７ 実験結果を基にレポートを作成する 図書館を使った調べ学習
レポートの個人添削 レポートの作成

８ レポートの作成と提出 図書館を使った調べ学習
レポートの個人添削 レポート提出①

９ 触二点閾①　実験の説明 講義 教科書Ｐ.29－38

10 触二点閾②　実験の実施 グループワーク
実験の実施 教科書Ｐ.29－38

11 実験結果を基にレポートを作成する 図書館を使った調べ学習
レポートの個人添削 レポートの作成

12 レポートの作成と提出 図書館を使った調べ学習
レポートの個人添削 レポート提出②

13 記憶に関する実験① 講義 教科書Ｐ.47－64

14 記憶に関する実験② グループワーク
実験の実施 教科書Ｐ.47－64

15 実験結果を基にレポートを作成する レポート作成 レポート作成

期末
試験 記憶に関する実験のレポート 期末レポート レポート提出③

16 視覚探索課題① 講義 配付資料を読む

17 視覚探索課題② グループワーク
実験の実施 配付資料を読む

18 レポートの作成と提出 図書館を使った調べ学習
レポートの個人添削 レポート提出④

19 両側性転移① 講義 教科書Ｐ.65－80

20 両側性転移② グループワーク
実験の実施 教科書Ｐ.65－80

21 レポートの作成と提出 図書館を使った調べ学習
レポートの個人添削 レポート提出⑤

22 パーソナルスペースの実験① 講義 教科書Ｐ.81－106

23 パーソナルスペースの実験② グループワーク
実験の実施 教科書Ｐ.81－106

24 レポートの作成と提出 図書館を使った調べ学習
レポートの個人添削 レポート提出⑥

25 知能検査① 講義 配付資料を読む
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

26 知能検査② グループワーク
実験の実施 配付資料を読む

27 レポートの作成と提出 図書館を使った調べ学習
レポートの個人添削 レポート提出⑦

28 SD法① 講義 配付資料を読む

29 SD法② グループワーク
実験の実施 配付資料を読む

30 まとめ・実験結果を基にレポートを作成する 図書館を使った調べ学習
レポートの個人添削 レポート作成

期末
試験 SD法のレポート 期末レポート レポート提出⑧

期末試験の講評

　期末試験終了後、希望者には期末試験の講評について、オフィスアワー等を通じて説明します。

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

目標Ａ・Ｃ：グループワーク中の取り組み方や、リアクションペーパーにより評価します（20点満点）。
目標Ｃ・Ｄ：レポートの完成度で評価します（10点満点×８回）。

教　科　書 参　考　書

書　名：｢心理学実験法・レポートの書き方｣
著者名：西口利文・松浦均　編集
発行所：ナカニシヤ出版
価　格：2,200円（税別）

必要に応じて適時お知らせします。

その他補足事項

　心理学には、目的に応じて様々な実験方法があります。様々な実験を通して計画力や問題解決能力を養いましょう。
また、心理学の実験レポートの作成方法を学ぶことによって、文章力、論理的・科学的な思考力を身につけていきます。
前期ではレポート提出までの時間を十分にとり書き方の指導を密に行います。後期では前期と比較してレポート提出ま
での期間を短縮しますので、自主的・率先的な学習態度が重要となります。
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１ オリエンテーション
社会心理学とはどのような学問か

シラバス
配付資料
ミニッツペーパー

シラバスを読む

２ 対人認知⑴
　印象形成と認知の歪み

配付資料
グループワーク
ミニッツペーパー

配付資料を事前に読む

３ 心理学における血液型性格論の理解
配付資料
グループワーク
ミニッツペーパー

配付資料を事前に読む

授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　社会心理学とは、人間の社会的行動について、個人的
要因と状況的要因に着目しつつ、その法則を見出そうと
する学問である。本講義では、社会心理学の基本的な考
え方と主な理論について、個人の認知過程から集団の影
響過程に渡り概説する。さらに、家族心理学の基本的な
課題と理解法についても説明する。

○ A 知識
B 技術・技能

○ C 論理的思考力
D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力
G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力
I 積極的発言力及びプレゼンテーション力

○ J 多様性への理解力、応用力
K 課題対処力
L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

社会心理学、家族心理学とはどのような学問か説明できる。 目標 Ａ
社会心理学における主な理論と概念について理解する。 目標 Ａ・Ｊ
社会における様々な事象を、社会心理学の概念を用いて考察できる。 目標 Ａ・Ｃ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 社会・集団・家族心理学
授業形態・単位数 講義・２単位

開 講 年 次 ２年次

担 当 教 員

職名：非常勤講師

氏名：渡
わた

　部
なべ

　敦
あつ

　子
こ

（本務先：尚絅学院大学  職名：准教授  ） 

開 講 期 前期

授 業 回 数 15回

期末試験の有無 有

授業に関する主な実務経験と期間 特記事項なし

社会貢献としての委員会・職　等 特記事項なし

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

東北大学大学院教育学研究科博士課程後期修士（教育学）
社会心理学会、グループ・ダイナミックス学会

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
公認心理師 専門教育科目 必修
認定心理士 専門教育科目 選択
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 60時間
オフィスアワー・メールアドレス等 授業終了後、質問等に対応します。
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

４ 対人認知⑵
　ステレオタイプ

配付資料
グループワーク
ミニッツペーパー

配付資料を事前に読む

５ 社会的推論
　帰属理論

配付資料
グループワーク
ミニッツペーパー

配付資料を事前に読む

６ 態度
　認知的一貫性、説得的コミュニケーション

配付資料
グループワーク
ミニッツペーパー

配付資料を事前に読む

７ 感情
　様々な感情とその機能

配付資料
グループワーク
ミニッツペーパー

配付資料を事前に読む

８ 対人行動⑴
　自己開示、自己呈示

配付資料
グループワーク
ミニッツペーパー

配付資料を事前に読む

９ 対人行動⑵
　援助行動

配付資料
グループワーク
ミニッツペーパー

配付資料を事前に読む

10 対人行動⑶
　攻撃

配付資料
グループワーク
ミニッツペーパー

配付資料を事前に読む

11 対人行動⑷
　排斥と受容

配付資料
グループワーク
ミニッツペーパー

配付資料を事前に読む

12 集団と個人⑴
　集団アイデンティティ、他者存在の影響

配付資料
グループワーク
ミニッツペーパー

配付資料を事前に読む

13 集団と個人⑵
　意思決定、ダイナミックス

配付資料
グループワーク
ミニッツペーパー

配付資料を事前に読む

14 家族心理学⑴
　現代の家族の様相

配付資料
グループワーク
ミニッツペーパー

配付資料を事前に読む

15 家族心理学⑵
　家族理解の方法

配付資料
グループワーク
ミニッツペーパー

配付資料を事前に読む

期末
試験 筆記試験

期末試験の講評

　期末試験終了後、希望者には期末試験の講評について、メール等で説明します。
授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

目標Ａ・Ｃ：期末試験　60％
目標Ａ・Ｊ：グループワークについての小レポート　15％
目標Ａ・Ｃ：小テスト（随時）　10％
その他、授業への参加態度　15％

教　科　書 参　考　書

使用しない。 書　名：よくわかる社会心理学
著者名：山田一成・結城雅樹・北村英哉
発行所：ミネルヴァ書房
価　格：2,700円（税別）
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１ オリエンテーション
社会心理学とはどのような学問か

シラバス
配付資料
ミニッツペーパー

シラバスを読む

２ 対人認知⑴
　印象形成と認知の歪み

配付資料
グループワーク
ミニッツペーパー

配付資料を事前に読む

３ 心理学における血液型性格論の理解
配付資料
グループワーク
ミニッツペーパー

配付資料を事前に読む

授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　社会心理学とは、人間の社会的行動について、個人的
要因と状況的要因に着目しつつ、その法則を見出そうと
する学問である。本講義では、社会心理学の基本的な考
え方と主な理論について、個人の認知過程から集団の影
響過程に渡り概説する。さらに、家族心理学の基本的な
課題と理解法についても説明する。

○ A 知識
B 技術・技能

○ C 論理的思考力
D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力
G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力
I 積極的発言力及びプレゼンテーション力

○ J 多様性への理解力、応用力
K 課題対処力
L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

社会心理学、家族心理学とはどのような学問か説明できる。 目標 Ａ
社会心理学における主な理論と概念について理解する。 目標 Ａ・Ｊ
社会における様々な事象を、社会心理学の概念を用いて考察できる。 目標 Ａ・Ｃ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 社 会 心 理 学
授業形態・単位数 講義・４単位

開 講 年 次 ３・４年次

担 当 教 員

職名：非常勤講師

氏名：渡
わた

　部
なべ

　敦
あつ

　子
こ

（本務先：尚絅学院大学  職名：准教授  ） 

開 講 期 通年

授 業 回 数 30回

期末試験の有無 有

授業に関する主な実務経験と期間 特記事項なし

社会貢献としての委員会・職　等 特記事項なし

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

東北大学大学院教育学研究科博士課程後期修士（教育学）
社会心理学会、グループ・ダイナミックス学会

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
公認心理師 専門教育科目 選択
認定心理士 専門教育科目 選択
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 120時間

オフィスアワー・メールアドレス等 授業終了後、質問等に対応します。
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

４ 対人認知⑵
　ステレオタイプ

配付資料
グループワーク
ミニッツペーパー

配付資料を事前に読む

５ 社会的推論
　帰属理論

配付資料
グループワーク
ミニッツペーパー

配付資料を事前に読む

６ 態度
　認知的一貫性、説得的コミュニケーション

配付資料
グループワーク
ミニッツペーパー

配付資料を事前に読む

７ 感情
　様々な感情とその機能

配付資料
グループワーク
ミニッツペーパー

配付資料を事前に読む

８ 対人行動⑴
　自己開示、自己呈示

配付資料
グループワーク
ミニッツペーパー

配付資料を事前に読む

９ 対人行動⑵
　援助行動

配付資料
グループワーク
ミニッツペーパー

配付資料を事前に読む

10 対人行動⑶
　攻撃

配付資料
グループワーク
ミニッツペーパー

配付資料を事前に読む

11 対人行動⑷
　排斥と受容

配付資料
グループワーク
ミニッツペーパー

配付資料を事前に読む

12 集団と個人⑴
　集団アイデンティティ、他者存在の影響

配付資料
グループワーク
ミニッツペーパー

配付資料を事前に読む

13 集団と個人⑵
　意思決定、ダイナミックス

配付資料
グループワーク
ミニッツペーパー

配付資料を事前に読む

14 家族心理学⑴
　現代の家族の様相

配付資料
グループワーク
ミニッツペーパー

配付資料を事前に読む

15 家族心理学⑵
　家族理解の方法

配付資料
グループワーク
ミニッツペーパー

配付資料を事前に読む

期末
試験 筆記試験

16 自己認知
　アイデンティティ

配付資料
グループワーク
ミニッツペーパー

配付資料を事前に読む

17 自己評価と自尊感情
　社会的比較

配付資料
グループワーク
ミニッツペーパー

配付資料を事前に読む

18 自己と動機付け
配付資料
グループワーク
ミニッツペーパー

配付資料を事前に読む

19 さまざまな自己
　マインドコントロール、自己愛

配付資料
グループワーク
ミニッツペーパー

配付資料を事前に読む
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

20 人間関係⑴
　親密な関係の形成と維持

配付資料
グループワーク
ミニッツペーパー

配付資料を事前に読む

21 人間関係⑵
　対人葛藤、対人ストレス

配付資料
グループワーク
ミニッツペーパー

配付資料を事前に読む

22 人間関係⑶
　透明性の錯覚

配付資料
グループワーク
ミニッツペーパー

配付資料を事前に読む

23 対人コミュニケーション⑴
　言語・非言語コミュニケーション

配付資料
グループワーク
ミニッツペーパー

配付資料を事前に読む

24 対人コミュニケーション⑵
　ソーシャルスキル

配付資料
グループワーク
ミニッツペーパー

配付資料を事前に読む

25 対人コミュニケーション⑶
　さまざまなコミュニケーション

配付資料
グループワーク
ミニッツペーパー

配付資料を事前に読む

26 集団と個人⑶
　チームワーク、リーダーシップ

配付資料
グループワーク
ミニッツペーパー

配付資料を事前に読む

27 集団と個人⑷
　集団間葛藤

配付資料
グループワーク
ミニッツペーパー

配付資料を事前に読む

28 文化と人間
　集団主義と個人主義、異文化適応

配付資料
グループワーク
ミニッツペーパー

配付資料を事前に読む

29 環境行動
配付資料
グループワーク
ミニッツペーパー

配付資料を事前に読む

30 まとめと振り返り
配付資料
グループワーク
ミニッツペーパー

配付資料を事前に読む

期末
試験 筆記試験

期末試験の講評

　期末試験終了後、希望者には期末試験の講評について、オフィスアワー等を通じて説明します。

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

目標Ａ・Ｃ：期末試験　60％
目標Ａ・Ｊ：グループワークについての小レポート　15％
目標Ａ・Ｃ：小テスト（随時）　15％
その他、授業への参加態度　15％

教　科　書 参　考　書

使用しない。 書　名：よくわかる社会心理学
著者名：山田一成、結城雅樹、北村英哉
発行所：ミネルヴァ書房
価　格：2,700円（税別）
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１
オリエンテーション
授業の概要、到達目標、評価方法の説明
障害（児・者）の概念

配付資料 配付資料を読む

２ 身体障害
視覚障害、聴覚障害など 配付資料 配付資料を読む

３ 知的障害 配付資料 配付資料を読む

４ 精神障害①
定義と分類 配付資料 配付資料を読む

授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　本科目では、様々な障害のある人に心理的なアプロー
チを提供するにあたり、その行動特徴や原因などをはじ
め、必要となる基本的な知識を概説します。

○ A 知識
B 技術・技能

○ C 論理的思考力
D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力
G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力
I 積極的発言力及びプレゼンテーション力

○ J 多様性への理解力、応用力
K 課題対処力
L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

障害の概念や分類について基礎的なことを理解する。 目標 Ａ
障害児・者の援助について基礎的な知識を得る。 目標 Ａ・Ｃ
障害児・障害者を援助する際の心構えや、その方法論について説明できる。 目標 Ｃ・Ｊ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 障害者・障害児心理学
授業形態・単位数 講義・２単位

開 講 年 次 ２年次

担 当 教 員
職名：助教

氏名：渡
わた

　邉
なべ

　宏
ひろ

　周
ちか

開 講 期 後期

授 業 回 数 15回

期末試験の有無 有

授業に関する主な実務経験と期間 特記事項なし

社会貢献としての委員会・職　等 特記事項なし

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

福島学院大学大学院心理学研究科臨床心理学専攻、修士（臨床心理学）
臨床心理士、公認心理師

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
公認心理師 専門教育科目 必修
認定心理士 専門教育科目 選択
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 60時間

オフィスアワー・メールアドレス等 オフィスアワーは初回授業時に説明します。
メールアドレス：watanabe.hirochika　fukushima-college.ac.jp
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

５ 精神障害②
不安症関連

配付資料
グループワークではペアに
なって不安に関するアプ
ローチのための基本的なア
セスメントを練習します

配付資料を読む
グループワークに関する
レポートの準備

６ 精神障害③
うつ病関連

配付資料
グループワークではペアに
なってうつに関するアプ
ローチのための基本的なア
セスメントを練習します

配付資料を読む
グループワークに関する
レポートの準備

７ 精神障害④
精神病性障害 配付資料 配付資料を読む

８ 精神障害⑤
その他の精神障害 配付資料 配付資料を読む

９ 神経発達症
発達障害

配付資料
動画視聴（発達障害の理解
と支援〜わかり合うって、
素敵だね！〜）　45分

配付資料を読む

10 障害の生物・心理・社会モデル 配付資料 配付資料を読む

11 障害受容過程 配付資料 配付資料を読む

12 精神障害の心理学的メカニズム（異常心理学）の理論
心理学的介入 配付資料 配付資料を読む

13 医療分野における障害者・障害児の心理社会的課題及び
必要な支援 配付資料 配付資料を読む

14 教育分野における障害者・障害児の心理社会的課題及び
必要な支援 配付資料 配付資料を読む

15 福祉分野における障害者・障害児の心理社会的課題及び
必要な支援 配付資料 配付資料を読む

期末
試験 期末試験（ペーパーテスト）

期末試験の講評

　期末試験終了後、希望者には期末試験の講評について、オフィスアワー等を通じて説明します。

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

目標Ａ・Ｊ：期末試験　70点満点　テストを学期末に実施して成績を評価します。
目標Ｃ・Ｊ：リアクションペーパー　15点満点　授業ごとに提出を求め評価します。
目標Ｃ・Ｊ：レポート　15点満点
総計100点満点で評価します。

教　科　書 参　考　書

使用しない。 必要に応じ紹介。
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１
オリエンテーション
授業の概要、到達目標、評価方法の説明
障害（児・者）の概念

配付資料 配付資料を読む

２ 身体障害
視覚障害、聴覚障害など 配付資料 配付資料を読む

３ 知的障害 配付資料 配付資料を読む

４ 精神障害①
定義と分類 配付資料 配付資料を読む

授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　本科目では、様々な障害のある人に心理的なアプロー
チを提供するにあたり、その行動特徴や原因などをはじ
め、必要となる基本的な知識を概説します。

○ A 知識
B 技術・技能

○ C 論理的思考力
D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力
G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力
I 積極的発言力及びプレゼンテーション力

○ J 多様性への理解力、応用力
K 課題対処力
L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

障害の概念や分類について基礎的なことを理解する。 目標 Ａ
障害児・者の援助について基礎的な知識を得る。 目標 Ａ・Ｃ
障害児・障害者を援助する際の心構えや、その方法論について説明できる。 目標 Ｃ・Ｊ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 障害児・者への心理援助
授業形態・単位数 講義・２単位

開 講 年 次 ３・４年次

担 当 教 員
職名：助教

氏名：渡
わた

　邉
なべ

　宏
ひろ

　周
ちか

開 講 期 後期

授 業 回 数 15回

期末試験の有無 有

授業に関する主な実務経験と期間 特記事項なし

社会貢献としての委員会・職　等 特記事項なし

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

福島学院大学大学院心理学研究科臨床心理学専攻、修士（臨床心理学）
臨床心理士、公認心理師

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
公認心理師 専門教育科目 選択
認定心理士 専門教育科目 選択
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 60時間

オフィスアワー・メールアドレス等 オフィスアワーは初回授業時に説明します。
メールアドレス：watanabe.hirochika　fukushima-college.ac.jp
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

５ 精神障害②
不安症関連

配付資料
グループワークではペアに
なって不安に関するアプ
ローチのための基本的なア
セスメントを練習します

配付資料を読む
グループワークに関する
レポートの準備

６ 精神障害③
うつ病関連

配付資料
グループワークではペアに
なってうつに関するアプ
ローチのための基本的なア
セスメントを練習します

配付資料を読む
グループワークに関する
レポートの準備

７ 精神障害④
精神病性障害 配付資料 配付資料を読む

８ 精神障害⑤
その他の精神障害 配付資料 配付資料を読む

９ 神経発達症
発達障害

配付資料
動画視聴（発達障害の理解
と支援〜わかり合うって、
素敵だね！〜）　45分

配付資料を読む

10 障害の生物・心理・社会モデル 配付資料 配付資料を読む

11 障害受容過程 配付資料 配付資料を読む

12 精神障害の心理学的メカニズム（異常心理学）の理論
心理学的介入 配付資料 配付資料を読む

13 医療分野における障害者・障害児の心理社会的課題及び
必要な支援 配付資料 配付資料を読む

14 教育分野における障害者・障害児の心理社会的課題及び
必要な支援 配付資料 配付資料を読む

15 福祉分野における障害者・障害児の心理社会的課題及び
必要な支援 配付資料 配付資料を読む

期末
試験 期末試験（ペーパーテスト）

期末試験の講評

　期末試験終了後、希望者には期末試験の講評について、オフィスアワー等を通じて説明します。

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

目標Ａ・Ｊ：期末試験　70点満点　テストを学期末に実施して成績を評価します。
目標Ｃ・Ｊ：リアクションペーパー　15点満点　授業ごとに提出を求め評価します。
目標Ｃ・Ｊ：レポート　15点満点
総計100点満点で評価します。

教　科　書 参　考　書

使用しない。 必要に応じ紹介。



― 201 ―

授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１ 司法・犯罪心理学とは何か〜公認心理師カリキュラム
として求められるもの〜

授業の進め方を説明します。
NHK「クローズアップ現代」
視聴で講師紹介。

教科書：監修者・編者ま
えがきの予習・復習

２ 司法・犯罪分野の概要⑴：特徴と留意点
予習により把握した疑問点を
授業で発表し、質疑応答で解
消する。犯罪白書。

教科書：18−19ページの
予習・復習

３ 司法・犯罪分野の概要⑵：非行臨床について
予習により把握した疑問点を
授業で発表し、質疑応答で解
消する。犯罪白書。

教科書：20−26ページの
予習・復習

授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　この授業は、公認心理師のカリキュラムに則り、犯罪
や非行をした者について、その原因や心理の分析、再犯
のリスク評価、矯正・更生保護のための指導・助言、処
遇プログラムについて学びます。また、家庭内紛争にお
ける当事者や子どもへの専門的関与、さらには、犯罪被
害者等に対する相談援助について、その基本を修得する
授業とします。
　予習では、教科書を精読して、司法犯罪・分野の制度、
各専門職の職域、実践について概要を把握し、授業のな
かで不明点を解消できるよう質疑応答に努めてください。

○ A 知識
○ B 技術・技能

C 論理的思考力
D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力

○ G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力
I 積極的発言力及びプレゼンテーション力
J 多様性への理解力、応用力
K 課題対処力
L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

①　司法・犯罪分野に関する支援システムの概要を理解する。 目標 Ａ
②　非行・犯罪領域の心理的支援について基本を説明できる。 目標 Ｂ
③　司法・犯罪領域に必須な多機関多職種の協働について基本を学ぶ。 目標 Ｇ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 司法・犯罪心理学
授業形態・単位数 講義・２単位

開 講 年 次 ２年次

担 当 教 員

職名：非常勤講師

氏名：生
しょう

　島
じま

　　　浩
ひろし

　
（本務先：福島大学  職名：教授  ） 

開 講 期 後期

授 業 回 数 15回

期末試験の有無 有

授業に関する主な実務経験と期間 法務省保護観察官（昭和54年４月〜平成13年３月）

社会貢献としての委員会・職　等 ふくしま被害者支援センター理事長、更生保護法人至道会理事など

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

東北大学大学院文学研究科人間科学専攻博士課程修了、博士（文学）、公認
心理師（第5931号）、臨床心理士
日本更生保護学会、犯罪心理学会、家族療法学会など

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
公認心理師 専門教育科目 必修
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 60時間

オフィスアワー・メールアドレス等 授業終了後に質問等で対応。
E-mail：shojima　educ.fukushima-u.ac.jp
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

４ 司法・犯罪分野の概要⑶：犯罪臨床について
予習により把握した疑問点を
授業で発表し、質疑応答で解
消する。犯罪白書。

教科書：27−32ページの
予習・復習

５ 家族臨床（家事事件）：システムの概要
予習により把握した疑問点を
授業で発表し、質疑応答で解
消する。

教科書：38−43ページの
予習・復習

６ 非行臨床（少年事件）：制度・法規と公認心理師の位
置づけ

予習により把握した疑問点を
授業で発表し、質疑応答で解
消する。

教科書：46−52ページの
予習・復習

７ 非行臨床（少年事件）：専門機関・専門職の概要

予習により把握した疑問点を
授業で発表し、質疑応答で解
消する。NHKBSドキュメン
タリー「再出発の町」

教科書：72−75、88−91
ページの予習・復習

８ 非行臨床（少年事件）：専門機関・専門職の事例紹介
予習により把握した疑問点を
授業で発表し、質疑応答で解
消する。

教科書：110−111ページ
の予習・復習

９ 犯罪臨床（成人事件）：制度・法規と公認心理師の位
置づけ

予習により把握した疑問点を
授業で発表し、質疑応答で解
消する。

教科書：51−52ページの
予習・復習

10 犯罪臨床（成人事件）：専門機関・専門職の概要
予習により把握した疑問点を
授業で発表し、質疑応答で解
消する。

教科書：92−95ページの
予習・復習

11 犯罪臨床（成人事件）：専門機関・専門職の事例紹介
予習により把握した疑問点を
授業で発表し、質疑応答で解
消する。

教科書：121ページの予
習・復習

12 犯罪被害者支援：制度・機関・専門職の概要
予習により把握した疑問点を
授業で発表し、質疑応答で解
消する。

教科書：33−37ページの
予習・復習

13 児童・社会福祉との連携：児童相談所等の心理専門職
予習により把握した疑問点を
授業で発表し、質疑応答で解
消する。

教 科 書：53−54、96−
99、123ページの予習・
復習

14 触法障害者の地域生活支援：医療観察制度における心
理専門職

予習により把握した疑問点を
授業で発表し、質疑応答で解
消する。NHKETV「居場所
があれば立ち直れる」

教科書：55−59、100−
105、116ページの予習・
復習

15 まとめと総ディスカッション：立ち直り支援として心
理職が出来ること

授業全体のまとめを兼ねて
テーマについて質疑応答

ディスカッションの準備
として質疑をまとめる

期末
試験 後期末試験（小論文形式）

期末試験の講評

　期末試験終了後、希望者には期末試験の講評について、オフィスアワー等を通じて説明します。

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

目標Ａ・Ｂ：期末試験（小論文）　70点
目標Ｇ　　：総ディスカッション　30点
ほか、評価に関する共通理解に則る加点・減点を行います。　
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教　科　書 参　考　書

書　名：公認心理師分野別テキスト　司法・犯罪分野
著者名：生島浩　編著
発行所：創元社
価　格：2,400円（税別）

書　名：非行臨床における家族支援
著者名：生島浩
発行所：遠見書房
価　格：2,800円（税別）　著者割引になります

その他補足事項

　新聞等により非行・犯罪に関わる事件に関心を抱いて授業に臨んでください。また、犯罪白書を図書館や法務省の
HPで参照して、予習や復習を含めた学習に活用するスキルを身につけることが肝要です。
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１ 行動療法（オペラント、系統的脱感作、モデリングなど） 資料とレジュメ

豆テストを実施するので
毎回授業内容を復習して
おくこと。
テストの範囲については
授業以内に指示する。

２ 認知（ものの考え方）の歪みと認知療法 資料とレジュメ

３ 家族療法の原則とシステムズアプローチ 資料とレジュメ

４ 不登校の家族療法 資料とレジュメ

５ 摂食障害の家族療法 資料とレジュメ
ケーススタディ

６ 夫婦療法（マリタルセラピー） 資料とレジュメ
ケーススタディ

授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　各種の精神障がい、特に児童・思春期・青年期の心理
療法と発達障害の心理療法、「広義の心理療法」としての
家族療法、行動療法、集団心理療法などについても教授。

○ A 知識
○ B 技術・技能

C 論理的思考力
D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力
G 協働能力

○ H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力
I 積極的発言力及びプレゼンテーション力
J 多様性への理解力、応用力
K 課題対処力

○ L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

児童・思春期・青年期の心理療法を学ぶ。 目標 Ａ・Ｂ・Ｈ・Ｌ
家族療法と家族の療育指導を学ぶ。 目標 Ａ・Ｂ・Ｈ・Ｌ
行動療法・認知行動療法を学ぶ。 目標 Ａ・Ｂ・Ｈ・Ｌ
集団心理療法、集団家族療法を学ぶ。 目標 Ａ・Ｂ・Ｈ・Ｌ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 心　理　療　法
授業形態・単位数 講義・２単位

開 講 年 次 ２年次

担 当 教 員
職名：教授

氏名：星
ほし

　野
の

　仁
よし

　彦
ひこ

開 講 期 前期

授 業 回 数 15回

期末試験の有無 有

授業に関する主な実務経験と期間 精神科専門医として46年間の経験

社会貢献としての委員会・職　等 福島市を含む県北地区の学校精神科医

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等 精神保健指定医、精神科専門医、日本精神神経学会会員

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 60時間
オフィスアワー・メールアドレス等 オフィスアワーについては、初回授業時に説明します。
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

７ 発達障害（ADHD、 LD、 自閉症など）児の家族指導 資料とレジュメ

豆テストを実施するので
毎回授業内容を復習して
おくこと。
テストの範囲については
授業以内に指示する。

８ 集団心理療法（グループサイコセラピー） 資料とレジュメ

９ 集団家族療法（グループファミリーセラピー） 資料とレジュメ

10 各種のセルフサポート（自助）グループ 資料とレジュメ

11 発達障害（ADHD、 LD、 自閉症など）児のSSTソーシャ
ルスキルズ・トレーニング

資料とレジュメ
ケーススタディ

12 発達障害児の指導における構造化とTEACCHプログラム 資料とレジュメ
ケーススタディ

13 学校の教師と心理・福祉・医療医のチームアプローチ 資料とレジュメ

14 学校・職場の環境調整療法（ミリュー・セラピー） 資料とレジュメ

15 障害児の家族の悩みとカウンセリング 資料とレジュメ

期末
試験 前期末試験

期末試験の講評

　期末試験終了後、希望者には期末試験の講評について、オフィスアワー等を通じて説明します。

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

目標Ａ・Ｂ・Ｈ・Ｌ：毎回の豆テスト40％、期末試験60％による。詳しくは初回時に説明する。

教　科　書

書　名：機能不全家族
著者名：星野仁彦
発行所：アートヴィレッジ
価　格：1,600円（税別）
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１
オリエンテーション：
授業の流れと留意点。講義課題、授業の進め方、評価
方法に関するガイダンス

２
学習の基礎：

受講者がとらえる「学習」を題材に日常的な「行動」
のとらえ方について学ぶ

体系的な学びの前に、受講
者各人がとらえる学習観に
ついて議論していく。

（履修者数によりグループ
ディスカッションとする場
合もある）

授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　①人の行動が変化する過程と②言語の習得における機
序を学ぶ。学習では学習・行動領域の心理学として学習・
行動研究の歴史、考え方、他領域との接続を念頭に条件
反射、試行錯誤学習・効果の法則、古典的行動主義、恐
怖条件づけ、新行動主義、徹底的行動主義認知主義の流
れを理解していく。

○ A 知識
B 技術・技能

○ C 論理的思考力
D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力
G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力
I 積極的発言力及びプレゼンテーション力
J 多様性への理解力、応用力
K 課題対処力
L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

人の行動が変化する過程を習得し説明できる。 目標 Ａ・Ｃ
学習・行動研究の歴史を説明できる。 目標 Ａ・Ｃ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 学習・言語心理学
授業形態・単位数 講義・４単位

開 講 年 次 ２年次

担 当 教 員
職名：兼担教授

氏名：田
た

　辺
なべ

　　　稔
みのる

　

開 講 期 後期

授 業 回 数 15回

期末試験の有無 有

授業に関する主な実務経験と期間 特記事項なし

社会貢献としての委員会・職　等 福島市子ども子育て会議　会長（2018．３まで）
福島市児童福祉専門部会　会長（2018．４より現在に至る）

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

玉川大学大学院文学研究科修士課程（教育学専攻）修了　文学修士
日本応用心理学会・日本社会心理学科・日本カウンセリング学会

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 教養教育科目 選択
公認心理師 教養教育科目 必修
認定心理士 教養教育科目 選択
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 60時間

オフィスアワー・メールアドレス等 オフィスアワーは初回授業時に説明します。
メールアドレス：tanabe.minoru　fukushima-college.ac.jp
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

３
「赤ちゃんはどのように知識・言葉を獲得するのか」
ピアジェの発達理論
言葉の学習

資料を別途配付。 心理学概論 ― 心理学の歴
史を復習のこと

４

言葉の学習
語彙の獲得過程を考える
喃語　初語　一語発話　二語発話　概念カテゴリー
理解語

資料を別途配付。

５

単語の意味の推論と学習
改めて「学習」とは何かを考える
単元２の受講者がとらえる「学習」を題材に再度意見
を交わしていく。

教科書を用い、資料提示は
パワーポイントを使用（履
修者数によりグループディ
スカッションとする場合も
ある）

教科書ｐ２〜ｐ14を事前に
読み用語をチェックする

６ レスポンデント（古典的）条件づけ①
　パブロフの実験から得られた知見

教科書を用い、資料提示は
パワーポイントを使用

教科書ｐ32〜ｐ38を事前に
読み用語をチェックする

７

レスポンデント（古典的）条件づけ②
ワトソン（古典的行動主義　恐怖条件づけ）
自分たちの行動にみられる条件づけを挙げてみる

「あなたは何が怖いのか」

教科書を用い、資料提示は
パワーポイントを使用

（履修者数によりグループ
ディスカッションとする場
合もある）

教科書ｐ33〜ｐ53を事前に
読み用語をチェックする

８ オペラント条件づけ②
ソーンダイク（試行錯誤学習・効果の法則）

教科書を用い、資料提示は
パワーポイントを使用

教科書ｐ84〜ｐ89を事前に
読み用語をチェックする

９ 新行動主義①
トールマン（認知地図　仲介変数）

教科書を用い、資料提示は
パワーポイントを使用予定

教科書ｐ84〜ｐ89を事前に
読み用語をチェックする

10
新行動主義②
スキナー（オペラント条件づけ）
自分たちの行動にみられる条件づけを挙げてみる

教科書を用い、資料提示は
パワーポイントを使用予定

教科書ｐ90〜ｐ99を事前に
読み用語をチェックする

11
新行動主義③
スキナー（徹底的行動主義）
強化・弱化　強化子・弱化子、消去・消去抵抗

教科書を用い、資料提示は
パワーポイントを使用予定

教科書ｐ90〜ｐ99を事前に
読み用語をチェックする

12 新行動主義④
スキナー（三項随伴性）

教科書を用い、資料提示は
パワーポイントを使用予定

教科書ｐ64・ｐ94〜ｐ98
ｐ106を事前に読み用語を
チェックする

13 新行動主義⑤
スキナー（三項随伴性とABC分析）

教科書を用い、資料提示は
パワーポイントを使用予定

教科書ｐ64・ｐ94〜ｐ98
ｐ106を事前に読み用語を
チェックする

14 新行動主義と認知心理学の台頭 資料を別途配付。

15 学びの振り返り
教科書を用い、資料提示は
パワーポイントを使用予定
　

教科書ｐ２以降を振り返る

期末
試験 後期末試験

期末試験の講評

　期末試験終了後、希望者には期末試験の講評について、オフィスアワー等を通じて説明します。
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授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

目標Ａ・Ｃ：筆記試験　70点満点とする記述方式のテストを学期末に実施。
目標Ａ・Ｃ：レポート　12コマ目（もしくは12月の最終にあたる講義）に課題レポートを提出。レポートは30点満点の

採点とする。課題は授業内容に添い、興味関心を持った領域に関して課題を各自で設定する方
式とする。

目標Ａ　　：そ の 他　授業内容の理解度あるいは授業項目展開上必要とされる事前の知識等の確認のため、２回から
３回程度小テストを実施する。小テストの採点は授業内で答え合わせの形式で行い、不足して
いると思われる事項を直ぐに授業で反映出来るよう計画していく。

教　科　書

書　名：学習の心理
著者名：実森正子・中島定彦
発行所：サイエンス社
価　格：1,500円（税別）

その他補足事項

　本科目では、コンピュータを用いたスライド（パワーポイント）を中心に展開していく。実習等で欠席の場合は、ファ
イル形式あるいはプリント資料にて配付できるので申し出ること。
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１ 中枢神経系の解剖と機能 レジュメを用意します 配付レジュメを読む

２ 自律神経系、末梢神経の解剖と機能 レジュメを用意します 配付レジュメを読む

３ 神経系に関わる体の解剖と機能 ①　解剖・機能についてレポート
（レジュメを参考とする） 配付レジュメを読む

４ 神経症候学 ― 高次機能 レジュメを用意します 配付レジュメを読む

５ 神経症候学 ― 運動（錘体路系、外路系他） レジュメを用意します 配付レジュメを読む

授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　神経内科部門では解剖、専門知識だけでも膨大なもの
となるので、重要かつ必要性の高いものをコンパクトに
まとめ、用語や考え方は、記憶しやすいように講義のな
かで繰り返し用いる。知識は論理的思考に必要であり、
授業の機会あるごとに判りやすく解説する。さらに発展
して多様的要素の多い心理学への応用力を期待する。

○ A 知識
B 技術・技能

○ C 論理的思考力
D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力
G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力
I 積極的発言力及びプレゼンテーション力

○ J 多様性への理解力、応用力
K 課題対処力
L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

実用的な知識を中心にコンパクトに記憶してもらう。 目標 Ａ
知識を元に長く使える論理的思考を習得する。 目標 Ｃ
新しい事象への正しい対応力を養う。 目標 Ｊ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 神経・生理心理学
授業形態・単位数 講義・２単位

開 講 年 次 ２年次

担 当 教 員

職名：非常勤講師

氏名：角
すみ

　田
た

　　　裕
ひろし

　
（本務先：あずま脳神経外科病院  職名：医師  ） 

開 講 期 後期

授 業 回 数 15回

期末試験の有無 有

授業に関する主な実務経験と期間
福島県立医科大学にて医学生、総合衛生学院看護学生を対象に講義・実習指
導を行う（約20年間）
その後も非常勤講師として講義を不定期にて行う。

社会貢献としての委員会・職　等 福島県介護保険審査員

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

福島県立医科大学医学部昭和48年卒業、医学博士取得
日本神経学会認定医、日本内科学会認定医、リハビリテーション学会所属い
ずれも40年以上

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
公認心理師 専門教育科目 必修
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 60時間
オフィスアワー・メールアドレス等 授業終了後に教室で対応
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

６ 神経症候学 ― 知覚、感覚系 レジュメを用意します 配付レジュメを読む

７ 神経症候学 ― 自律神経系、他 ②　神経症候学についてレポート
（レジュメを参考とする） 配付レジュメを読む

８ 脳卒中① レジュメを用意します 配付レジュメを読む

９ 脳卒中② ③　脳卒中についてレポート
（レジュメを参考とする） 配付レジュメを読む

10 認知症と周辺疾患 「認知症とは」
ディスカッションする 配付レジュメを読む

11 神経疾患各論① レジュメを用意します 配付レジュメを読む

12 神経疾患各論② レジュメを用意します 配付レジュメを読む

13 神経疾患各論③　脳神経系の検査① ④　神経疾患各論で興味をもった
疾患についてレポート 配付レジュメを読む

14 脳神経系の検査② レジュメを用意します
画像が多く入ります 配付レジュメを読む

15 綜合的観点からみた脳神経系 レジュメを用意します
ディスカッションが入ります 配付レジュメを読む

期末
試験 後期末試験

期末試験の講評

　期末試験終了後、希望者には期末試験の講評について説明します。

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

目標Ａ・Ｃ・Ｊ：期末試験（60点）
目標Ｃ　　　　：課題レポート（40点）

教　科　書

使用しない。

その他補足事項

　教科書は使用しないが、毎回レジュメを用意して講義を行う。
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１ オリエンテーション
福祉を学ぶ意義とソーシャルワーカー PPT．レジュメ配付、対話 講義時に指示

２ 現代社会における福祉制度と福祉政策Ⅰ PPT．レジュメ配付、対話 ノート整理と発展学修
次回への準備

３ 現代社会における福祉制度と福祉政策Ⅱ PPT．レジュメ配付、対話 ノート整理とディスカッ
ションへの準備

授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　現代社会は多くの社会問題・社会変動が起き、それに
伴って生活問題の発生、生活（福祉）ニーズの多様化や
高度化が進んでいる。このような背景の中、社会福祉に
携わる者に求められるものもまた多様化し、高度化して
いるといえる。本講義では、テキスト等で学べる知識に
とどまらず、実際の生活や社会といった「現場」の実践
を意識した現代社会と福祉についての多角的理解と考察
を通して、社会福祉への関心と理解を深める。また、多
様化・高度化する福祉問題の解決の基礎を身につけ、福
祉的な視点をベースに豊かな心と広い視野をもつことを
図るものである。

○ A 知識
B 技術・技能
C 論理的思考力
D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力
G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力

○ I 積極的発言力及びプレゼンテーション力
○ J 多様性への理解力、応用力

K 課題対処力
○ L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

①　現代社会と福祉制度・福祉政策の関係について理解する。 目標 Ａ
②　社会福祉の意義・基本原理と思想・形成過程を理解する。 目標 Ａ・Ｊ
③　相談援助と福祉政策の関係について理解する。 目標 Ａ・Ｉ・Ｊ
④　今後社会福祉を学んでいく上での基礎的知識を身につける。 目標 Ａ・Ｊ・Ｌ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 社会福祉原論
授業形態・単位数 講義・４単位

開 講 年 次 ２年次

担 当 教 員
職名：准教授

氏名：齊
さい

　藤
とう

　隆
たか

　之
ゆき

開 講 期 通年

授 業 回 数 30回

期末試験の有無 有

授業に関する主な実務経験と期間 社会福祉法人あいのわ福祉会　足立あかしあ園　支援員
（平成17年４月〜平成21年３月）

社会貢献としての委員会・職　等 日総研出版　社会福祉士国家試験対策講座　講師

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

国際医療福祉大学大学院　医療福祉学研究科　保健医療学専攻
博士課程　博士（医療福祉学）

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 必修
社会福祉士 専門教育科目 必修
精神保健福祉士 専門教育科目 必修
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 120時間
オフィスアワー・メールアドレス等 詳しくは初回授業時に説明します。
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

４ 現代社会における福祉制度と福祉政策Ⅲ ディスカッション
ディスカッションシートの提出

ディスカッションの振り
返りと内省

５ 福祉の原理をめぐる理論と哲学Ⅰ PPT．レジュメ配付、対話 講義時に指示

６ 福祉の原理をめぐる理論と哲学Ⅱ ディスカッション
ディスカッションシートの提出 講義時に指示

７ 福祉制度の発達過程Ⅰ PPT．レジュメ配付、対話 ノート整理と発展学修

８ 福祉制度の発達過程Ⅱ VTR鑑賞　映画「シッコ」（60分
※全体の一部を視聴）、対話 VTR視聴シートの作成

９ 福祉制度の発達過程Ⅲ ディスカッション
ディスカッションシートの提出

ディスカッションの振り
返りと内省

10 子育て支援と児童福祉の歴史 VTR鑑賞「ハートネットTV戦後
70年児童福祉」（30分）、対話 VTR視聴シートの作成

11 福祉政策におけるニーズと資源Ⅰ PPT．レジュメ配付、対話 ノート整理と発展学修

12 福祉政策におけるニーズと資源Ⅱ ディスカッション
ディスカッションシートの提出

ディスカッションの振り
返りと内省

13 福祉政策の課題Ⅰ PPT．レジュメ配付、対話 ノート整理と発展学修

14 福祉政策の課題Ⅱ ディスカッション
ディスカッションシートの提出

ディスカッションの振り
返りと内省

15 前期のまとめ レジュメ配付、対話 これまでのまとめと期末
試験の準備

期末
試験 前期末試験

16 福祉政策の構成要素Ⅰ
（気候等に応じてⅡ・Ⅲと順番の入れ替えあり） PPT．レジュメ配付、対話 講義時に指示

17 福祉政策の構成要素Ⅱ
（近隣のリサーチから「福祉」を探す）

リサーチ
（グループワーク） リサーチ結果の要約

18 福祉政策の構成要素Ⅲ リサーチ結果のまとめ
（グループワーク） 次回発表の準備

19 福祉政策の構成要素Ⅳ リサーチ結果の発表
（課題点①）

他グループ発表をふまえ
た内省。福祉に関する法
律の確認

20
法律を作ってみようⅠ これまでの資料、作成用紙

個人作業からグループ
ワークへの準備、グルー
プでの発表準備21

22 法律を作ってみようⅡ 発表・解説
（課題点②） 発表の振り返り

23 戦後日本の福祉① VTR鑑賞「ハートネットTV戦後
70年障害者福祉」（30分）、対話 VTR視聴シートの作成
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

24 戦後日本の福祉② VTR鑑賞「ハートネットTV戦後
70年高齢者福祉」（30分）、対話

ディスカッションへの
準備

25 これからの福祉を考える ディスカッション 講義時に指示

26 これからの社会福祉を担う者としてⅠ
（福祉に関する作品の紹介） 個人シート作成→グループワーク 講義時に指示

27 これからの社会福祉を担う者としてⅡ
（福祉に関する作品の紹介） グループワーク 発表準備

28 これからの社会福祉を担う者としてⅢ
（福祉に関する作品の紹介）

発表・解説
（課題点③） 発表準備

29 これからの社会福祉を担う者としてⅣ
（福祉に関する作品の紹介）

発表・解説
（課題点③）

30 まとめ　福祉の原点とは ディスカッション 既習内容の振り返り

期末
試験 後期末試験

期末試験の講評

　期末試験終了後、希望者には期末試験の講評について、オフィスアワー等を通じて説明します。

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

目標Ａ・Ｊ　　：＜基礎点＞定期試験80点（前期40点、後期40点）⒜
目標Ｊ・Ｉ・Ｌ：＜加算点＞発言点＋GoodQP（上限15点）⒝、課題点（最高５点×３回）⒞
＜評　価＞⒜＋⒝＋⒞の総計で大学の規定に沿って素点評価を行う。
※遅刻、途中退席等については学生受講規定に基づく。
※詳細については初回講義時に説明をする

教　科　書 参　考　書

使用しない。 書　名：チャレンジ現代社会と福祉
著者名：久塚純一・森田慎二郎・金川めぐみ
発行所：法律文化社
価　格：2,700円（税別）
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１ 医療と社会福祉について 資料配付・レポート
新聞やニュースをチェック
しておくこと
復習

２ 医療ソーシャルワーカーの業務指針 資料配付・講義
新聞やニュースをチェック
しておくこと
復習

３ 保健医療機関における援助方法の実際① 資料配付・講義 社会福祉援助技術論の復習

４ 保健医療機関における援助方法の実際② 資料配付・講義 社会福祉援助技術論の復習

５ ライフステージ（こども）と医療福祉 資料配付・講義
新聞やニュースをチェック
しておくこと
復習（こども福祉）

授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　本授業は保健医療サービスの制度の理解の上に、今日
的変化を踏まえて、保健医療機関でのソーシャルワーク
を展開する留意点を学ぶ。また、自らの価値観を再吟味
する。

○ A 知識
B 技術・技能
C 論理的思考力
D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力
G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力

○ I 積極的発言力及びプレゼンテーション力
○ J 多様性への理解力、応用力

K 課題対処力
○ L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

①　医療と福祉の関係について理解する。 目標 Ａ
②　保健医療機関でのソーシャルワーク実践の方法及び留意点を理解する。 目標 Ａ
③　生命、健康、生活、人生に対する倫理、価値について考える。 目標 Ａ・Ｉ・Ｊ・Ｌ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 医 療 福 祉 論
授業形態・単位数 講義・２単位

開 講 年 次 ３・４年次

担 当 教 員

職名：非常勤講師

氏名：本
ほん

　田
だ

　ルミ子
こ

（本務先：芦ノ牧温泉病院 職名：ソーシャルワーカー） 

開 講 期 後期

授 業 回 数 15回

期末試験の有無 有

授業に関する主な実務経験と期間 竹田綜合病院・芦ノ牧温泉病院・エミネンス芦ノ牧でソーシャルワーカー
（昭和56年４月〜現在）

社会貢献としての委員会・職　等 福島県医療ソーシャルワーカー協会会長・会津社会事業会理事

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

東北福祉大学社会福祉学部社会福祉学科卒業　　　　　　　　　　　　　　
社会福祉士・精神保健福祉士・中学高校社会科及び特別支援教員　

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 60時間
オフィスアワー・メールアドレス等 授業の終了後、行います。
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

６ ライフステージ（成人期）と医療福祉 資料配付・講義
新聞やニュースをチェック
しておくこと
復習

７ ライフステージ（高齢期）と医療福祉 資料配付・講義
新聞やニュースをチェック
しておくこと
復習

８ ライフステージ（障がい①）と医療福祉 資料配付・講義
新聞やニュースをチェック
しておくこと
復習

９ ライフステージ（障がい②）と医療福祉 視覚教材・講義
新聞やニュースをチェック
しておくこと
復習

10 貧困と医療と福祉 資料配付・講義
新聞やニュースをチェック
しておくこと
復習

11 医療の発展と福祉 資料配付・講義
新聞やニュースをチェック
しておくこと
復習

12 生命・医療・福祉（生活）について考える① 視覚教材
グループワーク

新聞やニュースをチェック
しておくこと
復習

13 生命・医療・福祉（生活）について考える② グループワーク・講義
新聞やニュースをチェック
しておくこと
復習

14 倫理綱領 資料配付・講義
新聞やニュースをチェック
しておくこと
復習

15 まとめ　医療と社会福祉 資料配付・講義 半期のまとめ
復習

期末
試験 後期末筆記試験

期末試験の講評

　期末試験終了後、希望者には期末試験の講評について、オフィスアワー等を通じて説明します。

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

到達目標Ａ・Ｊ　　　　：期末試験（記述方式）で理解度を確認します（70点）
到達目標Ａ・Ｉ・Ｊ・Ｌ：授業の中での発言、態度等（30点）

教　科　書

使用しない。
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１ オリエンテーション
社会調査とはなにか

教科書、PPT、レジュメ
該当箇所がある場合、適宜

「総務省統計局の動画」の
視聴を行う。また、単元の
終わりには練習問題を行う

教科書全体の通読
（特に目次に目を通す）

２ 量的調査の手順と調査技術Ⅰ

講義時に指示したページの振り返り学
習および指示をした「総務省統計局の
動画」の予習視聴を行う
※統計については、簡単な算数・数学
の知識が必要となるため、不安な場合
はこちらについての事前学習も行うこ
と。不明な場合は担当教員に要相談。

授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　本講義では、社会調査に関する基本的知識を総務省統
計局による動画視聴や講義、実践練習を通して、ソーシャ
ルワーカーとして不可欠な情報収集の基礎となる社会調
査技法を身につける他、現代社会において必要となる個
人情報保護やIT活用についても理解する事ができる。

◯ A 知識
◯ B 技術・技能
◯ C 論理的思考力

D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力
G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力
I 積極的発言力及びプレゼンテーション力
J 多様性への理解力、応用力
K 課題対処力
L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

社会調査（調査の倫理・量的調査・質的調査）の基本を身につけ、利用者理解
の力を高める。 目標 Ａ・Ｂ

情報収集力を身につけ、客観的に情報を見る力をつける。 目標 Ａ・Ｂ・Ｃ
個人情報の保護から守秘義務について学ぶ。 目標 Ａ・Ｂ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 社 会 調 査 法
授業形態・単位数 講義・２単位

開 講 年 次 ３年次

担 当 教 員
職名：准教授

氏名：齊
さい

　藤
とう

　隆
たか

　之
ゆき

開 講 期 前期

授 業 回 数 15回

期末試験の有無 有

授業に関する主な実務経験と期間 社会福祉法人あいのわ福祉会　足立あかしあ園　支援員
（平成17年４月〜平成21年３月）

社会貢献としての委員会・職　等 日総研出版　社会福祉士国家試験対策講座　講師

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

国際医療福祉大学大学院　医療福祉学研究科　保健医療学専攻
博士課程　博士（医療福祉学）

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
社会福祉士 専門教育科目 必修
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 60時間
オフィスアワー・メールアドレス等 詳しくは初回授業時に説明します。
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

３ 量的調査の手順と調査技術Ⅱ

教科書、PPT、レジュメ
該当箇所がある場合、適宜

「総務省統計局の動画」の
視聴を行う。また、単元の
終わりには練習問題を行う

講義時に指示したページの振り返り学
習および指示をした「総務省統計局の
動画」の予習視聴を行う
※統計については、簡単な算数・数学
の知識が必要となるため、不安な場合
はこちらについての事前学習も行うこ
と。不明な場合は担当教員に要相談。

４ 質的調査の調査技術Ⅰ

５ 質的調査の調査技術Ⅱ

６ 社会福祉における量的社会調査の実際Ⅰ

７ 社会福祉における量的社会調査の実際Ⅱ

８ 社会福祉における質的社会調査の実際Ⅰ

９ 社会福祉における質的社会調査の実際Ⅱ

10 社会調査におけるIT活用

11 社会調査にチャレンジしようⅠ
（テーマと方法を決める） グループワーク フィールドワークの準備

12 社会調査にチャレンジしようⅡ
（調査） フィールドワーク 調査結果の整理

13 社会調査にチャレンジしようⅢ
（分析と考察） グループワーク 次回発表の準備

14 調査結果の発表 プレゼンテーション
（ポスター発表） プレゼン結果の内省

15 まとめ　社会科学としての社会福祉 教科書　PPT　レジュメ
配付 総括学修

期末
試験 前期末試験

期末試験の講評

　期末試験終了後、希望者には期末試験の講評について、オフィスアワー等を通じて説明します。

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

目標Ａ・Ｂ：＜基礎点＞定期試験100点⒜
目標Ｃ　　：＜加算点＞発言点＋GoodQP（上限15点）⒝、課題点（社会調査への取り組み15点）⒞
＜評　価＞⒜＋⒝＋⒞の総計で大学の規定に沿って素点評価を行う。
※遅刻、途中退席等については学生受講規定に基づく。
※詳細については初回講義時に説明をする

教　科　書

書　名：社会調査の基礎　第４版
著者名：福祉臨床シリーズ編集委員会
発行所：弘文堂
価　格：2,500円（税別）
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１ 社会福祉士の役割と意義・現代社会と地域生活 PPT
レジュメの配付 復習：講義資料に記載

２ ソーシャルワークの概念 PPT．教科書
レジュメの配付

予習：教科書「第２章１」確認
復習：講義時に指示

３ ソーシャルワークの構成要素 PPT．教科書
レジュメの配付

予習：教科書「第２章２」確認
復習：講義時に指示

授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　相談援助の専門性に係る倫理や定義、およびその形成
過程についてのベーシックな理解を図ると共に、今後専
門職者として学習を進めるうえで必要な素養を身に着け
る。特に講義内では、各単元について実践事例を交えな
がら社会福祉士の視点について学ぶものである。

○ A 知識
○ B 技術・技能

C 論理的思考力
D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力
G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力
I 積極的発言力及びプレゼンテーション力

○ J 多様性への理解力、応用力
○ K 課題対処力

L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

相談援助専門職の役割と意義について理解すると共に倫理・範囲および理念に
ついて理解する。 目標 Ａ・Ｂ

ソーシャルワーク形成過程を理解する。 目標 Ａ・Ｂ
総合的かつ包括的な援助と多職種連携の意義と内容について理解する。 目標 Ａ・Ｊ・Ｋ
講義を通じてソーシャルワーカーとしての社会福祉士像を具体的に持つことが
でき、資格取得をはじめとして実践者としての研鑽の姿勢の必要性を理解する
ことができる。

目標 Ａ・Ｋ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 相談援助の基盤と専門職
授業形態・単位数 講義・４単位

開 講 年 次 １年次

担 当 教 員
職名：准教授

氏名：齊
さい

　藤
とう

　隆
たか

　之
ゆき

開 講 期 通年

授 業 回 数 30回

期末試験の有無 有

授業に関する主な実務経験と期間 社会福祉法人あいのわ福祉会　足立あかしあ園　支援員
（平成17年４月〜平成21年３月）

社会貢献としての委員会・職　等 日総研出版　社会福祉士国家試験対策講座　講師

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

国際医療福祉大学大学院　医療福祉学研究科　保健医療学専攻
博士課程　博士（医療福祉学）

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
社会福祉士 専門教育科目 必修
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 120時間
オフィスアワー・メールアドレス等 詳しくは初回授業時に説明します。



― 219 ―

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

４ ソーシャルワークの形成過程：源流 PPT．教科書
レジュメの配付

予習：教科書「第３章１」確認
復習：講義時に指示

５ ソーシャルワークの形成過程：基礎確立期・発展期 PPT．教科書
レジュメの配付

予習：教科書「第３章２、 第４
章１」確認
復習：講義時に指示

６ ソーシャルワークの形成過程：展開期・統合化 PPT．教科書
レジュメの配付

予習：教科書「第４章２・３」
確認
復習：講義時に指示

７ ソーシャルワークの形成過程：日本 PPT．教科書
レジュメの配付 復習：講義時に指示

８ ソーシャルワーカーと価値・ソーシャルワーク実践
と価値

PPT．教科書
レジュメの配付

予習：教科書「第５章１・２」
確認
復習：講義時に指示

９ ソーシャルワーク実践と権利擁護 PPT．教科書
レジュメの配付

予習：教科書「第５章３」確認
復習：講義時に指示

10 クライエントの尊厳と自己決定 PPT．教科書
レジュメの配付

予習：教科書「第６章１」確認
復習：講義時に指示

11 ノーマライゼーションと社会的包摂 PPT．教科書
レジュメの配付

予習：教科書「第６章２」確認
復習：講義時に指示

12 専門職倫理 PPT．教科書
レジュメの配付

予習：教科書「第７章１」確認
復習：講義時に指示

13 倫理綱領の内容と歴史 PPT．教科書
レジュメの配付

予習：教科書「第７章２」確認
復習：講義時に指示

14 倫理的ジレンマ PPT．教科書
レジュメの配付

予習：教科書「第７章３」確認
復習：講義時に指示

15 前期の総括 対話による振り返り 期末試験へ向けての総括学修

期末
試験 前期末試験

16 総合的かつ包括的な相談援助の動向とその背景
ケーススタディ
PPT．教科書
レジュメの配付

予習：教科書「第８章１」確認
復習：講義時に指示

17 地域を基盤としたソーシャルワークの基本的視座
ケーススタディ
PPT．教科書
レジュメの配付

予習：教科書「第８章２」確認
復習：講義時に指示

18 地域を基盤としたソーシャルワークの８機能
PPT．教科書
レジュメの配付
ディスカッション

予習：教科書「第８章３」確認
復習：講義時に指示

19 ジェネラリスト・ソーシャルワークの意義と基本的
視点

PPT．教科書
レジュメの配付

予習：教科書「第９章１」確認
復習：講義時に指示

20 ジェネラリスト・ソーシャルワークの特質 PPT．教科書
レジュメの配付

予習：教科書「第９章２」確認
復習：講義時に指示
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

21 相談援助専門職の概念 PPT．教科書
レジュメの配付

予習：教科書「第10章１」確認
復習：講義時に指示

22 相談援助専門職の範囲
諸外国の動向

PPT．教科書
レジュメの配付

予習：教科書「教科書第10章２・
３」確認
復習：講義時に指示

23 総合的かつ包括的な相談援助を支える理論⑴
予防機能

PPT．教科書
レジュメの配付
ディスカッション

予習：教科書「第11章」確認
復習：講義時に指示

24 総合的かつ包括的な相談援助を支える理論⑵
新しいニーズへの対応

PPT．教科書
レジュメの配付
ディスカッション

予習：教科書「第11章」確認
復習：講義時に指示

25 総合的かつ包括的な相談援助を支える理論⑶
総合的支援機能

PPT．教科書
レジュメの配付
ディスカッション

予習：教科書「第11章」確認
復習：講義時に指示

26 総合的かつ包括的な相談援助を支える理論⑷
権利擁護機能

PPT．教科書
レジュメの配付
ディスカッション

予習：教科書「第11章」確認
復習：講義時に指示

27 総合的かつ包括的な相談援助を支える理論⑸
社会資源開発機能

PPT．教科書
レジュメの配付
ディスカッション

予習：教科書「第11章」確認
復習：講義時に指示

28 事例研究 グループワーク プレゼンテーションの準備

29 事例研究 グループワーク プレゼンテーションの振り返り

30 総括 定期試験に向けた総括学修

期末
試験 後期末試験

期末試験の講評

　期末試験終了後、希望者には期末試験の講評について、オフィスアワー等を通じて説明します。

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

目標Ａ・Ｂ：＜基礎点＞定期試験80点（前期40点、後期40点）⒜
目標Ｊ・Ｋ：＜加算点＞発言点＋GoodQP（上限30点）⒝、課題点
＜評　価＞⒜＋⒝＋⒞の総計で大学の規定に沿って素点評価を行う。
※遅刻、途中退席等については学生受講規定に基づく。
※詳細については初回講義時に説明をする。

教　科　書

書　名：新・社会福祉士養成講座　相談援助の基盤と専門職
著者名：社会福祉士養成講座編集委員会
発行所：中央法規出版
価　格：2,600円（税別）
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１ オリエンテーション
ソーシャルワークとは何か

PPT
ディスカッション 復習：ディスカッションの振り返り

２ ソーシャルワークの構成要素 PPT．教科書
レジュメの配付

予習：教科書にない箇所のため別
途指示
復習：講義時に指示

３ ソーシャルワークの構造と機能 PPT．教科書
レジュメの配付

予習：教科書にない箇所のため別
途指示
復習：講義時に指示

授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　本講義では、ソーシャルワークにおける諸理論や基本
的アプローチについての学びを深めるとともに、支援者
として基本的視点の醸成を図る。加えて、単なる相談援
助にとどまらない社会福祉援助の本来的意義についても
理解を図るものである。本講義では、現場での実践を念
頭に置き、理論の実践現場での具体的活用方法や理論と
実践の矛盾、葛藤、ジレンマ等について、実務の例を挙
げる等して理解を深める。

○ A 知識
○ B 技術・技能

C 論理的思考力
D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力
G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力
I 積極的発言力及びプレゼンテーション力
J 多様性への理解力、応用力

○ K 課題対処力
○ L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

ソーシャルワーク専門職としての視点を醸成する。 目標 Ａ・Ｂ
ソーシャルワーク専門職としての知識、技術を理解し、活用できる。 目標 Ａ・Ｂ
ソーシャルワーク専門職として「心に寄りそった」実践力を身につける。 目標 Ｂ・Ｋ・Ｌ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 社会福祉援助技術論Ⅰ
授業形態・単位数 講義・４単位

開 講 年 次
H30以降入学
　２年次
H29以前入学
　３年次

担 当 教 員
職名：准教授

氏名：齊
さい

　藤
とう

　隆
たか

　之
ゆき

開 講 期 通年

授 業 回 数 30回

期末試験の有無 有

授業に関する主な実務経験と期間 社会福祉法人あいのわ福祉会　足立あかしあ園　支援員
（平成17年４月〜平成21年３月）

社会貢献としての委員会・職　等 日総研出版　社会福祉士国家試験対策講座　講師

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

国際医療福祉大学大学院　医療福祉学研究科　保健医療学専攻
博士課程　博士（医療福祉学）

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
社会福祉士 専門教育科目 必修
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 120時間
オフィスアワー・メールアドレス等 詳しくは初回授業時に説明します。
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

４ ソーシャルワークの機能 PPT．教科書
レジュメの配付

予習：教科書にない箇所のため別
途指示
復習：講義時に指示

５ ソーシャルワークにおけるニーズ PPT．教科書
レジュメの配付

予習：教科書「Ｐ.18」確認
復習：講義時に指示

６ ソーシャルワークにおける対象 PPT．教科書
レジュメの配付

予習：教科書「第１章の３」確認
復習：講義時に指示

７ 人と環境の交互作用 PPT．教科書
レジュメの配付

予習：教科書「第２章の１」確認
復習：講義時に指示

８ ソーシャルワークにおける実践モデル PPT．教科書
レジュメの配付

予習：教科書「第３章の１・２」
確認
復習：講義時に指示

９ ソーシャルワークにおける価値の創造① グループディスカッション
プレゼン準備 次回プレゼンの準備

10 ソーシャルワークにおける価値の創造② プレゼンテーション
（課題①） プレゼンテーションの振り返り

11 ソーシャルワークのアプローチ① PPT．教科書
レジュメの配付

予習：教科書「第３章の３」確認
復習：講義時に指示

12 ソーシャルワークのアプローチ② PPT．教科書
レジュメの配付

予習：教科書「第３章の３」確認
復習：講義時に指示

13 ソーシャルワークのアプローチ③ PPT．教科書
レジュメの配付

予習：教科書「第３章の３」確認
復習：講義時に指示

14 ソーシャルワークのアプローチ④ PPT．教科書
レジュメの配付

予習：教科書「第３章の３」確認
復習：講義時に指示

15 まとめ・事例の確認（ケーススタディ） グループワーク 課題の次回までの完成

期末
試験 前期末試験

16 理想の施設を考える① 個人用シートの作成 個人用シートの完成

17 理想の施設を考える② グループディスカッション 発表準備

18 理想の施設を考える③ プレゼンテーション
（課題②） プレゼンの振り返り

19 ソーシャルワークのプロセス① PPT．教科書
レジュメの配付

予習：教科書「第５章、第６章」
確認
復習：講義時に指示

20 ソーシャルワークのプロセス② PPT．教科書
レジュメの配付

予習：教科書「第７章」確認
復習：講義時に指示

21 ソーシャルワークのプロセス③ PPT．教科書
レジュメの配付

予習：教科書「第８章」確認
復習：講義時に指示
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

22 ソーシャルワークのプロセス④ PPT．教科書
レジュメの配付 予習：教科書「第９章」確認

23 事例を作ろう①（作成） 事例作成用プリント配付 予習：プロセス部分の確認
復習：不要

24 事例を作ろう②（作成・提出） 事例作成用プリント配付 事例検討の準備

25 事例を作ろう③（事例検討） 検討用事例プリント配付
ディスカッション

復習：講義時未使用の事例を確認
しておく

26
ソーシャルワークのあり方

VTR鑑賞
「ボブという名の猫」（103
分※前後半に分けて視聴）
ディスカッション

VTR視聴シートの作成
27

28 まとめの課題 グループワーク プレゼンテーションの準備

29 まとめの課題 プレゼンテーション
（課題③） プレゼンテーションの振り返り

30 総括　ソーシャルワーカーのあり方 対話による振り返り 定期試験に向けた総括学修

期末
試験 後期末試験

期末試験の講評

　期末試験終了後、希望者には期末試験の講評について、オフィスアワー等を通じて説明します。

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

目標Ａ　　　　：＜基礎点＞定期試験80点（前期40点、後期40点）⒜
目標Ｂ・Ｋ・Ｌ：＜加算点＞発言点＋GoodQP（上限15点）⒝、課題点（最高５点×３回）⒞
＜評　価＞⒜＋⒝＋⒞の総計で大学の規定に沿って素点評価を行う。
※遅刻、途中退席等については学生受講規定に基づく。
※詳細については初回講義時に説明をする。

教　科　書

書　名：ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ
著者名：相澤譲治　他
発行所：㈱みらい
価　格：2,000円（税別）
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１ オリエンテーション
これまでの学びの振り返り ディスカッション 復習：ディスカッションの振

り返り

２ ソーシャルワークにおける知識と学問知Ⅰ PPT．教科書
レジュメの配付

予習：教科書「第１章」確認
復習：講義時に指示

３ ソーシャルワークにおける知識と学問知Ⅱ PPT．教科書
レジュメの配付

予習：教科書「第１章」確認
復習：講義時に指示

授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　本講義では、これまでに「相談援助の基盤と専門職」「社
会福祉援助技術論Ⅰ」でソーシャルワークにおける諸理
論や基本的アプローチについての学び等を元に、より派
生的な内容となるネットワーキングやICTの活用等、支
援者として深化した視点の醸成を図る。これにより、知
識と感性を備えたソーシャルワーカーとしての素養を身
につける。加えて、本講義では、現場での実践を念頭に
置き、理論の実践現場での具体的活用方法や理論と実践
の矛盾、葛藤、ジレンマ等についても実務の例を挙げる
等して理解を深める。

○ A 知識
○ B 技術・技能

C 論理的思考力
D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力

○ G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力
I 積極的発言力及びプレゼンテーション力
J 多様性への理解力、応用力

○ K 課題対処力
L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

ソーシャルワークにおける面接技術、記録について理解する。 目標 Ａ・Ｂ
グループワークについて理解する。 目標 Ａ・Ｂ
ICTの活用、社会資源の調整、ネットワーキングについて理解する。 目標 Ａ・Ｂ・Ｇ
スーパービジョンについて理解をする。 目標 Ａ・Ｂ
ソーシャルワークの全体像を理解する。 目標 Ａ・Ｂ・Ｋ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 社会福祉援助技術論Ⅱ
授業形態・単位数 講義・４単位

開 講 年 次 ４年次

担 当 教 員
職名：准教授

氏名：齊
さい

　藤
とう

　隆
たか

　之
ゆき

開 講 期 通年

授 業 回 数 30回

期末試験の有無 有

授業に関する主な実務経験と期間 社会福祉法人あいのわ福祉会　足立あかしあ園　支援員
（平成17年４月〜平成21年３月）

社会貢献としての委員会・職　等 日総研出版　社会福祉士国家試験対策講座　講師

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

国際医療福祉大学大学院　医療福祉学研究科　保健医療学専攻
博士課程　博士（医療福祉学）

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
社会福祉士 専門教育科目 必修
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 120時間
オフィスアワー・メールアドレス等 詳しくは初回授業時に説明します。
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

４ ソーシャルワークにおけるコミュニケーション技術① PPT．教科書
レジュメの配付

予習：教科書「第２章」確認
復習：講義時に指示

５ ソーシャルワークにおけるコミュニケーション技術② PPT．教科書
レジュメの配付

予習：教科書「第２章」確認
復習：講義時に指示

６ ソーシャルワークと面接技術Ⅰ PPT．教科書
レジュメの配付

予習：教科書「第３章」確認
復習：講義時に指示

７ ソーシャルワークと面接技術Ⅱ PPT．教科書
レジュメの配付

予習：教科書「第３章」確認
復習：講義時に指示

８ ソーシャルワークと面接技術Ⅲ

VTRの視聴
「ケースの心をとらえる面
接」（45分）
ディスカッション

ディスカッションの振り返り

９ ソーシャルワークにおける記録の意味と方法Ⅰ PPT．教科書
レジュメの配付

予習：教科書「第４章」確認
復習：講義時に指示

10 ソーシャルワークにおける記録の意味と方法Ⅱ PPT．教科書
レジュメの配付

予習：教科書「第４章」確認
復習：講義時に指示

11 ソーシャルワークとICT技術の活用Ⅰ PPT．教科書
レジュメの配付

予習：教科書「第５・６章」
確認
復習：講義時に指示

12 ソーシャルワークとICT技術の活用Ⅱ 事例等による実践例の確認
グループディスカッション ディスカッションのまとめ

13
これからのICT技術の活用

（これからのソーシャルワークにおいてどのような
ICT技術が想像できるだろうか）

プレゼンテーション準備 プレゼン準備

14
これからのICT技術の活用

（これからのソーシャルワークにおいてどのような
ICT技術が想像できるだろうか）

プレゼンテーション
（課題①） プレゼンの振り返り

15 前期のまとめ 対話による振り返り レジュメのまとめと発展的学修

期末
試験 前期末試験

16 ソーシャルワークにおけるグループワークの活用① PPT．教科書
レジュメの配付

予習：教科書「第７章」確認
復習：講義時に指示

17 ソーシャルワークにおけるグループワークの活用② PPT．教科書
レジュメの配付

予習：教科書「第７章」確認
復習：講義時に指示

18 ソーシャルワークにおけるグループワークの活用③ 事例によるケーススタディ 事例のまとめ

19 ソーシャルワークと社会資源の活用・調整・開発Ⅰ PPT．教科書
レジュメの配付

予習：教科書「第８章」確認
復習：講義時に指示

20 ソーシャルワークと社会資源の活用・調整・開発Ⅱ PPT．教科書
レジュメの配付

予習：教科書「第８章」確認
復習：講義時に指示
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

21 ソーシャルワークにおけるネットワーキングⅠ PPT．教科書
レジュメの配付

予習：教科書「第９章」確認
復習：講義時に指示

22 ソーシャルワークにおけるネットワーキングⅡ PPT．教科書
レジュメの配付

予習：教科書「第９章」確認
復習：講義時に指示

23 ケアマネジメントの方法Ⅰ PPT．教科書
レジュメの配付

予習：教科書「第10章」確認
復習：講義時に指示

24 ケアマネジメントの方法Ⅱ ケーススタディ、実践での
活用を考える

25 スーパービジョン方法Ⅰ PPT．教科書
レジュメの配付

予習：教科書「第11章」確認
復習：講義時に指示

26 事例研究の方法 PPT．教科書
レジュメの配付

予習：教科書「第12章１」確
認
復習：講義時に指示

27 事例検討（自己決定、権利擁護） 教科書
予習：教科書「第12章２・３」
確認
復習：講義時に指示

28 事例検討（自立支援、尊厳の回復） 教科書
予習：教科書「第12章４・５」
確認
復習：これまでの総括学修

29 連携を考える（模擬事例をつかって）
模擬事例
ネットワーキング案の作成

（課題②）
模擬事例の振り返り

30 総括 対話による振り返り 定期試験に向けた総括学修

期末
試験 後期末試験

期末試験の講評

　期末試験終了後、希望者には期末試験の講評について、オフィスアワー等を通じて説明します。

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

目標Ａ・Ｂ：＜基礎点＞定期試験80点（前期40点、後期40点）⒜
目標Ｇ・Ｋ：＜加算点＞発言点＋GoodQP（上限15点）⒝、課題点（最高５点×２回）⒞
＜評　価＞⒜＋⒝＋⒞の総計で大学の規定に沿って素点評価を行う。
※遅刻、途中退席等については学生受講規定に基づく。
※詳細については初回講義時に説明をする。

その他補足事項

書　名：ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ
著者名：相澤譲治　他
発行所：㈱みらい
価　格：2,300円（税別）
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授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　地方分権化、社会サービスシステム、コミュニティワー
ク、住民参加の視点から地域福祉をとらえ、その理念、対
象、政策展開、構成要件、財源、主体、推進方法等の観
点から、今日の地域福祉の基本的な論点を整理しながら、
近未来の社会変動（経済・地域社会・家族関係）を視野
に入れた地域福祉の体系と展開の方法について学習しま
す。

○ A 知識
B 技術・技能
C 論理的思考力
D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力
G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力

○ I 積極的発言力及びプレゼンテーション力
J 多様性への理解力、応用力

○ K 課題対処力
L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

地域福祉の歴史的展開（法律、制度等）過程に焦点を当てながら、新たな地域
福祉の展開について自分の視点で理論化ができるようになる。 目標 Ａ

地域福祉の基本的な考え方（人権尊重、権利擁護、自立支援、地域生活支援、
地域移行、社会的包摂等を含む）について具体的な事例等を使い自分の言葉で
説明できるようになる。

目標 Ｉ

ソーシャルサポートネットワークの考え方、NPO法人等のアソシエーション型
組織や住民参加のあり方の事例からコミュニティソーシャルの実践能力を養う。 目標 Ｋ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 地 域 福 祉 論
授業形態・単位数 演習・２単位

開 講 年 次 ２年次

担 当 教 員
職名：教授

氏名：日
くさ

　下
か

　輝
てる

　美
み

開 講 期 前期

授 業 回 数 15回

期末試験の有無 有

授業に関する主な実務経験と期間 柴田町社会福祉協議会（昭和60年７月〜平成19年３月）

社会貢献としての委員会・職　等 福島県子ども・子育て会議副会長、柴田町教育委員会委員
福島県社会福祉協議会評議員、日本地域福祉学会福島県地方委員

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

東北大学大学院経済学研究科博士課程前期現代応用経済科学専攻
修了（修士（経営学））　日本地域福祉学会、日本社会福祉学会

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
社会福祉士 専門教育科目 必修
精神保健福祉士 専門教育科目 必修
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 60時間

オフィスアワー・メールアドレス等 オフィスアワーについては初回授業時に説明します。
メールアドレス：kusaka.terumi　fukushima-college.ac.jp
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１

オリエンテーション
⑴　授業の概要と目標（授業内容）
⑵　評価方法・授業の進め方の留意点

現代の地域生活と地域福祉
１）現代社会における生活上の問題
２）地域社会とコミュニティの問題
３）地域福祉の基本的な考え方

講義・教科書 復習：現代の地域生活と
地域福祉の整理

２

地域福祉の思想と理論
１）地域福祉の思想
２）地域福祉の理論
３）現代における地域福祉の思想と理論の課題

講義・教科書

予習：教科書pp.10〜23
を読む
復習：地域福祉の思想と
理論の整理

３

地域福祉の形成と発展
１）「地域福祉」成立期以前の流れ
２）海外における地域福祉の歩み
３）わが国における地域福祉の歩み

講義・教科書

予習：教科書pp.24〜32
を読む
復習：地域福祉の形成と
発展の整理

４
地域福祉の法律と組織
１）地域福祉の法律
２）地域福祉の組織

講義・教科書
グループワーク

予習：教科書pp.33〜44
を読む
復習：地域福祉の法律と
組織の整理

５

地域福祉における社会福祉協議会の役割
１）社会福祉協議会の沿革と法的規定
２）社会福祉協議会の組織と事業活動
３）地域福祉における社会福祉協議会の役割と課題

講義・教科書

予習：教科書pp.45〜51
を読む
復習：社会福祉協議会の
整理

６

地域福祉の主体と対象
１）地域福祉における主体の考え方
２）地域福祉における対象の考え方
３）社会福祉法における地域福祉の主体と対象

講義・教科書
課題について図書館で調
べディスカッションを行
う（ラーニングコモンズ）

復習：地域福祉の主体と
対象の整理

７

地域福祉の専門職
１）地域福祉を推進する専門職
２）専門職間の連携と協働
３）専門職と地域住民・当事者とのネットワーキング

講義・教科書

予習：教科書pp.52〜59
を読む
復習：地域福祉の専門職
の整理

８

地域福祉における社会資源
１）社会資源の活用
２）社会資源の調整
３）社会資源の開発

講義・教科書
小テスト

予習：教科書pp.60〜67
を読む
復習：福祉に関連する社
会資源の整理

９

地域福祉における福祉ニーズの把握方法
１）福祉ニーズの考え方
２）量的福祉ニーズの把握の方法
３）質的福祉ニーズの把握の方法

講義・教科書

予習：教科書pp.68〜76
を読む
復習：福祉ニーズの把握
方法について整理

10

地域トータルケアシステムの構築
１）地域トータルケアシステムの考え方
２）地域トータルケアシステムの実際
３）地域トータルケアシステムの構築方法

講義・教科書
グループワーク

予習：教科書pp.77〜83
を読む
復習：地域トータルケア
システムの整理

11

地域福祉における福祉サービスの評価方法
１）地域福祉における福祉サービスの評価の考え方
２）地域福祉における福祉サービスの評価の実際
３）地域福祉における福祉サービスの評価の方法

講義・教科書

予習：教科書pp.84〜92
を読む
復習：福祉サービスの評
価方法について整理
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

12

地域福祉と福祉計画
１）社会福祉基礎構造改革と地域福祉計画
２）地域福祉における福祉計画の実際
３）地域福祉における福祉計画の課題

講義・教科書
課題について図書館で調
べディスカッションを行
う（ラーニングコモンズ）

予習：教科書pp.93〜100
を読む
復習：社会福祉計画につ
いて整理

13

域福祉と福祉教育
１）福祉教育の考え方
２）福祉教育の実際
３）福祉教育の課題

講義・教科書
予習：教科書 pp.101〜
108を読む
復習：福祉教育の整理

14

地域福祉とNPO・ボランティア活動
１）地域福祉とNPO
２）地域福祉とボランティア活動
３）地域福祉とNPO・ボランティア活動課題

講義・教科書
課題について図書館で調
べディスカッションを行
う（ラーニングコモンズ）

予習：教科書 pp.119〜
125を読む
復習：地域福祉とNPO・
ボランティア活動課題の
整理

15

地域福祉の財源基盤
１）地域福祉推進のための公的な財源
２）地域福祉推進のための民間の財源
３）地域福祉の財源基盤の確立に向けて

講義・教科書
グループワーク

予習：教科書 pp.126〜
135を読む
復習：地域福祉推進のた
めの財源基盤の整理

期末
試験 前期期末試験

期末試験の講評

　期末試験終了後、希望者には期末試験の講評について、オフィスアワー等を通じて説明します。

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

目標Ａ・Ｋ：期末試験　（各30点・平均点）
目標Ｉ　　：ディスカッションの発言20点満点
授業時間以外の必要な学修のノート提出：30点

教　科　書 参　考　書

書　名：地域福祉の原理と方法　第３版
著者名：井村圭壯　編著
発行所：学文社
価　格：2,200円（税別）

書　名：地域福祉の理論と実際
著者名：都築光一　監修
発行所：建帛社
価　格：2,520円（税別）

その他補足事項

◦B５版以上のノートを準備してください。「授業時間以外の必要な学修」を各回予習してください。
◦教科書補助資料として、「社会福祉の動向2017」、「厚生白書」、「福祉新聞」等を用います。
◦補足資料及び、グループワーク資料として、国家試験過去問題をカバーする資料を作成し配付します。
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１

オリエンテーション
⑴　授業の概要と目標（授業内容）
⑵　評価方法・授業の進め方の留意点

第１章　地域福祉とは何か

授業計画
教科書補助資料１

授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　コミュニティーソーシャルワークの役割と機能につい
て理解し、事例を通してその実践方法・展開過程につい
ての知見を得る。
　それらによって、社会福祉におけるコミュニティーソー
シャルワークの重要性および実用性について理解するこ
とを目的とします。

A 知識
B 技術・技能

○ C 論理的思考力
D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力
G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力
I 積極的発言力及びプレゼンテーション力

○ J 多様性への理解力、応用力
○ K 課題対処力

L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

コミュニティーソーシャルワークの特徴を理解するため、身近な地域に焦点を
当てながら、「地域包括ケアシステム」の視点で説明できるようになる。 目標 Ｃ

地域における社会資源を把握し、事例を基にその活用・調整・開発の重要性に
ついて自分の視点で論じることができる。 目標 Ｊ

地域における福祉ニーズの把握の方法について、身近な地域に焦点を当てなが
ら、自分の視点で説明できるようになる。 目標 Ｋ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 コミュニティーソーシャルワーク
授業形態・単位数 演習・２単位

開 講 年 次 ２年次

担 当 教 員
職名：教授

氏名：日
くさ

　下
か

　輝
てる

　美
み

開 講 期 後期

授 業 回 数 15回

期末試験の有無 有

授業に関する主な実務経験と期間 柴田町社会福祉協議会（昭和60年７月〜平成19年３月）

社会貢献としての委員会・職　等 福島県子ども・子育て会議副会長、柴田町教育委員会委員
福島県社会福祉協議会評議員、日本地域福祉学会福島県地方委員

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

東北大学大学院経済学研究科博士課程前期現代応用経済科学専攻
修了（修士（経営学））　日本地域福祉学会、日本社会福祉学会

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
社会福祉士 専門教育科目 必修
精神保健福祉士 専門教育科目 必修
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 60時間

オフィスアワー・メールアドレス等 オフィスアワーについては初回授業時に説明します。
メールアドレス：kusaka.terumi　fukushima-college.ac.jp
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

２

第２章　地域福祉のあゆみ
１．デンマーク
２．イギリス
３．アメリカ
４．日本における地域福祉の歴史①

教科書補助資料２－１ 教科書Ｐ28〜40を事前に
読む

３
第２章　地域福祉のあゆみ
１．日本における地域福祉の歴史②
２．今日における地域福祉の課題

教科書補助資料２－２
教科書Ｐ40〜46を事前に
読む
課題（宿題）レポート

４
第３章　地域福祉の展開における役割と実際
１．社会福祉協議会
２．民生委員・児童委員

教科書補助資料３
小テスト・グループワーク

教科書Ｐ48〜66を事前に
読む

５
第３章　地域福祉の展開における役割と実際
１．各種福祉関係団体
２．ボランティア・NPO組織

課題について図書館で調べ
ディスカッションを行う

（ラーニングコモンズ）

教科書Ｐ67〜89を事前に
読む
課題（宿題）レポート

６
第４章　住民による地域福祉活動
１．地域福祉活動計画
２．地域福祉活動プログラム

教科書補助資料４ 教科書Ｐ102〜127を事前
に読む

７ 第４章　住民による地域福祉活動
　住民による地域福祉活動の課題 教科書補助資料５ 教科書Ｐ127〜130を事前

に読む

８
第５章　専門機関による地域福祉の取り組み
１．専門機関および専門職による相談支援の実際と地域

福祉

教科書補助資料６
ゲストスピーカー招聘

教科書Ｐ136〜146を事前
に読む

９ 第５章　専門機関による地域福祉の取り組み
　地域における福祉ニーズの把握の方法① 教科書補助資料７ 教科書Ｐ146〜162を事前

に読む

10 第５章　専門機関による地域福祉の取り組み
　地域における福祉ニーズの把握の方法②

教科書補助資料８
課題について図書館で調べ
ディスカッションを行う

（ラーニングコモンズ）

配付資料を読む
課題（宿題）レポート

11

第５章　専門機関による地域福祉の取り組み
１．地域トータルケアシステムの実際
２．福祉教育
３．福祉サービスの提供と評価

教科書補助資料９
小テスト・グループワーク

教科書Ｐ162〜191を事前
に読む

12 第６章　地域福祉の財源
１．地域福祉推進の基盤に関する財源措置 教科書補助資料10 教科書Ｐ200〜217を事前

に読む

13 第７章　これからの地域福祉に向けて
　地域福祉と社会福祉に関する統計指標

教科書補助資料11
課題について図書館で調べ
ディスカッションを行う

（ラーニングコモンズ）

教科書Ｐ218〜225を事前
に読む

14 第７章　これからの地域福祉に向けて
　東日本大震災と地域福祉

教科書補助資料12
小テスト・グループワーク 配付資料を読む

15 第７章　これからの地域福祉に向けて
　現代社会と地域福祉の現状と課題 教科書補助資料13 配付資料を読む

期末
試験 後期期末試験
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期末試験の講評

　期末試験終了後、希望者には期末試験の講評について、オフィスアワー等を通じて説明します。

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

⑴　目標Ｃ・Ｊ・Ｋ：期末試験　（各20点　60点満点）
⑵　レポート　レポートは３回各10点満点の採点とする。課題（宿題）は授業で配付された資料や図書館等で調べレポー

トを作成し指定された期日まで提出すること。
⑶　そ の 他　◦授業内容の理解度を確認するため３回小テストを実施する。採点は授業内で答え合わせを行い、理解

不足の箇所を各自確認する資料とするため、評価点には含めない。
◦ゲストスピーカー講義の課題：10点　　　　　　　　

教　科　書

書　名：地域福祉の理論と実際
著者名：都築光一編集
発行所：建帛社
価　格：2,400円（税別）

その他補足事項

◦教科書補助資料として、「社会福祉の動向2017」、「厚生労働白書」、「福祉新聞」等を用います。
◦補足資料及び、グループワーク資料として、国家試験過去問題をカバーする資料を作成し配付します。



― 233 ―

授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１

オリエンテーション
⑴　授業の概要と目標（授業内容）
⑵　評価方法・授業の進め方の留意点

第１章　福祉行財政と福祉計画①
１．福祉と制度
２．福祉の法制度の展開

授業計画
教科書補助資料１

授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　福祉行政には、福祉事務所や児童相談所をはじめとし
て各種の相談機関があり、私たち国民の生活を支えてい
る。また、国や自治体の財政の現状においては、社会保障・
社会福祉関連の予算が大きな比重を占めています。
　さらに90年代頃から、高齢者・障がい者・児童をはじ
めとして福祉計画の策定がすすみ、計画的で中長期的な
福祉政策が期待されています。
　そこで、この授業では福祉行財政および福祉計画を中
心に、その現状と課題を学びます。

○ A 知識
B 技術・技能
C 論理的思考力
D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力
G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力

○ I 積極的発言力及びプレゼンテーション力
○ J 多様性への理解力、応用力

K 課題対処力
L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

福祉の行財政の実施体制（国・都道府県・市町村の役割、国と地方の関係、財源、
組織及び団体、専門職の役割を含む）について理解する。 目標 Ａ

福祉行財政の実際について理解し、自分の言葉で他者に説明することができる。 目標 Ｉ
福祉計画の意義や目的、地域ニーズの把握・評価方法を理解する。 目標 Ｊ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 福祉行財政と福祉計画
授業形態・単位数 演習・２単位

開 講 年 次 ３・４年次

担 当 教 員
職名：教授

氏名：日
くさ

　下
か

　輝
てる

　美
み

開 講 期 後期

授 業 回 数 15回

期末試験の有無 有

授業に関する主な実務経験と期間 柴田町社会福祉協議会（昭和60年７月〜平成19年３月）

社会貢献としての委員会・職　等 福島県子ども・子育て会議副会長、柴田町教育委員会委員
福島県社会福祉協議会評議員、日本地域福祉学会福島県地方委員

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

東北大学大学院経済学研究科博士課程前期現代応用経済科学専攻
修了（修士（経営学））　日本地域福祉学会、日本社会福祉学会

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
社会福祉士 専門教育科目 必修
精神保健福祉士 専門教育科目 必修
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 60時間

オフィスアワー・メールアドレス等 オフィスアワーについては初回授業時に説明します。
メールアドレス：kusaka.terumi　fukushima-college.ac.jp
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

２

第１章　福祉行政と福祉計画②
３．福祉計画の概要
第２章　福祉行政①
１．行政の骨格

教科書補助資料２ 教科書P２〜41を事前に
読む

３

第２章　福祉行政②
２．社会福祉と法制度
３．福祉行政の組織
４．社会福祉基礎構造

教科書補助資料３
教科書P42〜64を事前に
読む
課題（宿題）レポート作成

４

第３章　福祉財政①
１．財政と社会福祉
２．一般会計予算と社会保障関係費の動向
３．地方自治体の財政と民生費の動向

教科書補助資料４
小テスト・グループワーク

教科書P66〜77を事前に
読む

５
第３章　福祉財政②
４．民間社会福祉事業の財源
５．福祉サービスの利用と費用負担

教科書補助資料５
教科書P78〜80を事前に
読む
課題（宿題）レポート作成

６

第４章　福祉行財政の組織・団体と専門職の役割①
１．社会福祉基礎構造改革
２．相談過程
３．相談体制
４．専門諸機関

課題について図書館で調べ
ディスカッションを行う

（ラーニングコモンズ）

教科書P82〜95を事前に
読む

７
第４章　福祉行財政の組織・団体と専門職の役割②
５．地域の相談システム
６．専門職

教科書補助資料６
小テスト・グループワーク

教科書P96〜105を事前に
読む

８ 第５章　福祉計画の目的と意義①
１．福祉計画の目的・意義 ゲストスピーカーの招聘 教科書P108〜110を事前に

読む

９
第５章　福祉計画の目的と意義②
２．福祉援助の現場から福祉計画へ
３．計画のサイクルと福祉援助の現場

教科書補助資料７ 教科書P111〜120を事前に
読む

10
第６章　福祉計画の理論と技法①
１．福祉計画の基本的視点
２．福祉計画の課程と留意点

教科書補助資料８
課題について図書館で調べ
ディスカッションを行う

（ラーニングコモンズ）

教科書P122〜139を事前に
読む

11 第６章　福祉計画の理論と技法②
３．福祉計画におけるニーズ把握 教科書補助資料９ 教科書P140〜147を事前に

読む

12
第６章　福祉計画の理論と技法③
４．福祉計画における評価
５．福祉計画における住民参加

教科書補助資料10
教科書P148〜161を事前に
読む
課題（宿題）レポート作成

13
第７章　福祉計画の実際①
１．福祉計画の事例研究の視点
２．老人福祉計画・介護保険事業計画

教科書補助資料11
小テスト・グループワーク

教科書P164〜184を事前に
読む

14
第７章　福祉計画の実際②
３．障害者計画・障害福祉計画
４．次世代育成支援行動計画

教科書補助資料12 教科書P195〜244を事前に
読む

15 第７章　福祉計画の実際③
５．地域福祉計画 教科書補助資料13 教科書P245〜256を事前に

読む

期末
試験 前期期末試験
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期末試験の講評

　期末試験終了後、希望者には期末試験の講評について、オフィスアワー等を通じて説明します。

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

目標Ａ・Ｊ：期末試験　（各30点60点満点）
目標Ｉ　　：ディスカッションの発言20点満点
レポート　：レポートは20点満点の採点とする。課題（宿題）は授業で配付された資料や図書館等で調べレポートを作

成し指定された期日まで提出すること。
そ の 他　：授業内容の理解度を確認するため３回小テストを実施する。採点は授業内で答え合わせを行い、理解不足

の箇所を各自確認する資料とする。

教　科　書

書　名：福祉行財政と福祉計画
著者名：（編集）社会福祉士養成講座編集委員会
発行所：中央法規
価　格：2,200円（税別）

書　名：社会福祉士シリーズ　福祉行財政と福祉計画　第３版
著者名：福祉臨床シリーズ編集委員会編
発行所：弘文堂
価　格：2,500円（税別）

その他補足事項

◦教科書補助資料として、「社会福祉の動向2017」、「厚生白書」、「福祉新聞」等を用います。
◦補足資料及び、グループワーク資料として、国家試験過去問題をカバーする資料を作成し配付します。
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１ オリエンテーション
福祉サービスにおける組織と経営

講義
教材：授業計画、教科書

教科書ｐ.1〜ｐ.17を読んで
おくこと

２
法人の概念
コンプライアンスとガバナンス
社会福祉法人の概要、理事会・評議員会の役割

講義
教材：教科書

教科書ｐ.19〜ｐ.47を読んで
おくこと

授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　措置から契約へ移行したことにより、社会福祉施設に
は「経営」の考え方が導入され、利用者の人権尊重とそ
の人らしい生活の実現に向けて、より良質なサービスの
提供に基づく運営の継続性が求められるようになってい
る。そのため、サービス提供を行う組織や団体は、適切
なサービス提供体制を確保するために、明確なビジョン
に基づく組織運営、人材確保・人材育成、働きやすい環
境づくり等に組織全体として取り組まなければならない。
　社会福祉士は、サービス利用者のより良い生活の実現
のために、福祉を取り巻く現代的課題に敏感になるとと
もに、事業計画等の立案、苦情対応、リスクマネジメン
ト、OJT、連携（チームアプローチ）の調整などを通し
て組織づくりに関わることがある。本講義では、福祉サー
ビス利用者にとって有益な福祉サービス組織のあり方を
イメージでき、現場におけるサービスマネジメントの基
礎を理解することを目指す。

○ A 知識
B 技術・技能

○ C 論理的思考力
D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力

○ G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力
I 積極的発言力及びプレゼンテーション力
J 多様性への理解力、応用力

○ K 課題対処力
L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

①　福祉サービスに係る組織や団体（社会福祉法人、医療法人、特定非営利活
動法人、営利法人、市民団体、自治会など）について理解する。 目標 Ａ・Ｃ・Ｇ・Ｋ

②　福祉サービスの経営管理とリスクマネジメントを含む運営マネジメントの
基礎を理解する。 目標 Ａ・Ｃ・Ｇ・Ｋ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 社会福祉運営管理
授業形態・単位数 講義・２単位

開 講 年 次 ３・４年次

担 当 教 員
職名：教授

氏名：遠
えん

　藤
どう

　寿
とし

　海
み

開 講 期 後期

授 業 回 数 15回

期末試験の有無 有

授業に関する主な実務経験と期間 特別養護老人ホーム　介護職員（平成11年９月〜平成13年４月）

社会貢献としての委員会・職　等
福島市地域包括支援センター運営協議会　委員
福島市地域生活支援協議会　会長
福島市社会保障審議会　副会長

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

筑波大学大学院人間総合科学研究科　ヒューマンケア科学修士
介護福祉士
日本老年社会学会、日本老年行動科学会

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
社会福祉士 専門教育科目 必修
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 60時間

オフィスアワー・メールアドレス等 オフィスアワーについては初回授業時に説明します。
メールアドレス：endo.toshimi　fukushima-college.ac.jp
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

３ 福祉サービスに係る組織や団体①
社会福祉法人制度・定義、役割、税制、実際、その他

講義
教材：教科書

教科書ｐ.33〜ｐ.47を再読し
ておくこと

４
福祉サービスに係る組織や団体②
特定非営利活動法人制度・定義、役割、税制、実際、
その他

講義
教材：教科書

教科書ｐ.48〜ｐ.62を読んで
おくこと

５
福祉サービスに係る組織や団体③
その他の組織や団体：医療法人、公益法人、営利法人、
市民団体、自治会、その他

講義
教材：教科書

教科書ｐ.63〜ｐ.75を読んで
おくこと

６
福祉サービスの組織と経営に係る基礎理論①
１）経営戦略や事業計画に関する基礎理論
２）組織に関する基礎理論

講義
教材：教科書

教科書ｐ.76〜ｐ.98を読んで
おくこと

７
福祉サービスの組織と経営に係る基礎理論②
３）管理運営に関する基礎理論
４）集団の力学に関する基礎理論

講義
教材：教科書

教科書ｐ.98〜ｐ.113を読ん
でおくこと

８ 福祉サービスの組織と経営に係る基礎理論③
５）リーダーシップに関する基礎理論

講義
教材：教科書

教科書ｐ.114〜ｐ.119を読ん
でおくこと

９ 福祉サービスの管理運営の方法①
１）サービスマネジメント

講義
教材：教科書

教科書ｐ.120〜ｐ.137を読ん
でおくこと

10
福祉サービスの管理運営の方法②
２）サービスの質の評価
３）福祉サービス第三者評価

講義
教材：教科書、配付資料

教科書ｐ.138〜ｐ.152を読ん
でおくこと

11

福祉サービスの管理運営の方法③
４）苦情対応と苦情解決システム
５）リスクマネジメント
６）サービス管理の課題と方向性

講義
教材：教科書、配付資料

教科書ｐ.153〜ｐ.174を読ん
でおくこと

12 福祉サービス提供組織の経営と実際
〜社会福祉法人運営管理者による講話〜

ゲストスピーカーによる
講義
質疑応答

レポート提出

13
福祉サービスの管理運営の方法④
７）人事・労務管理
８）人材育成と定着へ向けて

講義
教材：教科書

教科書ｐ.175〜ｐ.222を読ん
でおくこと

14 福祉サービスの管理運営の方法⑤
９）働きやすい労働環境の整備

講義
教材：教科書

教科書ｐ.175〜ｐ.222を再読
しておくこと

15

福祉サービスの管理運営の方法⑥
１）会計管理
２）財務管理
３）情報管理
４）戦略的広報
まとめ

講義
教材：教科書

教科書ｐ.223〜ｐ.276を読ん
でおくこと

期末
試験 後期末筆記試験

期末試験の講評

　期末試験終了後、希望者には期末試験の講評について、オフィスアワー等を通じて説明します。
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授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

下記の方法で総合的に評価する。
目標Ａ・Ｃ・Ｋ：筆記試験　70％
目標Ｃ・Ｇ　　：レポート　30％

教　科　書 参　考　書

書　名：福祉サービスの組織と経営　第５版
著者名：社会福祉士養成講座編集委員会・編集
発行所：中央法規出版
価　格：2,200円（税別）

書　名：社会福祉学習双書2017　社会福祉概論Ⅱ
著者名：社会福祉学習双書編集委員会・編集
発行所：全国社会福祉協議会
価　格：2,400円（税別）
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１ オリエンテーション
１．社会保障制度の概要

授業計画
教科書補足プリント

教科書ｐ.42〜ｐ60を事
前に読む
プリントで復習

２
２－１．医療保険
医療保険制度の概要
国民皆保険の意義

教科書補足プリント
教科書ｐ.126〜ｐ.135を
事前に読む
プリントで復習

授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　社会福祉士、精神保健福祉士国家試験指定科目「社会
保障」の出題基準と出題傾向を勘案しながら、社会保障
５制度の具体的内容を理解できることを目的とする。さ
らに、社会保障の概念と理念、社会保障の歴史、各国の
制度比較、社会保障の財源と費用等については統計資料、
政府資料等を参照しながら学び、制度の変遷や今後の課
題等を考えていくことができるようになることを目指す
とともに、現代社会における社会保障の役割への理解を
深めていく。

○ A 知識
B 技術・技能

○ C 論理的思考力
D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力
G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力
I 積極的発言力及びプレゼンテーション力

○ J 多様性への理解力、応用力
K 課題対処力
L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

①　日本における社会保障制度について理解する。 目標 Ａ・Ｃ・Ｊ
②　現代社会における社会保障制度の役割と課題を理解できるようになる。 目標 Ａ・Ｃ・Ｊ
③　外国の社会保障制度について学び、日本の制度との違い、共通点を知る。 目標 Ａ・Ｊ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 社　会　保　障
授業形態・単位数 講義・４単位

開 講 年 次 ２年次

担 当 教 員
職名：教授

氏名：遠
えん

　藤
どう

　寿
とし

　海
み

開 講 期 通年

授 業 回 数 30回

期末試験の有無 有

授業に関する主な実務経験と期間 特別養護老人ホーム　介護職員（平成11年９月〜平成13年４月）

社会貢献としての委員会・職　等
福島市地域包括支援センター運営協議会　委員
福島市地域生活支援協議会　会長
福島市社会保障審議会　副会長

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

筑波大学大学院人間総合科学研究科　ヒューマンケア科学修士
介護福祉士
日本老年社会学会、日本老年行動科学会

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
社会福祉士 専門教育科目 必修
精神保健福祉士 専門教育科目 必修
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 120時間

オフィスアワー・メールアドレス等 オフィスアワーについては初回授業時に説明します。
メールアドレス：endo.toshimi　fukushima-college.ac.jp
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

３ ２－２．医療保険
国民健康保険のしくみ 教科書補足プリント

教科書ｐ.141〜ｐ.146を
事前に読む
プリントで復習

４
２－３．医療保険
健康保険のしくみ
小テスト

教科書補足プリント
教科書ｐ.136〜ｐ.140を
事前に読む
プリントで復習

５ ２－４．医療保険
後期高齢者医療制度のしくみ 教科書補足プリント

教科書ｐ.147〜ｐ.150を
事前に読む
プリントで復習

６ ２－５．医療保険
診療報酬と医療供給 教科書補足プリント

教科書ｐ.151〜ｐ.160を
事前に読む
プリントで復習

７ ２－６．医療保険
近年の医療保険制度の概要 教科書補足プリント プリントで復習

８ ３－１．介護保険
介護保険制度の概要 教科書補足プリント

教科書ｐ.162〜ｐ.169を
事前に読む
プリントで復習

９ ３－２．介護保険
要介護認定とケアマネジメント 教科書補足プリント

教科書ｐ.170〜ｐ.182を
事前に読む
プリントで復習

10
３－３．介護保険
介護保険のサービス内容と今後の課題
小テスト

教科書補足プリント
教科書ｐ.183〜ｐ.185を
事前に読む
プリントで復習

11 ４－１．雇用保険
雇用保険制度の概要 教科書補足プリント

教科書ｐ.188〜ｐ.190及
びｐ.201〜ｐ.210を事前
に読む
プリントで復習

12 ４－２．雇用保険
雇用保険二事業と今後の課題 教科書補足プリント

教科書ｐ.201〜ｐ.210を
事前に読む
プリントで復習

13
５－１．労災保険
労働基準法の全体像
労災保険制度の概要

教科書補足プリント
教科書ｐ.191〜ｐ.201を
事前に読む
プリントで復習

14
５－２．労災保険
労災保険の給付
労災保険の費用負担

教科書補足プリント
教科書ｐ.191〜ｐ.201を
事前に読む
プリントで復習

15 ６．労働保険の動向 教科書補足プリント
教科書ｐ.211〜ｐ.213を
事前に読む
プリントで復習

期末
試験 前期末期末試験

16
オリエンテーション
７－１．年金制度
年金制度の概要

授業計画
教科書補足プリント

教科書ｐ.86〜ｐ.98を事
前に読む
プリントで復習
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

17 ７－２．年金制度
老齢給付 教科書補足プリント

教科書ｐ.99〜ｐ.116を
事前に読む
プリントで復習

18 ７－３．年金制度
障害給付、遺族給付 教科書補足プリント

教科書ｐ.102〜ｐ.103を
事前に読む
プリントで復習

19 ７－４．年金制度
年金財政のしくみ 教科書補足プリント プリントで復習

20
７－５．年金制度
年金改革の歴史
2004年改革とその後

教科書補足プリント
教科書ｐ.117〜ｐ.124を
事前に読む
プリントで復習

21 ７－６．年金制度
３階建て構造と企業年金の基礎 教科書補足プリント プリントで復習

22
７－７．年金制度
社会保険の理論
小テスト

教科書補足プリント プリントで復習

23 ８－１．歴史と今後の展望
社会保障の歴史（世界） 教科書補足プリント

教科書ｐ.18〜ｐ.24を事
前に読む
プリントで復習

24 ８－２．歴史と今後の展望
社会保障の歴史（日本） 教科書補足プリント

教科書ｐ.25〜ｐ.40を事
前に読む
プリントで復習

25 ９－１．社会保障の理念
諸外国における社会保障制度の概要 教科書補足プリント

グループワーク
教科書ｐ.296〜ｐ.322を
事前に読む

26
９－２．社会保障の理念
諸外国における社会保障制度の概要
小テスト

教科書補足プリント
グループワーク
教科書ｐ.296〜ｐ.322を
事前に読む

27 ９－３．「諸外国における社会保障制度の概要」グループ
まとめの発表

他グループの発表内容を
復習

28 10．社会保障給付費の財政
日本の社会保障給付費の現状と特徴 教科書補足プリント

教科書ｐ.62〜ｐ.83を事
前に読む
プリントで復習

29

11．社会福祉制度と社会保障
社会保障とは
社会保障の理念と機能
社会保障の課題

教科書補足プリント
教科書ｐ.4〜ｐ.16を事
前に読む
プリントで復習

30 授業全体のまとめ 課題プリント 教科書既習内容の確認
プリントで学習

期末
試験 後期末筆記試験

期末試験の講評

　期末試験終了後、希望者には期末試験の講評について、オフィスアワー等を通じて説明します。
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授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

下記の方法で総合的に評価する。
目標Ａ　　　　：筆記試験　100点満点の筆記試験を前期末および後期末に実施。
目標Ａ・Ｃ・Ｊ：レポート　授業内容に沿い、興味関心をもった領域について、各自で課題を設定する方式とする。

（冬期休業期間）
目標Ａ　　　　：小テスト　授業内容の理解度を確認するため、数回の小テストを実施する。授業内で答え合わせを行

い、理解不足の箇所を各自確認する資料とする。
評価割合は、筆記試験60％、レポート課題30％、小テスト結果10％。

教　科　書 参　考　書

書　名：社会保障　第６版
著者名：社会福祉士養成講座編集委員会・編
発行所：中央法規出版
価　格：2,600円（税別）

書　名：社会保障入門2019
著者名：社会保障入門編集委員会・編集
発行所：中央法規出版
価　格：2,400円（税別）

書　名：よくわかる社会保障［第５版］
　　　　（やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ）
著者名：坂口正之・岡田忠克（編集）
発行所：ミネルヴァ書房
価　格：2,600円（税別）

その他補足事項

　配付資料が多いので、各自ファイルを準備すること。
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授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　超高齢社会となった我が国においては、介護需要に応
えるだけではなく、介護予防の視点を重視した幅広い高
齢者福祉実践に関する理解が求められている。中核とな
る介護保険制度は、制度開始以降改正が重ねられ、近年は、
地域包括ケアシステムの構築と認知症対策を中心にしつ
つ、2017年の介護保険法改正では、新たに共生型サービ
スが制度化され、分野を超えた連携が求められてきてい
る。本講義では、高齢者および高齢者福祉を取り巻く社
会状況、諸制度や関連機関、高齢者分野におけるソーシャ
ルワーク実践活動に必要な知識・技術等に関する理解を
深め、社会に出た際に十分対応できる多様な専門知識の
修得を図っていく。

○ A 知識
B 技術・技能
C 論理的思考力

○ D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力

○ G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力

○ I 積極的発言力及びプレゼンテーション力
J 多様性への理解力、応用力
K 課題対処力
L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

①　高齢者の生活実態、高齢者を取り巻く社会情勢、福祉・介護需要について
理解できるようになる。 目標 Ａ・Ｄ・Ｇ・Ｉ

②　介護保険制度の全体像を把握し、具体的な支援機関とその役割について理
解できるようになる。 目標 Ａ

③　高齢者の福祉・介護に係る様々な法制度について理解できるようになる。 目標 Ａ
④　高齢者虐待防止を含む、高齢者の権利擁護について理解できるようになる。 目標 Ａ
⑤　高齢者自身が望む生活スタイルに合わせた支援のあり方について考えられ

るようになる。 目標 Ａ・Ｄ・Ｇ

⑥　介護の概念や対象、及びその理念等について理解できるようになる。 目標 Ａ
⑦　介護過程における介護の技法や介護予防の基本的な考え方について理解で

きるようになる。 目標 Ａ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 高齢者に対する支援と介護保険制度
授業形態・単位数 講義・４単位

開 講 年 次 １年次

担 当 教 員
職名：教授

氏名：遠
えん

　藤
どう

　寿
とし

　海
み

開 講 期 通年

授 業 回 数 30回

期末試験の有無 有

授業に関する主な実務経験と期間 特別養護老人ホーム　介護職員（平成11年９月〜平成13年４月）

社会貢献としての委員会・職　等
福島市地域包括支援センター運営協議会　委員
福島市地域生活支援協議会　会長
福島市社会保障審議会　副会長

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

筑波大学大学院人間総合科学研究科　ヒューマンケア科学修士
介護福祉士
日本老年社会学会、日本老年行動科学会

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
社会福祉士 専門教育科目 必修
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 120時間

オフィスアワー・メールアドレス等 オフィスアワーについては初回授業時に説明します。
メールアドレス：endo.toshimi　fukushima-college.ac.jp
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１
オリエンテーション
◦授業概要と評価方法、授業の進め方等の説明
高齢者の特性①

オリエンテーション

講義（配付資料）
配付資料を読む

２ 高齢者の特性② 講義（配付資料） 配付資料を読む

３ 少子高齢化と高齢者①
◦高齢者の生活実態と社会情勢 講義（配付資料） 配付資料を読む

４ 少子高齢化と高齢者②
◦高齢者の福祉需要・介護需要 講義（配付資料） 配付資料を読む

５ 高齢者の保健福祉の発展①
◦高齢者保健福祉の起源と生成 講義（配付資料） 配付資料を読む

６
高齢者保健福祉の発展②
◦高齢者保健福祉制度の発展
◦法改正等の最近の動向

講義（配付資料） 配付資料を読む

７
高齢者支援の関係法規①
◦高齢者保健福祉の法体系
◦老人福祉法①

講義（配付資料） 配付資料を読む

８ 高齢者支援の関係法規②
◦老人福祉法② 講義（配付資料） 配付資料を読む

９ 高齢者支援の関係法規③
◦高齢者の医療の確保に関する法律

講義（配付資料）
グループ課題の提示

配付資料を読む
グループ課題のまとめ

10
高齢者支援の関係法規④
◦バリアフリー法
◦高齢者住まい法

講義（配付資料） 配付資料を読む
グループ課題のまとめ

11 高齢者支援の関係法規⑤
◦高齢者虐待防止法① 講義（配付資料） 配付資料を読む

グループ課題のまとめ

12 高齢者支援の関係法規⑥
◦高齢者虐待防止法② 講義（配付資料） 配付資料を読む

グループ課題のまとめ

13 高齢者支援の関係法規⑦
◦成年後見制度と日常生活自立支援事業 講義（配付資料） 配付資料を読む

グループ課題のまとめ

14 グループ課題プレゼンテーション① グループ発表（資料・PPT）
質疑応答

15 グループ課題プレゼンテーション②
夏期休暇中課題の提示

グループ発表（資料・PPT）
質疑応答

期末
試験 前期末期末試験

16 夏期休暇中課題のプレゼンテーション グループ発表（資料）

17 介護保険法①
◦介護保険制度の概要、基本的枠組み、制度の目的 講義（配付資料） 配付資料を読む
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

18
介護保険法②
◦介護保険制度の仕組みとサービス体系①
　（保険者と被保険者、保険料、財源等）

講義（配付資料） 配付資料を読む

19
介護保険法③
◦介護保険制度の仕組みとサービス体系②
　（介護給付、予防給付、地域支援事業の概要）

講義（配付資料） 配付資料を読む

20
介護保険法④
◦介護保険制度の仕組みとサービス体系③
　（財政安定化基金、介護報酬等）

講義（配付資料） 配付資料を読む

21
介護保険法⑤
◦介護保険制度の運営と行政機関の役割
◦各種組織及び団体の役割（国保連、社協等）

講義（配付資料） 配付資料を読む

22
介護保険法⑥
◦地域包括支援センターの役割と実際

（組織体系、活動、ネットワーキング）
講義（配付資料） 配付資料を読む

23
高齢者福祉における専門職の役割と実際①
◦介護支援専門員とケアマネジメント
◦ケアプランの種類

講義（配付資料） 配付資料を読む

24
高齢者福祉における専門職の役割と実際②
◦社会福祉士とその他の専門職
◦高齢者支援における連携とネットワーキング

講義（配付資料）
配付資料を読む
事例課題①配付

（25回授業時間に演習実施）

25 高齢者福祉において社会福祉士に求められる支援の
視点（事例検討） グループディスカッション 配付資料を読む

事例課題②配付（復習課題）

26 介護の概念および介護の対象 講義（配付資料） 配付資料を読む

27 介護の方法 講義（配付資料） 配付資料を読む

28 介護過程とケアマネジメントとの関係 講義（配付資料） 配付資料を読む

29 認知症とそのケア
終末期ケア 講義（配付資料） 配付資料を読む

30 福祉用具の活用、住環境整備
まとめ 講義（配付資料） 配付資料を読む

期末
試験 後期末筆記試験

期末試験の講評

　期末試験終了後、希望者には期末試験の講評について、オフィスアワー等を通じて説明します。

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

下記の方法で総合的に評価する。
目標Ａ　　：前期、後期各１回実施する100点満点の筆記試験　40％
目標Ｇ・Ｉ：前期、後期各１回実施するグループ課題への取組とプレゼンテーション　40％
目標Ｄ　　：レポート課題　20％



― 246 ―

教　科　書 参　考　書

使用しない。毎回、資料を配付する。 書　名：高齢者に対する支援と介護保険制度　第６版
　　　　（2019年１月発行）
著者名：社会福祉士養成講座編集委員会・編集
発行所：中央法規出版
価　格：2,600円（税別）

書　名：介護保険制度とは？
著者名：東京都社会福祉協議会・編集
発行所：東京都社会福祉協議会
価　格：400円（税別）

その他補足事項

　介護保険制度は改正が多く、教科書の内容も随時変わっていくため、参考書として挙げた「高齢者に対する支援と介
護保険制度　第６版」をベースにして、配付資料により授業を実施する。2019年１月に改訂されているので、参考にし
たい者は購入しても良い。４年次の国家試験受験の際に必要な者は、新しい版がでているかどうか確認の上で購入する
こと。
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１ オリエンテーション
障害者福祉の視点 教科書、PPT、レジュメ配付

予習：教科書目次およびプ
ロローグの確認。
復習：講義時に指示

２ 障害者福祉の歴史的展開と社会情勢 教科書、PPT、レジュメ配付
予習：教科書「第３章」の
確認。
復習：講義時に指示

授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　障害者福祉は近年大きな制度的変革の波にさらされて
いる。一方で、その歴史的変遷に源流を置く基本理念や
概念は、揺らぐことない共通基盤として、障害者福祉を
理解しようとする者に、代えがたい示唆を与えてくれる。
本講義では、障害者福祉の歴史的展開、基本理念、諸概
念への理解を深めた上で、法制度の実態とその課題を学
ぶことで、障害者ソーシャルワークの射程である「障害
者の生活」について現場の実例も交えながら実践的視座
を身につけるものである。

○ A 知識
○ B 技術・技能

C 論理的思考力
D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力

○ G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力
I 積極的発言力及びプレゼンテーション力

○ J 多様性への理解力、応用力
K 課題対処力
L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

（全体）「障害者の生活を支援すること」について、その本来的意味をソーシャ
ルワークの視点で理解し、実践的視座を養う。 目標 Ａ・Ｇ・Ｊ

①　障害者福祉の歴史的展開からその理念、諸概念の本質を理解する。 目標 Ａ
②　障害者福祉を取り巻く法制度、サービス、各種組織、専門職等について理

解する。 目標 Ａ・Ｂ・Ｊ

③　障害者ソーシャルワークの視点を醸成し、その生活を支援することについ
て考察する。 目標 Ｂ・Ｇ・Ｊ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 障害者に対する支援と
障害者自立支援制度

授業形態・単位数 講義・２単位

開 講 年 次 ２年次

担 当 教 員
職名：准教授

氏名：齊
さい

　藤
とう

　隆
たか

　之
ゆき

開 講 期 前期

授 業 回 数 15回

期末試験の有無 有

授業に関する主な実務経験と期間 社会福祉法人あいのわ福祉会　足立あかしあ園　支援員
（平成17年４月〜平成21年３月）

社会貢献としての委員会・職　等 日総研出版　社会福祉士国家試験対策講座　講師

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

国際医療福祉大学大学院　医療福祉学研究科　保健医療学専攻
博士課程　博士（医療福祉学）

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
社会福祉士 専門教育科目 必修
精神保健福祉士 専門教育科目 必修
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 60時間
オフィスアワー・メールアドレス等 詳しくは初回授業時に説明します。
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

３ 障害者福祉の基本理念 教科書、PPT、レジュメ配付
予習：教科書「第２章」の
確認。
復習：講義時に指示

４ 障害の概念と障害者の定義 教科書、PPT、レジュメ配付
予習：教科書「第１章」の
確認。
復習：講義時に指示

５ 障害者の基本的理解と法体系① 教科書、PPT、レジュメ配付
予習：教科書「第４章」の
確認。
復習：講義時に指示

６ 障害者の基本的理解と法体系② 教科書、PPT、レジュメ配付
予習：教科書「第６章」の
確認。
復習：講義時に指示

７ 障害者総合支援法によるサービス体系① 教科書、PPT、レジュメ配付
予習：教科書「第７章〜第
９章」の確認。
復習：講義時に指示

８ 障害者総合支援法によるサービス体系②
教科書、PPT、レジュメ配付
映像資料ハートネットTV「障
害者総合支援法」（30分）

予習：教科書「第７章〜第
９章」の確認。
復習：講義時に指示

９ 障害者の権利擁護 教科書、映像資料 予習：教科書「第12章」の
確認。課題シートの作成

10 障害者をささえる人々 教科書、PPT、レジュメ配付
予習：教科書「第10章〜第
12章」の確認。
復習：講義時に指示

11 映像作品の中の障害者

教科書、PPT、レジュメ配付
映像資料「最強のふたり」or「シ
ンプルシモン」（映画の一部視
聴75分）

課題シートの作成

12 障害者福祉を支える人々 教科書、PPT、レジュメ配付
予習：教科書「第13章〜第
17章」の確認。事例も含む。
復習：講義時に指示

13 障害者のケアマネジメントとニーズ 教科書、PPT、レジュメ配付
予習：教科書「第５章」の
確認。
復習：講義時に指示

14 個別支援計画を作ってみよう！ プリント
グループワーク 個別支援計画の作成準備

15 まとめ
「生活する」ということ ディスカッション 総括学修

期末
試験 前期末試験

期末試験の講評

　期末試験終了後、希望者には期末試験の講評について、オフィスアワー等を通じて説明します。
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授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

目標Ａ・Ｊ：＜基礎点＞定期試験80点　⒜
　　　　　　　＜加算点＞発言点＋GoodQP（上限15点）⒝
目標Ｂ・Ｇ：＜加算点＞課題点（最高５点×３回）⒞
＜評　価＞⒜＋⒝＋⒞の総計で大学の規定に沿って素点評価を行う。
※遅刻、途中退席等については学生受講規定に基づく。
※詳細については初回講義時に説明をする

教　科　書

書　名：新・初めて学ぶ社会福祉３　障害者福祉論
著者名：杉本敏夫　他
発行所：ミネルヴァ書房
価　格：2,400円（税別）
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授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　本授業では、効果的な援助活動を展開するために必要
な児童・家庭福祉の基本的内容を習得していく。
　そのために、子ども・家庭をめぐる社会情勢等につい
て概説し、子ども・家庭福祉の状況、具体的課題を理解
したうえで、子ども・家庭福祉の理念、法体系、実施体制、
支援制度について理解し、考察を深める。

○ A 知識
B 技術・技能

○ C 論理的思考力
D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力

○ G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力
I 積極的発言力及びプレゼンテーション力

○ J 多様性への理解力、応用力
K 課題対処力
L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

子ども、家庭をめぐる社会情勢について焦点を当て、子ども・家庭福祉の状況、
具体的課題を説明できるようになる。 目標 Ａ・Ｃ　

子ども観や子どもの権利の観点から、子ども・家庭福祉の理念について自分の
視点で論じることができるようになる。 目標 Ａ・Ｃ・Ｊ

援助活動を展開するために必要な法体系、実施体制、支援制度がわかり、実践
に備えることが出来るようになる。 目標 Ａ・Ｃ・Ｇ・Ｊ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 児童・家庭福祉
授業形態・単位数 講義・４単位

開 講 年 次 ２年次

担 当 教 員

職名：非常勤講師

氏名：安
あん

　部
べ

　郁
いく

　子
こ

（本務先：福島大学  職名：特任教授  ） 

開 講 期 通年

授 業 回 数 30回

期末試験の有無 有

授業に関する主な実務経験と期間
福島県立矢吹病院、福島県心身障害児総合療育センター、福島県しゃくなげ
寮、福島県中央児童相談所、福島県浜児童相談所、福島県会津児童相談所、
福島県女性のための相談支援センター　　　計38年

社会貢献としての委員会・職　等

現在、福島県臨床心理士会会長
（〜H２年３月）西白河郡就学指導審議会委員
（〜20年３月）福島市就学指導審議会委員
平成24年度性暴力被害者等支援強化のための研修及び広報事業報告書（内閣
府・福島県）、福島県男女共生センター相談室スーパーバイザー、厚生労働
省「婦人保護施設の役割と機能に関する調査　検討」検討会委員、全国婦人
保護施設等連絡協議会「売春防止法改正に向けたプロジェクトチーム」委員
職歴は同上

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

福島大学教育学部　教育学士
臨床心理士、日本箱庭療法学会、日本家族療法学会

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
社会福祉士 専門教育科目 必修
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 120時間

オフィスアワー・メールアドレス等 初回授業時に説明する。
E-mailは初回授業時に提示する。



― 251 ―

授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１
オリエンテーション
授業の概要と目標（授業の内容）・評価方法
自己紹介と授業で学びたい事

授業計画
教科書の紹介
補足資料
振り返りレポート

自己紹介・授業で学びたいこ
とをまとめておく

２ 児童福祉の歴史
教科書
補足資料
振り返りレポート

Ｐ19〜24を読んでおくこと

３ 現代社会と子ども家庭の状況
①　少子高齢化社会と子育てをめぐる現状

教科書
補足資料
振り返りレポート

Ｐ31〜38を読んでおくこと

４ ②　現代社会と子ども家庭の問題
教科書
補足資料
振り返りレポート

Ｐ38〜44を読んでおくこと

５ ③　子どもの育ち、子育てのニーズ
教科書
補足資料
振り返りレポート

Ｐ45〜51を読んでおくこと

６ 子ども家庭福祉とは
　子ども家庭の福祉の理念・原理

教科書
補足資料
振り返りレポート

Ｐ２〜10を読んでおくこと

７ 子どもと家庭の権利保障
教科書
補足資料
振り返りレポート

Ｐ11〜18を読んでおくこと

８ 外国の子ども家庭福祉の歴史
教科書
補足資料
振り返りレポート

Ｐ24〜30を読んでおくこと

９ 子ども・子育て制度の歴史
教科書
補足資料
振り返りレポート

Ｐ54〜65を読んでおくこと

10 子ども家庭福祉にかかわる法体系
①　児童福祉法

教科書
補足資料
振り返りレポート

Ｐ70〜74を読んでおくこと

11 ②　関連法
教科書
補足資料
振り返りレポート

Ｐ74〜80を読んでおくこと

12 子ども家庭福祉の実施体制
①　行政機関・関連機関

教科書
補足資料
振り返りレポート

Ｐ81〜91を読んでおくこと

13 ②　関連機関・福祉機関
教科書
補足資料
振り返りレポート

Ｐ91〜96を読んでおくこと

14 ③　子ども家庭福祉の財政
教科書
補足資料
振り返りレポート

Ｐ97〜101を読んでおくこと
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

15 ④　子ども家庭福祉の専門職
夏期休暇中グループ課題の提示

教科書
補足資料
振り返りレポート

Ｐ102〜111を読んでおくこと

期末
試験 前期末試験 教科書Ｐ１〜111

補足資料

16 夏期休暇中グループ課題の発表
⑤　苦情解決と権利擁護

グループ発表
教科書
補足資料
振り返りレポート

Ｐ112〜116を読んでおくこと

17 子ども家庭・福祉に関わる福祉・保健
①　母子保健

教科書
補足資料
振り返りレポート

Ｐ118〜133を読んでおくこと

18 ②　障害児と家族への支援
教科書
補足資料
振り返りレポート

Ｐ134〜148を読んでおくこと

19 ③　児童健全育成
教科書
補足資料
振り返りレポート

Ｐ149〜157を読んでおくこと

20 ④　保育
教科書
補足資料
振り返りレポート

Ｐ158〜175を読んでおくこと

21 ⑤　子育て支援
教科書
補足資料
振り返りレポート

Ｐ176〜186を読んでおくこと

22 ⑥　ひとり親家庭への支援
教科書
補足資料
振り返りレポート

Ｐ187〜198を読んでおくこと

23 ⑦－１　社会的養護
教科書
補足資料
振り返りレポート

Ｐ199〜219を読んでおくこと

24 ⑦－２　社会的養護
教科書
補足資料
振り返りレポート

Ｐ199〜219を読んでおくこと

25 ⑧　児童虐待対策
教科書
補足資料
振り返りレポート

Ｐ232〜246を読んでおくこと

26 ⑨　非行・情緒障害児への支援
教科書
補足資料
振り返りレポート

Ｐ220〜231を読んでおくこと

27 ⑩　女性の福祉
教科書
補足資料
振り返りレポート

Ｐ247〜254を読んでおくこと
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

28 デートDV
教科書
補足資料
振り返りレポート

補足資料を読んでおくこと

29 子ども・家庭福祉援助活動
教科書
補足資料
振り返りレポート

Ｐ255〜265を読んでおくこと

30 施設ケアと子ども・家庭福祉の援助活動
教科書
補足資料
振り返りレポート

Ｐ266〜275を読んでおくこと

期末
試験 後期末試験

期末試験の講評

　期末試験終了後、希望者には期末試験の講評について、オフィスアワー等を通じて説明します。

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

目標：Ａ・Ｃ・Ｊ　　：筆記試験　100点満点の記述式試験を２回実施。
目標：Ａ・Ｃ・Ｇ・Ｊ：グループ課題レポート及び振り返りレポート　30点満点の採点とする。

教　科　書

書　名：新・社会福祉士養成講座　15「児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度」
著者名：社会福祉士養成講座編集委員会編集
発行所：中央法規
価　格：2,200円（税別）

その他補足事項

　グループ・ワークも適宜実施する。
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１

ガイダンス
第１章　公的扶助の概念

第１節　公的扶助の概念と範囲
第２節　公的扶助の意義と役割

授業計画
教科書補助資料１

予習：教科書Ｐ２〜15を事
前に読む

２

第２章　貧困・低所得者問題と社会的排除
　第１節　貧困・低所得とは何か
　第２節　貧困と社会的排除
　第３節　貧困低所得者問題の現代的課題

教科書補助資料２ 予習：教科書Ｐ18〜31を事
前に読む

授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　授業では、憲法第25条の国民の「生存権」を保証する
ものであるところの生活保護を中心とする公的扶助につ
いて学びます。
　現代社会が生み出す貧困・低所得者問題に対処する社
会保障制度体系における公的扶助の概念、対象および歴
史を概説し、わが国の低所得者の生活実態、福祉需要と
その背景を明らかにします。
　わが国の救貧制度の中心をなす生活保護の目的・対象・
方法及び生活保護行政、保護の動向等低所得者の支援の
実態について取りあげる。自立支援プログラム、ソーシャ
ルワーカーの役割、就労自立支援対策の実際を紹介しま
す。

○ A 知識
B 技術・技能
C 論理的思考力
D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力
G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力

○ I 積極的発言力及びプレゼンテーション力
○ J 多様性への理解力、応用力
○ K 課題対処力

L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

低所得者の支援に関する制度についての知識を身につける。 目標 Ａ
生活保護の目的と原理・原則を理解し説明できる。 目標 Ｉ
自立支援プログラムについて理解する。 目標 Ｊ
福祉専門職として必要な知識を習得する。 目標 Ｋ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 低所得者に対する支援と
生活保護制度

授業形態・単位数 演習・２単位

開 講 年 次 ３・４年次

担 当 教 員
職名：教授

氏名：日
くさ

　下
か

　輝
てる

　美
み

開 講 期 後期

授 業 回 数 15回

期末試験の有無 有

授業に関する主な実務経験と期間 柴田町社会福祉協議会（昭和60年７月〜平成19年３月）

社会貢献としての委員会・職　等 福島県子ども・子育て会議副会長、柴田町教育委員会委員
福島県社会福祉協議会評議員、日本地域福祉学会福島県地方委員

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

東北大学大学院経済学研究科博士課程前期現代応用経済科学専攻
修了（修士（経営学））　日本地域福祉学会、日本社会福祉学会

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
社会福祉士 専門教育科目 必修
精神保健福祉士 専門教育科目 必修
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 60時間

オフィスアワー・メールアドレス等 オフィスアワーについては初回授業時に説明します。
メールアドレス：kusaka.terumi　fukushima-college.ac.jp
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

３
第３章　公的扶助の歴史
　第１節　海外の歴史
　第２節　日本の歴史　

教科書補助資料３ 予習：教科書Ｐ34〜48を事
前に読む

４ 第３章
　第３節　貧困・低所得者対策の動向

課題について図書館で調べ
ディスカッションを行う

（ラーニングコモンズ）

予習：教科書Ｐ49〜58を事
前に読む
復習：課題レポート作成

５

第４章　生活保護制度の仕組み
　第１節　生活保護法の構成
　第２節　生活保護法の目的と原理、原則
　第３節　保護の種類と内容および方法

個別ワーク：生活扶助基準
の設定方法の変遷をまとめ
る

予習：教科書Ｐ60〜84を事
前に読む
復習：個別ワークをノート
にまとめる

６

第４章　生活保護制度の仕組み
　第４節　保護施設
　第５節　被保護者の権利および義務
　第６章　不正・不適正受給対策

地元新聞を活用し、貧困・
低所得に関する事件や事故
の記事を探し、グループ
ディスカッションを行う

予習：教科書Ｐ85〜92を事
前に読む
復習：話し合った事項を
ノートにまとめる

７
第４章　生活保護制度の仕組み
　第７節　不服申し立てと訴訟
　第８章　生活保護の財源・予算

グループディスカッション
の発表

予習：教科書Ｐ93〜99を事
前に読む

８

第５章　最低生活保障水準と生活保護基準
　第１節　最低生活保障水準の考え方
　第２節　生活保護基準の考え方
　第３節　生活保護基準額の実際

個別ワーク：最低生活保障
水準（月額）を試算する

予習：教科書Ｐ102〜117を
事前に読む
復習：個別ワークをノート
にまとめる

９ 第５章　最低生活保障水準と生活保護基準
　第４節　最低生活保障水準の実際 ゲストスピーカー招聘

予習：教科書Ｐ118〜121を
事前に読む
復習：課題レポートの作成

10

第６章　生活保護の動向
　第１節　被保護人員および被保護世帯数
　第２節　保護の開始・廃止の動向
　第３節　医療扶助・介護扶助の動向

課題について図書館で調べ
ディスカッションを行う

（図書館におけるラーニン
グコモンズ）

予習：教科書Ｐ124〜148を
事前に読む
復習：課題レポート作成

11

第７章　低所得者対策の概要
　第１節　生活困窮者自立支援法
　第２節　生活福祉資金貸付制度
　第３節　社会手当制度

個別ワーク：低所得者の対
策をまとめる

予習：教科書Ｐ150〜170を
事前に読む
復習：個別ワークをノート
にまとめる

12
第７章　低所得者対策の概要
　第４節　ホームレス対策
　第５節　その他の低所得者対策

グループワーク

予習：教科書Ｐ171〜182を
事前に読む
復習：話し合った事項を
ノートにまとめる

13

第８章　生活保護の運営実施体制と関係機関・団体
　第１節　国・都道府県・市町村の役割
　第２節　福祉事務所の役割
　第３節　福祉事務所専門職の役割

地元新聞を活用し、キーワ
ド「貧困・低所得者」や「生
活保護」等の記事を探し、
グループディスカッション
を行う

予習：教科書Ｐ183〜197を
事前に読む
復習：話し合った事項を
ノートにまとめる

14

第９章　貧困・低所得者に対する相談援助活動
　第１節　生活保護制度における相談援助活動
　第２節　貧困・低所得者に対する相談援助活動の実際
　第３節　他機関・多職種との連携・協働

グループディスカッション
の発表

予習：教科書Ｐ200〜225を
事前に読む
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

15

第10章　生活保護における自立支援
　第１節　自立とは何か
　第２節　自立支援プログラムの位置づけ
　第３節　自立支援プログラムの策定および実施

グループワーク

予習：教科書Ｐ228〜246を
事前に読む
復習：話し合った事項を
ノートにまとめる

期末
試験 後期期末試験

期末試験の講評

　期末試験終了後、希望者には期末試験の講評について、オフィスアワー等を通じて説明します。

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

⑴　目標Ａ・Ｊ・Ｋ：期末試験　（各20点・平均点）
⑵　目標Ｉ　　　　：グループディスカッションの発表　20点
⑶　レポート　レポートは20点満点の採点とする。課題（宿題）は授業で配付された資料や図書館等で調べレポートを

作成し指定された期日まで提出してください。　

教　科　書

書　名：低所得者に対する支援と生活保護制度　第４版
著者名：社会福祉士養成講座編集委員会（編）
発行所：中央法規
価　格：2,200円（税別）
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１ 医療と福祉について レジュメ

２ 保健医療サービスの変化と社会福祉専門職の役割① 教科書 Ｐ１〜Ｐ９
必読

３ 保健医療サービスの変化と社会福祉専門職の役割② 教科書 Ｐ20〜Ｐ38
必読

授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　本講義は保健医療の制度の成り立ちと構造を理解する
とともに、目まぐるしく変わる制度の現状と課題を学ぶ
ことを目的とする。また、保健医療における社会福祉専
門職の役割を学び、医療における多職種連携、協働、チー
ムアプローチの理論と実践を学ぶ。

○ A 知識
B 技術・技能

○ C 論理的思考力
D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力
G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力
I 積極的発言力及びプレゼンテーション力

○ J 多様性への理解力、応用力
K 課題対処力
L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

①　我が国における保健医療制度の歴史と現状を理解し、今日的課題を考える
ことができる。 目標 Ａ・Ｃ

②　その中でのソーシャルワーカーの役割を理解する。 目標 Ａ・Ｊ
③　保健医療機関における様々な専門職について理解し、更にチームアプロー

チについて理解する。 目標 Ａ・Ｊ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 保健医療サービス
授業形態・単位数 講義・２単位

開 講 年 次 ３・４年次

担 当 教 員

職名：非常勤講師

氏名：本
ほん

　田
だ

　ルミ子
こ

（本務先：芦ノ牧温泉病院 職名：ソーシャルワーカー） 

開 講 期 前期

授 業 回 数 15回

期末試験の有無 有

授業に関する主な実務経験と期間 竹田綜合病院・芦ノ牧温泉病院・エミネンス芦ノ牧でソーシャルワーカー
（昭和56年４月〜現在）

社会貢献としての委員会・職　等 福島県医療ソーシャルワーカー協会会長・会津社会事業会理事

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

東北福祉大学社会福祉学部社会福祉学科卒業
社会福祉士・精神保健福祉士・中学高校社会科及び特別支援教員　

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
社会福祉士 専門教育科目 必修
精神保健福祉士 専門教育科目 必修
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 60時間
オフィスアワー・メールアドレス等 授業の終了後、行います。
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

４ 保健医療サービスを提供する施設とシステム① 教科書・資料配付 Ｐ39〜Ｐ62
必読

５ 保健医療サービスを提供する施設とシステム② 教科書 Ｐ63〜Ｐ80
必読

６ 保健医療サービスを提供する施設とシステム③ 教科書 Ｐ81〜Ｐ90
必読

７ 保健医療サービスにおけるソーシャルワーカーの役割① 教科書・資料配付 Ｐ91〜Ｐ112
必読

８ 保健医療サービスにおけるソーシャルワーカーの役割② 教科書 Ｐ113〜Ｐ130
必読

９ 保健医療サービスにおける専門職の役割 教科書 Ｐ131〜Ｐ162
必読

10 保健医療サービスの提供と経済的保障 教科書 Ｐ163〜Ｐ196
必読

11 保健医療サービスにおける専門職の連携と実践① 教科書 Ｐ197〜Ｐ204
必読

12 保健医療サービスにおける専門職の連携と実践② 教科書 Ｐ205〜Ｐ231
必読

13 保健医療サービスにおける地域の社会資源との連携と実践① 教科書 Ｐ233〜Ｐ268
必読

14 保健医療サービスにおける地域の社会資源との連携と実践② 教科書 Ｐ233〜Ｐ268
必読

15 まとめ　保健医療サービスの現状と課題 教科書 Ｐ１〜Ｐ268
必読

期末
試験 前期末筆記試験

期末試験の講評

　期末試験終了後、希望者には期末試験の講評について、オフィスアワー等を通じて説明します。

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

到達目標Ａ・Ｃ　　：期末試験（記述方式）で理解度を確認します（80点）
到達目標Ａ・Ｃ・Ｊ：授業の中での発言、態度等（20点）

教　科　書

書　名：新・社会福祉士養成講座　17．保健医療サービス
著者名：社会福祉士養成講座編集委員会
発行所：中央法規
価　格：2,200円（税別）
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１
オリエンテーション
授業の概要の紹介
評価方法、授業の進め方の留意点

シラバスを使用し、授業の
進め方等を説明します。
教科書　教科書補足資料

２ 雇用・就労の動向と施策 教科書　教科書補足資料 教科書ｐ10〜32を事前に読む

３ 障害者と就労支援①
予習のテーマ内容を授業導
入に活用します。
教科書　教科書補足資料

教科書ｐ32〜56を事前に読む
予習のテーマ：「障害者の就労
支援について」400字

授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　本講義は、雇用・就労の動向と労働施策の概要を踏まえ、
障害者・低所得者の就労支援の現状と課題について理解
することを目的とします。

【講義内容】
①　相談援助活動において必要となる各種の就労支援制

度について学びます。
②　就労支援に係る組織、団体及び専門職について理解

を深めます。
③　就労支援分野との連携について学びます。

○ A 知識
B 技術・技能

○ C 論理的思考力
D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力
G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力
I 積極的発言力及びプレゼンテーション力
J 多様性への理解力、応用力

○ K 課題対処力
L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

わが国における就労支援にかかる諸制度について説明することができる。 目標 Ａ
障害者・低所得者の就労支援の現状と課題について論じることができる。 目標 Ａ・Ｃ・Ｋ
就労支援を担う専門職の役割と連携の意義を述べることができる。 目標 Ａ・Ｃ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 就　労　支　援
授業形態・単位数 講義・１単位

開 講 年 次 ３・４年次

担 当 教 員
職名：講師

氏名：北
きた

　本
もと

　明
あ

日
す

香
か

開 講 期 後期

授 業 回 数 ８回

期末試験の有無 有

授業に関する主な実務経験と期間 特定医療法人北勢会北勢病院（平成10年４月〜平成14年12月）
西山クリニック（平成15年１月〜平成21年３月）

社会貢献としての委員会・職　等 社会福祉法人桑名みどり福祉会理事（平成25年〜現在）

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

同朋大学大学院人間福祉研究科人間福祉専攻修士課程修了、修士（人間福祉）
社会福祉士、精神保健福祉士
日本社会福祉学会、日本更生保護学会

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
社会福祉士 専門教育科目 選択必修
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 30時間

オフィスアワー・メールアドレス等 オフィスアワーについては初回授業時に説明します。
E-mail：kitamoto.asuka　fukushima-college.ac.jp
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

４ 障害者と就労支援②
「ジョブコーチ入門」DVD
視聴（30分）
教科書　教科書補足資料

教科書ｐ57〜88を事前に読む
復習：感想文を作成する

５ 低所得者と就労支援①
新聞記事等を使用しペア
ワークを行います。
教科書　教科書補足資料

教科書ｐ90〜110を事前に読む

６ 低所得者と就労支援② 教科書　教科書補足資料 教科書ｐ111〜136を事前に読む

７ 専門職の役割と実際
DVD視聴「農福連携」（30
分）（映像利用）
教科書　教科書補足資料

教科書ｐ138〜156を事前に読む
復習：感想文を作成する

８ 就労支援の連携と実際
まとめ 教科書　教科書補足資料 教科書ｐ158〜166を事前に読む

期末
試験 後期末筆記試験

期末試験の講評

　期末試験終了後、希望者には期末試験の講評について、オフィスアワー等を通じて説明します。

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

目標Ａ・Ｃ・Ｋ：レポート（50％）
レポート課題は授業内容に沿って設定します。

目標Ａ・Ｃ　　：筆記試験（50％）
後期末に記述方式のテストを実施します。

＊ただし、最終的な成績評価は、課題の提出状況や授業の積極的な参加等、総合的に評価します。詳しくは、第１回目
の授業時に説明します。　

教　科　書

書　名：就労支援サービス第４版
著者名：社会福祉士養成講座編集委員会編
発行所：中央法規
価　格：1,600円（税別）

その他補足事項

　授業内容の理解度を確認するため２回～３回、小テストを実施します。授業内で答え合わせを行い、理解不足の個所
を各自確認する資料とします。
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１ ガイダンス
相談援助活動において想定される法律問題

授業計画案内
問題認識の確認と応答 シラバスの内容確認

２ 相談援助活動と法の関わり
　日本国憲法の性質 レジュメ配付 出題課題の解答

３ 相談援助活動と法の関わり
日本国憲法の基本原理（社会権）の理解 レジュメ配付 出題課題の解答

４ 相談援助と法の関わり
民報の理解（日本民法典の構成とその内容） レジュメ配付 出題課題の解答

授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　本講義は、「社会福祉士」「精神保健福祉士」の試験科
目におおよそ対応した内容で授業を構成します。特に試
験分野の授業科目名と対応する分野のうち、①相談援助
活動と法の関わり、②成年後見制度の項目について知識
習得と内容理解を図ることが狙いです。

○ A 知識
B 技術・技能

○ C 論理的思考力
D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力
G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力
I 積極的発言力及びプレゼンテーション力

○ J 多様性への理解力、応用力
○ K 課題対処力

L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

①　社会福祉士、精神保健福祉士に関連する法の内容を理解する。 目標 Ａ・Ｊ・Ｋ
②　法的な思考方法を養う。 目標 Ｃ・Ｋ
③　実務でも必要となる法的知識を身に着ける。 目標 Ａ・Ｊ・Ｋ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 権利擁護と成年後見制度
授業形態・単位数 講義・２単位

開 講 年 次 ３・４年次

担 当 教 員

職名：非常勤講師

氏名：中
なか

　里
ざと

　　　真
まこと

（本務先：福島大学  職名：准教授  ） 

開 講 期 後期

授 業 回 数 15回

期末試験の有無 有

授業に関する主な実務経験と期間 特記事項なし

社会貢献としての委員会・職　等 福島県立医科大学臨床研究委員会委員、福島県公有財産審議会会長
福島県消費生活審議会会長、福島市民の消費生活を守る対策会議会長

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等 日本私法学会、日本消費者法学会、日本観光学会

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
社会福祉士 専門教育科目 必修
精神保健福祉士 専門教育科目 必修
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 60時間

オフィスアワー・メールアドレス等 授業終了後に教室で質問等に対応。電子メール対応も可。
nakazato　ads.fukushima-u.ac.jp
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

５ 相談援助と法の関わり
民法の理解（不法行為の基礎①） レジュメ配付 出題課題の解答

６ 相談援助と法の関わり
民法の理解（不法行為の基礎②） レジュメ配付 出題課題の解答

７ 相談援助と法の関わり
行政法の理解（行政行為） レジュメ配付 出題課題の解答

８ 相談援助と法の関わり
行政法の理解（行政事件手続き） レジュメ配付 出題課題の解答

９ 相談援助と法の関わり
民法の理解（権利の担い手と客体としての物権） レジュメ配付 出題課題の解答

10 相談援助と法の関わり
民法の理解（契約法の基礎） レジュメ配付 出題課題の解答

11 相談援助と法の関わり
民法の理解（消費者問題への対応） レジュメ配付 出題課題の解答

12 相談援助と法の関わり
民法の理解（家族法の基礎）

DVD視聴
「自分らしい明日のために」
30分

出題課題の解答

13 成年後見制度
制度の概要、成年後見・保佐・補助 レジュメ配付 出題課題の解答

14 成年後見制度
任意後見制度

DVD視聴
「伝えたい、実現したい自
分の生き方」30分
レジュメ・資料の配付
資料読み取り

出題課題の解答

15 成年後見制度の最近の動向 レジュメ・資料の配付
資料読み取り

ここまでの授業内容を復
習する

期末
試験 筆記試験（選択問題）

期末試験の講評

　期末試験終了後、希望者には期末試験の講評について、オフィスアワー等を通じて説明します。

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

各授業・最終講義時の課題で成績判定を行う。基準は上記「到達目標」①②③に照らして、下記の通りとする。
80点以上：全ての項目がきわめて高い水準に達している
79～70点：すべての項目が高い水準に足している
69～60点：全体的に望ましい水準に達している
59点以下：不合格

教　科　書 参　考　書

書　名：権利擁護と成年後見制度（新・社会福祉士養成講座）
著者名：社会福祉師養成講座編集委員会（編集）
発行所：中央法規出版
価　格：2,200円（税別）

書　名：ポケット六法　平成31年度版
著者名：山下友信、宇賀克也（編集代表）
発行所：有斐閣
価　格：1,852円（税別）

その他補足事項

　授業中、条文に触れる機会があるため、参考書に挙げたポケット六法（有斐閣）やデイリー六法（三省堂）など小型
の六法を用意することが望ましい。また、教室を巡回し、条文の読みあげをしてもらうことがあるほか、上記に示した
回以外にも指名して意見を挙げてもらうことがある。受講者はその準備をしておくこと。
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１
オリエンテーション
授業の概要の紹介
評価方法、授業の進め方の留意点

シラバスを使用し、授業の進
め方等を説明します。
教科書　教科書補足資料

２ 更生保護制度の概要①
予習のテーマ内容を授業導入
に活用します。
教科書　教科書補足資料

教科書ｐ20〜43を事前に読む
予習のテーマ：「罪を犯す人の
背景について」400字

授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　高齢・障害受刑者の再犯防止施策では、社会福祉、医療、
教育、雇用等の各領域との連携が求められています。社
会福祉専門職は、罪を犯した人の社会復帰支援を行う上
で、更生保護領域について理解を深めることが必要とな
ります。

【講義内容】
①　わが国における罪を犯した者や非行のある少年の状

況、刑事司法手続きの流れについて学びます。
②　更生保護制度の概要とその担い手である保護観察官、

保護司、民間協力者等について理解を深めます。
③　医療観察制度の概要とその担い手である社会復帰調

整官の役割について学びます。

○ A 知識
B 技術・技能

○ C 論理的思考力
D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力
G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力
I 積極的発言力及びプレゼンテーション力

○ J 多様性への理解力、応用力
K 課題対処力
L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

更生保護制度の概要とその担い手について説明することができる。 目標 Ａ
更生保護制度における関係機関・団体との連携について理解し、その意義につ
いて述べることができる。 目標 Ａ・Ｊ

医療観察制度の概要について理解し、社会復帰調整官の役割を論じることがで
きる。 目標 Ａ・Ｃ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 更生保護制度
授業形態・単位数 講義・１単位

開 講 年 次 ３・４年次

担 当 教 員
職名：講師

氏名：北
きた

　本
もと

　明
あ

日
す

香
か

開 講 期 前期

授 業 回 数 ８回

期末試験の有無 有

授業に関する主な実務経験と期間 特定医療法人北勢会北勢病院（平成10年４月〜平成14年12月）
西山クリニック（平成15年１月〜平成21年３月）

社会貢献としての委員会・職　等 社会福祉法人桑名みどり福祉会理事（平成25年〜現在）

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

同朋大学大学院人間福祉研究科人間福祉専攻修士課程修了、修士（人間福祉）
社会福祉士、精神保健福祉士
日本社会福祉学会、日本更生保護学会

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
社会福祉士 専門教育科目 選択必修
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 30時間

オフィスアワー・メールアドレス等 オフィスアワーについては初回授業時に説明します。
E-mail：kitamoto.asuka　fukushima-college.ac.jp
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

３ 更生保護制度の概要② 教科書　教科書補足資料 教科書ｐ43〜60を事前に読む

４ 更生保護制度の担い手
DVD視聴「相次ぐ少年事件　
問われる保護観察」（30分）
教科書　教科書補足資料

教科書ｐ72〜87を事前に読む
復習：感想文を作成する

５ 更生保護制度における関係機関・団体との連携
DVD視聴「罪を犯した発達
障害者の再出発」（30分）
教科書　教科書補足資料

教科書ｐ92〜104、121〜127を
事前に読む
復習：感想文を作成する

６ 医療観察制度の概要①
新聞記事等を使用しペアワー
クを行います。
教科書　教科書補足資料

教科書ｐ132〜144を事前に読む

７ 医療観察制度の概要② 教科書　教科書補足資料 教科書ｐ144〜170を事前に読む

８ まとめ 教科書　教科書補足資料 教科書既修内容ポイントを
再確認

期末
試験 前期末筆記試験

期末試験の講評

　期末試験終了後、希望者には期末試験の講評について、オフィスアワー等を通じて説明します。

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

目標Ａ・Ｃ・Ｊ：レポート（50％）
　　　　　　　　レポート課題は授業内容に沿って設定します。
目標Ａ・Ｃ　　：筆記試験（50％）
　　　　　　　　前期末に記述方式のテストを実施します。
＊ただし、最終的な成績評価は、課題の提出状況や授業の積極的な参加等、総合的に評価します。詳しくは、第１回目

の授業時に説明します。　

教　科　書

書　名：更生保護制度〔第３版〕― 司法福祉
著者名：森長秀編
発行所：弘文堂
価　格：2,400円（税別）

その他補足事項

　授業内容の理解度を確認するため２回～３回、小テストを実施します。授業内で答え合わせを行い、理解不足の個所
を各自確認する資料とします。
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１ オリエンテーション
アイスブレイキング

講義
グループ演習 振り返りシートの作成

２ 自己覚知の理解 振り返りシートの作成

３ 自己開示と他者理解 グループ演習
個人ワーク 振り返りシートの作成

授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　相談援助の知識と技術に係る他の科目との関連性を視
野に入れつつ、社会福祉士に求められる相談援助に係る
知識と技術について、次に掲げる方法を用いて、実践的
に習得するとともに、専門的援助技術として概念化・理
論化し、体系立てていくことができる能力を涵養する。
１　総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開

発に係る具体的な相談援助事例を体系的に取り入れる。
２　個別指導並びに集団指導を通して、具体的な援助場

面を想定した実技指導（ロールプレイング等）を中心
とする演習形態により授業を行う。

※実技指導に当たっては、アウトリーチ、チームアプロー
チ、ネットワーキングについての内容を含める。

◯ A 知識
B 技術・技能
C 論理的思考力
D 文章表現力

◯ E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力
G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力
I 積極的発言力及びプレゼンテーション力

◯ J 多様性への理解力、応用力
K 課題対処力

◯ L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

ソーシャルワークにおける支援者としての視点や態度、倫理や価値などにかか
わる基礎的な知識、技術を理解する。 目標 Ａ・Ｅ・Ｌ

ソーシャルワークとは何かについて考え、支援者に求められる価値・知識・技
術の本来的意義とは何かに気づく。 目標 Ａ・Ｊ

福祉課題を抱えた者からの相談への対応や、総合的かつ包括的な援助について
の視点および基礎的技術を身につける。 目標 Ａ・Ｊ・Ｌ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 相談援助演習Ⅰ
授業形態・単位数 演習・１単位

開 講 年 次 ２年次

担 当 教 員
職名：准教授

氏名：齊
さい

　藤
とう

　隆
たか

　之
ゆき

開 講 期 後期

授 業 回 数 15回

期末試験の有無 有

授業に関する主な実務経験と期間 社会福祉法人あいのわ福祉会　足立あかしあ園　支援員
（平成17年４月〜平成21年３月）

社会貢献としての委員会・職　等 日総研出版　社会福祉士国家試験対策講座　講師

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

国際医療福祉大学大学院　医療福祉学研究科　保健医療学専攻
博士課程　博士（医療福祉学）

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
社会福祉士 専門教育科目 必修
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 15時間
オフィスアワー・メールアドレス等 詳しくは初回授業時に説明します。
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

４ 価値観の相違
人権（権利擁護）と尊厳

グループ演習
個人ワーク 振り返りシートの作成

５ 平等と個性の尊重
社会正義とはなにか

グループ演習
個人ワーク 振り返りシートの作成

６ 自己決定の尊重とクライエントの利益
自己実現と自立生活

グループ演習
個人ワーク 振り返りシートの作成

７ ソーシャルワーカーの倫理的責任 グループ演習
個人ワーク 振り返りシートの作成

８ 倫理的ジレンマとその対応 グループ演習
個人ワーク 振り返りシートの作成

９ 相談援助における面接の意義とその特性 グループ演習
個人ワーク 振り返りシートの作成

10 様々なコミュニケーション技法 グループ演習
個人ワーク 振り返りシートの作成

11 コミュニケーション技術の習得 グループ演習
個人ワーク 振り返りシートの作成

12 面接における基本的応答技法Ⅰ グループ演習
個人ワーク 振り返りシートの作成

13 面接における基本的応答技法Ⅱ グループ演習
個人ワーク 振り返りシートの作成

14 ロールプレイと模擬面接 ロールプレイ 振り返りシートの作成

15 まとめ 講義 レポート作成準備

期末
試験 前期末試験（最終課題レポート）

期末試験の講評

　期末試験終了後、希望者には期末試験の講評について、オフィスアワー等を通じて説明します。

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

目標Ａ・Ｅ・Ｊ・Ｌ：参加態度および課題提出（60％）、意見交換や質問など発言（40％）を含め、総合的に評価する。
演習科目であることを鑑み、不参加等は他者へ多大な影響を与えることから正当な理由なき欠席はマイナス３点、正当
な理由なき遅刻、途中退席等については、マイナス１点とする。
※詳細については初回講義時に説明をする

教　科　書

使用しない。
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授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　相談援助の知識と技術に係る他の科目との関連性を視
野に入れつつ、社会福祉士に求められる相談援助に係る
知識と技術について、次に掲げる方法を用いて、実践的
に習得するとともに、専門的援助技術として概念化・理
論化し、体系立てていくことができる能力を涵養する。
①　総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と

開発に係る具体的な相談援助事例を体系的に取り入れ
る。

②　個別指導並びに集団指導を通して、具体的な援助場
面を想定した実技指導（ロールプレイング等）を中心
とする演習形態により授業を実施する。

③　②の実技指導に当たっては、アウトリーチ、チームア
プローチ、ネットワーキングについての内容を含める。

A 知識
B 技術・技能
C 論理的思考力
D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力

○ G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力
I 積極的発言力及びプレゼンテーション力

○ J 多様性への理解力、応用力
○ K 課題対処力
○ L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

①　相談援助の過程（インテーク、アセスメント、エンゲージメント、プラン
ニング、インターベンション、モニタリング、効果測定、終結とアフターケ
ア等）において、社会福祉士に求められる基本的な援助技術を身につける。

目標 Ｇ・Ｊ・Ｋ・Ｌ

②　相談絵所事例（グループに対する援助事例を含む）課題への取り組み及び
ロールプレイング等を通して、総合的かつ包括的な援助方法を理解する。 目標 Ｇ・Ｊ・Ｋ・Ｌ

③　社会福祉士に求められているアウトリーチやソーシャルアクション等の活
動について学び、実践につなげられるようになる。 目標 Ｇ・Ｊ・Ｋ・Ｌ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 相談援助演習Ⅱ
授業形態・単位数 演習・２単位

開 講 年 次 ３年次

担 当 教 員
職名：教授

氏名：遠
えん

　藤
どう

　寿
とし

　海
み

開 講 期 通年

授 業 回 数 30回

期末試験の有無 無

授業に関する主な実務経験と期間 特別養護老人ホーム　介護職員（平成11年９月〜平成13年４月）

社会貢献としての委員会・職　等
福島市地域包括支援センター運営協議会　委員
福島市地域生活支援協議会　会長
福島市社会保障審議会　副会長

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

筑波大学大学院人間総合科学研究科　ヒューマンケア科学修士
介護福祉士
日本老年社会学会、日本老年行動科学会

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
社会福祉士 専門教育科目 必修
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 30時間

オフィスアワー・メールアドレス等 オフィスアワーについては初回授業時に説明します。
メールアドレス：endo.toshimi　fukushima-college.ac.jp
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１

オリエンテーション
１－１　相談援助演習Ⅰのふりかえり
　◦援助の原則（自己覚知等）
　◦ソーシャルワーカーの価値と倫理
　◦基本的な面接技法（バイステックの７原則を含む）
１－２　ふりかえりとまとめ

講義
個別ワーク
グループ演習

２

記録技法①
２－１　記録の種類と方法
２－２　面接場面での記録
２－３　ふりかえりとまとめ

講義
グループ演習

予習：教科書ｐ.67－ｐ.71を
読んでおく。

３
記録技法②
３－１　ケース記録の作成
３－２　ふりかえりとまとめ

講義
個別ワーク
グループ演習

予習：教科書ｐ.72－ｐ.77を
読んでおく。

４

相談援助の展開過程と個別援助（ケースワーク）①
　課題の把握とニーズの確定
４－１　インテークとエンゲージメント
４－２　倫理的配慮とアカウンタビリティ
４－３　ふりかえりとまとめ

講義
個別ワーク
グループ演習

予習：個別援助の展開過程に
ついて振り返っておく。

５

相談援助の展開過程と個別援助（ケースワーク）②
　アセスメント⑴
５－１　アセスメント面接の意味
５－２　アセスメント面接ロールプレイの準備
５－３　ふりかえりとまとめ

講義
個別ワーク
グループ演習

予習：教科書ｐ.79－ｐ.82を
読んでおく。

６

相談援助の展開過程と個別援助（ケースワーク）③
　アセスメント⑵
６－１　アセスメント面接ロールプレイ①
６－２　ふりかえりとまとめ

グループ演習
ロールプレイ

７

相談援助の展開過程と個別援助（ケースワーク）④
　アセスメント⑶
７－１　アセスメント面接ロールプレイ②
７－２　ふりかえりとまとめ

グループ演習
ロールプレイ

８

相談援助の展開過程と個別援助（ケースワーク）⑤
　プランニング⑴
８－１　プランニング演習
８－２　ふりかえりとまとめ

支援計画作成演習
個別ワーク
グループ演習

予習：教科書ｐ.83－ｐ.87を
読んでおく。

９

相談援助の展開過程と個別援助（ケースワーク）⑥
　プランニング⑵
９－１　プランニング演習
９－２　ふりかえりとまとめ

支援計画作成演習
個別ワーク
グループ演習

10

相談援助の展開過程と個別援助（ケースワーク）⑦
　プランニング⑶
10－１　プランニング演習
10－２　ふりかえりとまとめ

支援計画作成演習
個別ワーク
グループ演習

11

相談援助の展開過程と個別援助（ケースワーク）⑧
　ケースカンファレンス
11－１　模擬ケースカンファレンス体験
11－２　チームアプローチの理解
11－３　ふりかえりとまとめ

講義
グループ演習
ロールプレイ

予習：教科書ｐ.89－ｐ.94を
読んでおく。
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

12

相談援助の展開過程と個別援助（ケースワーク）⑨
　評価と効果測定（モニタリング）⑴
12－１　効果測定演習（利用者満足度）
12－２　ふりかえりとまとめ

講義
グループ演習
ロールプレイ

予習：教科書ｐ.95－ｐ.104
を読んでおく。

13

相談援助の展開過程と個別援助（ケースワーク）⑩
　評価と効果測定（モニタリング）⑵
13－１　効果測定演習（支援内容評価）①
13－２　ふりかえりとまとめ

講義
グループ演習

予習：教科書ｐ.95－ｐ.104
を再読しておく。

14

相談援助の展開過程と個別援助（ケースワーク）⑪
　評価と効果測定⑶
14－１　効果測定演習（支援内容評価）②
14－２　ふりかえりとまとめ

講義
グループ演習

予習：教科書ｐ.95－ｐ.104
を再読しておく。

15

相談援助の展開過程と個別援助（ケースワーク）⑫
　再アセスメントと支援の強化、終結とアフターケア
15－１　再アセスメントの視点と支援の変更
15－２　終結の判断、アフターケア
15－３　ふりかえりとまとめ

講義
個別ワーク
グループ演習

16

集団援助（グループワーク）①
16－１　グループ（集団）への援助方法
16－２　グループワークと社会福祉士の関わり事例①
16－３　ふりかえりとまとめ

講義
グループ演習
配付資料

17
集団援助（グループワーク）②
17－１　グループワークと社会福祉士の関わり事例②
17－２　ふりかえりとまとめ

講義
グループ演習
配付資料

18

コミュニティワークのプロセス①
18－１　地域の福祉ニーズ（課題）の明確化の方法
18－２　福祉ニーズの分析方法
18－３　ふりかえりとまとめ

講義
グループ演習

予習：教科書ｐ.105－ｐ.119
を読んでおく。

19

コミュニティワークのプロセス②
19－１　地域社会の社会資源
19－２　サービスの開発と地域への働きかけ
19－３　地域活動プログラムの立案体験⑴

講義
グループ演習

予習：教科書ｐ.105－ｐ.119
を再読しておく。

20

コミュニティワークのプロセス③
20－１　地域活動プログラムの立案体験⑵
20－２　策定したプログラムの発表
20－３　ふりかえりとまとめ

グループ演習
プレゼンテーション

21
ソーシャルアクション
21－１　福祉計画の策定とソーシャルワーク
21－２　ふりかえりとまとめ

講義
グループ演習
配付資料

22

事例研究の意味と方法
事例研究①　ソーシャルワーカーの倫理と組織の業務
方針の間で
22－１　倫理的ジレンマとは
22－２　ふりかえりとまとめ

講義
個別ワーク
グループ演習

予習：教科書ｐ.121－ｐ.129
を読んでおく。

23
事例研究②　認知症高齢者への生活支援
23－１　権利擁護と自己決定を支える
23－２　ふりかえりとまとめ

グループ演習
ロールプレイ

予習：教科書ｐ.130－ｐ.135
を読んでおく。

24
事例研究③　利用者のできる力を支える支援
24－１　利用者と職員の関係性と自立支援
24－２　ふりかえりとまとめ

グループ演習
ロールプレイ

予習：教科書ｐ.136－ｐ.140
を読んでおく。
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

25
事例研究④　知的障害者の自立生活支援
25－１　短期・長期目標に沿った継続的支援
25－２　ふりかえりとまとめ

グループ演習 予習：教科書ｐ.141－ｐ.147
を読んでおく。

26
事例研究⑤　障害児をもつ母親への支援
26－１　ソーシャルサポートネットワークの構築
26－２　ふりかえりとまとめ

グループ演習 予習：教科書ｐ.148－ｐ.154
を読んでおく。

27
事例研究⑥　子どもの自己決定を支える
27－１　自己決定を支えるソーシャルワーカーの態度
27－２　ふりかえりとまとめ

グループ演習
ロールプレイ

予習：教科書ｐ.155－ｐ.160
を読んでおく。

28
事例研究⑦　地域住民の主体形成を目指して⑴
28－１　地域組織化（ネットワーキング）の方法
28－２　ふりかえりとまとめ

グループ演習 予習：教科書ｐ.161－ｐ.166
を読んでおく。

29
事例研究⑧　地域住民の主体形成を目指して⑵
29－１　小地域福祉活動とは
29－２　ふりかえりとまとめ

グループ演習 予習：教科書ｐ.161－ｐ.166
を再読しておく。

30

相談援助演習Ⅱのふりかえり
30－１　ソーシャルワーカーの倫理綱領
30－２　バイステックの７原則
30－３　まとめ

講義
配付資料

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

下記により、総合的に評価する。
目標Ｇ・Ｊ・Ｋ・Ｌ：演習中の参加態度（自主的発言、意欲的取り組み、グループワークへの貢献、演習課題への取り

組み状況等）により評価　60％
目標Ｊ・Ｋ　　　　：レポート課題（GWや長期休暇中の宿題、予習課題等）の完成度と提出期限の遵守により評価

40％

教　科　書 参　考　書

書　名：ソーシャルワーク演習ワークブック【第２版】
著者名：ソーシャルワーク演習教材開発研究会・編集
発行所：㈱みらい
価　格：2,200円（税別）
※平成29年度「相談援助演習Ⅰ」の教科書を引き続き使用 

する。

書　名：社会福祉士相談援助演習
著者名：福祉士養成講座編集委員会・編集
発行所：中央法規出版
価　格：2,500円（税別）

書　名：支援者が成長するための50の原則
　　　　あなたの心と力を築く物語
著者名：川村隆彦
発行所：中央法規出版
価　格：2,600円（税別）

書　名：社会福祉士シリーズ21　相談援助演習［第２版］
著者名：福祉臨床シリーズ編集委員会・編集
発行所：弘文堂
価　格：2,500円（税別）

その他補足事項

　ロールプレイングを含む演習は、参加・時間厳守・守秘義務を大切にしてこそ成立する授業である。
　遅刻や欠席は他の学生に多大な迷惑がかかるので、互いの学ぶ権利を尊重しあうことに十分留意されたい。
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１
オリエンテーション

⑴　相談援助実習Ⅲの位置づけ
⑵　相談援助実習との関係

講義
予習：相談援助の技術の体系を
整理しておく。
復習：ノート整理

授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　相談援助の知識と技術に係る他の科目との関連性を視
野に入れつつ、社会福祉士に求められる相談援助に係る
知識と技術について、次に掲げる方法を用いて、実践的
に習得するとともに、専門的援助技術として概念化・理
論化し、体系立てていくことができる能力を涵養する。
①　総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開

発に係る具体的な相談援助事例を体系的に取り入れる。
②　個別指導並びに集団指導を通して、具体的な援助場

面を想定した実技指導（ロールプレイング等）を中心
とする演習形態により授業を実施する。

③　②の実技指導に当たっては、アウトリーチ、チームア
プローチ、ネットワーキングについての内容を含める。

④　後期（16～30回）は、相談援助実習体験を踏まえて、
より良い援助観の涵養を目指していく。

A 知識
○ B 技術・技能

C 論理的思考力
D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力
G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力
I 積極的発言力及びプレゼンテーション力

○ J 多様性への理解力、応用力
○ K 課題対処力

○ L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

①　具体的な事例や援助場面を想定し、社会福祉援助技術に関する講義と現場
実習とを関連づけながら、観察力、理解力、分析・応用力、理論化する力を
身につける。

目標 Ｂ・Ｋ

②　計画・企画力、判断力、行動力を駆使できる高い自律性を身につけるとと
もに、主体的に行動する態度を身につける。 目標 Ｂ・Ｋ・Ｌ

③　人権尊重、権利擁護、自立支援について理解し、実際に行動できるように
する。 目標 Ｂ・Ｊ・Ｋ・Ｌ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 相談援助演習Ⅲ
授業形態・単位数 演習・２単位

開 講 年 次 ４年次

担 当 教 員
職名：教授

氏名：遠
えん

　藤
どう

　寿
とし

　海
み

開 講 期 通年

授 業 回 数 30回

期末試験の有無 無

授業に関する主な実務経験と期間 特別養護老人ホーム　介護職員（平成11年９月〜平成13年４月）

社会貢献としての委員会・職　等
福島市地域包括支援センター運営協議会　委員
福島市地域生活支援協議会　会長
福島市社会保障審議会　副会長

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

筑波大学大学院人間総合科学研究科　ヒューマンケア科学修士
介護福祉士
日本老年社会学会、日本老年行動科学会

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
社会福祉士 専門教育科目 必修
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 30時間

オフィスアワー・メールアドレス等 オフィスアワーについては初回授業時に説明します。
メールアドレス：endo.toshimi　fukushima-college.ac.jp
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

２
相談援助における価値と倫理①
２－１　ソーシャルワーカーの倫理綱領
２－２　バイステックの７原則

グループ演習
予習：ソーシャルワーカーの倫
理綱領を呼んでおく。
復習：ノート整理

３
相談援助における価値と倫理②
３－１　実践場面での活用
３－２　ふりかえりとまとめ

グループ演習

予習：ソーシャルワーカーの倫
理綱領、社会福祉士の行動規範
を読んでおく。
復習：ソーシャルワークの価値
とは何か、まとめる。

４
事例からソーシャルワークの意味を知る①
４－１　人権
４－２　ふりかえりとまとめ

グループ演習
予習：教科書の該当部分を読ん
でおく。
復習：ノート整理

５
事例からソーシャルワークの意味を知る②
５－１　差別・偏見
５－２　ふりかえりとまとめ

グループ演習
予習：教科書の該当部分を読ん
でおく。
復習：ノート整理

６
事例からソーシャルワークの意味を知る③
６－１　自立支援
６－２　ふりかえりとまとめ

グループ演習
予習：教科書の該当部分を読ん
でおく。
復習：ノート整理

７
事例からソーシャルワークの意味を知る④
７－１　クライエントの利益の最優先
７－２　ふりかえりとまとめ

グループ演習
予習：教科書の該当部分を読ん
でおく。
復習：ノート整理

８
事例からソーシャルワークの意味を知る⑤
８－１　倫理的ジレンマ
８－２　ふりかえりとまとめ

グループ演習
予習：教科書の該当部分を読ん
でおく。
復習：ノート整理

９
相談援助場面での実践①
９－１　アウトリーチ
９－２　ふりかえりとまとめ

グループ演習
予習：アウトリーチについて調
べる。
復習：ノート整理

10
相談援助場面での実践②
10－１　チームアプローチ
10－２　ふりかえりとまとめ

グループ演習
予習：チームアプローチについ
て調べる。
復習：ノート整理

11
相談援助場面での実践③
11－１　ネットワーキング
11－２　ふりかえりとまとめ

グループ演習
予習：ネットワーキングについ
て調べる。
復習：ノート整理

12
相談援助場面での実践④
12－１　社会資源の活用・調整・開発
12－２　ふりかえりとまとめ

グループ演習 予習：社会資源について調べる。
復習：ノート整理

13
相談援助場面での実践⑤
13－１　記録について⑴
13－２　ふりかえりとまとめ

配付資料
グループ演習

予習：相談援助場面でもとめら
れる記録の種類をまとめる。
復習：「記録を書く上での留意
点」を整理する。

14
相談援助場面での実践⑥
14－１　記録について⑵
14－２　ふりかえりとまとめ

配付資料
グループ演習

予習：前回授業内容を振り返る。
復習：「すぐれた記録」の条件
についてまとめる。

15
ソーシャルワークのプロセスを理解する①
15－１　認知症の夫を介護する妻への支援事例
15－２　ふりかえりとまとめ

グループ演習
予習：教科書の該当部分を読ん
でおく。
復習：ノート整理
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

16
ソーシャルワークのプロセスを理解する②
16－１　知的障害者の地域生活移行支援事例
16－２　ふりかえりとまとめ

グループ演習
予習：教科書の該当部分を読ん
でおく。
復習：ノート整理

17
ソーシャルワークのプロセスを理解する③
17－１　リハビリテーション病棟での退院支援事例
17－２　ふりかえりとまとめ

グループ演習
予習：教科書の該当部分を読ん
でおく。
復習：ノート整理

18

ソーシャルワークのプロセスを理解する④
18－１　非行の相談を受けた児童相談所が行う家族

支援の事例
18－２　ふりかえりとまとめ

グループ演習
予習：教科書の該当部分を読ん
でおく。
復習：ノート整理

19

ソーシャルワークのプロセスを理解する⑤
19－１　生活保護を受給している一人親世帯の自立

支援の事例
19－２　ふりかえりとまとめ

グループ演習
予習：教科書の該当部分を読ん
でおく。
復習：ノート整理

20

地域福祉活動を理解する①
20－１　地域福祉計画・地域福祉活動計画を行政と

社会福祉協議会とで協働して作成する事例⑴
20－２　ふりかえりとまとめ

グループ演習
予習：教科書の該当部分を読ん
でおく。
復習：ノート整理

21

地域福祉活動を理解する②
21－１　地域福祉計画・地域福祉活動計画を行政と

社会福祉協議会とで協働して作成する事例⑵
21－２　ふりかえりとまとめ

グループ演習
予習：教科書の該当部分を読ん
でおく。
復習：ノート整理

22

地域福祉活動を理解する③
22－１　災害時の要援護者ネットワークづくりのた

めの小地域福祉計画策定の事例⑴
22－２　ふりかえりとまとめ

グループ演習
予習：教科書の該当部分を読ん
でおく。
復習：ノート整理

23

地域福祉活動を理解する④
23－１　災害時の要援護者ネットワークづくりのた

めの小地域福祉計画策定の事例⑵
23－２　ふりかえりとまとめ

グループ演習
予習：教科書の該当部分を読ん
でおく。
復習：ノート整理

24
ケアマネジメントの過程を理解する①
24－１　支援計画作成演習⑴
24－２　ふりかえりとまとめ

配付資料によるグループ
演習

（高齢者または障害者の
事例をグループで選択）

予習：高齢者ケアマネジメント
の過程と、障害者の計画相談支
援についてまとめておく。
宿題：グループ活動によるプラ
ン作成。

25
ケアマネジメントの過程を理解する②
25－１　支援計画作成演習⑵
25－２　ふりかえりとまとめ

配付資料によるグループ
演習

宿題：グループ活動によるプラ
ンの完成。

26
支援計画プレゼンテーション
26－１　模擬カンファレンス体験
26－２　ふりかえりとまとめ

グループ演習
（カンファレンス形式に
よるグループで作成した
プランの検討）

予習：カンファレンスの意義と
目的をまとめておく。

27
サービス評価について理解する①
27－１　サービスの質を評価するしくみ
27－２　ふりかえりとまとめ

配付資料によるグループ
演習

予習：第三者委員制度、QC活
動等について調べておく。
復習：ノート整理
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

28
サービス評価について理解する②
28－１　福祉サービスの自己評価・第三者評価
28－２　ふりかえりとまとめ

配付資料によるグループ
演習

予習：事例課題に取り組む。
復習：ノート整理

29
相談援助演習Ⅲのまとめ①
29－１　ソーシャルワークとは何か
29－２　ふりかえりとまとめ

講義
グループ演習

30
相談援助演習Ⅲのまとめ②
30－１　実習及び演習での体験の振り返り
30－２　ふりかえりとまとめ

講義
グループ演習

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

下記により、総合的に評価する。
目標Ｂ・Ｊ・Ｋ・Ｌ：演習中の参加態度（自主的発言、意欲的取り組み、グループワークへの貢献、演習課題への取り

組み状況等）により評価　80％
目標Ｊ・Ｋ　　　　：レポート課題（GWや長期休暇中の宿題、予習課題等）の完成度と提出期限の遵守により評価

20％

教　科　書 参　考　書

書　名：ソーシャルワーク演習ケースブック
著者名：ソーシャルワーク研究教材開発研究会・編集
発行所：㈱みらい
価　格：2,200円（税別）

書　名：ソーシャルワーク演習のための88事例
　　　　実践につなぐ理論と方法を学ぶ
著者名：田中英樹・中野伸彦・編集
発行所：中央法規出版
価　格：2,600円（税別）

書　名：社会福祉士シリーズ21　相談援助演習［第２版］
著者名：福祉臨床シリーズ編集委員会・編集
発行所：弘文堂
価　格：2,500円（税別）

その他補足事項

　ロールプレイングを含む演習は、参加・時間厳守・守秘義務を大切にしてこそ成立する授業である。
　遅刻や欠席は他の学生に多大な迷惑がかかるので、互いの学ぶ権利を尊重しあうことに十分留意されたい。
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授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　実習前には、実習の意義と目的及び方法、実習施設や
分野の理解、実習に向けての対人援助技術の再確認、実
習課題の設定と「実習計画書」の作成、実習の心構えと
諸注意を学ぶ。
　実習後には、「実習日誌」「実習全体のまとめ」をもとに
実習体験の振り返りと共有を行った後、実習反省会の開
催、「実習報告書」の作成及び実習報告集のまとめを行う。

A 知識
B 技術・技能

○ C 論理的思考力
D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力

○ G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力

○ I 積極的発言力及びプレゼンテーション力
○ J 多様性への理解力、応用力

K 課題対処力
L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

①　相談援助実習の意義について理解する。 目標 Ｊ
②　相談援助実習に係る個別指導並びに集団指導を通して、相談援助に係る知

識と技術について具体的かつ実際的に理解し、実践的な技術等を体得する。 目標 Ｃ・Ｇ・Ｉ

③　社会福祉士として求められる資質、技能、倫理等への理解を深め、自己に
求められる課題を把握して、実習に臨むことができるようになる。 目標 Ｃ・Ｇ・Ｉ・Ｊ

④　具体的な実習体験や援助活動を、専門的技術として概念化・理論化し、体
系立てていくことができる。 目標 Ｇ・Ｉ・Ｊ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 相談援助実習指導
授業形態・単位数 演習・３単位

開 講 年 次 ３・４年次

担 当 教 員
職名：教授

氏名：遠
えん

　藤
どう

　寿
とし

　海
み

開 講 期 通年

授 業 回 数 45回

期末試験の有無 無

授業に関する主な実務経験と期間 特別養護老人ホーム　介護職員（平成11年９月〜平成13年４月）

社会貢献としての委員会・職　等
福島市地域包括支援センター運営協議会　委員
福島市地域生活支援協議会　会長
福島市社会保障審議会　副会長

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

筑波大学大学院人間総合科学研究科　ヒューマンケア科学修士
介護福祉士
日本老年社会学会、日本老年行動科学会

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
社会福祉士 専門教育科目 必修
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 45時間

オフィスアワー・メールアドレス等 オフィスアワーについては、初回授業時に設営します。
E-mail：endo.toshimi　fukushima-college.ac.jp
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１

オリエンテーション
社会福祉士の役割と実習の目標と内容
実習全中後の流れ（全体像）と指導体制
他の科目との関連説明
実習契約構造の説明と実習の意義、実習生の権利

配付資料
教科書「相談援助実習の手
引き」

予習：実習への動機と抱負整理
復習：実習先に関する資料収集

２
実習先の理解
実習の意義と目的　実習プログラム例
実習課題

教科書 予習：実習機関分析の下書き
復習：実習課題の整理

３
人とかかわるとは
自己覚知ワーク①
　自己コンピテンスアセスメントシートの記入

教科書
自己コンピテンスアセスメ
ントシート

予習：課題レポート作成
復習：課題レポートの修正

４ 日本社会福祉士会の倫理綱領
社会福祉士の行動規範 教科書

予習：倫理綱領・行動規範の
一読
復習：授業の整理

５ 実習受け入れ施設・機関の理解①
機関分析（法的根拠・保健医療福祉制度）

配付資料
グループ学習

予習：実習先の情報収集
復習：授業の整理

６ 事前訪問の意義と事前準備
「実習生プロフィール」の作成方法 教科書

予習：実習先の情報整理
復習：生活教養の復習、電話の
かけ方の確認

７ 実習受け入れ施設・機関の理解②
機関分析（業務の整理）

配付資料
グループ学習

予習：実習先の概要整理
復習：授業の整理

８ 実習受け入れ施設・機関の理解③
機関分析（利用者の理解）

配付資料
グループ学習

予習：学習成果発表会発表内容
の企画・整理

９ 実習受け入れ施設・機関の理解④
機関分析（実習先の地域性・地域特性・社会資源）

配付資料
グループ学習 予習：社会資源を調べる

10 レジュメ「実習分野と施設・機関の理解」の作成
誓約書・健康診断書・細菌検査（検便）について

教科書
グループ学習

予習：「実習生プロフィール」
の作成
復習：学習成果発表会準備

11 「実習分野と施設・機関の理解」の完成
「実習生プロフィール」（下書き）の提出 グループ学習 予習：学習成果発表会準備

12 実習分野別の学修成果発表会
テーマ「実習分野と施設・機関の理解」 グループ発表 予習・復習：学習成果発表会の

整理

13
誓約書・実習生プロフィールの提出

「実習計画書」の書き方①
実習テーマ・課題の視点と立案の仕方

教科書
配付資料

予習：実習先地域の歴史や現状
を調べる
復習：実習テーマの決定

14 「実習計画書」の書き方②
実習目標と課題の明確化

教科書
配付資料

予習：実習課題の探求
復習：目標と課題の整理

15 「実習計画書」（案）の確認① 個別指導 予習：「実習計画書」の下書き
復習：「実習計画書」の修正

16
「実習計画書」（案）の確認②
実習施設・機関の社会的役割と今後の課題等、グ
ループまとめ

個別指導
グループ学習

予習・復習：「実習計画書」の
修正
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

17 事前訪問予約等の確認
「実習計画書」（案）の確認③

教科書
個別指導 復習：事前訪問の連絡調整

18
実習中に学ぶグループ課題テーマの設定

（実習反省会に向けて）
「実習計画書」（案）の確認④

グループ学習
個別指導

復習：グループ課題の資料収集、
整理

19
「実習計画書」の提出
実習指導担当者から助言・指導があった内容につ
いて修正し、提出

予習・復習：実習計画書の修正

20 「実習計画書」の発表会 個別発表
グループディスカッション

復習：他者の実習課題を確認し、
自己の新たな課題の発見

21
直前ガイダンス①

実習開始にあたっての注意事項、確認事項
実習中の記録の種類と書き方

教科書 予習：教科書の「実際編」の
熟読

22 直前ガイダンス②
マナーの振り返り

グループ学習
ロールプレイ 復習：自己のマナーの再確認

23 「実習日誌」の書き方指導①
記録の意義と作成方法

教科書
グループ学習

復習・課題：「今日の出来事」
を実習日誌スタイルで作成

24 「実習日誌」の書き方指導②
記録の実際（「実習日誌」の良い例、悪い例） 配付資料

25
課題提出：「今日の出来事」実習日誌　添削指導
自己覚知ワーク②
　自己コンピテンスアセスメントシートの再記入

グループ学習
個別指導
自己コンピテンスアセスメ
ントシートの作成

予習：シート記載内容の達成状
況整理

26

実習直前準備①
実習施設・機関等との実習計画書最終調整
実習終了時の諸注意・お礼状の書き方
実習自己評価表の書き方
帰校日指導日程調整

教科書
グループ学習 予習：教科書の該当部分の一読

27

実習直前準備②
準備物の自己・他者チェック
巡回指導教員との事前打合せ
ソーシャルワーク技術チェック面接の準備

教科書
グループ学習

復習：ソーシャルワーク技術
チェック面接事例の熟読

28 実習直前準備③
ソーシャルワーク技術チェック面接

VTR記録による自己のコ
ミュニケーションスタイル
等の確認

29 実習直前準備④
ソーシャルワーク技術チェック面接

VTR記録による自己のコ
ミュニケーションスタイル
等の確認

30
実習直前準備⑤

ソーシャルワーク技術チェック面接
配属実習（180時間以上）

VTR記録による自己のコ
ミュニケーションスタイル
等の確認
授業担当教員による講評
体調管理、時間厳守
日々の振り返りと実習日誌
の記録
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

31

実習の振り返り①
　実習を終えての報告
自己覚知ワーク
　自己コンピテンスアセスメントシートの記入

「実習自己評価表」の提出
「実習報告書」のフォーマット受領、提出方法・
提出期限の確認

個別指導
自己コンピテンスアセスメ
ントシート

予習：実習自己評価表の作成
復習：報告書等提出物の確認、

「実習報告書」（下書き）作成

32
実習の振り返り②
　実習体験の共有

プロセスレコードの作成、SWOT分析まとめ等
グループ学習　 予習・復習：体験した内容のま

とめと話し合った内容の整理

33 実習の振り返り③
　プロセスレコード、SWOT分析まとめの発表 グループ発表 予習：グループ課題のテーマに

沿った資料の収集・整理

34

実習の振り返り④
　実習評価に基づく個別指導
「実習報告書」（下書き）の個別指導

実習反省会の準備①
テーマと発表方法の決定、発表概要の整理

個別指導
グループ学習

予習・復習：「実習報告書」（下
書き）作成・修正

35

実習の振り返り⑤
「実習報告書」（下書き）の個別指導

実習反省会の準備②
発表内容の情報収集と添削指導

グループ学習
予習・復習：「実習反省会」配
付資料のまとめ、「実習報告書」

（下書き）修正

36
実習反省会の準備③

発表内容のまとめと添削指導
発表会用配付資料等の作成

グループ学習 予習・復習：「実習反省会」配
付資料、PPT資料作成

37
実習反省会の準備④

発表内容のまとめと添削指導
発表会用配付資料等の作成

グループ学習 予習・復習：「実習反省会」配
付資料、PPT資料作成

38 実習反省会の準備⑤
発表リハーサル

39
実習反省会の準備⑥

発表リハーサル
「実習報告書」の提出

40
～
42

「実習反省会」の実施
発表及び指導

グループ発表
実習指導担当者からの助言
後輩とのディスカッション

復習：他グループから学んだこ
とを整理

43 「実習反省会」の振り返り グループ学習 復習：後輩とのディスカッショ
ンのまとめ

44 「相談援助実習指導」の総合評価 個別指導

45
「相談援助実習指導」のまとめ
授業への参加態度、グループ学習への貢献等の自
己評価

グループディスカッション
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授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

　社会福祉士及び介護福祉士の養成を行う学校指定の規定により、相談援助実習指導の評価には、４／５以上の出席が
必要である。出席基準を満たすこと。また、学外施設・機関での実習指導であることから、遅刻厳禁。
　以下の観点から総合的に評価するが、詳細は初回授業時に説明する。
目標Ｃ　　：実習計画書及び実習日誌の記録状況：10％、実習報告書の内容及び提出期限の遵守：30％
目標Ｇ　　：授業時の参加態度：10％、提出課題の評価：20％
目標Ｉ・Ｊ：実習反省会：30％

教　科　書 参　考　書

書　名：「相談援助実習の手引き」
著者名：福島学院大学福祉学部福祉心理学科実習指導室

書　名：社会福祉士相談援助実習
著者名：日本社会福祉士養成校協会・監修
発行所：中央法規出版
価　格：2,600円（税別）
※その他の参考書籍等は、授業時間に提示する。

その他補足事項

　主体的で充分な事前学習があってはじめて意味のある実習ができ、事後学習によって社会福祉専門職を目指す上で価
値ある体験としての実習の意味が深まる。実習を行う上で中核となるものは、学生自らの学習による「実習課題の設定・
実習計画書の作成」である。実り多い実習にするためにも、自己研鑽に励んでほしい。また、事後学習での体験のまと
めは、自己省察を通した専門職としての価値と倫理を深めることにほかならず、自らの専門性をいかに向上させていく
かを問うものとなる。
　実習に当たっては、不安や心配もあると思われる。些細なことであっても、早めに実習指導担当教員に相談して解決
し、実習に臨んでほしい。また、実習前・実習後に、個別面談指導を実施するので、相談内容等の要点をまとめ、限ら
れた時間を有効に活用してほしい。
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授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　社会福祉士の国家試験受験資格取得のために履修が義
務付けられている配属実習（180時間以上）である。社会
福祉が実践されている現場において、援助の対象者にど
のように社会福祉の専門知識や専門技術をもって向き合
い、課題解決を図るのか、また、社会資源がいかに活用
されているか等を学んでいく。
　これまでに学んだ社会福祉援助に関する価値と倫理、
専門知識、専門技術について、実習体験を通して主体的
に学び、社会福祉専門職に求められる基本的な態度を育
成することを目指す。

○ A 知識
○ B 技術・技能
○ C 論理的思考力

D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力
G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力
I 積極的発言力及びプレゼンテーション力
J 多様性への理解力、応用力
K 課題対処力

○ L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

①　社会福祉専門職（社会福祉士）として仕事をするうえで必要な「専門知識」「専
門的援助技術」及び「関連知識」の理解を深め、対象者と向き合うことができる。 目標 Ａ・Ｂ・Ｌ

②　社会福祉援助に必要な資質・能力・技術を習得する。 目標 Ｂ
③　職業倫理を身につけ、福祉専門職としての行動ができるようになる。 目標 Ｂ
④　自らの体験や活動を概念化、理論化、体系化していく力を養う。 目標 Ｃ
⑤　関連分野との連携のあり方と内容を理解する。 目標 Ａ・Ｂ
⑥　支援計画の作成等を通して、本人・地域住民が主体となる支援の流れを理

解する。 目標 Ｂ・Ｃ・Ｌ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 相談援助実習
授業形態・単位数 実習・４単位

開 講 年 次 ３・４年次

担 当 教 員
職名：教授

氏名：遠
えん

　藤
どう

　寿
とし

　海
み

開 講 期 時間割外

授 業 回 数 実習180時間以上

期末試験の有無 無

授業に関する主な実務経験と期間 特別養護老人ホーム　介護職員（平成11年９月〜平成13年４月）

社会貢献としての委員会・職　等
福島市地域包括支援センター運営協議会　委員
福島市地域生活支援協議会　会長
福島市社会保障審議会　副会長

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

筑波大学大学院人間総合科学研究科　ヒューマンケア科学修士
介護福祉士
日本老年社会学会、日本老年行動科学会

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
社会福祉士 専門教育科目 必修
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 ―

オフィスアワー・メールアドレス等 オフィスアワーについては、相談援助実習指導の時間に説明します。
E-mail：endo.toshimi　fukushima-college.ac.jp
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

相談援助実習（180時間以上）
◦実習時間の構成は、一日８時間、週１回以上の休日をはさみ、４週間以上で、実日数23日以上となる。実習先によっ

ては、その間に宿泊業務、休日出勤を含む場合がある。
◦実習の内容については、実習先の分野や、施設・機関・団体等によって異なるので、留意されたい。
◦実習期間中は、配属実習先の実習指導者の指示に従い、現場の業務の流れや利用者の生活状況、援助者の役割や社会

福祉援助のあり方等の理解に努める。
◦巡回指導教員による巡回指導を実施する。必要に応じて、実習指導者、実習指導教員、実習生の三者で相談の上、実

習計画の再検討を図る場合もある。

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

　実習指導者による実習生の実習態度や実習課題の達成状況等の評価に基づく。
　「実習評価表」による評価を基準とし、巡回指導時に話し合った実習指導者からの評価を参酌して、相談援助実習指
導担当教員が本科目について成績評価を行う。

教　科　書 参　考　書

書　名：相談援助実習の手引き
著者名：福島学院大学福祉学部福祉心理学科実習指導室

書　名：社会福祉士相談援助実習
著者名：日本社会福祉士養成校協会・監修
発行所：中央法規出版
価　格：2,600円（税別）

その他補足事項

＊実習における留意点
　１）実習先の利用者やその関係者等と円滑な人間関係を形成するよう努めること。
　２）利用者を理解し、そのニーズを把握すること。
　３）利用者やその関係者等と援助関係を形成する能力を強めること。
　４）利用者やその関係者の課題解決能力を高める援助について学ぶこと。
　５）社会福祉専門職としての職業倫理や、就業に関する規程を学び、組織の一員として働くことの意味を理解する 

こと。
　６）実習先で行われている地域（コミュニティ）への働きかけを学ぶこと。
　７）社会福祉専門職としてのあるべき姿と必要な能力を実際に学び、自分自身を客観的にみつめて自己覚知を深める

とともに、社会福祉援助業務を職業とすることへの理解を深めること。
　８）実習課題を常に意識し、社会福祉士の福祉実践を主体的に学ぶこと。

＊実習費として、１日1,000円程度を徴収する。詳細は、相談援助実習指導の授業で説明する。

＊施設によっては、事前に健康診断及び細菌検査等が必要である（対象学生のみ実費徴収）。実習先からの指示に従って、
実習指導室を通して検査等を行い、診断結果を提出すること。

＊実習前に実習先を訪問し（事前訪問）、実習先への挨拶、自己紹介、実習計画書の提出等を行う。
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１ 精神保健の概要、意義と課題 資料、レジュメ
次週予定のテキストｐ.１〜
ｐ.16予習
当日レクチャーの復習

２
小児心身症、遺尿・夜尿・遺糞症、夜驚症、分離不安

（乳幼児期における精神保健）
資料、レジュメ

次週予定のテキストｐ.17〜
ｐ.24予習
当日レクチャーの復習

授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　各ライフサイクルにおける精神保健と家庭・学校・職場・
地域における精神保健について学ぶ。

○ A 知識
B 技術・技能

○ C 論理的思考力
D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力
G 協働能力

○ H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力
I 積極的発言力及びプレゼンテーション力
J 多様性への理解力、応用力
K 課題対処力

○ L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

精神保健の基礎知識について理解する。 目標 Ａ・Ｃ・Ｈ・Ｌ
各ライフサイクルにおける精神保健について理解する。 目標 Ａ・Ｃ・Ｈ・Ｌ
精神保健における個別課題への取り組みと実験を理解する。 目標 Ａ・Ｃ・Ｈ・Ｌ
地域精神保健と地域保健について理解する。 目標 Ａ・Ｃ・Ｈ・Ｌ
諸外国における精神保健の概要について理解する。 目標 Ａ・Ｃ・Ｈ・Ｌ
関連法規および施策について理解する。 目標 Ａ・Ｃ・Ｈ・Ｌ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 精 神 保 健 学
授業形態・単位数 講義・４単位

開 講 年 次 １年次

担 当 教 員
職名：教授

氏名：星
ほし

　野
の

　仁
よし

　彦
ひこ

開 講 期 通年

授 業 回 数 30回

期末試験の有無 有

授業に関する主な実務経験と期間 精神科専門医として46年間の経験

社会貢献としての委員会・職　等 福島市を含む県北地区の学校精神科医

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等 精神保健指定医、精神科専門医、日本精神神経学会会員

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
精神保健福祉士 専門教育科目 必修
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 120時間
オフィスアワー・メールアドレス等 オフィスアワーについては初回授業時に説明します。
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

３ いじめ、チック・抜毛癖などの習癖異常、場面かん黙
（学童期における精神保健） 資料、レジュメ

次週予定のテキストｐ.24〜
ｐ.33予習
当日レクチャーの復習

４ 摂食障害（拒食症、過食症）、学校不適応の予防
（思春期における精神保健）

資料、レジュメ
ケーススタディ

次週予定のテキストｐ.33〜
ｐ.41予習
当日レクチャーの復習

５ 学生無気力、青い鳥症候群、思春期挫折症候群
（青年期における精神保健） 資料、レジュメ

次週予定のテキストｐ.41〜
ｐ.50予習
当日レクチャーの復習

６ うつ病、心身症の予防、適正飲酒
（成人期における精神保健）

資料、レジュメ
DVD視聴

次週予定のテキストｐ.50〜
ｐ.57予習
当日レクチャーの復習

７ 空の巣症候群、更年期障害、更年期うつ病
（更年期における精神保健） 資料、レジュメ

次週予定のテキストｐ.57〜
ｐ.61予習
当日レクチャーの復習

８ 認知症の予防、もの忘れと認知症の鑑別
（老年期における精神保健）

資料、レジュメ
ケーススタディ

次週予定のテキストｐ.61〜
ｐ.70予習
当日レクチャーの復習

９ マタニティ・ブルー、育児不安とストレス、産褥期う
つ病（妊娠中、産褥期の精神保健） 資料、レジュメ 配付資料で予習

当日レクチャーの復習

10 不登校の予防、非行・怠学の予防
（学校における精神保健）

資料、レジュメ
DVD視聴

次週予定のテキストｐ.191
〜ｐ.200予習
当日レクチャーの復習

11 燃え尽き症候群、仕事中毒・過労死の予防
（職場における精神保健） 資料、レジュメ

次週予定のテキストｐ.200
〜ｐ.211予習
当日レクチャーの復習

12 健康な家庭のあり方、アダルトチルドレンと共依存
（家庭における精神保健） 資料、レジュメ

次週予定のテキストｐ.181
〜ｐ.190予習
当日レクチャーの復習

13 ガン患者のメンタルケア、死に至る患者のメンタルケア
（ターミナルケアと精神保健） 資料、レジュメ

次週予定のテキストｐ.164
〜ｐ.180予習
当日レクチャーの復習

14 ひきこもりの予防と対策、現代の社会病理
（地域における精神保健）

資料、レジュメ
ケーススタディ

次週予定のテキストｐ.211
〜ｐ.223予習
当日レクチャーの復習

15 DV（夫婦間暴力）の予防、単身赴任、離婚・別居の夫
婦療法（夫婦関係の精神保健）

資料、レジュメ
DVの対策と予防（30分）

次週予定のテキストｐ.52〜
ｐ.53予習
当日レクチャーの復習

期末
試験 前期末試験

16 児童虐待の予防、健全なしつけ方（親子関係の精神保健） 資料、レジュメ
次週予定のテキストｐ.188
〜ｐ.190予習
当日レクチャーの復習

17 性非行の予防、売春対策、セックス依存、異常性愛
（性に関する精神保健） 資料、レジュメ

次週予定のテキストｐ.47〜
ｐ.48予習
当日レクチャーの復習
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

18 月経前不機嫌（PMS）、妊娠中絶、不妊症、レイプ・ト
ラウマ、うつ病が女性に多い理由（女性の精神保健） 資料、レジュメ

次週予定のテキストｐ.47〜
ｐ.48予習
当日レクチャーの復習

19 外国人花嫁、パリ症候群、外国人労働者のメンタルヘ
ルス（外国人の精神保健） 資料、レジュメ 配付資料で予習

当日レクチャーの復習

20 教師のメンタルヘルス、校内暴力・学級崩壊の予防、様々
な学校病理（教師の精神保健） 資料、レジュメ

次週予定のテキストｐ.199
〜ｐ.200予習
当日レクチャーの復習

21 アルコール乱用・依存の予防と対策
（アルコールと精神保健）

資料、レジュメ
DVD視聴、ケーススタ
ディ

次週予定のテキストｐ.92〜
ｐ.109予習
当日レクチャーの復習

22 老人虐待の予防、呆け老人をもつ家族の会
（介護者の精神保健） 資料、レジュメ

次週予定のテキストｐ.82〜
ｐ.92予習
当日レクチャーの復習

23 過度のダイエットの危険性、イメージトレーニング
（スポーツ選手の精神保健） 資料、レジュメ 配付資料で予習

当日レクチャーの復習

24 自殺の危険因子と予防因子、いのちの電話、集団（群発）
自殺

資料、レジュメ
ケーススタディ

次週予定のテキストｐ.282、
ｐ.311予習
当日レクチャーの復習

25 心身症、自律神経失調症、ガン・心臓病になりやすい
性格（リエゾン精神保健）

資料、レジュメ
心身症とは何か（30分）

配付資料で予習
当日レクチャーの復習

26 各種の自助グループ
（アルコール、薬物・過食・ギャンブル依存） 資料、レジュメ

次週予定のテキストｐ.281
予習
当日レクチャーの復習

27 精神保健施策の概要
精神保健における関係法規
精神保健における関係施策
諸外国における精神保健

資料、レジュメ
次週予定のテキストｐ.225
〜ｐ.276予習
当日レクチャーの復習

28

29

30 精神保健福祉法とその関連性 資料、レジュメ
次週予定のテキストｐ.260
〜ｐ.276予習
当日レクチャーの復習

期末
試験 後期末試験（上記１〜30の内容）

期末試験の講評

　期末試験終了後、希望者には期末試験の講評について、オフィスアワー等を通じて説明します。

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

目標Ａ・Ｃ・Ｈ・Ｌ：毎回の豆テスト40％、期末試験60％による。詳しくは初回時に説明する。

教　科　書

書　名：精神保健の課題と支援　第６版
著者名：精神保健福祉士養成セミナー編集委員会
発行所：へるす出版
価　格：2,800円（税別）
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授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　「精神障害者の生活支援システム」との関連性を考慮し
ながら、次の内容を中心に学びます。
①　精神障害者の相談援助活動と精神保健福祉法との関

わりについて学びます。
②　精神障害者の支援に関連する制度、福祉サービス等

について学びます。
③　更生保護制度と医療観察法について学びます。
④　社会調査の概要と活用について基礎的な知識を学び

ます。

○ A 知識
B 技術・技能

○ C 論理的思考力
D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力
G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力
I 積極的発言力及びプレゼンテーション力
J 多様性への理解力、応用力

○ K 課題対処力
L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

①　精神保健福祉法に至る法改正の変遷を理解し、人権擁護に関する手続きや
現行法の問題点について述べることができる。 目標 Ａ・Ｋ

②　精神障害者が置かれてきた歴史的背景の理解を深め、精神保健福祉士に求
められる役割を説明することができる。 目標 Ａ・Ｃ・Ｋ

③　障害者総合支援法に至る法改正と障害福祉サービスの具体的内容を述べる
ことができる。 目標 Ａ・Ｃ

④　更生保護制度と医療観察法における関係機関との連携を自分の視点で論じ
ることができる。 目標 Ａ・Ｃ

⑤　精神保健福祉士にとっての社会調査の意義と目的を説明することができる。 目標 Ａ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 精神保健福祉に関する制度と
サービス

授業形態・単位数 講義・４単位

開 講 年 次 ２年次

担 当 教 員
職名：講師

氏名：北
きた

　本
もと

　明
あ

日
す

香
か

開 講 期 通年

授 業 回 数 30回

期末試験の有無 有

授業に関する主な実務経験と期間 特定医療法人北勢会北勢病院（平成10年４月〜平成14年12月）
西山クリニック（平成15年１月〜平成21年３月）

社会貢献としての委員会・職　等 社会福祉法人桑名みどり福祉会理事（平成25年〜現在）

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

同朋大学大学院人間福祉研究科人間福祉専攻修士課程修了、修士（人間福祉）
社会福祉士、精神保健福祉士
日本社会福祉学会、日本更生保護学会

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
精神保健福祉士 専門教育科目 必修
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 120時間

オフィスアワー・メールアドレス等 オフィスアワーについては初回授業時に説明します。
E-mail：kitamoto.asuka　fukushima-college.ac.jp
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１
オリエンテーション
授業の概要の紹介
評価方法、授業の進め方の留意点

シラバスを使用し、授業の
進め方等を説明します。
教科書補足資料
教科書

２ 社会福祉と精神保健福祉

予習のテーマ内容を授業導
入に活用します。
教科書補足資料
教科書

予習のテーマ：「精神障
害のイメージ」400字

３ 精神保健福祉法成立までの経緯と歴史
精神病者監護法

教科書補足資料
教科書

教科書ｐ１〜８を事前に
読む

４ 精神病院法と精神衛生法 教科書補足資料
教科書 教科書ｐ９を事前に読む

５ 精神保健法⑴

テーマについてペアワーク
を行います。
教科書補足資料
教科書

教科書ｐ10を事前に読む

６ 精神保健法⑵ 教科書補足資料
教科書 教科書ｐ11を事前に読む

７ 精神保健福祉法⑴

DVD視聴（30分）「精神障
害者の戦後―病院か地域
か ―」（映像利用）
教科書補足資料
教科書

教科書ｐ16〜20を事前に
読む
復習：感想文の作成

８ 精神保健福祉法⑵

予習のテーマ内容を授業導
入に活用します。
教科書補足資料
教科書

予習のテーマ：「精神科
医療の権利擁護につい
て」400字

９ 精神保健福祉法⑶

教科書補足資料
教科書
DVD視聴（30分）「大阪の
精神科病棟への訪問活動よ
り」（映像利用）

教科書ｐ21〜29を事前に
読む

10 精神保健福祉士の役割
ワールドカフェにて、精神
保健福祉士の役割について
ディスカッションを行います。

教科書ｐ30〜33を事前に
読む

11 精神障害者福祉制度の概要と福祉サービス
障害者基本法と精神障害者施策

教科書
補足資料教科書　

教科書ｐ38〜41を事前に
読む

12 障害者総合支援法における精神障害者の福祉サービス⑴

教科書補足資料
教科書
DVD視聴（30分）「障害者
はどう生きてきたか」（映
像利用）

教科書ｐ43〜49を事前に
読む

13 障害者総合支援法における精神障害者の福祉サービス⑵ 教科書補足資料
教科書　

教科書ｐ52〜58を事前に
読む

14 精神障害者を対象とした福祉施策・事業 教科書補足資料
教科書　

教科書ｐ60〜73を事前に
読む
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

15 前期のまとめ
前期の復習

教科書既修内容ポイント
を再確認

期末
試験 レポート

16 精神障害者に関連する社会保障制度の概要
医療保険制度

教科書補足資料
教科書　

教科書ｐ76〜85を事前に
読む

17 介護保険制度・経済的支援に関する制度 教科書補足資料
教科書　

教科書ｐ86〜96を事前に
読む

18
相談援助にかかわる組織、団体、関係機関および専門職
や地域の支援者
行政組織と民間組織

教科書補足資料
教科書　

教科書ｐ104〜121を事前
に読む

19 専門職の役割 教科書補足資料
教科書　

教科書ｐ122〜132を事前
に読む

20 更生保護制度の概要と精神保健福祉との関係
刑事司法と更生保護

予習のテーマ内容を授業導
入に活用します。
教科書補足資料
教科書

予習のテーマ：「罪を犯
した人に対する支援につ
いて」400字

21 保護観察所と更生保護の担い手

教科書補足資料
教科書
DVD視聴（30分）「保護観
察官の役割」（映像利用）

教科書ｐ134〜146を事前
に読む

22 司法・医療・福祉の連携 教科書補足資料
教科書　

教科書ｐ146〜159を事前
に読む

23 医療観察法の概要と実際
審判と精神保健参与員

教科書補足資料
教科書　

教科書ｐ162〜169を事前
に読む

24 指定入院機関における処遇

予習のテーマ内容を授業導
入に活用します。
教科書補足資料
教科書

予習のテーマ：「社会復
帰調整官の役割につい
て」400字

25 地域処遇と社会復帰調整官⑴
教科書補足資料
教科書
ゲスト講師招聘

教科書ｐ169〜180を事前
に読む
復習：感想文を作成する

26 地域処遇と社会復帰調整官⑵ 教科書補足資料
教科書　

教科書ｐ180〜196を事前
に読む

27 社会資源の調整・開発にかかわる社会調査
意義と目的

教科書補足資料
教科書　

教科書ｐ198〜200を事前
に読む

28 量的調査法と質的調査法 教科書補足資料
教科書　

教科書ｐ201〜216を事前
に読む

29 今後の制度の動向と精神保健福祉士 教科書補足資料
教科書　

教科書ｐ218〜223を事前
に読む

30 後期のまとめ
後期の復習

教科書補足資料
教科書　

教科書既修内容ポイント
を再確認

期末
試験 後期末筆記試験
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期末試験の講評

　期末試験終了後、希望者には期末試験の講評について、オフィスアワー等を通じて説明します。

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

目標Ａ・Ｃ・Ｋ：レポート（50％）
　　　　　　　　前期末にレポートを行います。レポート課題は授業内容に沿って設定します。
目標Ａ・Ｃ　　：筆記試験（50％）
　　　　　　　　後期末に記述方式のテストを実施します。
＊ただし、最終的な成績評価は、課題の提出状況や授業の積極的な参加等、総合的に評価します。詳しくは、第１回目

の授業時に説明します。　

教　科　書

書　名：精神保健福祉に関する制度とサービス
著者名：古屋龍太編
発行所：弘文堂
価　格：2,700円（税別）

その他補足事項

　授業内容の理解度を確認するため５回～６回、小テストを実施します。授業内で答え合わせを行い、理解不足の個所
を各自確認する資料とします。
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授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　ソーシャルワークの原点である社会と人間の相互関係
から対象者（精神障害者）の理解を含め、精神障害者を
一人の生活者として捉える視点を涵養する。
　精神障害者の生活実態や人としての権利が侵害されて
きた状況と精神保健福祉士の立ち位置と活動、精神障害
者への退院・地域移行促進と地域生活支援の条件、居住
支援・就労支援制度を活用した相談援助や生活支援活動、
地域生活支援システムとしてのピア活動や各関係機関や
行政機関の役割と機能、そしてそれらがつながって支え
合う意味、災害支援や現代社会における精神障害者も含
めた人々のよりよい生活に向けての取組など、生活支援
についてみてゆく。

○ A 知識
○ B 技術・技能

C 論理的思考力
D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力
G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力
I 積極的発言力及びプレゼンテーション力

○ J 多様性への理解力、応用力
K 課題対処力
L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

精神障害者の生活支援に向き合う精神保健福祉士の原点と視点を理解する。 目標 Ａ・Ｊ
精神障害者の生活実態や人としての権利が侵害されてきた状況と精神保健福祉
士の立ち位置と活動について説明できる。 目標 Ｊ

居住支援、就労支援制度とそれを活用した相談援助や生活支援活動につい説明
できる。 目標 Ａ・Ｊ

地域生活支援システムとしてピア（当事者）活動をはじめ、各関係機関の役割・
機能とソーシャルサポートネットワークについて学ぶ。 目標 Ｂ・Ｊ

精神保健福祉士としての現代社会における問題意識と精神障害者の生活支援に
ついて学ぶ。 目標 Ａ・Ｊ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 精神障害者の生活支援システム
授業形態・単位数 講義・２単位

開 講 年 次 ２年次

担 当 教 員
職名：教授

氏名：藤
ふじ

　原
わら

　正
まさ

　子
こ

開 講 期 前期

授 業 回 数 15回

期末試験の有無 有

授業に関する主な実務経験と期間
英国王立盲学校重複障害者生活自立支援施設・英国コヴェントリー市社会福
祉局危機介入チーム・障害者洛南共同作業所・福島県精神保健福祉センター、
上田保健所等（18年６ヶ月）

社会貢献としての委員会・職　等 福島県精神保健福祉士会理事

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

同志社大学文学研究科社会福祉学専攻修士課程　文学修士
英国マンチェスター大学医学部精神科精神医学ソーシャルワークディプロマ
課程修了　Diploma in PSW
精神保健福祉士、英国hcpc登録ソーシャルワーカー
日本精神保健福祉学会、日本精神障害者リハビリテーション学会他

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
精神保健福祉士 専門教育科目 必修
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 60時間

オフィスアワー・メールアドレス等 オフィスアワーについては初回授業時に説明します。
E-mail：fujiwara.masako　fukushima-college.ac.jp
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１ オリエンテーション
精神障害とは① 画集『心像の世界』 精神障がいに関する記事

を調べる

２ 精神障害とは② ビデオ『名医にＱ　統合
失調症』20分

精神障がいについてまと
める

３ 生活のしづらさ①
生活支援とは

ビデオ『幻聴から幻聴さ
んへ』37分

生活のしづらさについて
まとめる

４ 生活のしづらさ②
精神障害者と社会

アクティビティ　動いて
選択

社会的入院についてまと
める

５ 生活者としての精神障害者
精神障害者の生活実態

ビデオ『藤原さんの事例』
30分 事例の感想文作成

６ 社会的入院者の退院促進・地域移行の条件 ビデオ『精神科病院から
地域へ』30分

地域移行の条件を各自考
える

７ 精神障害者のピアサポート テキスト
pp.149－156 感想文作成

８ 精神障害者と家族 テキスト
pp.156－161 テキストを読んでくる

９ 精神障害者の生活と人権 テキスト
pp.53－77 テキストを読んでくる

10 精神障害者の居住支援① テキスト
pp.79－109 テキストを読んでくる

11 精神障害者の居住支援② ゲストスピーカー招聘 感想文作成

12 精神障害者の就労支援 テキスト
pp.111－140 テキストを読んでくる

13 地域社会における生活支援システム テキスト
pp.141－148、 161－170 テキストを読んでくる

14 行政における相談援助 テキスト
pp.170－217 テキストを読んでくる

15 ごくあたり前の生活をめざして テキスト
pp.219－236 テキストを読んでくる

期末
試験 前期末筆記試験

期末試験の講評

　期末試験終了後、希望者には期末試験の講評について、オフィスアワー等を通じて説明します。

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

目標Ａ・Ｂ　　：期末試験60％
目標Ａ・Ｂ・Ｊ：授業時の課題の取組と消化度・提出レポート内容40％により評価します。
シラバスの「成績評価への補足的対応措置」を読んでおいて下さい。詳しくは第１回目の授業に説明します。

教　科　書 参　考　書

書　名：精神障害者の生活支援システム第３版
著者名：上野容子・宮﨑まさ江編
発行所：弘文堂
価　格：2,700円（税別）

書　名：精神保健医療福祉白書2018／2019年版
著者名：精神保健福祉白書編集委員会
発行所：中央法規
価　格：2,520円（税別）

その他補足事項

　授業の進捗程度・等により、授業内容を変更する場合があります。
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１ オリエンテーション
グループの力 グループ活動 感想文作成

授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　精神保健福祉士が行う相談援助の基盤について学ぶ。す
なわち、精神保健福祉士の役割と意義、相談援助（ソーシャ
ルワーク）の定義と理念、相談援助の形成過程についての
理解を深める。精神保健福祉相談援助場面を擬似体験する
ことを通して相談援助活動について理解を深める。

○ A 知識
○ B 技術・技能

C 論理的思考力
D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力
G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力
I 積極的発言力及びプレゼンテーション力
J 多様性への理解力、応用力

○ K 課題対処力
L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

精神保健福祉士の役割と意義について説明できる。 目標 Ａ・Ｂ
社会福祉士の役割と意義について理解する。 目標 Ａ・Ｂ
相談援助（ソーシャルワーク）の概念と範囲について理解する。 目標 Ａ
相談援助（ソーシャルワーク）の理念について説明できる。 目標 Ａ
相談援助（ソーシャルワーク）の形成過程について理解する。 目標 Ａ
精神保健福祉相談援助場面を擬似体験することを通して相談援助活動を体感する。 目標 Ｋ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 精神保健福祉相談援助の
基盤（基礎）

授業形態・単位数 講義・２単位

開 講 年 次 ２年次

担 当 教 員
職名：教授

氏名：藤
ふじ

　原
わら

　正
まさ

　子
こ

開 講 期 前期

授 業 回 数 15回

期末試験の有無 有

授業に関する主な実務経験と期間

英国王立盲学校重複障害者生活自立支援施設・英国コヴェントリー市社会福
祉局危機介入チーム・障害者洛南共同作業所・葵橋ファミリークリニック・
京都市児童福祉センター総合療育部・福島県精神保健福祉センター、上田保
健所等（18年６ヶ月）

社会貢献としての委員会・職　等 福島県精神保健福祉士会理事

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

同志社大学文学研究科社会福祉学専攻修士課程　文学修士
英国マンチェスター大学医学部精神科精神医学ソーシャルワークディプロマ
課程修了　Diploma in PSW
精神保健福祉士、英国hcpc登録ソーシャルワーカー
日本精神保健福祉学会、日本精神障害者リハビリテーション学会他

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
精神保健福祉士 専門教育科目 必修
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 60時間

オフィスアワー・メールアドレス等 オフィスアワーについては初回授業時に説明します。
E-mail：fujiwara.masako　fukushima-college.ac.jp
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

２ ピアカウンセリング①　「ほめる」 W-upグルーピング、グ
ループ活動 感想文作成

３ ピアカウンセリング②　「ほめる」 グループ演習 小テスト

４ ソーシャルワークの価値 かちかち山　日本精神保
健福祉士協会倫理綱領 感想文作成

５ 精神保健福祉士の役割と意義 テキストpp.１－13
精神保健福祉士法 教科書を読んでくる

６ 社会福祉士の役割と意義　精神保健福祉士と社会福祉士　 ゲストスピーカー招聘 教科書を読んでくる
pp.14－18

７ 現代社会と精神保健福祉士 テキスト
pp.19－34 教科書を読んでくる

８ SST①　SSTであるために グループ演習 感想文作成

９ SST②　「ほめる」 グループ演習 感想文作成

10 ソーシャルワークの定義
国際ソーシャルワーカー連盟の定義

テキスト
pp.35－43 教科書を読んでくる

11 ソーシャルワークの形成過程
ソーシャルワーク理論①

テキスト
pp.43－48
pp.77－86

教科書を読んでくる

12 ソーシャルワーク理論②
３方法の統合とジェネラリストソーシャルワーク

テキスト
pp.87－108 教科書を読んでくる

13 家族療法　思春期の事例 配付プリント 感想文作成

14
家族療法　スカルプティング
ソーシャルワークの構成要素としての価値・知識・技術
ソーシャルワークの理念① ― 人間尊重、社会正義

テキスト
pp.49－63 教科書を読んでくる

15 ソーシャルワークの理念② ― 利用者主体、尊厳の保持、権
利擁護、自立支援、社会的包摂、ノーマライゼーション

テキスト
pp.63－75 教科書を読んでくる

期末
試験 前期末筆記試験

期末試験の講評

　期末試験終了後、希望者には期末試験の講評について、オフィスアワー等を通じて説明します。

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

目標Ａ・Ｂ　　：期末試験60％
目標Ａ・Ｂ・Ｋ：授業時の発言等の参加態度・課題の取組みと消化度・提出レポート内容40％により評価する。
シラバスの「成績評価への補足的対応措置」を読んでおいて下さい。詳しくは第１回目の授業に説明する。

教　科　書 参　考　書

書　名：精神保健福祉相談援助の基盤［基礎］［専門］
著者名：精神保健福祉士養成セミナー編集委員会
発行所：へるす出版
価　格：2,900円（税別）

書　名：事例で理解する相談援助のキーワード
著者名：八木亜紀子編著他
発行所：中央法規
価　格：2,200円（税別）

その他補足事項

　授業の進捗程度・等により、授業内容を変更する場合があります。
　参加・時間厳守・守秘を大切にしてこそ成立する授業のため全回出席を前提とします。やむを得ない場合でも２／３
以上の出席が最低限必要です。グループ課題を含む授業での遅刻や欠席は他の学生に多大な迷惑がかかるので、互いの
学ぶ権利を尊重し合うようにくれぐれも留意してください。
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１
オリエンテーション
授業の概要の紹介
評価方法、授業の進め方の留意点

シラバスを使用し、授業
の進め方等を説明します。
教科書
教科書補足資料

授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　「精神保健福祉相談援助の基盤（基礎）」との関連性を
考慮しながら、次の内容を中心に講義する。
①　精神保健福祉士が行う相談援助の対象と相談援助の

概要について理解する。
②　精神障害者の相談援助に係る専門職の概念と範囲に

ついて理解する。
③　精神障害者の相談援助における権利擁護の意義と範

囲について理解する。
④　精神保健福祉活動における総合的かつ包括的な援助

と多職種連携の意義と内容について理解する。

○ A 知識
○ B 技術・技能
○ C 論理的思考力

D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力
G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力
I 積極的発言力及びプレゼンテーション力
J 多様性への理解力、応用力
K 課題対処力
L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

精神保健福祉領域におけるソーシャルワークの動向を理解し、精神保健福祉士
の役割を説明することができる。 目標 Ａ・Ｃ

チームアプローチと多職種連携について理解し、精神保健福祉士の専門性を述
べることができる。 目標 Ａ・Ｂ・Ｃ

メンタルヘルスに関する課題について理解し、精神保健福祉士の役割を論じる
ことができる。 目標 Ａ・Ｃ

精神障害者の権利擁護について理解し、その意義について説明することができる。 目標 Ａ・Ｃ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 精神保健福祉相談援助の
基盤（専門）

授業形態・単位数 講義・２単位

開 講 年 次 ２年次

担 当 教 員
職名：講師

氏名：北
きた

　本
もと

　明
あ

日
す

香
か

開 講 期 後期

授 業 回 数 15回

期末試験の有無 有

授業に関する主な実務経験と期間 特定医療法人北勢会北勢病院（平成10年４月〜平成14年12月）
西山クリニック（平成15年１月〜平成21年３月）

社会貢献としての委員会・職　等 社会福祉法人桑名みどり福祉会理事（平成25年〜現在）

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

同朋大学大学院人間福祉研究科人間福祉専攻修士課程修了、修士（人間福祉）
社会福祉士、精神保健福祉士
日本社会福祉学会、日本更生保護学会

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
精神保健福祉士 専門教育科目 必修
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 60時間

オフィスアワー・メールアドレス等 オフィスアワーについては初回授業時に説明します。
E-mail：kitamoto.asuka　fukushima-college.ac.jp
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

２ 協働作業としてのソーシャルワークの展開過程
インテーク・契約・アセスメント・支援計画・支援の実施

教科書
教科書補足資料

教科書ｐ108〜127を事前
に読む

３ 精神保健福祉領域におけるソーシャルワーカーの動向
導入期から拡大期

予習のテーマ内容を授業
導入に活用します。
教科書
教科書補足資料
DVD視聴（20分）「ソー
シャルワーカーの仕事」

（映像利用）

教科書ｐ129〜137を事前
に読む
予習のテーマ：「精神保
健福祉士の役割につい
て」400字

４ 精神保健福祉領域における多職種連携とソーシャルワーク
相談援助に係る専門職の概念と範囲

教科書
教科書補足資料

教科書ｐ139を事前に
読む

５ 医療機関における専門職
教科書
新聞記事等を使用しペア
ワークを行います。

教科書ｐ140〜144を事前
に読む

６ 福祉関連行政機関における専門職

教科書
教科書補足資料

「管理栄養士の仕事」DV
D視聴（映像利用）（40分）

教科書ｐ144〜148を事前
に読む

７ 民間福祉施設・組織における専門職

教科書
教科書補足資料

「介護福祉の仕事」DVD
視聴（映像利用）（40分）

教科書ｐ148〜151を事前
に読む

８ チームアプローチと多職種連携

予習のテーマ内容を授業
導入に活用します。
教科書
教科書補足資料

教科書ｐ152〜155を事前
に読む
予習のテーマ：「連携に
ついて」400字

９ 相談援助専門職の連携と協働
教科書
教科書補足資料
ゲスト講師招聘

教科書ｐ161〜165を事前
に読む
復習：感想文を作成する

10 精神障害者の相談援助における権利擁護
精神保健福祉士の生活支援

教科書
教科書補足資料

教科書ｐ165〜170を事前
に読む

11 精神障害者の人権擁護と精神保健福祉士の役割⑴

教科書
教科書補足資料

「PSWと呼ばれる日」D 
VD視聴（30分）（映像利
用）

教科書ｐ171〜173を事前
に読む

12 精神障害者の人権擁護と精神保健福祉士の役割⑵

予習のテーマ内容を授業
導入に活用します。
教科書
教科書補足資料

予習のテーマ：「権利擁
護について」400字

13 当事者を支える視点・アプローチ 教科書
教科書補足資料

教科書ｐ178を事前に
読む

14 ライフステージごとのメンタルヘルス課題と精神保健福祉
士の役割

教科書
教科書補足資料
不登校に関するDVD視聴

（映像利用）

教科書ｐ177〜192を事前
に読む
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

15 後期のまとめ
後期の復習

教科書
教科書補足資料

教科書既修内容ポイント
を再確認

期末
試験 後期末筆記試験

期末試験の講評

　期末試験終了後、希望者には期末試験の講評について、オフィスアワー等を通じて説明します。

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

目標Ａ・Ｂ・Ｃ：レポート（50％）
　　　　　　　　レポート課題は授業内容に沿って設定します。
目標Ａ・Ｃ　　：筆記試験（50％）
　　　　　　　　後期末に記述方式のテストを実施します。
＊ただし、最終的な成績評価は、課題の提出状況や授業の積極的な参加等、総合的に評価します。詳しくは、第１回目

の授業時に説明します。

教　科　書

書　名：精神保健福祉相談援助の基盤［基礎］［専門］
著者名：荒田寛　佐々木敏明　今井博康　他
発行所：へるす出版
価　格：2,900円（税別）

その他補足事項

　授業内容の理解度を確認するため２回～３回、小テストを実施します。授業内で答え合わせを行い、理解不足の個所
を各自確認する資料とします。
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１
オリエンテーション
授業の概要の紹介
評価方法、授業の進め方の留意点

シラバスを使用し、授業の進
め方等を説明します。
教科書
教科書補足資料

授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　「精神保健福祉の理論と相談援助の展開Ⅱ」との関連性
を考慮しながら、次の内容を中心に学びます。
①　精神障害者を対象とした相談援助技術（個別援助、

集団援助の過程と、相談援助に係る関連援助や精神障
害者と家族の調整及び家族支援を含む。）の展開につい
て学びます。

②　精神障害者の地域移行支援及び医療機関と地域の連
携に関する基本的な考え方と支援体制の実際について
学びます。

③　地域を基盤にした相談援助活動の意義と展開の理解
を深めます。

○ A 知識
○ B 技術・技能
○ C 論理的思考力

D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力
G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力
I 積極的発言力及びプレゼンテーション力
J 多様性への理解力、応用力
K 課題対処力
L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

①　精神保健医療福祉の歴史と動向を理解し、精神保健福祉士の専門性と倫理
を説明することができる。 目標 Ａ・Ｃ

②　相談援助活動のための面接技術とソーシャルワークの展開過程を述べるこ
とができる。 目標 Ａ・Ｂ

③　スーパービジョンとコンサルテーションの意義と方法について説明するこ
とができる。 目標 Ａ・Ｂ

④　精神障害者のケアマネジメントの意義について説明することができる。 目標 Ａ・Ｂ
⑤　チームアプローチにおける精神保健福祉士の役割を論じることができる。 目標 Ａ・Ｃ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 精神保健福祉の理論と
相談援助の展開Ⅰ

授業形態・単位数 講義・４単位

開 講 年 次 ３・４年次

担 当 教 員
職名：講師

氏名：北
きた

　本
もと

　明
あ

日
す

香
か

開 講 期 通年

授 業 回 数 30回

期末試験の有無 有

授業に関する主な実務経験と期間 特定医療法人北勢会北勢病院（平成10年４月〜平成14年12月）
西山クリニック（平成15年１月〜平成21年３月）

社会貢献としての委員会・職　等 社会福祉法人桑名みどり福祉会理事（平成25年〜現在）

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

同朋大学大学院人間福祉研究科人間福祉専攻修士課程修了、修士（人間福祉）
社会福祉士、精神保健福祉士
日本社会福祉学会、日本更生保護学会

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
精神保健福祉士 専門教育科目 必修
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 120時間

オフィスアワー・メールアドレス等 オフィスアワーについては初回授業時に説明します。
E-mail：kitamoto.asuka　fukushima-college.ac.jp
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

２ 障害者福祉の理念と精神障害者の人権

予習のテーマ内容を授業導入
に活用します。
教科書
教科書補足資料

教科書ｐ１〜19を事前に
読む
予習のテーマ：「障害者
福祉の理念」400字

３ 国連原則、障害者権利条約、障害者差別解消法

教科書
教科書補足資料
DVD視聴（30分）「障害者権
利条約について」（映像利用）

教科書ｐ20〜50を事前に
読む

４ 精神障害の概念、国際生活機能分類 教科書
教科書補足資料

教科書ｐ50〜63を事前に
読む

５ 精神保健福祉の歴史と理念
精神病者監護法

教科書
教科書補足資料

教科書ｐ73〜75を事前に
読む

６ 精神病者監護法から精神衛生法 教科書
教科書補足資料

教科書ｐ76〜78を事前に
読む

７ 精神衛生法から精神保健福祉法 教科書
教科書補足資料

教科書ｐ78〜83を事前に
読む

８ 精神保健福祉の現状
精神医療の現状

予習のテーマ内容を授業導入
に活用します。

「精神科病院の身体拘束」DV
D視聴（30分）（映像利用）
教科書
教科書補足資料

教科書ｐ89を事前に読む
予習のテーマ：精神科医
療に関する新聞記事をも
とにレジュメを作成する
800字

９ 精神医療の現状と地域生活支援の現状 教科書
教科書補足資料 教科書ｐ90を事前に読む

10 精神保健福祉士の課題 教科書
教科書補足資料 教科書ｐ91を事前に読む

11 イギリスにおけるソーシャルワークの歴史
エリザベス救貧法から第一次世界大戦

教科書
教科書補足資料

教科書ｐ95〜99を事前に
読む

12 リカバリーの時代

教科書
教科書補足資料
DVD視聴（30分）「リカバリー
障害者自立を支える世界的潮
流」（映像利用）

教科書ｐ99〜102を事前
に読む
復習：感想文を作成する

13 アメリカにおけるソーシャルワークの歴史⑴ 教科書
教科書補足資料

教科書ｐ102〜106を事前
に読む

14 アメリカにおけるソーシャルワークの歴史⑵ 教科書
教科書補足資料

教科書ｐ107〜110を事前
に読む

15 前期のまとめ
前期の復習

教科書既修内容ポイント
を再確認

期末
試験 レポート

16 日本におけるソーシャルワークの歴史
PSW誕生、Y問題

教科書
教科書補足資料

教科書ｐ111〜116を事前
に読む
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

17 国家資格としての精神保健福祉士の意義
精神保健福祉士の専門性と倫理

教科書
教科書補足資料

教科書ｐ119〜143を事前
に読む

18 ソーシャルワークの展開過程
受理面接（インテーク）から終結

教科書
教科書補足資料

教科書ｐ151〜156を事前
に読む

19 ソーシャルワークの面接
面接の構造と技術

教科書
教科書補足資料

教科書ｐ156〜161を事前
に読む

20 面接の方法①

教科書
教科書補足資料
DVD視聴（60分）「電話によ
るインテーク」（映像利用）

配付資料を事前に読む

21 面接の方法②

教科書
教科書補足資料
DVD視聴（60分）「訪問によ
る面接」（映像利用）①

配付資料を事前に読む

22 面接の方法③

教科書
教科書補足資料
DVD視聴（60分）「訪問によ
る面接」（映像利用）②

配付資料を事前に読む

23 フェイスシートの作成

教科書
教科書補足資料
フェイスシートをもとに、各
グループにてディスカッショ
ンと発表を行います。

予習のテーマ：フェイス
シートの作成

24 個別支援
利用者理解の視点

予習のテーマ内容を授業導入
に活用します。
教科書
教科書補足資料

教科書ｐ162〜170を事前
に読む
予習のテーマ：「断酒会、
AAについて」800字

25 グループを活用した支援
教科書
教科書補足資料
ゲスト講師招聘

教科書ｐ177〜194を事前
に読む
復習：感想文を作成する

26 地域を対象とした支援
災害時における精神保健福祉士の役割

教科書
教科書補足資料

教科書ｐ195〜220を事前
に読む

27 スーパービジョンとコンサルテーション
ケアマネジメント

教科書
教科書補足資料

教科書ｐ220〜253を事前
に読む

28 チーム医療における精神保健福祉士の役割 教科書
教科書補足資料

教科書ｐ263〜267を事前
に読む

29 チームアプローチおよび生活支援の理念
精神保健福祉士の役割

教科書
教科書補足資料

教科書ｐ270〜279を事前
に読む

30 後期のまとめ
後期の復習

教科書
教科書補足資料

教科書既修内容ポイント
を再確認

期末
試験 後期末筆記試験
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期末試験の講評

　期末試験終了後、希望者には期末試験の講評について、オフィスアワー等を通じて説明します。

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

目標Ａ・Ｃ　　：レポート（50％）
　　　　　　　　前期末にレポートを行います。レポート課題は授業内容に沿って設定します。
目標Ａ・Ｂ・Ｃ：筆記試験（50％）
　　　　　　　　後期末に記述方式のテストを実施します。
＊ただし、最終的な成績評価は、課題の提出状況や授業の積極的な参加等、総合的に評価します。詳しくは、第１回目

の授業時に説明します。　

教　科　書

書　名：精神保健福祉の理論と相談援助の展開Ⅰ
著者名：荒田寛　佐々木敏明　助川征雄　田村綾子　他
発行所：へるす出版
価　格：3,100円（税別）

その他補足事項

　授業内容の理解度を確認するため５回～６回、小テストを実施します。授業内で答え合わせを行い、理解不足の個所
を各自確認する資料とします。
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授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　精神障がい者の疾病および障がいを考慮した上で、生
活援助に必要なソーシャルケースワーク（個別援助技術）、
ソーシャルグループワーク（集団援助技術）、コミュニティ
ワーク（地域援助技術）などをふまえ、包括的な支援と
リハビリテーションについて学ぶ。そのうえで、それら
の技術における精神保健福祉士の役割・業務内容につい
ての知識および技術を身につけ、さらには、障害特性に
合わせた支援プロセスの実際について理解を深める。

○ A 知識
○ B 技術・技能

C 論理的思考力
D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力
G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力
I 積極的発言力及びプレゼンテーション力
J 多様性への理解力、応用力

○ K 課題対処力
L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

精神障がい者を対象とした相談援助技術（個別援助、集団援助の過程と、相談
援助に係る関連援助や精神障がい者と家族の調整、及び家族支援を含む。）の展
開について説明できる。

目標 Ａ・Ｂ

精神障がい者の地域移行支援および医療機関と地域の連携に関する基本的な考
え方と支援体制の実際について説明できる。 目標 Ａ・Ｂ

精神障がい者の地域生活の実態とこれらを取り巻く社会情勢及び地域相談援助
における基本的な考え方とリハビリテーションの実際を説明できる。 目標 Ａ・Ｂ

地域生活を支援する保健・医療・福祉等の包括的な支援（地域精神保健福祉活動）
の意義と展開について説明できる。 目標 Ａ・Ｋ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 精神保健福祉の理論と
相談援助の展開Ⅱ

授業形態・単位数 講義・４単位

開 講 年 次 ３・４年次

担 当 教 員
職名：教授

氏名：藤
ふじ

　原
わら

　正
まさ

　子
こ

開 講 期 通年

授 業 回 数 30回

期末試験の有無 有

授業に関する主な実務経験と期間
英国王立盲学校重複障害者生活自立支援施設・英国コヴェントリー市社会福
祉局危機介入チーム・障害者洛南共同作業所・葵橋ファミリークリニック・
福島県精神保健福祉センター、上田保健所等（18年６ヶ月）

社会貢献としての委員会・職　等 福島県精神保健福祉士会理事

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

同志社大学文学研究科社会福祉学専攻修士課程　文学修士
英国マンチェスター大学医学部精神科精神医学ソーシャルワークディプロマ
課程修了　Diploma in PSW
精神保健福祉士、英国hcpc登録ソーシャルワーカー、メリデン版ファミリー
ワーク基礎研修修了
日本精神保健福祉学会、日本精神障害者リハビリテーション学会他

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
精神保健福祉士 専門教育科目 必修
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 120時間

オフィスアワー・メールアドレス等 オフィスアワーについては初回授業時に説明します。
E-mail：fujiwara.masako　fukushima-college.ac.jp
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１ オリエンテーション
ソーシャルワークの支援レパートリー① プリント

教科書ｐ.１－８を読ん
でくる。
配付資料予復習

２ ソーシャルワークの支援レパートリー② グループ討議 各支援アプローチをまと
める

３ 個別支援の実際と事例分析① 事例演習
教科書ｐ.９－27を読ん
でくる。
配付資料予復習

４ 個別支援の実際と事例分析② 事例演習
教科書ｐ.28－33を読ん
でくる。
発表準備

５ 個別支援の実際と事例分析③ 事例演習
教科書ｐ.34－37を読ん
でくる。
発表準備

６ 個別支援の実際と事例分析④　 グループ発表 感想文作成

７ 個別支援の実際と事例分析⑤ グループ発表 感想文作成

８ 集団を活用した支援の実際と事例分析
①　デイケア 事例演習

教科書ｐ.38－52を読ん
でくる。
配付資料予復習

９ 集団を活用した支援の実際と事例分析
②　アルコール依存症者ミーティング 事例演習

教科書ｐ.52－56を読ん
でくる。
配付資料予復習

10 集団を活用した支援の実際と事例分析
③　心理教育 事例演習

教科書ｐ.57－60を読ん
でくる。
配付資料予復習

11 集団を活用した支援の実際と事例分析
④　SST 事例演習

教科書ｐ.60－63を読ん
でくる。
配付資料予復習

12 集団を活用した支援の実際と事例分析
⑤　ピアサポートプログラム、就労支援プログラム 事例演習

教科書ｐ.63－71を読ん
でくる。
配付資料予復習

13 事例による相談援助活動の検討
①　危機介入、居住支援 事例演習

教科書ｐ.72－77を読ん
でくる。
配付資料予復習

14 事例による相談援助活動の検討
②　就労支援、権利擁護 事例演習

教科書ｐ.78－88を読ん
でくる。
配付資料予復習

15 事例による相談援助活動の検討
③　権利擁護、医療観察法対象者への支援 事例演習

教科書ｐ.88－90を読ん
でくる。
配付資料予復習

期末
試験 前期末筆記試験
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

16 精神保健福祉における精神障がい者と家族の関係
教科書ｐ.91－100を読ん
でくる。
配付資料予復習

17 家族支援の方法
教科書ｐ.101－108を読
んでくる。
配付資料予復習

18 事例による家族調整・支援の検討 事例演習
教科書ｐ.109－115を読
んでくる。
配付資料予復習

19 地域移行の対象、体制
教科書ｐ.117－128を読
んでくる。
配付資料予復習

20 精神保健福祉士の役割と多職種との連携
教科書ｐ.129－141を読
んでくる。
配付資料予復習

21 地域移行・地域定着支援の取り組み
事例による地域移行支援の検討 事例演習

教科書ｐ.142－169を読
んでくる。
配付資料予復習

22 精神障がい者を取り巻く社会的状況
教科書ｐ.171－183を読
んでくる。
配付資料予復習

23 事例による地域を基盤にした相談援助活動の検討、災害時
支援 事例演習

教科書ｐ.184－195を読
んでくる。
配付資料予復習

24
地域を基盤にしたリハビリテーションの考え方①
地域ネットワーク、アウトリーチ
精神科リハビリテーションの理念、意義、基本原則

プリント配付
教科書ｐ.197－224を読
んでくる。
配付資料予復習

25
地域を基盤にしたリハビリテーションの考え方②
セルフヘルプグループ、家族会、ボランティア育成
リハビリテーション評価

プリント配付
教科書ｐ.225－244を読
んでくる。
配付資料予復習

26 ケアマネジメントの原則、意義と方法 事例演習
教科書ｐ.245－269を読
んでくる。
配付資料予復習

27 ケアマネジメントの展開過程、チームケアとチームワーク
事例による精神障がい者ケアマネジメントの検討 事例演習

教科書ｐ.270－294を読
んでくる。
配付資料予復習

28 地域を基盤にしたリハビリテーションの意義。
地域ネットワーキング

教科書ｐ.295－309を読
んでくる。
配付資料予復習

29 地域を基盤にした支援の具体的展開
事例による地域を基盤にした支援の検討 事例演習

教科書ｐ.310－335を読
んでくる。
配付資料予復習

30 地域精神保健福祉活動の意義と展開
事例による地域生活を支援する包括的な取り組みの検討 事例演習

教科書ｐ.338－355を読
んでくる。
配付問題学習

期末
試験 後期末筆記試験
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期末試験の講評

　期末試験終了後、希望者には期末試験の講評について、オフィスアワー等を通じて説明します。

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

目標Ａ・Ｂ　　：前期末試験30％、後期末試験30％
目標Ａ・Ｂ・Ｋ：授業参加態度（自主的な発言、発表等）、課題の消化度・レポート提出内容40％として評価する。
シラバスの「成績評価への補足的対応措置」を読んでおいて下さい。詳しくは第１回目の授業に説明する。

教　科　書 参　考　書

書　名：精神保健福祉の理論と相談援助の展開Ⅱ
著者名：日本精神保健福祉士養成校協会　編集
発行所：中央法規
価　格：2,700円（税別）

書　名：事例で理解する相談援助のキーワード
著者名：八木亜紀子編著他
発行所：中央法規
価　格：2,200円（税別）

その他補足事項

　授業の進捗程度・等により、授業内容を変更する場合があります。
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授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　本科目は現場体験実習に向けて精神科医療機関および
精神障害者を支援する障害福祉サービス事業を行う施設
について学び、すでに学んだ講義（精神医学、精神保健学、
精神障害者の生活支援システム、精神保健福祉に関する
制度とサービス、精神保健福祉の理論と相談援助の展開
等）内容を活用し、精神保健福祉士として必要な知識お
よび技術の理解を深める。実習事前指導では、利用者へ
の相談業務やリハビリテーション活動について必要な資
質・能力・技術の深化と修得、精神保健福祉士としての
専門的援助技術や支援のあり方について概念化・理論化
し、体系立てていく力を養う。また、職業倫理を身につけ、
専門職としての自覚に基づいた行動ができるように努め
る。実習に先立ち、実習先事前訪問を行う。
　実習事後指導では、実習の振り返りを個別・グループ
別に取り組み、それらのプレゼンテーションを経て報告
集にまとめる作業を通じて精神保健福祉士になる素地を
涵養してゆく。

○ A 知識

○ B 技術・技能

C 論理的思考力

○ D 文章表現力

E 表情及び身体表現力

F 感性及び感動表現力

G 協働能力

H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力

I 積極的発言力及びプレゼンテーション力

J 多様性への理解力、応用力

K 課題対処力

L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

精神科病院および精神障害者社会復帰施設の歴史、目的、理念、関係施設の概
略等について理解を深め、保健医療現場の実際を知る。 目標 Ａ

保健医療現場の実際について理解を深め、援助のあり方や受療援助、退院援助、
地域生活援助、医療・福祉制度の活用、チームによる援助活動などを踏まえた
上で、実習計画の中の援助プログラムについて考えることができるようになる。

目標 Ａ・Ｂ

対象者の理解を深めつつ、援助活動の実際を知り、実習計画および実習課題を
明確にし、自身の実習計画書を作成する。 目標 Ａ・Ｄ

実習上の留意点について、特に、援助対象者のプライバシーに対する配慮等に
ついて理解して守れる。 目標 Ａ・Ｄ

関連分野の専門職種との連携のあり方を修得する。 目標 Ｂ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 精神保健福祉援助実習指導
授業形態・単位数 演習・３単位

開 講 年 次 ４年次

担 当 教 員
職名：教授

氏名：藤
ふじ

　原
わら

　正
まさ

　子
こ

開 講 期 通年

授 業 回 数 45回

期末試験の有無 無

授業に関する主な実務経験と期間

英国王立盲学校重複障害者生活自立支援施設・英国コヴェントリー市社会福
祉局危機介入チーム・障害者洛南共同作業所・葵橋ファミリークリニック・
京都市児童福祉センター総合療育部・福島県精神保健福祉センター、上田保
健所等（18年６ヶ月）

社会貢献としての委員会・職　等 福島県精神保健福祉士会理事

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

同志社大学文学研究科社会福祉学専攻修士課程　文学修士
英国マンチェスター大学医学部精神科精神医学ソーシャルワークディプロマ
課程修了　Diploma in PSW
精神保健福祉士、英国hcpc登録ソーシャルワーカー
日本精神保健福祉学会、日本精神障害者リハビリテーション学会他

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
精神保健福祉士 専門教育科目 必修
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 135時間

オフィスアワー・メールアドレス等 オフィスアワーについては初回授業時に説明します。
E-mail：fujiwara.masako　fukushima-college.ac.jp
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１ オリエンテーション　実習全体の流れと学習内容 シラバス、プリント 復習：春休みの課題の整理

２ 実習の意義と目的　どんな援助者になりたいか テキストpp.２－21 予習：テキスト該当箇所を読む
復習：ワークを完成させる

３ 実習を通して学ぶとは　実習したい機関・施設調べ
事前訪問の意義と事前準備　プロフィールの作成

テキストpp.23－29、
pp.64－68
実習先連絡票

予習：テキスト該当箇所を読む
復習：機関分析の下書き、マナー
の復習

４ 実習施設理解と精神保健福祉援助①　医療機関
テキストpp.30－32、
pp.160－170
実習の手引き、プリント

予習：テキスト該当箇所を読む
復習：医療機関について整理

５ 実習施設理解と精神保健福祉援助②　精神科デイケ
ア

テキストpp.170－176
実習の手引き、プリント

予習：テキスト該当箇所を読む
復習：精神科デイケアについて
整理する

６ 実習施設理解と精神保健福祉援助③　就労支援事業
テキストpp.33－37、
pp.177－200
実習の手引き、プリント

予習：テキスト該当箇所を読む
復習：就労支援事業について整
理する

７ 実習施設理解と精神保健福祉援助④　地域活動支援
センター、相談支援事業

テキストpp.200－210
実習の手引き、プリント

予習：テキスト該当箇所を読む
復習：地域活動支援センターに
ついて整理する

８ 実習施設理解と精神保健福祉援助⑤　多機能事業
所、自立訓練

テキストpp.211－215
実習の手引き、プリント

予習：テキスト該当箇所を読む
復習：学習課題を探る

９ 実習中に必要な医療福祉制度 プリント 予習：制度概要を調べる
復習：制度についてまとめる

10 医療福祉制度の活用事例　実習への期待と不安 プリント 予習：テキスト該当箇所を読む
復習：感想文の作成

11 実習におけるスーパービジョン
実習中の予想されるトラブルへの対処法

テキストpp.89－103
pp.104－118

予習：テキスト該当箇所を読む
復習：感想文の作成

12 実習プログラム例　実習計画書の必要性 テキストpp.44－48 予習：テキスト該当箇所を読む
復習：自分なりの計画立案

13 実習における学習課題の設定
実習テーマの立て方

テキストpp.15－16、
pp.154－159
実習の手引き、プリント

予習および復習：実習テーマを
探る

14 実習計画書作成個別指導①
プロフィール表の作成

テキストpp.53－61
プロフィール表の清書

予習および復習：実習計画書の
下書き

15 実習課題の設定 テキストpp.160－215
実習の手引き、プリント

予習および復習：実習課題を
探る

16 実習計画書作成個別指導② 教員による個別指導 予習および復習：実習計画書の
作成

17 実習計画書報告① 学生による個別報告 復習：報告を聞いての感想文の
作成
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

18 実習計画書報告②
守秘義務と実習誓約書

テキストpp.61－63
実習の手引き、プリント
実習誓約書の作成

復習：報告を聞いての感想文の
作成

19 実習計画書作成指導③
実習事前訪問について

テキストpp.53－68
実習の手引き、プリント

予習：テキスト該当箇所を読む
復習：実習計画書の清書、実習
先事前訪問の準備

20 実習日誌の書き方① テキストpp.79－88
実習の手引き、プリント

予習：テキスト該当箇所を読む
復習：記録の復習

21 実習日誌の書き方② 事例演習 復習：記録の模擬作成

22 「何かしてあげなければ…」から「寄り添い見守る」へ テキストpp.17－22
プリント 復習：感想文の作成

23 個別支援計画作成演習①
ビデオ『精神障がい者ケ
アマネジメント』実践編
38分

予習および復習：ケアマネジメ
ントについて調べる

24 個別支援計画作成演習② ゲストスピーカー招聘
個別支援計画の作成

復習：個別支援計画の加筆・
修正

25 実習先で出会う医療用語・略語 プリント 医療用語・略語の整理

26 実習日誌の書き方③　場面の分析 実習の手引き 場面の分析の模擬作成

27 実習に向けた準備と心構え①　感染症予防、持ち物
など

テキストpp.114－118
実習の手引き

予習：テキスト該当箇所を読む
復習：準備物の自己チェック

28 実習に向けた準備と心構え②　服装、名札、実習中
の連絡など

テキストpp.69－74
実習の手引き 服装等の自己チェック

29 夏季休業中の国試受験申込手続へ向けての諸注意 受験の手引き 国家試験受験の事前準備

30 実習終了時の諸注意、お礼状の書き方 実習の手引き 実習の事前準備をする

31 実習を振り返って① グループワーク 実習全体のまとめを作成する

32 実習を振り返って②
実習個別報告指導

過去の実習報告書等
テキストpp.120－128

予習：テキスト該当箇所を読む
復習：個別報告書の加筆・修正

33 実習個別報告①　医療機関 プレゼンテーション 予習：プレゼン資料の準備
復習：実習個別報告資料の作成

34 実習個別報告②　障害福祉サービス事業所 プレゼンテーション 予習：プレゼン資料の準備
復習：実習個別報告資料作成

35 実習報告発表指導①
実習日誌
グループワーク
テキストpp.133－149

復習：感想文の作成

36 場面の分析①　医療機関 グループワーク
プリント 予習：場面の分析資料の準備

37 実習報告発表指導② グループワーク 復習：今後の改善点を考える

38 場面の分析②　障害福祉サービス事業所 グループワーク
プリント 予習：場面の分析資料の準備
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

39 実習報告発表指導③ グループワーク 復習：報告内容の整理

40 実習報告会発表に向けて グループワーク 復習：発表資料の作成

41 実習報告会発表① グループ発表 プレゼンテーション

42 実習報告会発表② グループ発表 プレゼンテーション
復習：質疑課題への取り組み

43 実習報告書作成指導 テキストpp.129－132
実習の手引き 復習：実習報告書原稿の作成

44 精神保健福祉士の役割と価値 グループワーク 復習：精神保健福祉士の役割に
ついてまとめる

45 精神科医療現場で使われる医療看護用語
全体のまとめ

テキストpp.150－151
プリント

復習：用語の整理、今後の課題、
自分なりの心構えについてまと
める。

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

目標Ａ・Ｂ：授業時の参加態度（自主的な発言、グループへの貢献度、発表等）30％
目標Ｄ　　：提出課題の消化度20％、実習計画書20％、実習報告会10％、実習報告書20％として評価する。提出課題お

よび実習関係資料の提出期限は厳守すること。
ほか、評価対象には４／５以上の出席が必要である。評価に関する共通理解に則る減点を総合点より行う。詳しくは第
１回目の授業時に説明する。

教　科　書 参　考　書

書　名：精神保健福祉援助実習・実習指導　第２版
著者名：日本精神保健福祉士協会　編集
発行所：中央法規
価　格：2,700円（税別）

【教材】精神保健福祉援助実習の手引き

書　名：PSW実習ハンドブック―実習生のための手引き
著者名：荒田寛他　編集
発行所：へるす出版
価　格：2,400円（税別）

その他補足事項

※参加・時間厳守・守秘を大切にしてこそ成立する授業のため全回出席を前提とする。グループ活動を含む授業での遅
刻や欠席は他の学生に多大な迷惑がかかるので、互いの学ぶ権利を尊重し合うようにくれぐれも留意すること。なお、
欠席する場合は、次の授業までに欠席届を担当教員に提出し、配付資料を受け取りに来ること。

※実習の履修制限については履修規程を参照のこと。
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授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　本科目は現場体験実習に向けて精神科医療機関および
精神障害者を支援する障害福祉サービス事業を行う施設
について学び、すでに学んだ講義（精神医学、精神保健学、
精神障害者の生活支援システム、精神保健福祉に関する
制度とサービス、精神保健福祉の理論と相談援助の展開
等）内容を活用し、精神保健福祉士として必要な知識お
よび技術の理解を深める。実習事前指導では、利用者へ
の相談業務やリハビリテーション活動について必要な資
質・能力・技術の深化と修得、精神保健福祉士としての
専門的援助技術や支援のあり方について概念化・理論化
し、体系立てていく力を養う。また、職業倫理を見につけ、
専門職としての自覚に基づいた行動ができるように努め
る。実習に先立ち、実習先事前訪問を行う。
　実習事後指導では、実習の振り返りを個別・グループ
別に取り組み、それらのプレゼンテーションを経て報告
集にまとめる作業を通じて精神保健福祉士になる素地を
涵養してゆく。

○ A 知識

○ B 技術・技能

C 論理的思考力

○ D 文章表現力

E 表情及び身体表現力

F 感性及び感動表現力

G 協働能力

H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力

I 積極的発言力及びプレゼンテーション力

J 多様性への理解力、応用力

K 課題対処力

L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

精神科病院および精神障害者社会復帰施設の歴史、目的、理念、関係施設の概
略等について理解を深め、保健医療現場の実際を知る。 目標 Ａ

保健医療現場の実際について理解を深め、援助のあり方や受療援助、退院援助、
地域生活援助、医療・福祉制度の活用、チームによる援助活動などを踏まえた
上で、実習計画の中の援助プログラムについて考えることができるようになる。

目標 Ａ・Ｂ

対象者の理解を深めつつ、援助活動の実際を知り、実習計画および実習課題を
明確にし、自身の実習計画書を作成する。 目標 Ａ・Ｄ

実習上の留意点について、特に、援助対象者のプライバシーに対する配慮等に
ついて理解して守ることができる。 目標 Ａ・Ｄ

関連分野の専門職種との連携のあり方を修得する。 目標 Ｂ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 精神保健福祉援助実習指導
授業形態・単位数 演習・３単位

開 講 年 次 ４年次

担 当 教 員
職名：講師

氏名：北
きた

　本
もと

　明
あ

日
す

香
か

開 講 期 通年

授 業 回 数 45回

期末試験の有無 無

授業に関する主な実務経験と期間 特定医療法人北勢会北勢病院（平成10年４月〜平成14年12月）
西山クリニック（平成15年１月〜平成21年３月）

社会貢献としての委員会・職　等 社会福祉法人桑名みどり福祉会理事（平成25年〜現在）

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

同朋大学大学院人間福祉研究科人間福祉専攻修士課程修了、修士（人間福祉）
社会福祉士、精神保健福祉士
日本社会福祉学会、日本更生保護学会

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
精神保健福祉士 専門教育科目 必修
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 135時間

オフィスアワー・メールアドレス等 オフィスアワーについては初回授業時に説明します。
E-mail：kitamoto.asuka　fukushima-college.ac.jp
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１ オリエンテーション　実習全体の流れと学習内容 シラバス、プリント 復習：春休みの課題の整理

２ 実習の意義と目的　どんな援助者になりたいか テキストp.２－21 予習：テキスト該当箇所を読む
復習：ワークを完成させる

３ 実習を通して学ぶとは　実習したい機関・施設調べ
事前訪問の意義と事前準備　プロフィールの作成

テキストpp.23－29、
pp.64－68
実習先連絡票

予習：テキスト該当箇所を読む
復習：機関分析の下書き、マナー
の復習

４ 実習施設理解と精神保健福祉援助①
　医療機関

テキストpp.30－32、
pp.160－170
実習の手引き、プリント

予習：テキスト該当箇所を読む
復習：医療機関について整理

５ 実習施設理解と精神保健福祉援助②
　精神科デイケア

テキストpp.170－176
実習の手引き、プリント

予習：テキスト該当箇所を読む
復習：精神科デイケアについて
整理する

６ 実習施設理解と精神保健福祉援助③
　就労支援事業

テキストpp.33－37、
pp.177－200
実習の手引き、プリント

予習：テキスト該当箇所を読む
復習：就労支援事業について整
理する

７ 実習施設理解と精神保健福祉援助④
　地域活動支援センター、相談支援事業

テキストpp.200－210
実習の手引き、プリント

予習：テキスト該当箇所を読む
復習：地域活動支援センターに
ついて整理する

８ 実習施設理解と精神保健福祉援助⑤
　多機能事業所、自立訓練

テキストpp.211－215
実習の手引き、プリント

予習：テキスト該当箇所を読む
復習：学習課題を探る

９ 実習中に必要な医療福祉制度 プリント 予習：制度概要を調べる
復習：制度についてまとめる

10 医療福祉制度の活用事例　実習への期待と不安 プリント 予習：テキスト該当箇所を読む
復習：感想文の作成

11 実習におけるスーパービジョン
実習中の予想されるトラブルへの対処法

テキストpp.89－103、
pp.104－118

予習：テキスト該当箇所を読む
復習：感想文の作成

12 実習プログラム例　実習計画書の必要性 テキストpp.44－48 予習：テキスト該当箇所を読む
復習：自分なりの計画立案

13 実習における学習課題の設定
実習テーマの立て方

テキストpp.15－16、
pp.154－159
実習の手引き、プリント

予習および復習：実習テーマを
探る

14 実習計画書作成個別指導①
プロフィール表の作成

テキストpp.53－61
プロフィール表の清書

予習および復習：実習計画書の
下書き

15 実習課題の設定 テキストpp.160－215
実習の手引き、プリント

予習および復習：実習課題を
探る

16 実習計画書作成個別指導② 教員による個別指導 予習および復習：実習計画書の
作成

17 実習計画書報告① 学生による個別報告 復習：報告を聞いての感想文の
作成
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

18 実習計画書報告②
守秘義務と実習誓約書

テキストpp.61－63
実習の手引き、プリント
実習誓約書の作成

復習：報告を聞いての感想文の
作成

19 実習計画書作成指導③
実習事前訪問について

テキストpp.53－68
実習の手引き、プリント

予習：テキスト該当箇所を読む
復習：実習計画書の清書、実習
先事前訪問の準備

20 実習日誌の書き方① テキストpp.79－88
実習の手引き、プリント

予習：テキスト該当箇所を読む
復習：記録の復習

21 実習日誌の書き方② 事例演習 復習：記録の模擬作成

22 「何かしてあげなければ…」から「寄り添い見守る」へ テキストpp.17－22
プリント 復習：感想文の作成

23 個別支援計画作成演習①
ビデオ『精神障がい者ケ
アマネジメント』実践編
38分

予習および復習：ケアマネジメ
ントについて調べる

24 個別支援計画作成演習② ゲストスピーカー招聘
個別支援計画の作成

復習：個別支援計画の加筆・
修正

25 実習先で出会う医療用語・略語 プリント 医療用語・略語の整理

26 実習日誌の書き方③　場面の分析 実習の手引き 場面の分析の模擬作成

27 実習に向けた準備と心構え①
　感染症予防、持ち物など

テキストpp.114－118
実習の手引き

予習：テキスト該当箇所を読む
復習：準備物の自己チェック

28 実習に向けた準備と心構え②
　服装、名札、実習中の連絡など

テキストpp.69－74
実習の手引き 服装等の自己チェック

29 夏季休業中の国試受験申込手続へ向けての諸注意 受験の手引き 国家試験受験の事前準備

30 実習終了時の諸注意、お礼状の書き方 実習の手引き 実習の事前準備をする

31 実習を振り返って① グループワーク 実習全体のまとめを作成する

32 実習を振り返って②
実習個別報告指導

過去の実習報告書等
テキストpp.120－128

予習：テキスト該当箇所を読む
復習：個別報告書の加筆・修正

33 実習個別報告①　医療機関 プレゼンテーション 予習：プレゼン資料の準備
復習：実習個別報告資料の作成

34 実習個別報告②　障害福祉サービス事業所 プレゼンテーション 予習：プレゼン資料の準備
復習：実習個別報告資料作成

35 実習報告発表指導①
実習日誌
グループワーク
テキストpp.133－149

復習：感想文の作成

36 場面の分析①　医療機関 グループワーク
プリント 予習：場面の分析資料の準備

37 実習報告発表指導② グループワーク 復習：今後の改善点を考える
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

38 場面の分析②　障害福祉サービス事業所 グループワーク
プリント 予習：場面の分析資料の準備

39 実習報告発表指導③ グループワーク 復習：報告内容の整理

40 実習報告会発表に向けて グループワーク 復習：発表資料の作成

41 実習報告会発表① グループ発表 プレゼンテーション

42 実習報告会発表② グループ発表 プレゼンテーション
復習：質疑課題への取り組み

43 実習報告書作成指導 p.129－132
実習の手引き 復習：実習報告書原稿の作成

44 精神保健福祉士の役割と価値 グループワーク 復習：精神保健福祉士の役割に
ついてまとめる

45 精神科医療現場で使われる医療看護用語
全体のまとめ

テキストp.150－151
プリント

復習：用語の整理、今後の課題、
自分なりの心構えについてまと
める。

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

目標Ａ・Ｂ：授業時の参加態度（自主的な発言、グループへの貢献度、発表等）30％
目標Ｄ　　：提出課題の消化度20％、実習計画書20％、実習報告会10％、実習報告書20％として評価する。提出課題お

よび実習関係資料の提出期限は厳守すること。
ほか、評価対象には４／５以上の出席が必要である。評価に関する共通理解に則る減点を総合点より行う。詳しくは第
１回目の授業時に説明する。

教　科　書 参　考　書

書　名：精神保健福祉援助実習・実習指導　第２版
著者名：日本精神保健福祉士協会　編集
発行所：中央法規
価　格：2,700円（税別）

【教材】精神保健福祉援助実習の手引き

書　名：PSW実習ハンドブック―実習生のための手引き
著者名：荒田寛他　編集
発行所：へるす出版
価　格：2,400円（税別）

その他補足事項

※参加・時間厳守・守秘を大切にしてこそ成立する授業のため全回出席を前提とする。グループ活動を含む授業での遅
刻や欠席は他の学生に多大な迷惑がかかるので、互いの学ぶ権利を尊重し合うようにくれぐれも留意すること。なお、
欠席する場合は、次の授業までに欠席届を担当教員に提出し、配付資料を受け取りに来ること。

※実習の履修制限については履修規程を参照のこと。
※この授業は、藤原クラス、北本クラスに分かれて実施する。履修者のクラス分けは授業担当教員が決定し提示する。
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授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

①　精神保健福祉援助実習を通して、精神保健福祉援助
並びに障害者等の相談援助に係る専門的知識と技術に
ついて具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体
得する。

②　精神保健福祉援助実習を通して、精神障害者のおか
れている現状を理解し、その生活実態や生活上の課題
について把握する。

③　精神保健福祉士として求められる資質、技能、倫理、
自己に求められる課題把握等、総合的に対応できる能
力を習得する。

④　総合的かつ包括的な地域生活支援と関連分野の専門
職との連携のあり方及びその具体的内容を実践的に理
解する。

○ A 知識
○ B 技術・技能

C 論理的思考力
D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力
G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力
I 積極的発言力及びプレゼンテーション力
J 多様性への理解力、応用力

○ K 課題対処力
L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

精神保健福祉援助並びに障害者等の相談援助に係る専門的知識と技術について
具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等が使える。 目標 Ａ・Ｂ

精神障害者のおかれている現状を理解し、その生活実態や生活上の課題につい
て把握できる。 目標 Ｋ

精神保健福祉士として求められる資質、技能、倫理、自己に求められる課題把
握等、総合的に対応できる。 目標 Ｂ・Ｋ

総合的かつ包括的な地域生活支援と関連分野の専門職との連携のあり方及びそ
の具体的内容を実践的に理解できる。 目標 Ｋ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 精神保健福祉援助実習
授業形態・単位数 実習・５単位

開 講 年 次 ４年次

担 当 教 員
職名：教授

氏名：藤
ふじ

　原
わら

　正
まさ

　子
こ

開 講 期 時間割外

授 業 回 数 実習210時間以上

期末試験の有無 無

授業に関する主な実務経験と期間

英国王立盲学校重複障害者生活自立支援施設・英国コヴェントリー市社会福
祉局危機介入チーム・障害者洛南共同作業所・葵橋ファミリークリニック・
京都市児童福祉センター総合療育部・福島県精神保健福祉センター、上田保
健所等（18年６ヶ月）

社会貢献としての委員会・職　等 福島県精神保健福祉士会理事

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

同志社大学文学研究科社会福祉学専攻修士課程　文学修士
英国マンチェスター大学医学部精神科精神医学ソーシャルワークディプロマ
課程修了　Diploma in PSW
精神保健福祉士、英国hcpc登録ソーシャルワーカー
日本精神保健福祉学会、日本精神障害者リハビリテーション学会他

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
精神保健福祉士 専門教育科目 必修
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 ―

オフィスアワー・メールアドレス等 オフィスアワーについては初回授業時に説明します。
E-mail：fujiwara.masako　fukushima-college.ac.jp
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

【授業内容】
　210時間以上の実習時間の構成は、一日８時間、週１回以上の休日をはさみ、５週間以上で実日数27日以上となる。
実習は、相談援助の一連の過程を網羅的に学習できるよう、各実習生は、精神科病院等の医療機関と障害福祉サービス
事業を行う施設その他の実習施設等とで実施し、機能の異なる２以上の実習施設等で実習を行う。実習のうち精神科病
院等の医療機関における実習を必須とし、90時間以上行う。実習施設・機関によっては、その間に宿泊業務、休日出勤
を含む場合もある。実習の内容については、実習先の種別や施設・機関・団体によって異なるので各自留意されたい。
　実習期間中は、配属先の実習指導者の指示に従い、現場の業務の流れや利用者の生活状況、援助者の役割や精神保健
福祉援助業務を理解する。医療保健福祉関係の各機関や施設での現場実習を通して、対象者へのサービス業務の本質や
関連分野の専門職種との連携のあり方等を学びながら、精神保健福祉士に期待される役割を明確化する。
　実習担当教員による巡回指導（帰校日を含む）を実施する。必要に応じて実習指導者、実習担当教員、実習生の三者
で相談して実習計画の再検討を図る。

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

目標Ｋ　　：実習内容に関する評価50％（実習指導者40％、自己評価10％）
目標Ａ・Ｂ：提出物に関する評価50％（実習日誌30％、場面の分析10％、個別支援ケースレポート10％）により評価 

する。

教　科　書

書　名：精神保健福祉援助実習の手引き
発行所：福島学院大学　福祉学部福祉心理学科　実習指導室

【教材】精神保健福祉援助実習　実習日誌

その他補足事項

※実習費（実費徴収）　実習委託費として1,000円×27日間＝27,000円程度を徴収する。
※実習施設によっては、事前に健康診断および、細菌検査等が必要である。
※実習の履修制限については履修規程を参照のこと。
※この授業は、藤原クラス、北本クラスで実施する。履修者のクラス分けは授業担当教員が決定し提示する。
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授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

①　精神保健福祉援助実習を通して、精神保健福祉援助
並びに障害者等の相談援助に係る専門的知識と技術に
ついて具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体
得する。

②　精神保健福祉援助実習を通して、精神障害者のおか
れている現状を理解し、その生活実態や生活上の課題
について把握する。

③　精神保健福祉士として求められる資質、技能、倫理、
自己に求められる課題把握等、総合的に対応できる能
力を習得する。

④　総合的かつ包括的な地域生活支援と関連分野の専門
職との連携のあり方及びその具体的内容を実践的に理
解する。

○ A 知識
○ B 技術・技能

C 論理的思考力
D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力
G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力
I 積極的発言力及びプレゼンテーション力
J 多様性への理解力、応用力

○ K 課題対処力
L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

精神保健福祉援助並びに障害者等の相談援助に係る専門的知識と技術について
具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等が使える。 目標 Ａ・Ｂ

精神障害者のおかれている現状を理解し、その生活実態や生活上の課題につい
て把握できる。 目標 Ｋ

精神保健福祉士として求められる資質、技能、倫理、自己に求められる課題把
握等、総合的に対応できる。 目標 Ｂ・Ｋ

総合的かつ包括的な地域生活支援と関連分野の専門職との連携のあり方及びそ
の具体的内容を実践的に理解できる。 目標 Ｋ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 精神保健福祉援助実習
授業形態・単位数 実習・５単位

開 講 年 次 ４年次

担 当 教 員
職名：講師

氏名：北
きた

　本
もと

　明
あ

日
す

香
か

開 講 期 時間割外

授 業 回 数 実習210時間以上

期末試験の有無 無

授業に関する主な実務経験と期間 特定医療法人北勢会北勢病院（平成10年４月〜平成14年12月）
西山クリニック（平成15年１月〜平成21年３月）

社会貢献としての委員会・職　等 社会福祉法人桑名みどり福祉会理事（平成25年〜現在）

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

同朋大学大学院人間福祉研究科人間福祉専攻修士課程修了、修士（人間福祉）
社会福祉士、精神保健福祉士
日本社会福祉学会、日本更生保護学会

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
精神保健福祉士 専門教育科目 必修
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 ―

オフィスアワー・メールアドレス等 オフィスアワーについては初回授業時に説明します。
E-mail：kitamoto.asuka　fukushima-college.ac.jp
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

【授業内容】
　210時間以上の実習時間の構成は、一日８時間、週１回以上の休日をはさみ、５週間以上で実日数27日以上となる。
実習は、相談援助の一連の過程を網羅的に学習できるよう、各実習生は、精神科病院等の医療機関と障害福祉サービス
事業を行う施設その他の実習施設等とで実施し、機能の異なる２以上の実習施設等で実習を行う。実習のうち精神科病
院等の医療機関における実習を必須とし、90時間以上行う。実習施設・機関によっては、その間に宿泊業務、休日出勤
を含む場合もある。実習の内容については、実習先の種別や施設・機関・団体によって異なるので各自留意されたい。
　実習期間中は、配属先の実習指導者の指示に従い、現場の業務の流れや利用者の生活状況、援助者の役割や精神保健
福祉援助業務を理解する。医療保健福祉関係の各機関や施設での現場実習を通して、対象者へのサービス業務の本質や
関連分野の専門職種との連携のあり方等を学びながら、精神保健福祉士に期待される役割を明確化する。
　実習担当教員による巡回指導（帰校日を含む）を実施する。必要に応じて実習指導者、実習担当教員、実習生の三者
で相談して実習計画の再検討を図る。

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

目標Ｋ　　：実習内容に関する評価50％（実習指導者40％、自己評価10％）
目標Ａ・Ｂ：提出物に関する評価50％（実習日誌30％、場面の分析10％、個別支援ケースレポート10％）により評価 

する。

教　科　書

書　名：精神保健福祉援助実習の手引き
発行所：福島学院大学　福祉学部福祉心理学科　実習指導室

【教材】精神保健福祉援助実習　実習日誌

その他補足事項

※実習費（実費徴収）　実習委託費として1,000円×27日間＝27,000円程度を徴収する。
※実習施設によっては、事前に健康診断および、細菌検査等が必要である。
※実習の履修制限については履修規程を参照のこと。
※この授業は、藤原クラス、北本クラスに分かれて実施する。履修者のクラス分けは授業担当教員が決定し提示する。
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１
オリエンテーション
　◦講師の紹介、演習の概要・目標・進め方
　◦演習の選択理由・目標

映像プレゼンテーション
授業計画・配付資料

演習の選択理由について考え
る

２ 高齢者や障害者を取り巻く社会状況と福祉住環境コー
ディネーターの意義

映像プレゼンテーション
配付資料 高齢者・障害者の環境調査

３ 高齢者や障害者を取り巻く社会状況と福祉住環境コー
ディネーターの意義

映像プレゼンテーション
配付資料 高齢者・障害者の環境調査

４ 高齢者や障害者を取り巻く社会状況と福祉住環境コー
ディネーターの意義

映像プレゼンテーション
配付資料 高齢者・障害者の環境調査

授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　わが国では、世界でも類を見ない速さで超高齢社会に
突入している。このような状況下、福祉を学ぶものとし
て、医療、福祉環境について、総合的な知識を身につけ
ておく必要がある。この演習では、福祉住環境コーディ
ネーターの学習を通して、高齢者や障がい者の住環境を
構築するうえで、福祉住環境整備を統括して見わたすこ
とができる人材としての知識を学ぶ。また、アクティブ
ラーニングとして、福祉住環境コーディネーター検定試
験問題の検討を行う。また、施設見学の事前・事後レポー
トを作成する。

○ A 知識
B 技術・技能
C 論理的思考力
D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力
G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力
I 積極的発言力及びプレゼンテーション力

○ J 多様性への理解力、応用力
○ K 課題対処力

L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

福祉住環境コーディネーター２級の資格取得を目指す。 目標 Ａ
高齢者や障害者に対し、できるだけ自立した生き生きと生活できる住環境を提
案できる。 目標 Ａ・Ｊ

コーディネーターとして、福祉に関わる各職種間のコミュニケーションが取れる。 目標 Ａ・Ｊ・Ｋ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 福祉住環境演習
授業形態・単位数 演習・２単位

開 講 年 次 ４年次

担 当 教 員
職名：兼任教授

氏名：中
なか

　丸
まる

　一
かず

　志
し

開 講 期 通年

授 業 回 数 30回

期末試験の有無 無

授業に関する主な実務経験と期間 株式会社ナカノフドー建設建築施工管理10年、建築設計および工事監理・24年

社会貢献としての委員会・職　等 特記事項なし

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

日本大学工学部　工学士　一級建築士、設備設計一級建築士、一級建築施工
管理技士、宅地建物取引主任者・建築学会

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 60時間

オフィスアワー・メールアドレス等 オフィスアワー：金曜日午前中
メールアドレス：nakamaru.kazushi　fukushima-college.ac.jp
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

５ 高齢者や障害者を取り巻く社会状況と福祉住環境コー
ディネーターの意義

映像プレゼンテーション
配付資料
JWCAD

高齢者・障害者の環境調査

６ 障害のとらえ方と自立支援のあり方 映像プレゼンテーション
配付資料 自立支援のあり方調査

７ 障害のとらえ方と自立支援のあり方 映像プレゼンテーション
配付資料 自立支援のあり方調査

８ 疾患別・障害別にみた不便・不自由と福祉住環境の考
え方

映像プレゼンテーション
配付資料 疾患・障害に関する調査

９ 疾患別・障害別にみた不便・不自由と福祉住環境の考
え方

映像プレゼンテーション
配付資料 疾患・障害に関する調査

10 疾患別・障害別にみた不便・不自由と福祉住環境の考
え方

映像プレゼンテーション
配付資料 疾患・障害に関する調査

11 相談援助の考え方と福祉住環境の考え方 映像プレゼンテーション
配付資料 疾患・障害に関する調査

12 相談援助の考え方と福祉住環境の考え方 映像プレゼンテーション
配付資料 疾患・障害に関する調査

13 福祉住環境整備の基本技術と実践に伴う知識 映像プレゼンテーション
配付資料 福祉住環境整備に関する調査

14 福祉住環境整備の基本技術と実践に伴う知識 映像プレゼンテーション
配付資料 福祉住環境整備に関する調査

15 福祉住環境整備の基本技術と実践に伴う知識 映像プレゼンテーション
配付資料 福祉住環境整備に関する調査

期末
試験 福祉住環境コーディネーター２級検定試験過去問題 配付資料 福祉住環境整備に関する調査

16 在宅生活における福祉用具の活用 映像プレゼンテーション
配付資料 在宅生活に関する調査

17 在宅生活における福祉用具の活用 映像プレゼンテーション
配付資料 在宅生活に関する調査

18 福祉住環境コーディネーター検定試験問題の研究 映像プレゼンテーション
配付資料 試験問題の調査

19 福祉住環境コーディネーター検定試験問題の研究 映像プレゼンテーション
配付資料 試験問題の調査

20 福祉住環境コーディネーター検定試験問題の研究 映像プレゼンテーション
配付資料 試験問題の調査

21 福祉住環境コーディネーター検定試験問題の研究 映像プレゼンテーション
配付資料 試験問題の調査

22 福祉住環境コーディネーター検定試験問題の研究 映像プレゼンテーション
配付資料 試験問題の調査
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

23 本学建築（宮代キャンパス）視察 福祉用具の実際を視察 事前・事後学習
レポート作成

24 福祉用具ショールーム視察 福祉用具の実際を視察 事前・事後学習
レポート作成

25

福祉住環境事例の検討
◦福祉関係ビデオ閲覧
　「2025年問題」（４分）
　「良くわかる介護保険制度」（８分）

映像プレゼンテーション
配付資料 福祉住環境整備に関する調査

26

福祉住環境事例の検討
◦福祉関係ビデオ閲覧
「認知症ケア　優しさを伝える技術　ユマニチュー
ド」（24分）

映像プレゼンテーション
配付資料 福祉住環境整備に関する調査

27
福祉住環境事例の検討
◦福祉関係ビデオ閲覧
「ユマニチュード実践例①、②、③」（20分）

映像プレゼンテーション
配付資料 福祉住環境整備に関する調査

28
福祉住環境事例の検討
◦福祉関係ビデオ閲覧
「幸せホルモン・オキシトシン」（７分）

映像プレゼンテーション
配付資料 福祉住環境整備に関する調査

29

福祉住環境事例の検討
◦福祉関係ビデオ閲覧
「ベッドサイドトイレ・夢が生まれる理想の義足」
（12分）

映像プレゼンテーション
配付資料 福祉住環境整備に関する調査

30
福祉住環境事例の検討
◦福祉関係ビデオ閲覧
「電動車いすWHILL・良くわかる介護保険」（12分）

映像プレゼンテーション
配付資料 福祉住環境整備に関する調査

期末
試験 福祉住環境コーディネーター２級検定試験過去問題 配付資料 予習・復習

期末試験の講評

　期末試験終了後、希望者には期末試験の講評について、オフィスアワー等を通じて説明します。

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

目標Ａ・Ｊ：筆記試験：前期、後期合わせて80点満点で評価し、平均値を採用する。
目標Ａ・Ｋ：視察事前・事後学習レポートを20点で評価する。
◦欠席、遅刻、授業中の態度等については、シラバス掲載の「学業成績評価の共通基準」に沿う。

教　科　書 参　考　書

使用しない。 書　名：福祉住環境コーディネーター検定試験２級
公式テキスト

著者名：東京商工会議所
発行所：東京商工会議所
価　格：4,500円（税別）

その他補足事項

◦建築物視察交通費（約1,000円程度）は、学生個人負担とする。
◦福祉用具視察場所は先方の都合で実施日が変更になる場合がある。
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１ オリエンテーション
　課題解決型学習PBLの説明と流れ 授業補足資料配付

２

〈講義〉地域型とテーマ型活動組織
◦市民公益活動パートナーズ紹介
◦地域社会を取り巻く様々なセクター
◦地域づくりや住民の暮らしに貢献する民間組織

授業補足資料配付 予習：NPO活動について調
べてくる

３ 〈WS〉地域の支え合いを知る①
　家やキャンパスの周りを調べてみよう WorkSheetの作成 復習：課題の完成

授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　「地域福祉」とは、それぞれの地域において人びとが安
心して暮らせるよう、地域住民や公私の社会福祉関係者
等が、お互いに協力して地域社会の福祉課題の解決に取
り組む考え方です。
　この授業は、「東日本大震災・原発事故以降の福島のコ
ミュニティ再生に関する課題を可視化する」をテーマに、
課題解決型学習PBL（Project－Based Learning）により、
自分たちで地域の課題を考え、リポート、ワークショッ
プ等を行います。授業は、市民公益活動パートナーズと
連携のもとに実施します。　

A 知識
B 技術・技能
C 論理的思考力
D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力
G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力

○ I 積極的発言力及びプレゼンテーション力
J 多様性への理解力、応用力

○ K 課題対処力
○ L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

地域診断を通じて、課題を解決する活動の提案ができる。 目標 Ｉ
地域の社会資源をマッピングできる。 目標 Ｌ
フィールドワークを通して新たな活動を提案・企画できる。 目標 Ｋ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 特 別 研 究 Ⅰ
（地域の福祉）

授業形態・単位数 演習・２単位

開 講 年 次 ３年次

担 当 教 員
職名：教授

氏名：日
くさ

　下
か

　輝
てる

　美
み

開 講 期 通年

授 業 回 数 30回

期末試験の有無 有

授業に関する主な実務経験と期間 柴田町社会福祉協議会（昭和60年７月〜平成19年３月）

社会貢献としての委員会・職　等 福島県社会福祉協議会評議員、福島県子ども・子育て会議副会長、柴田町教
育委員会委員

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

東北大学大学院経済学研究科博士課程前期現代応用経済科学専攻
修了　修士（経営学）日本地域福祉学会、日本社会福祉学会

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 30時間

オフィスアワー・メールアドレス等 オフィスアワーについては初回授業時に説明します。
メールアドレス：kusaka.terumi　fukushima-college.ac.jp
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

４ 〈WS〉地域の支え合いを話し合う②
　地域で行われている活動は？その課題は？

WorkSheetの提出
模造紙

予習：地域活動について調べ
る

５
〈講義〉〈演習の投げかけ〉

「子どもの見守り・健全育成に関わる活動」につ
いて　― 私たちに出来ることを考える

ゲストスピーカー招聘 宿題：講義の感想を書く

６ 〈フィールドワーク〉
　「北沢又」を歩く・調べる①、②

福島市白地図
WorkSheetの作成 集合場所：飯電「上松川駅」

７

８ 〈WS〉「北沢又」の活動を企画する① WorkSheetの提出
PlanSheetの配付 復習：課題を完成させる

９ 〈WS〉「北沢又」の活動を企画する② 模造紙
PlanSheetの作成 復習：課題を完成させる

10 〈WS〉「北沢又」の活動を企画する③
PlanSheetの完成
準備物表、参加者アンケート
作成、Report書式等配付

復習：課題を完成させる

11 〈講義〉〈WS〉活動に向けたリハーサル 準備物の確認、追加
役割分担等のミーティング 復習：課題を完成させる

12 〈フィールドワーク〉
　「北沢又」で活動する①、② Reportの配付〜作成 宿題：Reportの作成

13

14
〈WS〉活動を振り返る・まとめ方を考える
　活動で叶ったこと、課題として残った事
　活動をどうまとめる？

Reportの提出
ゲストスピーカー招聘 復習：課題を完成させる

15 〈WS〉活動を可視化する・伝える 紙面構成の検討〜作成
タイトル、テキスト等の作成 宿題：紙面ラフSheetの作成

16 前期の振り返りと後期学習の説明と流れ 復習：課題を完成させる

17
〈講義〉〈演習の投げかけ〉

「高齢者・障がい者の暮らしを支える、楽しみを
増やす活動」 ― 私たちに出来ることを考える

ゲストスピーカー招聘 復習：課題を完成させる

18 〈WS〉「飯坂」の活動をイメージする WorkSheetの作成 復習：課題を完成させる

19 〈フィールドワーク〉
　「飯坂市街地」を歩く・調べる①、②

福島市白地図
WorkSheetの作成 集合場所：飯電「飯坂温泉駅」

20

21 〈WS〉「飯坂」の活動を企画する① WorkSheetの提出
PlanSheetの作成 復習：課題を完成させる

22 〈WS〉「飯坂」の活動を企画する② PlanSheetの提出〜検討 復習：課題を完成させる

23 〈講義〉〈WS〉「飯坂」の活動に向けたリハーサル 準備物の確認、追加
役割分担のミーティング 復習：課題を完成させる

24 〈フィールドワーク〉
　「飯坂」で活動する①、② Reportの配付〜作成 宿題：Reportの作成

25
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

26
〈WS〉活動を振り返る・まとめ方を考える

活動で叶ったこと、課題として残った事
活動の成果のまとめ（話し合い）

Reportの提出
模造紙
PlanSheetの配付〜作成

復習：課題を完成させる

27 〈WS〉活動を可視化する・伝える① PlanSheetの提出、検討 復習：課題を完成させる

28 〈WS〉活動を可視化する・伝える② PlanSheetの検討
紙面 復習：課題を完成させる

29 〈WS〉活動を可視化する・伝える③ 成果物作成作業（完成） 復習：課題を完成させる

30 活動や成果物を振返り、今後どう地域と関わって
いくかについてディスカッション、発表する

ディスカッション、プレゼン
テーション

期末
試験 後期期末試験

期末試験の講評

　期末試験終了後、希望者には期末試験の講評について、オフィスアワー等を通じて説明します。

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

目標Ｋ：期末試験　50点
目標Ｉ：ディスカッションの発言　20点
目標Ｌ：成果物作成評価　30点

教　科　書

使用しない。



― 322 ―

授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　心の健康と精神障がい者の地域生活支援についての演
習を行う。病気によって失われる命や障がいによって損
なわれる健康生活というWHOの指標からも、国民の心の
健康の推進が求められる。本科目では、子どもの心の発
達と家族支援について理解し、また、たまたま精神疾患
を患った人が地域でその人らしく当たり前に生きる生活
支援事例を見ていく。並行して履修者各自が自分の関心
あるテーマについて授業で発表し学び合い、小論文にま
とめていく。

○ A 知識
B 技術・技能
C 論理的思考力

○ D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力
G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力
I 積極的発言力及びプレゼンテーション力
J 多様性への理解力、応用力

○ K 課題対処力
L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

心の健康を推進するために、各自ができること、身近な家族や学校・職場や地
域の周りの人々ができること、そして政策レベルの課題について考えることが
できるようになる。

目標 Ａ

子どもの心の発達を促す家族関係やそれに準ずる養育環境のあり方について理
解する。 目標 Ａ

精神障がいの特徴を理解し、認知機能障害を持つ精神障がい者が地域で当たり
前に暮らしている事例を通して、一人ひとりのリカバリーとその人らしい生き
方と生活支援のあり方について互いに学び合うことができるようになる。

目標 Ｄ・Ｋ

履修者各自の研究テーマを見つけ出し、情報収集・資料検索等を通して自分で
調べた内容を発表した上で小論文にまとめる。 目標 Ｄ・Ｋ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 特 別 研 究 Ⅰ
「こころの健康と精神障がい者の地域生活支援」

授業形態・単位数 演習・２単位

開 講 年 次 ３年次

担 当 教 員
職名：教授

氏名：藤
ふじ

　原
わら

　正
まさ

　子
こ

開 講 期 通年

授 業 回 数 30回

期末試験の有無 無

授業に関する主な実務経験と期間

英国王立盲学校重複障害者生活自立支援施設・英国コヴェントリー市社会福
祉局危機介入チーム・障害者洛南共同作業所・葵橋ファミリークリニック・
京都市児童福祉センター総合療育部・福島県精神保健福祉センター、上田保
健所等（18年６ヶ月）

社会貢献としての委員会・職　等 福島県精神保健福祉士会理事

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

同志社大学文学研究科社会福祉学専攻修士課程　文学修士
英国マンチェスター大学医学部精神科精神医学ソーシャルワークディプロマ
課程修了　Diploma in PSW
精神保健福祉士、英国hcpc登録ソーシャルワーカー、CAP（子どもへの暴
力防止教育プログラム）スペシャリスト、メリデン版ファミリーワーク基礎
研修修了
日本社会福祉学会、日本子ども虐待防止学会、日本精神保健福祉学会、日本
精神障害者リハビリテーション学会他

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 30時間

オフィスアワー・メールアドレス等 オフィスアワーについては初回授業時に説明します。
E-mail：fujiwara.masako　fukushima-college.ac.jp
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１ オリエンテーション
こころの健康と精神保健福祉 プリント 各自のテーマ設定準備

２ 精神障がい者の地域生活支援
①　続・不思議なレストラン　はじめに

ビデオ「統合失調症を生き
る」20分

発表資料準備
資料確認と整理

３ 精神障がい者の地域生活支援
②　続・クッキングハウス物語 プリント 〃

４ アディクション ― 止めたいのに止められない罪悪感 〃 〃

５
精神障がい者の地域生活支援

③　人生という長い尺度で旅立ちを見守る
　　〈小山くんのこと〉

〃 〃

６ 精神障がい者の地域生活支援
④　ここが私の故郷です　〈妙子さんのこと〉 〃 〃

７ 子どもの問題の理解
症状の見立て方 〃 〃

８ 子どもの発達
愛着、心の安全基地、親の役割 〃 〃

９ 子どもの発達
個体差 〃 〃

10 子どもの心の発達と家族支援
分離と喪失　崩壊家庭と家庭不和 〃 〃

11 特別研究の小論文作成に向けたテーマ設定 〃 各自の研究テーマを探す

12
リカバリーへの道としてのリハビリテーション①

「日常生活の障害」とは何か
リカバリーはどのように障害と関係しているのか

〃 発表資料準備
資料の確認と整理

13
リカバリーへの道としてのリハビリテーション②
リカバリーとは何か
精神障害リハビリテーションとは何か

〃 〃

14 治療とリハビリテーションに家族の関与を得る① 〃 〃

15 治療とリハビリテーションに家族の関与を得る②
各自の研究テーマ中間発表① 〃 〃

発表準備と発表後の修正

16 各自の研究テーマ中間発表② 発表テーマ別グルーピング 発表準備と発表後の修正

17 研究個別報告① 発表と質疑応答 〃

18 研究個別報告② 〃 〃

19 研究個別報告③ 〃 〃

20 研究個別報告④ 〃 〃

21 研究個別報告⑤ 〃 〃
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

22 研究個別報告⑥ 発表と質疑応答 発表準備と発表後の修正

23 研究個別報告⑦ 〃 〃

24 研究個別報告⑧ 〃 〃

25 研究個別報告⑨ 〃 〃

26 研究個別報告⑩ 〃 〃

27 研究成果報告準備① グループ討議 発表資料準備

28 研究成果報告準備② 〃 〃

29 特別研究発表① 発表と質疑応答 発表準備と感想文作成

30 特別研究発表② 〃 〃

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

目標Ａ・Ｄ・Ｋ：授業時の発言等参加態度50％
目標Ｄ・Ｋ　　：発表時のレポート内容、特別研究小論文等の課題の消化度および提出期限を守っているか等50％によ

り評価する。
シラバスの「成績評価への補足的対応措置」を読んでおいて下さい。詳しくは第１回目の授業に説明する。

教　科　書 参　考　書

書　名：続・不思議なレストラン
著者名：松浦幸子
発行所：教育史料出版会
価　格：1,600円（税別）

書　名：子どもの精神医学
著者名：マイケル・ラター
発行所：ルガール社
価　格：6,800円

書　名：精神障害と回復― リバーマンのリハビリテー
ション・マニュアル

著者名：Ｒ.Ｐ.リバーマン
発行所：星和書店
価　格：6,600円（税別）

その他補足事項

　授業の進捗程度・等により、授業内容を変更する場合があります。
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１ オリエンテーション 授業の進め方について
発表、ディスカッション

２ 文献検索とレジュメの作成方法 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

３ 文献購読、臨床心理学の研究法①（実験法） 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

４ 文献購読、臨床心理学の研究法②（調査法） 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

５ 文献購読、臨床心理学の研究法③（ケース研究法） 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

６ 文献購読、臨床心理学の研究法④（質的研究法） 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　認知行動療法や行動療法の基本的な理論、具体的な援
助方法、および臨床心理学的問題の実際に関する理解を
深めることを目的とする。
　そこで、本授業では、認知行動療法や行動療法に関す
る文献講読を行うなかで、その基礎となる理論から実際
の臨床心理学的問題までを幅広く取り上げ学習を深める。

○ A 知識
B 技術・技能

○ C 論理的思考力
D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力
G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力

○ I 積極的発言力及びプレゼンテーション力
J 多様性への理解力、応用力
K 課題対処力
L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

認知行動療法や行動療法の基本的な理論、具体的な援助方法の理解、説明がで
きる。 目標 Ａ・Ｃ・I

臨床心理学的問題について、行動論、認知論に基づいて説明することができる。 目標 Ａ・Ｃ・I

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 特 別 研 究 Ⅰ
（臨床心理学研究法）

授業形態・単位数 演習・２単位

開 講 年 次 ３年次

担 当 教 員
職名：講師

氏名：木
き

　村
むら

　泰
やす

　博
ひろ

開 講 期 通年

授 業 回 数 30回

期末試験の有無 無

授業に関する主な実務経験と期間 特記事項なし

社会貢献としての委員会・職　等 特記事項なし

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

早稲田大学大学院人間科学研究科修士課程修了、修士（人間科学）
公認心理師、臨床心理士、認定行動療法士、日本認知・行動療法学会、日本
行動医学会

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 30時間

オフィスアワー・メールアドレス等 オフィスアワーは初回授業時に説明します。
メールアドレス：kimura.yasuhiro　fukushima-college.ac.jp
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

７ 心理統計法① 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

８ 心理統計法② 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

９ 心理統計法③ 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

10 心理的支援技術の理解① 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

11 心理的支援技術の理解② 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

12 心理的支援技術の理解③ 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

13 文献購読 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

14 文献購読 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

15 文献購読 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

16 臨床心理学研究法試行（先行研究の検索） 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

17 臨床心理学研究法試行（先行研究の検索） 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

18 臨床心理学研究法試行（先行研究の検索） 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

19 臨床心理学研究法試行（研究計画の立案） 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

20 臨床心理学研究法試行（研究計画の立案） 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

21 臨床心理学研究法試行（研究計画の立案） 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

22 臨床心理学研究法試行（データ収集） 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

23 臨床心理学研究法試行（データ収集） 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

24 臨床心理学研究法試行（データ分析） 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

25 臨床心理学研究法試行（データ分析） 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

26 臨床心理学研究法試行（執筆） 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

27 臨床心理学研究法試行（執筆） 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

28 臨床心理学研究法試行（発表） 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

29 臨床心理学研究法試行（発表） 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

30 まとめ 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

目標Ａ・Ｃ・Ｉ：理解度テスト10点　討論への参加度50点　レポート40点

教　科　書

使用しない。

その他補足事項

　予習として発表レジュメの作成を求める。
　発表文献については、授業の２週間前までに教員に確認した上でレジュメの作成を行うこと。
　学習成果の発表機会などを適宜設ける。
　理解度テストは、30回の授業時間内に数度、実施する。
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１ 臨床心理学とは何を目指しているか 講義及びグループ討議、
発表

文献該当箇所の予習及び
復習

２ 実践の学問としての臨床心理学の科学性 講義及びグループ討議、
発表

文献該当箇所の予習及び
復習

３ 精神医学と臨床心理学との違い 講義及びグループ討議、
発表

文献該当箇所の予習及び
復習

授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　臨床（clinical）という言葉は、ギリシャ語で「寝台」
を意味する「クリネーク」に由来する。元々臨床とは、
医療的な治療を施す術がなくなってしまった病人に対し
て、枕元で魂の旅立ちを世話する僧侶の役割を示すもの
であった。その現代的意味では、援助を求める人に対し
て道を共にするということがその主題となる。そのため
には、人を知りその上で支援の方法を考えていくことが
大事なことである。この授業では、人間に対する様々な
理論を学びながら、どのような支援が役立つのか、道を
共にする研究法は何か検討していくことになる。

○ A 知識
B 技術・技能

○ C 論理的思考力
D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力
G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力

○ I 積極的発言力及びプレゼンテーション力
○ J 多様性への理解力、応用力

K 課題対処力
L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

①　様々な理論を通じて、心のメカニズムを知る。 目標 Ａ
②　様々な症例を通じて、アセスメント力を高める。 目標 Ｃ
③　アセスメントを通じて、支援の方法を身につける。 目標 Ａ・Ｃ
④　ひとつの症例の背後には、多様な事情があることを理解する。 目標 Ｉ・Ｊ
⑤　人に寄り添うことの意味を考えられるようになる。 目標 Ｊ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 特 別 研 究 Ⅰ
（臨床心理学研究法）

授業形態・単位数 演習・２単位

開 講 年 次 ３年次

担 当 教 員
職名：教授

氏名：岸
きし

　　　良
よし

　範
のり

開 講 期 通年

授 業 回 数 30回

期末試験の有無 無

授業に関する主な実務経験と期間 愛知教育大学、茨城大学、各臨床心理相談室相談員他
（平成12年４月〜平成29年３月）

社会貢献としての委員会・職　等 日本臨床心理士資格認定協会理事
専門職大学院認証評価判定委員会副委員長他

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

早稲田大学大学院文学研究科社会学専攻修士課程修了、文学修士
臨床心理士、心理臨床学会、箱庭療法学会、精神分析学会

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 30時間

オフィスアワー・メールアドレス等 オフィスアワ－：木曜日
メールアドレス：kishi.yoshinori　fukushima-college.ac.jp
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

４ 理解することと援助すること 講義及びグループ討議、
発表

文献該当箇所の予習及び
復習

５ ケーススタディ①
実際の事例を検討する。

講義及びグループ討議、
発表

文献該当箇所の予習及び
復習

６ ケーススタディ②
実際の事例を検討する。

講義及びグループ討議、
発表

文献該当箇所の予習及び
復習

７ 臨床心理学の様々な理論の有効性① 講義及びグループ討議、
発表

文献該当箇所の予習及び
復習

８ 臨床心理学の様々な理論の有効性② 講義及びグループ討議、
発表

文献該当箇所の予習及び
復習

９ ケーススタディ③
実際の事例を検討する。

講義及びグループ討議、
発表

文献該当箇所の予習及び
復習

10 ケーススタディ④
実際の事例を検討する。

講義及びグループ討議、
発表

文献該当箇所の予習及び
復習

11 症状を持つとはどういうことか 講義及びグループ討議、
発表

文献該当箇所の予習及び
復習

12 主な援助の対象①
神経症、うつ病、統合失調症、人格障害　等

講義及びグループ討議、
発表

文献該当箇所の予習及び
復習

13 主な援助の対象②
発達障害、知的障害

講義及びグループ討議、
発表

文献該当箇所の予習及び
復習

14 ケーススタディ⑤
実際の事例を検討する。

講義及びグループ討議、
発表

文献該当箇所の予習及び
復習

15 ケーススタディ⑥
実際の事例を検討する。

講義及びグループ討議、
発表

文献該当箇所の予習及び
復習

16 人間の心を理解する① ― アセスメント ―
講義及びグループ討議、
発表

文献該当箇所の予習及び
復習

17 人間の心を理解する② ― アセスメント ―
講義及びグループ討議、
発表

文献該当箇所の予習及び
復習

18 臨床心理学的援助の実践① 講義及びグループ討議、
発表

文献該当箇所の予習及び
復習

19 臨床心理学的援助の実践② 講義及びグループ討議、
発表

文献該当箇所の予習及び
復習

20 個人研究課題の検討 講義及びグループ討議、
発表

文献該当箇所の予習及び
復習

21 個人研究課題の検討 講義及びグループ討議、
発表

文献該当箇所の予習及び
復習

22 個人研究課題の検討 講義及びグループ討議、
発表

文献該当箇所の予習及び
復習
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

23 個人研究課題の検討 講義及びグループ討議、
発表

文献該当箇所の予習及び
復習

24 個人研究課題の検討 講義及びグループ討議、
発表

文献該当箇所の予習及び
復習

25 個人研究課題の検討 講義及びグループ討議、
発表

文献該当箇所の予習及び
復習

26 個人研究課題の検討 講義及びグループ討議、
発表

文献該当箇所の予習及び
復習

27 個人研究課題の検討 講義及びグループ討議、
発表

文献該当箇所の予習及び
復習

28 個人研究課題の発表 講義及びグループ討議、
発表

文献該当箇所の予習及び
復習

29 個人研究課題の発表 講義及びグループ討議、
発表

文献該当箇所の予習及び
復習

30 個人研究課題の発表 講義及びグループ討議、
発表

文献該当箇所の予習及び
復習

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

◦目標Ａ・Ｃ・Ｊ：各回の小レポートと最終レポート（50％）
◦目標Ｉ　　　　：講義中における個人課題におけるプレゼンテーション（50％）

教　科　書

書　名：臨床心理学 ― 全体的存在としての人間を理解する（予定）
著者名：伊藤良子（編者）
発行所：ミネルヴァ書房
価　格：2,500円（税別）

その他補足事項

　授業の理解度に応じて、講義の順番の入替が予定される。
　理解度に合わせて参考文献を随時紹介する。　
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１ なぜ私は臨床心理学を学びたかったか？
学んだこと・学びたいこと

教員の自己紹介と討論
資料配付 自由討論

２ これからどんなことを学びたいか？
学ぶための方法・「事例性」について 全体討論・資料配付 自由討論

３ 臨床心理学の方法①：内省・内観 内観療法のデモテープを聴く レジメ作成

４ 臨床心理学の方法②：イメージ（箱庭・コラージュ療法） 事例紹介・全体討論 レジメ作成

５ 臨床心理学の方法③：自然（ネイチャープレイ） 担当者発表・全体討論 レジメ作成

授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　本演習は、大学院進学者の履修を想定し、上限５名と
するが、進学予定はあくまでも予定にすぎないと理解し
ているので、進学意志の有無よりも、３年次～４年次の
２年間をかけてじっくり「臨床心理学」に親しみたい学
生の希望にこたえたい。
　特に、精神分析的心理療法・カウンセリング、森田療法、
内観療法など洞察（内省）志向的アプローチに興味を持ち、
さまざまな問題について、参考文献を探し、一緒に読書し、
討論し、考察を深めたい学生を歓迎する。
　履修者の人数・興味によって授業内容を変更すること
がある。

A 知識
B 技術・技能
C 論理的思考力
D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力
G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力

○ I 積極的発言力及びプレゼンテーション力
○ J 多様性への理解力、応用力
○ K 課題対処力

L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

参考文献を探しだし、読み込み、討論し、考察できる。 目標 Ｉ
人間の心理・行動を幅広い視点・複数の理論から理解できる。 目標 Ｊ
これからどうするかを提案できる。 目標 Ｋ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 特 別 研 究 Ⅰ
（臨床心理学研究法）

授業形態・単位数 演習・２単位

開 講 年 次 ３年次

担 当 教 員
職名：教授

氏名：渡
わた

　邉
なべ

　　　勉
つとむ

開 講 期 通年

授 業 回 数 30回

期末試験の有無 無

授業に関する主な実務経験と期間
聖マリアンナ医科大学病院神経精神科心理技術員・臨床心理士（昭和57年１
月〜平成14年３月）
目白大学カウンセリングセンター相談員（平成14年４月〜平成30年３月）

社会貢献としての委員会・職　等 福島市自殺対策ネットワーク会議議長、日本心理臨床学会代議員

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

上智大学大学院文学研究科教育学専攻博士課程修了、文学修士
博士（医学）、臨床心理士、日本精神分析学会認定心理療法士
公認心理師、心理臨床学会、森田療法学会

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 30時間

オフィスアワー・メールアドレス等 オフィスアワー：水曜日午後
メールアドレス：tsutomu.watanabe　fukushima-college.ac.jp
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

６ 臨床心理学の方法④：投影・投映法 担当者発表・全体討論 レジメ作成

７ 臨床心理学の方法⑤：夢をあじわう 担当者発表・全体討論 レジメ作成

８ 臨床心理学の方法⑥：想定書簡法 事例紹介・全体討論 レジメ作成

９ 臨床心理学の方法⑦：病跡学・伝記 担当者発表・全体討論 レジメ作成

10 臨床心理学の方法⑧：家系図法 担当者発表・全体討論 レジメ作成

11 臨床心理学の方法⑨：前方視的研究 担当者発表・全体討論 レジメ作成

12 臨床心理学の方法⑩：こころ・からだ・痛み 担当者発表・全体討論 レジメ作成

13 臨床心理学の方法⑪：物語（ナラティブ） 担当者発表・全体討論 レジメ作成

14 臨床心理学の方法⑫：トラウマ 担当者発表・全体討論 レジメ作成

15 前期のまとめ 全体討論

16 臨床事例・参考文献を読む① 担当者発表・全体討論 レジメ作成

17 臨床事例・参考文献を読む② 担当者発表・全体討論 レジメ作成

18 臨床事例・参考文献を読む③ 担当者発表・全体討論 レジメ作成

19 臨床事例・参考文献を読む④ 担当者発表・全体討論 レジメ作成

20 臨床事例・参考文献を読む⑤ 担当者発表・全体討論 レジメ作成

21 臨床事例・参考文献を読む⑥ 担当者発表・全体討論 レジメ作成

22 臨床事例・参考文献を読む⑦ 担当者発表・全体討論 レジメ作成

23 臨床事例・参考文献を読む⑧ 担当者発表・全体討論 レジメ作成

24 臨床事例・参考文献を読む⑨ 担当者発表・全体討論 レジメ作成

25 臨床事例・参考文献を読む⑩ 担当者発表・全体討論 レジメ作成

26 臨床事例・参考文献を読む⑪ 担当者発表・全体討論 レジメ作成

27 臨床事例・参考文献を読む⑫ 担当者発表・全体討論 レジメ作成

28 臨床事例・参考文献を読む⑬ 担当者発表・全体討論 レジメ作成

29 臨床事例・参考文献を読む⑭ 担当者発表・全体討論 レポート作成

30 総合ディスカッション（後期） 課題レポート提出

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

前期　目標Ｉ・Ｊ　　：授業時の発表ディスカッション（50点）
後期　目標Ｉ・Ｊ・Ｋ：期末レポート（50点）
前期と後期の結果を総合して評価します。

その他補足事項

　履修を決める前に研究室に訪ねてきてくれると、お互いの情報交換が出来て有益だと思います。
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１ オリエンテーション
　課題解決型学習PBLの説明と流れ 授業補足資料配付

２

〈講義〉地域型とテーマ型活動組織
◦市民公益活動パートナーズ紹介
◦地域社会を取り巻く様々なセクター
◦地域づくりや住民の暮らしに貢献する民間組織

授業補足資料配付 予習：NPO活動について調
べてくる

３ 〈WS〉地域の支え合いを知る①
　家やキャンパスの周りを調べてみよう WorkSheetの作成 復習：課題の完成

授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　「地域福祉」とは、それぞれの地域において人びとが安
心して暮らせるよう、地域住民や公私の社会福祉関係者
等が、お互いに協力して地域社会の福祉課題の解決に取
り組む考え方です。
　この授業は、「東日本大震災・原発事故以降の福島のコ
ミュニティ再生に関する課題を可視化する」をテーマに、
課題解決型学習PBL（Project－Based Learning）により、
自分たちで地域の課題を考え、リポート、ワークショッ
プ等を行います。授業は、市民公益活動パートナーズと
連携のもとに実施します。　

A 知識
B 技術・技能
C 論理的思考力
D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力
G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力

○ I 積極的発言力及びプレゼンテーション力
J 多様性への理解力、応用力

○ K 課題対処力
○ L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

地域診断を通じて、課題を解決する活動の提案ができる。 目標 Ｉ
地域の社会資源をマッピングできる。 目標 Ｌ
フィールドワークを通して新たな活動を提案・企画できる。 目標 Ｋ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 特 別 研 究 Ⅱ
（地域の福祉）

授業形態・単位数 演習・２単位

開 講 年 次 ４年次

担 当 教 員
職名：教授

氏名：日
くさ

　下
か

　輝
てる

　美
み

開 講 期 通年

授 業 回 数 30回

期末試験の有無 有

授業に関する主な実務経験と期間 柴田町社会福祉協議会（昭和60年７月〜平成19年３月）

社会貢献としての委員会・職　等 福島県社会福祉協議会評議員、福島県子ども・子育て会議副会長、柴田町教
育委員会委員

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

東北大学大学院経済学研究科博士課程前期現代応用経済科学専攻
修了　修士（経営学）日本地域福祉学会、日本社会福祉学会

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 30時間

オフィスアワー・メールアドレス等 オフィスアワーについては初回授業時に説明します。
メールアドレス：kusaka.terumi　fukushima-college.ac.jp
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

４ 〈WS〉地域の支え合いを話し合う②
　地域で行われている活動は？その課題は？

WorkSheetの提出
模造紙

予習：地域活動について調べ
る

５
〈講義〉〈演習の投げかけ〉

「子どもの見守り・健全育成に関わる活動」に
ついて ― 私たちに出来ることを考える

ゲストスピーカー招聘 宿題：講義の感想を書く

６
〈フィールドワーク〉
　「北沢又」を歩く・調べる①、②

福島市白地図
WorkSheetの作成 集合場所：飯電「上松川駅」

７

８ 〈WS〉「北沢又」の活動を企画する① WorkSheetの提出
PlanSheetの配付 復習：課題を完成させる

９ 〈WS〉「北沢又」の活動を企画する② 模造紙
PlanSheetの作成 復習：課題を完成させる

10 〈WS〉「北沢又」の活動を企画する③
PlanSheetの完成
準備物表、参加者アンケート
作成、Report書式等配付

復習：課題を完成させる

11 〈講義〉〈WS〉活動に向けたリハーサル 準備物の確認、追加
役割分担等のミーティング 復習：課題を完成させる

12
〈フィールドワーク〉
　「北沢又」で活動する①、② Reportの配付〜作成 宿題：Reportの作成

13

14
〈WS〉活動を振り返る・まとめ方を考える
　活動で叶ったこと、課題として残った事
　活動をどうまとめる？

Reportの提出
ゲストスピーカー招聘 復習：課題を完成させる

15 〈WS〉活動を可視化する・伝える 紙面構成の検討〜作成
タイトル、テキスト等の作成 宿題：紙面ラフSheetの作成

16 前期の振り返りと後期学習の説明と流れ 復習：課題を完成させる

17
〈講義〉〈演習の投げかけ〉

「高齢者・障がい者の暮らしを支える、楽しみを
増やす活動」― 私たちに出来ることを考える

ゲストスピーカー招聘 復習：課題を完成させる

18 〈WS〉「飯坂」の活動をイメージする WorkSheetの作成 復習：課題を完成させる

19
〈フィールドワーク〉
　「飯坂市街地」を歩く・調べる①、②

福島市白地図
WorkSheetの作成 集合場所：飯電「飯坂温泉駅」

20

21 〈WS〉「飯坂」の活動を企画する① WorkSheetの提出
PlanSheetの作成 復習：課題を完成させる

22 〈WS〉「飯坂」の活動を企画する② PlanSheetの提出〜検討 復習：課題を完成させる

23 〈講義〉〈WS〉「飯坂」の活動に向けたリハーサル 準備物の確認、追加
役割分担のミーティング 復習：課題を完成させる
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

24 〈フィールドワーク〉
　「飯坂」で活動する①、② Reportの配付〜作成 宿題：Reportの作成

25

26
〈WS〉活動を振り返る・まとめ方を考える
活動で叶ったこと、課題として残った事
活動の成果のまとめ（話し合い）

Reportの提出
模造紙
PlanSheetの配付〜作成

復習：課題を完成させる

27 〈WS〉活動を可視化する・伝える① PlanSheetの提出、検討 復習：課題を完成させる

28 〈WS〉活動を可視化する・伝える② PlanSheetの検討
紙面 復習：課題を完成させる

29 〈WS〉活動を可視化する・伝える③ 成果物作成作業（完成） 復習：課題を完成させる

30 活動や成果物を振返り、今後どう地域と関わって
いくかについてディスカッション、発表する

ディスカッション、プレゼン
テーション

期末
試験 後期期末試験

期末試験の講評

　期末試験終了後、希望者には期末試験の講評について、オフィスアワー等を通じて説明します。

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

目標Ｋ：期末試験　50点
目標Ｉ：ディスカッションの発言　20点
目標Ｌ：成果物作成評価　30点

教　科　書

使用しない。
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授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　心の健康と精神障がい者の地域生活支援についての演
習を行う。病気によって失われる命や障がいによって損
なわれる健康生活というWHOの指標からも、国民の心の
健康の推進が求められる。本科目では、子どもの心の発
達と家族支援について理解し、また、たまたま精神疾患
を患った人が地域でその人らしく当たり前に生きる生活
支援事例を見ていく。並行して履修者各自が自分の関心
あるテーマについて授業で発表し学び合い、小論文にま
とめていく。

○ A 知識
B 技術・技能
C 論理的思考力

○ D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力
G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力
I 積極的発言力及びプレゼンテーション力
J 多様性への理解力、応用力

○ K 課題対処力
L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

心の健康を推進するために、各自ができること、身近な家族や学校・職場や地
域の周りの人々ができること、そして政策レベルの課題について考えることが
できるようになる。

目標 Ａ

子どもの心の発達を促す家族関係やそれに準ずる養育環境のあり方について理
解する。 目標 Ａ

精神障がいの特徴を理解し、認知機能障害を持つ精神障がい者が地域で当たり
前に暮らしている事例を通して、一人ひとりのリカバリーとその人らしい生き
方と生活支援のあり方について互いに学び合うことができるようになる。

目標 Ｄ・Ｋ

履修者各自の研究テーマを見つけ出し、情報収集・資料検索等を通して自分で
調べた内容を発表した上で小論文にまとめる。 目標 Ｄ・Ｋ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 特 別 研 究 Ⅱ
「こころの健康と精神障がい者の地域生活支援」

授業形態・単位数 演習・２単位

開 講 年 次 ４年次

担 当 教 員
職名：教授

氏名：藤
ふじ

　原
わら

　正
まさ

　子
こ

開 講 期 通年

授 業 回 数 30回

期末試験の有無 無

授業に関する主な実務経験と期間

英国王立盲学校重複障害者生活自立支援施設・英国コヴェントリー市社会福
祉局危機介入チーム・障害者洛南共同作業所・葵橋ファミリークリニック・
京都市児童福祉センター総合療育部・福島県精神保健福祉センター、上田保
健所等（18年６ヶ月）

社会貢献としての委員会・職　等 福島県精神保健福祉士会理事

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

同志社大学文学研究科社会福祉学専攻修士課程　文学修士
英国マンチェスター大学医学部精神科精神医学ソーシャルワークディプロマ
課程修了　Diploma in PSW
精神保健福祉士、英国hcpc登録ソーシャルワーカー、CAP（子どもへの暴
力防止教育プログラム）スペシャリスト、メリデン版ファミリーワーク基礎
研修修了
日本社会福祉学会、日本子ども虐待防止学会、日本精神保健福祉学会、日本
精神障害者リハビリテーション学会他

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 30時間

オフィスアワー・メールアドレス等 オフィスアワーについては初回授業時に説明します。
E-mail：fujiwara.masako　fukushima-college.ac.jp
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１ オリエンテーション
こころの健康と精神保健福祉 プリント 各自のテーマ設定準備

２ 精神障がい者の地域生活支援
①　続・不思議なレストラン　はじめに

ビデオ「統合失調症を生き
る」20分

発表資料準備
資料確認と整理

３ 精神障がい者の地域生活支援
②　続・クッキングハウス物語 プリント 〃

４ アディクション ― 止めたいのに止められない罪悪感 〃 〃

５
精神障がい者の地域生活支援

③　人生という長い尺度で旅立ちを見守る
　　〈小山くんのこと〉

〃 〃

６ 精神障がい者の地域生活支援
④　ここが私の故郷です　〈妙子さんのこと〉 〃 〃

７ 子どもの問題の理解
症状の見立て方 〃 〃

８ 子どもの発達
愛着、心の安全基地、親の役割 〃 〃

９ 子どもの発達
個体差 〃 〃

10 子どもの心の発達と家族支援
分離と喪失　崩壊家庭と家庭不和 〃 〃

11 特別研究の小論文作成に向けたテーマ設定 〃 各自の研究テーマを探す

12
リカバリーへの道としてのリハビリテーション①

「日常生活の障害」とは何か
リカバリーはどのように障害と関係しているのか

〃 発表資料準備
資料の確認と整理

13
リカバリーへの道としてのリハビリテーション②
リカバリーとは何か
精神障害リハビリテーションとは何か

〃 〃

14 治療とリハビリテーションに家族の関与を得る① 〃 〃

15 治療とリハビリテーションに家族の関与を得る②
各自の研究テーマ中間発表① 〃 〃

発表準備と発表後の修正

16 各自の研究テーマ中間発表② 発表テーマ別グルーピング 発表準備と発表後の修正

17 研究個別報告① 発表と質疑応答 〃

18 研究個別報告② 〃 〃

19 研究個別報告③ 〃 〃

20 研究個別報告④ 〃 〃

21 研究個別報告⑤ 〃 〃



― 337 ―

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

22 研究個別報告⑥ 発表と質疑応答 発表準備と発表後の修正

23 研究個別報告⑦ 〃 〃

24 研究個別報告⑧ 〃 〃

25 研究個別報告⑨ 〃 〃

26 研究個別報告⑩ 〃 〃

27 研究成果報告準備① グループ討議 発表資料準備

28 研究成果報告準備② 〃 〃

29 特別研究発表① 発表と質疑応答 発表準備と感想文作成

30 特別研究発表② 〃 〃

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

目標Ａ・Ｄ・Ｋ：授業時の発言等参加態度50％
目標Ｄ・Ｋ　　：発表時のレポート内容、特別研究小論文等の課題の消化度および提出期限を守っているか等50％によ

り評価する。
シラバスの「成績評価への補足的対応措置」を読んでおいて下さい。詳しくは第１回目の授業に説明する。

教　科　書 参　考　書

書　名：続・不思議なレストラン
著者名：松浦幸子
発行所：教育史料出版会
価　格：1,600円（税別）

書　名：子どもの精神医学
著者名：マイケル・ラター
発行所：ルガール社
価　格：6,800円

書　名：精神障害と回復 ― リバーマンのリハビリテー
ション・マニュアル

著者名：Ｒ.Ｐ.リバーマン
発行所：星和書店
価　格：6,600円（税別）

その他補足事項

　授業の進捗程度・等により、授業内容を変更する場合があります。
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１ オリエンテーション 授業の進め方について
発表、ディスカッション

２ 研究計画の立案 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

３ 研究計画の立案 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

４ 研究計画の立案 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

５ 研究計画の立案 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

６ 研究計画の立案 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

７ 研究計画の立案 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　認知行動療法や行動療法の基本的な理論、具体的な援
助方法、および臨床心理学的問題の実際に関する理解を
深めることを目的とする。
　そこで、本授業では、認知行動療法や行動療法に関し
て自らの関心を踏まえた題材をもとに実際に研究を行う。

A 知識
B 技術・技能

○ C 論理的思考力
D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力
G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力
I 積極的発言力及びプレゼンテーション力
J 多様性への理解力、応用力

○ K 課題対処力
L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

認知行動療法に関して興味ある題材をもとに研究を行い、まとめる。 目標 Ｃ・K

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 特 別 研 究 Ⅱ
（臨床心理学研究）

授業形態・単位数 演習・２単位

開 講 年 次 ４年次

担 当 教 員
職名：講師

氏名：木
き

　村
むら

　泰
やす

　博
ひろ

開 講 期 通年

授 業 回 数 30回

期末試験の有無 無

授業に関する主な実務経験と期間 特記事項なし

社会貢献としての委員会・職　等 特記事項なし

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

早稲田大学大学院人間科学研究科修士課程修了、修士（人間科学）
公認心理師、臨床心理士、認定行動療法士、日本認知・行動療法学会、日本
行動医学会

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 30時間

オフィスアワー・メールアドレス等 オフィスアワーは初回授業時に説明します。
メールアドレス：kimura.yasuhiro　fukushima-college.ac.jp
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

８ 研究計画の立案 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

９ 研究計画の立案 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

10 研究計画の立案 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

11 研究計画の立案 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

12 データ収集 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

13 データ収集 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

14 データ収集 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

15 データ収集 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

16 データ分析 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

17 データ分析 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

18 データ分析 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

19 データ分析 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

20 執筆 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

21 執筆 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

22 執筆 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

23 執筆 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

24 執筆 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

25 執筆 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

26 執筆 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

27 発表の準備 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

28 発表の準備 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

29 発表の準備 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

30 発表 発表、ディスカッション 予習：発表レジュメの作成

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

目標Ｃ：研究レポート　90点
目標Ｋ：研究遂行のための取り組み　10点

教　科　書

使用しない。

その他補足事項

　予習として発表レジュメの作成を求める。
　学習成果の発表機会などを適宜設ける。
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１
～
10

研究テーマの検討
先行研究の整理

講義及びグループ討議、
発表

文献該当箇所の予習及び
復習

11
～
20

研究方法の検討と調査 講義及びグループ討議、
発表

文献該当箇所の予習及び
復習

授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　臨床（clinical）という言葉は、ギリシャ語で「寝台」
を意味する「クリネーク」に由来する。元々臨床とは、
医療的な治療を施す術がなくなってしまった病人に対し
て、枕元で魂の旅立ちを世話する僧侶の役割を示すもの
であった。その現代的意味では、援助を求める人に対し
て道を共にするということがその主題となる。そのため
には、人を知りその上で支援の方法を考えていくことが
大事なことである。並行して、学生が自分自身の関心領
域を明確にし、具体的な研究のプロセスへの理解を深め
て、小論文にまとめていく。

○ A 知識
B 技術・技能

○ C 論理的思考力
D 文章表現力
E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力
G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力
I 積極的発言力及びプレゼンテーション力

○ J 多様性への理解力、応用力
○ K 課題対処力

L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

①　様々な理論を通じて、心のメカニズムを知る。 目標 Ａ・Ｃ
②　様々な症例を通じて、アセスメント力を高め、支援の方法を身につける。 目標 Ａ・Ｊ
③　心理学領域の研究において必要な知識・技術を習得する。 目標 Ａ
④　自らの興味関心に応じた先行研究を調べ、研究プロセスを構築していく力

を身につける。 目標 Ｃ・Ｋ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 特 別 研 究 Ⅱ
（臨床心理学研究法）

授業形態・単位数 演習・２単位

開 講 年 次 ４年次

担 当 教 員
職名：教授

氏名：岸
きし

　　　良
よし

　範
のり

開 講 期 通年

授 業 回 数 30回

期末試験の有無 無

授業に関する主な実務経験と期間 愛知教育大学、茨城大学、各臨床心理相談室相談員他
（平成12年４月〜平成29年３月）

社会貢献としての委員会・職　等 日本臨床心理士資格認定協会理事
専門職大学院認証評価判定委員会副委員長他

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

早稲田大学大学院文学研究科社会学専攻修士課程修了、文学修士
臨床心理士、心理臨床学会、箱庭療法学会、精神分析学会

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 30時間

オフィスアワー・メールアドレス等 オフィスアワ－：木曜日
メールアドレス：kishi.yoshinori　fukushima-college.ac.jp
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

21
～
30

論文の執筆、発表 講義及びグループ討議、
発表

文献該当箇所の予習及び
復習

期末試験の講評

　期末試験終了後、希望者には期末試験の講評について、オフィスアワー等を通じて説明します。

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

◦目標Ａ・Ｃ：小レポート（20％）
◦目標Ａ・Ｃ：最終レポート（50％）
◦目標Ｊ・Ｋ：授業での討議、発表等への参加態度（30％）

教　科　書

随時紹介。

その他補足事項

　授業の理解度に応じて、講義の順番の入替が予測される。
　理解度に合わせて参考文献を随時紹介する。
　最終レポートの作成・提出及び成果発表を求める授業である。
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授　業　計　画

回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

１ 一歩踏み込んで明らかにしたいことは何か？ 全体討論 レジメ作成

２ 先行研究探索① 発表と討論 発表準備

３ 先行研究探索② 発表と討論 発表準備

４ 先行研究探索③ 発表と討論 発表準備

５ 先行研究探索④ 発表と討論 発表準備

６ 先行研究探索⑤ 発表と討論 発表準備

授 業 の 概 要 授業の概要及び到達目標との対応項目

　大学の最終年次では、これまで学んできたことをカタ
チにする。どんな格好になろうとも締め切りまでに、首
尾一貫した論文（レポート）として完成することを目指す。

A 知識
B 技術・技能

○ C 論理的思考力
○ D 文章表現力

E 表情及び身体表現力
F 感性及び感動表現力
G 協働能力
H まごころ、思いやりの発現力と夢や希望の発信力

○ I 積極的発言力及びプレゼンテーション力
J 多様性への理解力、応用力
K 課題対処力
L 人間関係、対人関係構築力及び対話力

授業の到達目標 授業の概要・到達目標との対応項目
（受講して得られる力）

複数の参考文献から自分のテーマを絞り込むことができる。 目標 Ｃ
首尾一貫した長文を完成することができる。 目標 Ｄ
研究の成果を簡潔に説明できる。 目標 Ｉ

福祉学部　福祉心理学科　授　業　計　画� 2019年度

授 業 科 目 名 特 別 研 究 Ⅱ
（臨床心理学研究）

授業形態・単位数 演習・２単位

開 講 年 次 ４年次

担 当 教 員
職名：教授

氏名：渡
わた

　邉
なべ

　　　勉
つとむ

開 講 期 通年

授 業 回 数 30回

期末試験の有無 無

授業に関する主な実務経験と期間
聖マリアンナ医科大学病院神経精神科心理技術員・臨床心理士（昭和57年１
月〜平成14年３月）
目白大学カウンセリングセンター相談員（平成14年４月〜平成30年３月）

社会貢献としての委員会・職　等 福島市自殺対策ネットワーク会議議長、日本心理臨床学会代議員

最終卒業（修了）学校及び学位　等
資格・免許及び所属学会　等

上智大学大学院文学研究科教育学専攻博士課程修了、文学修士
博士（医学）、臨床心理士、日本精神分析学会認定心理療法士
公認心理師、心理臨床学会、森田療法学会

卒業・資格・免許 授業科目区分 必修・選択必修・選択の別
卒業 専門教育科目 選択
開講キャンパス 福島駅前キャンパス 授業時間以外の必要な学修時間 30時間

オフィスアワー・メールアドレス等 オフィスアワー：水曜日午後
メールアドレス：tsutomu.watanabe　fukushima-college.ac.jp
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回数 授業テーマ・授業内容 授業方法（アクティブラーニングの
方法）及び、授業で使用する教材等

授業時間以外の必要な学修
【予習・復習】

７ 先行研究探索⑥ 発表と討論 発表準備

８ 先行研究探索⑦ 発表と討論 発表準備

９ 先行研究探索⑧ 発表と討論 発表準備

10 先行研究探索⑨ 発表と討論 発表準備

11 先行研究探索⑩ 発表と討論 発表準備

12 先行研究探索⑪ 発表と討論 発表準備

13 先行研究探索⑫ 発表と討論 発表準備

14 先行研究探索⑬ 発表と討論 発表準備

15 前期のまとめ・これからの研究の予定を立てる 計画予定表の提出 レジメ作成

16 研究調査活動① 報告と討論 資料収集・整理

17 研究調査活動② 報告と討論 資料収集・整理

18 研究調査活動③ 報告と討論 資料収集・整理

19 研究調査活動④ 報告と討論 資料収集・整理

20 研究調査活動⑤ 報告と討論 資料収集・整理

21 研究調査活動⑥ 報告と討論 資料収集・整理

22 研究調査活動⑦ 報告と討論 資料収集・整理

23 研究調査活動⑧ 報告と討論 資料収集・整理

24 研究調査活動⑨ 報告と討論 資料収集・整理

25 研究調査活動⑩ 報告と討論 資料収集・整理

26 進捗状況の確認 全体討論と指導 進捗報告

27 執筆指導① 論文構成の指導
レジメ配付 添削

28 執筆指導② 個別・全体討論 添削

29 執筆指導③ 個別・全体指導 添削

30 総合ディスカッション：論文・レポート提出 全体討論と講評 最終稿完成

授業の到達目標に応ずる到達度の評価（評価方法・基準）

前期　目標Ｃ　　：討論における発言（30点）
後期　目標Ｄ・Ｉ：論文・レポート提出と発表（70点）
前期と後期の結果を総合して評価します。


